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自序  . 

人；' 年 は 私が 漱石 先生に お 目に か 、 つ てから 丁度 一 一十 年 目に 相當 する ので、 それ を 記念す る 意 

味に 於て、 春 以來何 かやりた いと m わって 居た 矢先、 折よ く 岩波 氏の す. -め があった ので、 本書 

を 出版す る氣 になった。 さ.^ やかながら 私に とって はさう いふ 意味での 謂 はば 記念出版 なので" 

そこで 子供じみた 話で は あるが、 集めた 文章 も 年の 數 にち なんで 二十 篇 にした わけ だ。 

文 學に檇 はる 徒の 一 人と して、 私 は 近代 日本 文學の 一 番巨 きな 星であって、 又 自分の 文學生 

活に 極めて 大きな もの を與 へて 貰った 漱石 先生、 其 人の 「人. 藝術 及び 時代」 を 正面から 研究 

する 志 を 持たない わけで はない ので あるが、 今の 私 は それ を敢 てす るの は 近 過ぎる ともい へ る 

し、 又 反對に 遠過ぎる ともい へる 一種 妙な 三角 點に 立って 居る ので、 これ は 自然の 裔 して くれ 

る 時 を 待つ 事と して、 今 はた？ 世の 漱石黨 と共に、 心 ゆく 迄 先生 中心の もろ^, \- の 事 を 物語り 

たい、 さう いふ 至極 打ち 寬 ろいだ、 謂 はば 漱石 座談 會で おしゃべり をして 居る やうな 氣 持で、 

この 隨筆集 を 編んだ ので ある。 

一 


緣 あって 生前 親しく 敎を うけ、 緣 あって 歿後 遺族と 俗緣 がつな がった。 私 はこの 因緣を 時々 

不思議に 思 ふので あるが、 しかし 岳父と いった 俗緣の 立場から 先生 を 見た 事 はかって 一 度 も 無 

く、 飽く迄も 先生 は 私に とって 先生な ので ある。 私が 在世中 山 房に 出入した の は、 ゎづ かに 晚 

年の 正味 一年間。 だから 先生 を 直接 識 つてる とい ふ點 では 末輩の 末輩で しかない。 自然 語る ベ 

きもの も少 いので あるが、 しかし 先生が 亡くなられて 十九 年、 その 間の 事に ついては、 多少 私 

に 語るべき 義務と 責任と が ある やうに 思 ふ。 一見 他愛の ないやうな 事で も、 筆の まに./ \. 書き 

とめて おいた 所以で ある。 

本書の 大半 は、 永い 間にい つと はなしに 新聞 ゃ雜 誌に のせた ものに、 今度 新に 雌 黄 を 加へ た 

ものであるが、 本書の 爲に 書かれた 未發 表の もの も少 くない。 一番の 舊稿は 『其 後の 山 房』 で、 

未發 表の 數篇 は、 主として 今夏 か， -れ たもので ある。 其 間の ひらきが 十九 年 も あるので、 相當 

意 を用ゐ はした ものの、 ま. -重復 したと ころが あるか もしれ ない。 本書の 性質が 性質 だから、 

其 點は諒 とされたい。  - 

昭和 九 年 十月  <• 
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漱 石の あと を 訪れて 

一 未亡人 三十 三年 振りの 九州 

關鬥 連絡船が 海峡の 中程に 出た 時に、 甲板に あって 本州 九州の 山々 をし げくと 眺め くらべ 

て 居た 未亡人 は、 始めて 懷舊の 瞳 を 輝かせた。 

「山の 形まで いくらか 變 つてる やうよ。 あの 兩 側の 煙突 や 大きな 建物なん かまる で 無かった 

i し は 

ん です ものね。 それに 私たちが 始めて 渡った 時には、 ちっちゃな 碎が どつ さり 居たん だけれ ど 

…… 」 

未亡人に は 大きな 連絡船より 小さい サン パ ンの 方が 情が 移る らしい。 

「え. -、 今でも 居る に は 居ります よ。 此前來 た 時に、 僕乘 つた 事が あります もの。」 

「そお、 あの 時 私だった か 父だった か、 持って 來 たもの を 連絡船の 中に 忘れて しま ひ、 私た 

一 


ちは鬥 司に 上り、 船 は 問 もな く 下 ノ關に 引き かへ してから 氣が ついて、 福 岡から 出迎 へて くれ 

た 叔父が 胖に のって 取って 來て くれたので すが、 波が 高く つて その 終が とても 搖れ て、 叔父が 

靑 くな つたの を覺 えて 居る わ。 でも 叔父 が 生命 保險を かけて るから 安心して 居た と强 がり を 言 

つた もの だから、 父と 一緒に 笑った わね。」 

あの 時と 未亡人が いふの は、 父に 伴 はれ 年老いた 女中 を 一人 連れて、 遙々 東京から 熊 本に 嫁 

人り に 下った 其 時 を 指す ので ある。 明治 二十 九 年 六月 八日、 二三 日 後に は 見知らぬ 土地の 花嫁 

はなかん ざし 

になら うとい ふ 二十歳の 初夏 だ。 つやく した 娘 島 田に 花簪を さして、 人生の 新しい 生活に 蹄 

み 入らう とい ふ 希望に 充 ちた 時 だ。 ところが 今、 その 花簪 のうつ， - た黑髮 も白髮 染め をし なけ 

れ ばなら なくなり、 其 時の 父 もす でに 亡く、 その 時の 夫 も 亦す でに 逝き、 人生の あらまし を 過 

ごして、 かう して 子に 當る 長女の 夫 を 伴って、 亡夫 十三 囘 忌の 年に、 三十 三年 目に この 海峽を 

渡って 舊蹟 を！ ^ はう とい ふので ある。 感慨の 深いの も當然 だ。 まして や この 海峽 はた さへ 一 

人物 を 思 はせ ると ころな の だ。 思 ひ 出 深げ に 見入る 義母の 感傷に、 私 も 思 はす 引き込まれ るの 

であった。 

門 司 驛で長 崎 行きの 列車に 乘り 込む ところ を、 どやく と 新聞記者 團に 取り 園 まれ、 九州の 


や つぎば や  ダ ー ス 

御關所 だ、 素通り は 相 成らぬ とば かりに、 矢繼 早に 一打 程の 訊問 をう けた。 そこで 私 は 長 崎、 

gg、 熊 本、 训府、 松 山の 順序で 旅程 をた てて 居る 事、 旅行の n 的 は 熊 本-松 山の 兩 地に 於て、 

漱石 先生の 舊 居の あと を 親しく たづね て、 それ-^ の寫眞 をと つたり、 當 時のお 識り合 ひの 方 

方に ぉ會 ひして、 目下 稿を續 けて ゐる 未亡人の 『思 ひ 出』 を 追 補したい と考 へて る 事、 熊 本 は 

始めて 新 家庭 を 持った ところで あるから、 い ろ/ \ な 思 ひ 出が 行って 見たら あるで あらう と、 

未亡人が 今から 非常に 樂 しみに して 居られる 事、 さう して この 九州 入り は實に 三十 餘年 振りで、 

もう 二度と かう いふ 機會も あるまい から、 感慨 も 一倍 深い ものが あるら しい 事、 長 崎 や 雲 仙 は 

初めてで は あるが、 先 を 急ぐ ので 今度 はほんの 行きが かりの 瞥見に 止めて おく 事、 それから ト 

ビック は 自然 最近 文壇の 傾向と か 何とか、 そんなお きまりの 方向に それて しまったが、 この 質 

問のお 蔭で、 私達が 心に 描いて ゐた 旅行の 全貌が、 はっきりと 表面に 呼び出された 形であった 一 

九州に 入った 第一 夜 を、 紫檀 づ くめの 長 崎の 宿で 送った 私達 は、 いたるところの 店先に 吹き 

誇って る liT 藥を 見て、 東京の 蕾の 固かった こと を 語り合って、 自分 達が 南の 國へ來 たこと をし 

み じみ 感じながら、 急ぎ足で 立ち寄りたかった 圖書 館の 前 を 素通りして、 諷訪 公園 ゃ崇ー i 寺 や 

み くぢ 

沛 上の 天主 堂な ど を 見て ま はった。 "詠 訪祌 社で は 珍ら しいので 英語のお 神 籤 を ひいた。 如才な 
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四 

くハビ ネスと 巾 I た。 崇福 寺で は、 佛 前に 丸ごとの 豚 や 羊が 毛 皮をはがれ たま \ 紫の 撿印 だらけ 

はに こ  ど ぎ も  •  ぽ そ さ.. い 

の膚で 捧げられて 居る のに 度膽 をぬ かれた。 肉饅頭 や 蛸の 足 も 三方に のって 居る。 馬鹿 祭と い 

わう ばく  ふ ちゃ 

ふお 祭 だとい ふが、 それにしても 同じ 黄檗 でも 精進 物の 普 茶 料理 を賣り 物にして ゐる 宇治の 黄 

檗とは 段 違 ひの 氣の 荒さ だ。 浦 上の 天主 堂に入る と、 戶 外の 雨風 をよ そに 深い 谷に でも 佇んで 

る やうな ひっそりした 靑 空の 感じ だ。 高い 空色の ステ ー ンド • グラスの せゐ だ。 天井に 祈、 謙、 

忍、 貧、 從、 貞、 敬祌、 信、 望、 愛、 節、 勇、 義、 賢、 などと いふ 文字が、 一 つく 丸い わく 

の 中に 書かれて 居る。 それ を 仰いで ると、 折から 正午 を 告げる 會堂獨 得の 鐘が 鳴った。 聖母 像 

に 捧げられた 花の 美しく 又 大きい のに 反し、 基督 像に 捧げられた 造花の 目立って 色褪せて 貧弱 

なの は、 こ \ の 信仰 をよ く 示して 居る のか も 知れない。 

うん ぜん 

第二 夜 は 雲 仙で 達った。 雲 仙 は その 名の 如く、 雲に 暮れて、 雲に 明けて、 雲の 中 を 下った。 

くだ  かたち  っ乂じ 

登る とから 降る 迄 雲 又 霧で、 山の 容ー つ 見る でな く、 躑踢 が滿開 だとい ふその 名物の 赤い 花 を 

見る でな く、 ゎづ かに 朝の テ 1- ブルで 此邊で とれた とい ふ 每を頰 張り、 同じく 此邊で とれた と 

いふ 蜂蜜 をト ー ストに ぬって かじった 位の もの。 しかも 五合 目 迄 下って 來 たら、 下界 は 忽ち 晴 

てきれ き  ，  . 

れ 渡って、 島 原の 海 一 體が的 操と 光って 居る ではない か" 雲 仙と いふ 山 は 恐ろしく 皮肉な 山 だ， 


と 思った。 かう 徹底して 名實 相伴って 居て は、 今更 負惜しみ も 不平 も 洩らせまい。 

第三 夜 を 私達 は 始めて 目的地の 熊 本で 迎 へた。 市に ついた 第一印象 として、 おや 隨分變 つた 

わね と 義母 は獨 りごった ものであるが、 やがて 宿へ ついて や、 落ちつく と、 あんまり 變ら ない 

やうね と、 まるで 反 對の事 を 言った。 五六 年 前に 私が 最初 來た 時にはなかった 電車が、 今度 來 

て 見る と、 チン^ \ 動きます を やって る 熊 本 だ。 勿論 三十 年の 問に はかなり 變り もした に 違 ひ 

ない。 しかし 家の 中に 入って 見る と、 表 向 程に は 變タて 居ない のか も 知れない。 これが 熊 本な 

んだ らう。 私に はこの 一 見矛盾した印象の言葉が誠に面白く^H々と響ぃた。 さう して この 分 だ 

と 案外 好い 收穫が ある ぞと考 へた。 

ご とうぜ ざん 

ところが 其 夜、 かねて 東 道 一 切 を賴ん でお いた 九州 日日 新聞社の 後藤 是山 君が 訪ねて 來て、 

明日 以後の 熊 本での スケジ ュ ー ルを こしら へ 旁.' 舊 居の 話な ど をして 居る うちに、 私 は 益 i 豫 

想 以上の 牧 獲が ありさうな 自信 を もつ に 至った。 是山君 は 俳人 だ。 君の 童顏が 示す やうに 新聞 

人に は 珍ら しい 君子 人 だとき く。 『か はがら し』 とい ふ 俳 誌 を 主宰して 句作に いそしんで 居る 

し めいぎん しゃ  つ ゑつぐまい ち 

大の 漱石黨 だ。 「紫 瞑吟 社」 の 昔、 熊 本 俳壇と 漱 石と は 深い 因緣が あるの だ。 同行の 末 次 靑雉氏 

あ をき げ つと 

も 俳友で、 第一 今日 も 大阪の 俳人 靑木月 斗 氏を迎 へた、 今 は その かへ り 道 だと ある。 月 斗 氏と 

五  ； 


私達と は 島 原から 三角へ 渡る 間 同船した の ださう である。 その 月 斗 氏 も 靑雉氏 も、 明日 小 天の-一 

漱石 館へ 行くなら 同行した いとい ふ 申出 だ。 元より 異議の あらう 害 はない。 寫眞 撮影に は是 3. 一 

きもい  くぎ や i 

君の 膽 入りで、 同じく 九州 日日 新聞社の 寫眞部 主任 釘 山 君 を 煩 はすこと にした。 是山 君で も 釘 j 

山 君で も 進んで 私達の 擧を 心から 援 けて くれる の は 有難い。  一 

ぎゃ5 とく  ぎ やう とく  j 

私 はな ほ 念のために 佐貿の 行德ー 一 郎君に 出て 來る やうに 電報 を 打った。 行 德君は 五 高 時代に 一 

夏 目 一家に 同居した ことがあって、 この 地の 昔の 關 係の ある 地理に は 別して 明るい 人、 東京に 

ひと 

出てから も亦關 係の 深い 仁 だ。 第 一 私達と 行 を 共に する 事 を どんなに 喜ぶ か 知れない の だ。 

手 害が 整った。 明日が 待 たれる。  ： 

二 小 天 石 館 

連日の 强 行軍で、 一等 案じて 房た の は 未亡人の 健康だった。 が、 一夜 あけて 見れば すっかり 一 

疲勞を 恢復して、 常に も增 して 元氣 なの は 緊張して るからで あらう が、 先 は 上々 士  3 だ。 佐賀の 

行德 君が 一 番乘 りに 飛び込んで 來る。 

やがて 寫 萬の 釘 山 君が 來て、 記念の 二 ュ ー ス寫眞 として 私達 をピ シャリ とやって ると ころへ" 


是山 君、 靑雉. 月 斗の 兩 氏と 顔が 揃 ふ。 十 時 頃、 ニ臺の 自動車に 分乘 して 小 天に 向 ふ。 

小 天 は 熊 本の 西北 三 里 半、 蜜柑の 名産 地と して 名高い が、 名作 『草枕』 の 地と して 又 喧偉さ 

れて 居る。 もとは 熊 本から 峠を越して 來 たので あり、 今 は 普通 同じく 蜜柑の 產地河 內の方 を 通 

つて 自動車で 來る のが 順 道な の ださう であるが、 去年の 潮 害で 迂 廻す るの だとい ふ。 その 峠が 

『草枕』 冒頭の 「峠の 茶屋」 の あると ころで、 この 條は 中等 敎科 書に は 殆ど 例外な しに 出て 居 

るから、 其點 だけで も 先づは 天下の 名所 だとい つてい. -の かも 知れない。 よく 峠 を 歩いて 越し 

て 小 天 を 訪ねる 學 生さん など も あると いふ 事 だが、 今 は 未亡人と 同行 だから、 そんな 山路 はお 

斷 りする 外ない。 その！ t の 茶屋の あると ころが、 其の 當 時と 現在と は 違って 居る とやら、 その 

ところに いろ， C 『草枕』 にち なんだ 文句な どが 落書き されて 居る とやら、 好事家 はいろ^^ 

な 事を敎 へて くれる。 

i ず? 豕と いふより、 むしろ この 地方の 一般の 人々 の 間に 信じられ てると ころに よれば、 『草 

な こ, 1^  を あま むら ゆうら  しほ だは 

枕』 の 那古井 溫果が 小 天 村 字湯ノ 沛の溫 泉で あり、 志 保 田家が この 玉 名 郡の 名家 前 田家で あり、 

み  つ *«こ  あんざんし 

怪 美人 那美 子さん が 前 田家の 息女 卓子 さんで あり、 ひげの 美しい 老隱居 は 前 田 案山子 その 人で 

あり、 馬子の 源さん はい まだに 生きて 居て、 先頃 は 東京の 宫崎龍 介 君のと ころに 働いて 居た と 


くわん かいじ 

やら、 (さう して 宮崎 君の 母堂 は 叉 こ の 前 田家の 出で ある) それから 觀海寺 は、 鏡ケ 池 はとい ふ 

風に、 一 々立所に事實に結ぴっけて^^^證ょろしくぁるのでぁる。 

成程、 那古 井の 地 は 海に 臨んで 居て 蜜柑畑が 多い。 湯 ノ浦も 有 明灣に 臨んで 居て 柑橘類の 名 

mlKr  産地。 溫泉 宿と はいふ ものの、 隱 居が 別 

莊に 建てた もので、 客 は ある もよ し 無く 

ほんけ 

もよ し、 本家 は 小高い 岡の 上に あって 白 

壁の 家 だと ある。 今 その 本家 は燒 けて し 

まった が、 數 里の 先から そのお 城の やう 

な 豪勢な 白壁が 見えた とい ふ。 その 本家 

に は 兄が 居て、 こ X の 溫泉は 正しく 隱居 

あんざんし 

案山子が 老を樂 しみ 養った 刖莊 で、 政界 

の 名士 を數 多く 迎 へたと ころ ださう だ。 小說 では 美しい 髯の隱 居が 書畫 骨董 を樂 しんで 居る と 

あんざんし 

ころへ、 主人公が お茶に よばれる。 事實 案山子 は 議會三 美髯の 一 人と いはれ た 程の 美しい 髯の 

持主で、 多くの 珍ら しい 書畫 骨董 を 集めて 自適の 生活 をして 居た とい ふ。 漱石も 亦 同好の 趣味 


を もって 居て、 しばく 茶に 招かれて 書畫 骨董 を 見せて もらった とい はれて 居る。 後に 前 田家 

あんざん 

が 離散して 人手に 渡った 珍寶の 中には、 ー雙の 屏風で 數萬圓 の 名品 迄あった とい ふ。 この 案 山 

子 は 弓 を ひく 癖 をす る ことにな つてる が、 事 實は槍 をと つて は 細 川 藩で 及ぶ もの のない とい は 

れた 名手であった さう である。 

怪 美人 那 美さん は 一 旦緣づ いて 不緣で 親元へ かへ つて 來て 居る。 彼女の 行動 はキ印 だと 嗜さ 

れる程 端倪すべからざる ものが ある。 卓子さん は 生涯 あらゆる 苦勞 をな めて 來て、 現在 六十 六 

七 歳の 餘生を 府下 池 袋で 養って 居られる 不幸な 方で、 當時 不運の 第一 步を 踏んで、 嫁入り 先き 

から 親元へ かへ つて 居た。 美しく、 田 舍には 珍ら しい チヤ キく の、 當 時の いはば 新ら しい 女 

であった らしい。 作 中の 怪 美人 は 軍人に なったら とい はれる 位勝氣 であるが、 卓子さん も 後に 

は 支那 革命に 彼 地へ 渡って 奔走した 位の 女丈夫 だ。 その外 家の 特色 ある 作りな ど、 小說 と事實 

と 正に 一致す る。 だから 『草枕』 の 地 は、 取り もな ほさす この 小 天 村 字湯ノ 浦の 溫 泉に 外なら 

ない とい ふので ある。 

それ は それに 違 ひなから う。 私達 も 亦 それ を 疑 はない。 疑 はない どころ か、 むしろ それ を 信 

すれば こそ かう やって 訪ねて 來 るので ある。 しかし、 こ \ で 問 違って はならない 事 は、 さう し 

九 


-て しばく 誤られ 易い 事 は、 『草枕』 の 素材が こ 、から 得られた とい ふ事實 から 更に 一 步を 進め 

て、 『草枕』 の 中に 描かれて 居る 事 をす ベて 事實 として、 反對に 『草枕』 を 尺度と して この 地 や 

人物 を說 明し 去らう とする こと だ。 これ は 危險千 萬 だ。 ー體 『草枕』 は 平 俗な 自然主義 全盛の 

當 時の 文壇に 投じられた 謂 はば 反 自然主義の 巨彈 なの だ。 事實 その ま、、 醜い 人生 その ま、、 

あひことば  、、、、、、、 

つ ま り當 時の 合 言葉 によれば 現實 暴露の 悲哀 を 描かう とした もので はなく、 反對 にむ しろ 主人 

公が 作者と 一緒にな つてし ばく 反複 して 居る やうに、 所謂 「非人情」 の 境地 或は 詩情 を 描い 

たもので ある。 だ がら、 下手に モデル 問題なん ぞを 逆に 使って、 漱 石の 初戀 だの 卓子さん のェ 

口  . サ ー ヴ イス だのと 邪推して は、 折角の 非人情 哲學. が 泣き出す わけ だ。 

お ほみ そか 

さて 漱 石が この 地に 來 たの は、 明治 三十 一年 十二月 三十 一日、 大晦日に 友人の 同じく 五高敎 

なめら  こ さ 

授の 山川 信次郞 さんと 一 一人 連れで やって 來て 、「温泉 や 水 滑 かに 去年の li§」 と 長々 と 浴槽の 中で 

のんき  じゃくち う 

春を迎 へて、 至極 暢氣に 正月 休み を 暮らした ものら しい。 床に 1=1? 冲の 鶴の 幅が かけて あったり- 

青磁の 鉢に 羊奏を 入れて 卓子さん が 持って 出たり した こと は 『草枕』 にある とほり。 夜暗い 浴 

槽の屮 に 一 一人が 入って ると も 知らす、 誰も 居ない ものと 思 ひ 込んで 下りて 行って びっくりして 

逃げ出した. りした 事が あると は、 彼女 自身が 物語る ところ。 若い 時から 老成の 風が あつたと い 


はれて る漱石 だ、 好きな 書畫 骨董 を觀 せて もらって 喜んだ こ， こ は 想像 出來 るが、 特別 茶目った 

-  つな こ 

とも はしゃいだ とも 考 へられない。 卑 子さん も おとなしい 方だった とい ふだけ で、 むしろ 印象 

は 山川さん の 方が はっきりして 居る らしい。 其 後 夏蜜柑の 頃日が へ りで 同僚 四 五 人と 一 緒に 立 

ちょった ことがあ ると いふ。 事實小 天と 漱 石との 交 涉 はこれ しきの ことで しかない ので あるが、 

『草枕』 と共に この 地の 名 は 不滅で あるかの やうに 見える。 

を あま 

小 天の 本 村に 入って、 先づ 郵便局 長の 田 尻さん を 訪ねる。 田 尻さん は 志 保 田の 前 田家と は 親 

戚で、 田さん の 方から 私達が 行く から 案 內を賴 むと 言って ある 方 だ。 庭に は 蜜蜂が 飼って あ 

る。 折 ふし 老 主人 は 私達の 來訪を 待ち 翁ね て、 恐らく 明日 か 明後日 かになる であらう から、 迎 

へ 旁. '打ち合 はせ に 様子 を 見て くると あって、 熊 本へ 出られた 後 だとい ふ。 して 見る とすつ か 

り 行き 違 ひに なった 訣で 恐縮 だ。 それで は 私が とあって 若 主人が 先に 立って 案内され る。 湯ノ 

浦まで は 村 を 離れて 六 七 丁 あるが、 こ \ も 去年の 潮 害で 堤防 を やられ、 自動車 は 途中 迄し か 行 

かないと いふお 話。 自動車 を 捨てた ところで、 蚊帳 を顏 にかぶ つた 人達が しきりに 荷車に 蜜蜂 

の 箱 を 積んで 居る。 花に 從 つて、 枇杷の 花、 菜の 花、 紫雲英の 花、 蜜柑の 花と いふ 風に 次々 に 

移動す るの だとい ふ。 その 花の 蜜に よって、 蜜の 色 も 香 も 幾ら かづつ 違 ふとい ふ。 今 小 天 は 蜜 


(室 尿の 子 山 窓 は 棟の 手右ク 館 石 jft 天 小 


一一 一  > 

柑の 花の 眞 盛り だ。 右手 はい ためられた 田 を S 一 

てて 海、 左手に 蜜柑 山、 ひらけた 堤防の 上に 立 

つた 時、 あれです と W 尻さん は 蜜柑 山の 麓の 小 

村の 中に ある 雅致 ある 一 構 を 指す。 目 ざす 舊蹟 一 

は 指呼の間に あるので ある。 成程と 一 行 は 期せ： 

すして 點 頭いた。 た f あたりの 荒涼たる 潮 害 を i 

のぞけば、 『草枕』 から 心に 描いて 居た 豫 期と あ 一 

ん まり 違はなかった の だ。 一 

門前に 立って 見る と、 いかにも 數寄 者の 建て 

た 家ら しく 面白い り だ。 小說の 宿と 同じ や-? 

に、 麓の 平地から 丘の 腹に 向って 中庭 を 圍んで 一 

建てられて 居る ので、 一見 三階 建の やうに も 見 一 

える が、 しかも その 一 番 高い 三階の 座敷に 入つ 一 

くつぬ  一 

て 見る と、 かへ つて 庭の 杏. 悅 ぎから すぐに 上ら 


こ  おもや 

れる 仕組みに なって ると いふ 凝り 方 だ。 兩翼、 殊に 向って 左側が 母屋、 嫩 石が 居た とい ふ 三番 

の 部屋と いふの は、 その 母屋 をの ぼり 切った 三階に 當る、 全く 他の 部屋と はかけ 離れた 特別室 

あんざんし 

だ。 さう して 案山子の 居室と いふの は 二階の 一番 上の 部屋で、 この 部屋の 造り は變 つて 居る。 

そこ へ 所狹 きまでに 珍 貴な 道具 類が 並べられて 居た もの ださう であるが、 今 は 全くが らんと し 

て 何もない 上に、 幾分の 模樣 がへ もあった とやら。 庭 を 隔てて 山 を 見、 庭の 盡 きる ところへ 海 

が や- - 鈍重に 光って 居る。 みんな は 三番の 部屋 を觀 てから、 こ X に 集まった。 一家の 方 はいふ 

ぜ ざん 

に 及ばす、 そこへ 村長さん ゃ農會 技師な ども 走せ 參 じて、 是山 君の 音頭で、 これから 『草枕』 

座談 會 を 開かう とい ふ 好景氣 だ。 私 は 何 は ともあれ 釘 山 君を督 して 方々 の寫眞 をと り 始めた。 

『草枕』 以來 一躍 この 溫 泉が 有名に なり、 それから 誰い ふとな くこの 宿 を漱石 館と よんで、 溫 

泉 宿を續 けて ゐ たさう であるが、 今の 主人 水 本 氏に なつてから は それ を やめて、 只管 柑橘類に 

專 念され て 居て、 今では 多くの 部屋 部屋 ¥?ネー プル . ォレ ンヂの 貯藏窒 になって ると いふお 話。 

主人 自身のお 話に よれば、 所謂 三番の 特刖窒 も、 先日 迄 やはり オレン ヂを 入れて おいた の ださ 

たづ 

うで あるが、 私達が 訪ねる とい ふ 話が あつたので、 漸く 兩 三日 前に それ は 片付けた ところ だと 

の 事、 今 R は 庭の 草 を ひいた ところで、 明日 あたり 疊替 をして 遠来の 珍客 を迎 へる 手 害で、 田 

一 一-一一 
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一 四 

夙 氏と も 相談し、 出 來れば 一 泊 宿って 頂き 

たいと 思って 居た のに、 豫期 以上の 早目に 

來て しまったので、 とんだ 亂雜 なと ころ を 

お 目に かけて とひ どく 恐縮の 體だ。 突然 押 

しかけた の だから、 むしろ 罪は當 方に あり 

で、 かへ つて 有りの ま、 の 現狀を 見せて 頂 

いて 有難かった ので あるが、 成程 三番の 部 

屋の疊 は よごれて 窒飾も 何もない。 いかに 

も 人の 住んで 居ない 荒れ 方 だ。 それ を 見て 

田 尻 氏が 氣を きかせて、 宅に 案山子 舊藏の 

うらが みぎよ くだう  , 

浦 上玉 堂の 山水の 掛軸が あるから、 それ を 

自轉 車で とらせて 來 ようとい ふ。 い.. -思ひ 

付き だから、 部屋の 寫眞は それが ついて か 

らと いふ ことにし、 釘 山 君と 浴槽へ ま はる- 


さ じ 含 

裸體の 美人 を 見て 主人公が 裸 體美論 を やる この 浴槽 は、 棧 敷の やうな 脫衣 所から 見下ろせる 

. やうに なって 居て、 いはば この 三 暦樓の 地下室に 當る。 當 時と は 幾分 趣も變 り、 溫 泉の 溫度も 

低くな つたとの こと、 こん^ \ と 湧き出る 湯の 口に 手 を 入れて 見る と、 大體 體溫の 程度 だ。 寫 

眞を とる。 それから 門のと ころからの 全景、 中庭な ど を 撮影して ま はつてから 庭へ 出て、 周圍 

一尺の 松の 大木と は どれ だら う、 先生 も 非常識な こと をい ふ もの だ、 海岸に ある 害の 溫 泉から、 

かう い つつ & 

舟で 谷川 を 下る あの 末 段の トン チ ン カンと 好 一 對で、 隨 分と 超然たる もの だな どと 笑 ひあって 

居る と、 玉 堂の 山水が ついた ので、 それ を かけて 三番の 部屋の 寫眞を 外から も內 から も 幾 枚 も 

とる。 それから 大體の 見取り 圖を 書く。 

かん ま（- 

釘 山 君が 持って 來た キャビネの 乾板 は あと 一 枚に なった と 悲鳴 を あげる。 その 一 枚 を 一 同の 

記念 撮影の 爲に錢 す ことと して 座談 會を のぞいて 見る と、 田 尻 老人 不在の 爲に、 微かに 覺 えて 

ゐる やう だとい ふ 水 本 老母 以外、 小 天に 於け る 漱石を 知って る 者がない ので、 話 は 自然 他の 方 

ぎ やうと くくん め た ほる 

へそれ たものと 見え、 愛嬌 ものの 行德 君が 目 達 原の 仇 討と いふ 鄕 里の 大衆 文學 式な 話で 一 座 を 

笑 は て 居る ところであった。 座 上に は 土地の 名物 ネ ー プ ル. ォレ ンヂが どつ さり 出されて 居 

あんざんし 

る。 頗る 美味 だ。 未亡人 達 を 促して 背後の 丘の 山に ある 案山子の 墓に 參る。 大きな 墓碑 だ。 全 

一 五 


一 六 

IT つと 

山 蜜柑の 花盛りで、 蜂の 羽音が 高い。 月 斗 氏 と共にし きりに 感心す る。 釘 山 君が ヴェ スト を 出 

つな こ  みや はち く 

して 墓前の 私達 を寫 して くれる。 卓子さん にい X 土産 だ。 A ノ久 保と いふ この 丘つ f きの 高臺 

にあった 本邸 は、 明治 三十 七 年に 火 を 失して、 燒跡は 今では やはり 蜜柑 畠に なって ると いふ。 

大體の 目的 を たした ので、 それ 以上 準備 もない ところに 迷惑 を かけて はすまない とあって、 

わかれ を 告げる。 水 本 氏 も 村長さん 達 も 大いに 感激して、 是非 これ は 保存す ると 意氣 込んで 居 

られ た。 『草枕』 で 有名に なった とはい ふ ものの、 『草枕』 の 作者の 感興 を そ.^ つて 書かし めた 

この 家 そのものが 元々 面白い 家な ので ある。 殊に そこに は 中 江 兆民 や、 其他當 時の 中央 地方の 

政界の 名士 も數 多く 集まった、 いはば 一種の 記念すべき 俱樂 部な ので ある。 かう した 記念の 建 一 

物 は、 いろくの 意味で 是非 その 地方 地方に 保存して おきたい もの だ。 私 も 先生め 遣廣 とい ふ. 

見地から と、 又 かう した 地方 文化の 見地から と、 雙 方から しきりに おす \ めして おいた。 

時計 を 見れば もう 三時 だ。 一行の オレン ヂ腹も ペコ./ \ だ。 かう 腹が へって は 仇 討 どころ で 

たいと 見えて、 いよく 一刀 兩斷 とい ふ行德 君の 語り どころ は、 熊 本へ かへ つて 夕食 をつ め 込- 

んで からにの びたら しい。 

け つと 

熊 本へ かへ つて 今日の 一 行 を 招待す る。 釘 山 君が 差し出す 書畫 帳に 月 斗 氏が 俳句 を 書く、 


小 天_ 傲 石 館に て 

古 館 花 橘の 句 ひかな  月 斗 

五 高の 小島 伊左美 敎授、 野々 口 勝 太 郞敎授 がお 訪ね 下さる。 小島さん は漱石 在任 當 時の 現在 

唯一 の 同 俊であった とい ふ。 義母と 二人で 懷舊談 に 花が へ く。 野々 ロ敎 授から はいろ く 新し 

ぃ事窒 をお 聞きす る。 その 野々 口 敎授も 今 はもう 故人に なられた。 

明日 は 市內の 舊居ま は り だ。 

三 熊 本の 舊居 六つ 

に ひづま 

漱 石が 松 山から 熊 本の 五 高に 赴任して 來 たのが、 明治 二十 九 年 m 月。 その 六月に 新^ を 東京 

から 迎 へて 一家 を 持って から、 明治 三十 三年 六月の 洋行 迄に、 全部で 六 軒の 家 を轉々 して 居る。. 

にってい 

その 舊 居が 全部 あるかな いか はわから ない が、 ともかく たづね て 見ようと いふの が 今日の 日程 

ぜ ざん  ぎ や 5 とく  くぎ わ-ま 

だ。 私達の 外に 是山 君、 行德 君、 それから 釘 山 君と いふ 額觸。 

七圓 五十 錢の 三三九度 を あげたと いふ、 近顷 流行の 婦人 雜誌 などの 儉約 くらべの 結婚式より 

くわう りんじ  は .* 

まだ 安い、 記念すべき 結婚式 を あげて 新 家庭 を もった 光琳 寺 町の 家と いふの は、 義母が たしか 

一 七 
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一 八 

にこの 逢 だとい つて 墓地 を目當 てに さがしあて 

た 板屏の 中の 一棟、 こ、 に 入口が あった 害 だと- 

い ふので あるが、  全く 入口が わからない。 是山 

君が 近所の 人に きいて くれる と、 巿區 改正で 表 

通りに 門が ついて、 今では 「熊 本 簡易 保險 健康 

相談所」 の 奥座敷 だと わかる。 表へ ま はって 來 

意 を つげる と、 看護婦 や 醫師が 始めて 知って び 

つくりす る。 もと 妾宅であった とやら で、 一寸 

茶室 風の 離れの やうな 一室が あり、 そこで ザッ 

クバ ランな 結婚式が あげられ たの だとい ふ。 義 

母 は 懐し さう に 瞳 を 輝かせて、 まるで 違って 居 

ない わね、 こ- -に夏 目が 坐り、 こ、 に 私が 坐り. 

こ こに 父が 坐って と、 その 記念す ベ き 日 を まざ 

まざと 目に 浮べて るので あらう、 手に 取る やう. 


に說 明して くれる ので ある。 

す.. しさ や 裏 は 証う つ 光讲寺  漱 石 

當 時の 句が ある。 隣り は 墓地、 この 墓地に は 土地で 名高い 靈 犬の 墓が ある さう であるが、 何 

にんじゃ うざた 

でも その 昔 この 家に 不義が あって 刃傷沙汰が あつたと やらで、 夜變な 物音が するとい ふので 引 

つ 越した のが 合羽 町 二三 七 番地 だ。 

かっぱ 

合 町の 家と いふの は 何だか 下宿屋みたい ないやな 家で、 その 癖 家賃が 十三 圓と いふ 當 時と 

して は 高い 家だった のよ と 義母が 言った 其 家 は、 さがし 出す 迄 もな く殆 んど當 時の ま \ で、 成 

程 みすぼらしく 殘 つて 居た。 しかも 滑稽な 事に は、 本當に 下宿屋 をして 居る ので ある。 下宿の 

人達 も 全くの 初耳で 不時の 訪客に 驚いて 居て、 屮には ライオン 齒 磨を昏 いっぱい にくつ つけて- 

ごしく 齒 ブラシ を 使 ひながら 观 いて 居た 下宿人 もあった。 漱 石の 舊 居と わかって、 今に 下宿 

料の 値上げ をされ なければ い . ^が …… 。 

おほえ まち  ， 

大江町 は當時 まだ 大江 村であった。 水車が あったり、 裏 は 一 面の 田畑で 本當に 眺めの い 、と 

な じみ 

ころで、 そこで は 『猫』 でお 馴染の 多々 羅三平 君が かなり 活躍した ところであった がと、 未 亡 

もの AV 

人 は 又しても 追憶の 瞳 を 輝かせる。 變 つたで あらう と 語り合 ひながら 行って 見る と、 水車が 懒 

1 九 


.  二 〇 

くま はって るので お や/ \ 昔 のま 、よと 言 つてる うちに、 元 田 男爵 家 の 古風な 洋館 の 玄關 に ム丛 

あと 

つ。 こ 、も 亦舊 のと ほりだと ある。 舊 居と いふの はこの 邸 c: の 一 隅に あるの ださう である。 

おちあ ひと y> くわく 一 

夏 目 未亡人が 訪ねた とい ふので、 これ はくと 屮 I 迎 へられた の は 大正 天皇の 侍 從落合 東 郭さー 

んの御 母堂、 っ^いて 元 田 男爵の 御 母堂だった。 新聞で 貴方のお いでと いふ こと は 知りました i 

が、 ようこそ 訪ねて 來 て-卜された、 三十 幾年 振りで したが、 すっかり 見 違へ る やうに なって と 

自分の 娘で も迎へ る やうな もてなし ぶり。 義母 もす つかり 喜んで 甘える やうに 昔話に 花 を ゆ、 か- 

せる。  その 頃 は 貴女 もお 若かった にな ど 言 はれる の は 元 田さん の 御 母堂 だ。 まだ 子供の なかつ； 

た 花嫁 氣 質の ぬけ 切らない 頃の こと だ。 お 年 を 伺 ふと 八十 二 歳。 明治 大帝に 帝王の 學を さづせ 

えい ふ  くわく しゃく  りんこ  j 

奉った とい はれる 元 田永孚 先生の 未亡人 だ。 * 幾と してし かも やさしみ のうちに 凛 乎 犯す ベ か 

fesi  さすが  . > 

ら ざる 氣 宇が 漾 うて 居る の は 流石 だ。 私は老 未亡人に ついて 何等 知る ところがない けれども 一 

初對 面の 印象から 推して、 明治の 新 日本 建設の 大事 業の 背後に は、 かくの 如き 日本 女性の 隱ぶ 

た 力が 多分に 働いて るに 違 ひない と考 へ、 一 種い ふに いはれ ない すがく しい 莊嚴 さに 打 たれ 一 

さながら  き やう だい 

た C 落 合 先生の 御 母堂 も 七十 幾 歳と やら、 宛然 姑に つかへ るが 如く 又 全く 姉妹の 如く、 こ、 に < 

は 人の 世の 埃つ ぼい 風 は 微塵 も 吹かない らしい。 しかも 私が たって 御 願 ひして カメラに 納まつ 


おも 

て 頂いた 時には、 幾分 面 は ゆいら しく、 お 互に 場所 を讓り 合って 居す まひ を 正される あたり、 

ほほ ゑ ましく も ゆかしい 限りであった。 

この 古風な 質素な 應接 問に は、 それに ふさ はしい 古 オルガンが あり、 時代 ものの 堆朱の 卓が 

ある。 二 枚の 平べ つたい 籠の 屮に蠶 が 桑に 憩うて 居る。 二人の 老 夫人た ちの 手す さびで あるら 

し せズ しゃくと く 

しい。 しかし こ \ に は 私達の 目 を 奪 ふ ものが ある。 それ は 明治の 元勳 たちの 詩 養 尺牘の はリま 

つ 一 たて 

ぜ 衝立 だ。 三條實 美、 土方 久元、 坂 本 龍馬、 勝 安房、 佐 野 常 民、 高 崎 正風の 諸 大家の 外に、 元 

すぐが ほラ とう 5 きてんに みつ くるま を かってた ちに ゆび ざすて いじ ほとり 

S 永孚 先生の 「鈴 鹿 峰頭 雪滿レ 天、 驅， 車 直 指 帝 城邊」 に 始まる 七 言 律が あるが、 それ 

に は 明治 十 年 一 一月 西南の 變を 聞き 恰惶 として 西 京に 赴き、 天 額を拜 して 而 して 作る と 前書きが 

ある。 當 時の 光景が 目に 浮ぶ。 

ほこら  ま 5； 

屋敷 も 簡素で 神社の 境内の やうな すがく しさ。 小さい 祠が ある。 明治 大帝の 靈 位が/^ つて 

ぁ& ぎり 

ある。 前に 蘭の 花が ゆ、 いて 居る。 離れが ある。 舊居は その 隣り の 大きな 梧桐の 下に あるので.^ 

ひらや づ，、 

る。 平家 造りの 閑 n な 構へ だ。 こ、 は 大いに 氣に 入って 長く 居たかった の だが、 落 合さん が 熊 

& が はぶち- たちの 

本へ か へられる とい ふので、 やむ を 得す 井川 淵へ 立 退いた の だとい ふ。 

が はぶち  ふ S さき  しら か は  めい ご V し 

井川 淵の 家 は 藤 崎の 宮の 近くで、 白 川に 面して 居る。 二階に 上る と 明 午 橋が 目の 下で、 橋 板 

二 一 


む 望 を 橋 午 w り よ 階 二 居舊の ja 川 井 市 本 熊 


を 踏む 下駄の 昔が 手に とる やうに 聞こえる。 .K 

きな 禝 があって、 その 下に 鷄が 遊んで 居た。 手 

狹な家 だ。 こ、 の 家人 も舊 居で ある 事 を 知らす 

に 居た が、 美しい 夫人 は、 宅が 役所から 歸 つて 

聞きましたら、 どんなに 喜ぶ でせ うと 心から 嬉 

しさう に禮 をい つて 居た。 明 午 橋 を よんだ、 「春 

の 夜の しば 笛 を 吹く 書生 哉 漱石」 は 大方 こ.^ 

での 印象で あらう。 

つ tli ね まち 

居る 事 僅かに 三 箇月で 坪 井町に 移った。 當時 

十圓の 家賃だった とい ふが、 これ は 又お そろし 

く 立派な 家 だ。 洋館の 應接間 や 玄關が 新しくく 

つついた ので、 未亡人 は 一時、 これ は 新築ら し 

いと 言って 居た が、 勝手の 方から 庭 口へ ま はつ 

て 見て、 當 時の ま. -だ とわかった。 物置 小屋が 


居 《 の 町 井 谇内市 本 lig 


もとは 厩で 馬丁が 同居して 居た とい ふ 程 だか 

ら、 當時五 高の 學 生さん だった 寺 田寅彥 博士 

が 書生に おいて くれと いふ 話で、 物置で もよ 

ければ といって 話が きまった とい ふの も 道理 

だ。 こ、 で 初めての 長女が 生まれた。 「安々 

と 海鼠の 如き 子 を 生めり 淑石」 とい ふの が 

祝 ひの 句。 海鼠の 如き は少々 恐れ入る。 こ、 

は 産湯の 水の 井戶 だ、 七五三 繩 でも 張ったら 

ぜ ざん 

どうです などと、 是山 君が 珍しく 輕ロ をた、 

く。 子規 居士が 初 雛 を 祝って くれる。 その 手 

紙と 雛と は 今 私達 夫婦が 祕藏 して 居る。 こ、 

の 住 ひ は 足掛け 三年の 長き にわた つた。 

すま ふの つかさ よしだ おひ かぜ 

角力 司の 吉田 追風の 七五三 繩を 張り 渡した 

*y た. t- ん だんば た 

門 を 過ぎた 近くの 北 千 反 畑の 二階家に は、 ほ 
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二 四 

ギ1 やうと く 

んの三 箇月 足らす しか 居なかった ので あるが、 其 頃 書生 同様 同居して 居た 行德君 はしき りに な. 

つかしが り、 長女の 乳母車 を 押し 犬 を 連れて は、 藤 崎 八幡の あたり を散步 した 話 をして 居た。 

とにかく 六 軒の 家 は 六 軒ながら、 殆ど もと ど ほりと いってい \ 位に 殘 つて 居た の は、 來て見 

ザ ざ ん 

た 甲斐が あつたと いふ もので、 熊 本の 文學 通の 是山 君な どで さへ、 ゎづ かに 二箇所 を 知る のみ 

だった の だ。 現 住 者の 大部分が 知らなかった の も 亦 一興で あつたが、 私達の 不意の 訪問が 却つ 

て それらの 人々 を 喜ばした のも瘩 しかった。 變 つた やうで 變ら ない と 未亡人が 洩らした 第一 印 

象が い \箴 をな して、 熊 本 なれば こその 感を 深く した ことであった。 私が これら をす ベて カメ 

ラに 納めた の はいふ 迄 もない。 豫感ど ほり 好牧穫 であった。 

五 高 を 訪ねた が、 こ. - では 取り立てて 見る もの もな く、 小島さん 野々 口さん その他の 敎授た 

ちに 擁せられ、 古い 學校 一覧で、 當 時の 同僚 や 年俸の 辭令 など を 見た 位な もの。 圖書 館に 案內 

されて、 幾度 製本 をし なほしても すぐに 背が こ はれる とい ふきたない 漱石 全集 を觀た 時には、 

一 種の 感慨に 打 たれた。 

其 夜、 『夏 目さん の 人 及び 藝術』 の 著者の 訪問 をう けた。 さう して 氏 自身が 撮影され た 『草枕』 

『二 十日』 の モデルで あらう とい はれて る 地の 寫眞數 葉 を 下さる。 これ は 大いに 有難かった 


が、 a 學 校へ 行った 時から 話の 出て 居た 私の 大嫌 ひな 講演 を、 たうとう 學生 諸君に 坐り込まれ 

て 承知せ ざる を 得な くな つ てし ま つたの は 迷惑 だ つ た。 

翌日 未亡人と 行德^ と は 休 tf 旁.' 名所 見物。 私 は 五 高へ 行って 短い 講演で ともかく 責任 を果 

たした。 夜 は 五 高の 學生 諸君が 義母 を 取り 園んで、 思ひ屮 Z 話に 興じて 居た。 

熊 本に 於け る 三日 王 晚、 私達 は 漱石氣 分、 『草枕』 氣分 を滿樊 して、 第二の 目的地た る 『坊ち 

あっせん 

やん』 の 地 伊豫 松 山に 向って 立った。 熊 本で は 徹頭徹尾 後藤 是山 君の 斡旋に 負 ふところが あり、 

殊に 寫眞 撮影に 於て は 釘 山 君の 全 的な 好意に よって 思 はざる 便 {且 を 得た ので あるが、 さて 松 山 

では これ だけの 便宜が 得られる であらう か。 尤も 松 山滯在 はた 僅かに 一 箇 年であって、 一 人 

身の 氣輕 さに は、 宿 も  一 二で、 其點 文句 は少ぃ 害で あるが、 いかんせん 未亡人 も 私 も 松 山に は 

まだお 目に か、 つたこと がない ので、 全く 勝^が わからな いの だ。 仕方がな いので 俳人 村上霽 

げっ 

月さん にお 世話 を 御 願 ひして おいた の だが、 菜して 熊 木の やうな 牧穫が 得られる かどう か。 

私達 は宫 地、 竹 田、 別府 と、 ま づ训府 でと まって、 そこから 伊豫の 高濱へ 渡らう とい ふので 

ある。 松 山中 學 出身者 は 俺の 屮學 こモ 『坊ちゃん』 の中學 だとい つて 威張る。 さう して 山嵐の 

二 五 


二 六  一 

乇，、 テルが どうの かう のとい ふこと は、 これ 迄 幾度 聞かされ たか 知れない。 それで 見る と 松 山の! 

『坊ちゃん』 熱 は、 遙 かに 熊 本の 『草枕』 熱 を 凌駕して 居る やうに も 感じられる。 い、 ことに； 

私 は、 例の 「赤 シャツ」 のモ. デル だとい はれた 人が、 この 小 說の餘 白に べったりと 當 時の 中學； 

校の こと、 先生の こと、 その他 『坊ちゃん』 中の 事件の 眞相を 詳細に 涉 つて 書き込まれた 珍本 一 

を 手に して 居る。 これが 何よりの 手引きであって、 當 時の 事 を これ 以上に 知る 事 は 一寸 不可能 一 

であらう。 私 はこれ を 懐に して まだ 見ぬ 松 山に 乘り 込まう とい ふので ある。  一 

私達 は 『草枕』 の フィルム をぬ いて、 『坊ちゃん』 の それと 入れ かへ なければ ならない。 ^府ー 

からの 船の 上で は、 もう 未亡人の 額から あの 關門 海峡の 感傷 は 消え去って 居た。  ！ 

四 道 後溫泉  - 

むら かみせ いげ つ 

松 山で は 村上霄 月さん に 萬 事の 御世 話 をお 願 ひして おいた。 霽月さん は 子規 • 漱 石の 俳友で _ 

地方 俳壇の 先覺 者と して、 俳壇 一方の 驍將 である 事 はよ く 人の 知る ところ。 子規 • 激石兩 者に： 

ほ 親しく 交 はって、 松 山 時代に はしば く 宿 を 訪ねられ たと 聞いて 居る から、 案內 をう け 乍ら； 

ハ 人の 口から 當 時の 模様 をき くの は、 私達の 大きな 喜びで なければ ならない。 村 上さん も 私 か 


らの 懇望 を 快諾して 其 日 を 待って 居て 下す つたので あるが、 いかんせん、 好事 魔 多し と は此事 

，  のぞ  ぶっか  . 

で、 折 ふし 三 土 蔵相が 鐳省 展墓 を かねて 四國の 銀行 大會に 臨まれる のと 打 突って、 銀行の 頭取 

をして をら れる村 上さん は、 その 接待 委員で 香 川縣の 方へ 出張され なければ ならない 羽目に な 

つてし まった。 そんな 第一歩の 踏み. m し 違 ひから、 私達 は 高濱へ 上陸す ると、 輕 便に また 乘っ 

て、 それから 又 先へ 行って 乘 りかへ るより、 ー氣に 自動車 を 飛ばせる にしく はない と 思って、 

タ クシ ー を 道 後へ 飛ばした。 ところが 埃 だらけな 田舍 道に、 車 は 使 ひ 古しの フォ ー ドと 來てゐ 

る。 まるで 苦しみに 乘っ たやうな もので、 道後溫 泉の 鮒 星へ ついた 時には、 變 に動淨 がする と 

義母が 言 ひ 出した もの だ。 これ は 失策った と 思って 居る と、 女中が お客様で すと 名刺 を 取り次 

おほし ま ぼ i をく 

い 。大 島梅屋 さんだ。 

：!! 星さん も 松 山に 於け る 子規 門下の 俳人で、 當時 しばく 漱 石の 宿に も 訪ねて 來て、 一番 當 

時の 事情. に は 通じて 居られる とい ふので、 村 上さん が 自分が 來られ ないた めに、 つまり その 代 

理 格で 萬 事の 東 道 を 委任され たの だとい ふ。 しかも 恐縮な 事に は 私達 を高濱 迄出迎 へられた の 

に、 私達 はいきな りタ クシ ー に乘 つてし まった ので 姿 を 見失 ひ、 輕 便に 乘 つてから どこかに 居 

るに 違 ひない と 思 ひ、 一 々の 車窒を 東京の 夏 目さん、 東京の 松 岡さん と 高聲に 尋ねて 下さった 

二 七  , 
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やましろ や  き ど や 

の だとい ふ。 さう して 宿 もこの 道 後より は、 かへ つて 『坊ちゃん』 の 山城 屋、 つまり 城 戶屋の 

方が よから うとい ふので、 大體話 をして おいた の だとい ふの だ。 いよく もって どぢを 踏んだ 

わけ だ。 では 明日から は 間違 ひの ないやう にと、 いろく 打ち合 はせ たこと であるが、 明 曰 は 

多分^ 河北 さ ん も 同行され るとの ことだった。 河北さん も 同じく 銀行家の 俳人 だ。 

漱 石が 松 山中 學へ赴 仕した の は 明治 一 一十 八 年 g: 月。 それから 熊 本の 第五 高等 學 校の 敎授 にな 

つて 松 山へ おさらば をした のが 翌年の 四月 だから、 丁度 松 山に は滿 一箇年 間 居た 勘定 だ。 尤も 

その 三年 程 前、 明治 二十 五 年の 暑中休暇に 岡 山へ 來て大 洪水に 遭 ひ、 それから 海 を 渡って 折 か 

ら歸省 中の 子規 居士 を 訪ねた ことがあ るから、 松 山に は 二度 來た 事になる ので あるが、 この 時 

はま だ 文科 大學の ー學 生で、 子規の 母堂が こさへ て くれたす しが 大變 おいしかった と氣に 入つ 

しる 

た 位で、 刖に 印象の 書き 誌され たもの も殘 つて ゐ ない。 また 幾日 位 滞在した もの かそれ もよ く 

はわから ない。 しかし 當時ぱ りくの 文學士 で、 しかも 成績の よかった とい ふ 人が、 すでに 東 

京で 敎職 にもついて ゐ ながら、 何 を 苦しんで か 突然 こんな 片田舍 の中學 の敎師 になん ぞ なって 

都落ち をした のか は、 いや 失戀 をし たんだと か、 すっと 後年 出て 來た 憂！^ 症が 出て ゐて、 近親 

，一 おくそく 

や 東京と 遠ざかり たくな つたんだ らうと か、 いろく 揣摩 臆测の 取り沙汰が ある やう だが、 <€, 


め 先生 は 手紙で それ を 一笑に 附 して は 居られる が、 事實は 結局 謎で、 ともかく 松 山に 來 たとい 

ふ 事 その 事 だけにつ いていへば、 前に 一度 來た 事の ある 親友 子規の 故鄕 とい ふ 事が、 有力な 一 

動因 をな して る 事と 思 はれる。 

ところが 赴任す るに ついて 手元が 不如意であった らしく、 菊 地 謙次郞 さんに、 五十 圓 融通し 

て くれない かとい ふ、 漱石 にして は 誠に 珍しい 手紙 を 書いて 居る が、 果して 融通 をう けて、 そ 

の 金で 支度 をして 松 山へ 乘り 込んだ のか どうか、 それ は 菊 地さん にお 尋ねして 見ない とわから 

ない。 

やまろ しゃ  さ ど や 

さて 松 山へ ついた 漱石 は、 まづ 初めは 『坊ちゃん』 の屮の 山城 屋事城 戶屋の 客と なり、 それ 

からい か 銀の 愛 松亭に 移り、 そこ もニタ 月ば かりで、 二番 町の 上野と いふ 老夫婦の 宅に 宿 をと 

る 事に なった" 正 岡 子規が 從軍 記者に 出て 病 を 得て かへ つて 來て 同居した の は 其 時で、 夏から 

秋へ かけての ニタ月 程であった らしい。 こ -M じ 子規の もとに 馳せ參 する 多くの 俳人 を識 つた。 

せ いげつ  い をく 

霽月さんでも 梅屋 さんでも みんな 當 時のお 識り合 ひ 筋な ので ある。 

しろ やま  / 

ところが 梅屋 さんの 話に よると、 城 山の 中腹にあった この 愛松亭 とい ふの は 先年 取り 拂 はれ 

-て、 今では 舊 城主 久松 家の 別邸の 庭に なって ると いふ。 屮學も 元の 校舍 ではなく、 今では 他へ 

nrj 
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移って ると いふ ことで あるが、 そこ は ともかく 訪ねる として、 私達が 主として 訪ねる の は 二番 

i い をく 

町の 舊 上野 氏 宅と 城戶屋 位の もので、 熊 本に くらべて 大分 荷が 輕ぃ。 梅屋 さんに 賴んで 寫眞師 

を 約束して 貰 ふ。 

刖府ー 一 曰 の 休養で 旅の 垢 をき れい さつば りと 流したい つもりの 私達に は、 この 道 後の 何とな 

はっけん ざん 

く錢 湯め いた 感じ は あんまり 好 もしくなかった。 それでも 初見 參の 珍し さが 手傳 つて、 いくつ 

も ある 共同 風呂の 浴槽 をの ぞい て步 いて、 「湯の 中で 泳ぐ ベから す」 とい ふ 貼り札で もない かし 

らと考 へたり した。 湯の 町 を 歩く と、 ところぐ の 店先に 霽月さん の 短冊が 下がって 居る。 俳 

の 盛んな 土地柄で あるのと、 霽月さん の 盛名と が 思 ひ やられる。 

道後溫 泉の 遊廓 は 『坊ちゃん』 に はいろ/ \- の 役目 を 仰 付かって 居る。 まづ 入口のと ころに 

ある 圑子屋 は、 坊ちゃんが 二 皿七錢 なり を 平らげて、 生徒に 落書き をされ た 御 舊蹟。 これ は 湯 

晒し ffl 子と いつ て 昔からの 名物で あると いふ。 當時 中學の 先生た ちで もこ X で圑子 をた ベた と 

いふ 人 は敢て 坊ちゃんに 限らす、 同僚で 間もなく 校長に なられた 横 地理 學士の 如き は、 『坊 ちゃ 

ん』 の 書き入れ 本に、 明治 二十 九 年 一月 廿 六日、 象 族 一同と 共に 同所に 散歩して 此團子 及び 善 

きち やう めん  やま あ.：： し 

哉 を 喰へ りと、 日 迄 書き込ん であるの は 恐ろしく 几帳面な もの だ。 それから 山嵐と 坊ちゃんと 


が 赤 シャツと 野 だい ことに 天誅 を 加へ るべ く、 七日 七晚 障子の 穴から 一 一人の 登樓 をの ぞく その 

- J  9  まゆつ ば 

家 は ついそ こに ある あの 家 だな どと いふの が ある。 これ は圑 子と くらべる と少々 眉 唾 もの だ 

が、 しかし さう いふ 俾說 はちゃん と殘 つて 居る。 さうな つて 來 ると、 あと を 追って 玉子 を 打 突 

てんぷ ら 

ける 松 並木 も、 今 練兵場の 近くに 舊蹟が ある さう です、 天 默羅を 四 はいたべ て 大いに 英名 をと 

どろ かせる その 薔麥屋 も あすこです とい つ て、 翌々 日 自動車で 市內を 通った 時敎へ て もらった 0- 

しかし 坊ちゃん 薷麥 とか 坊ちゃん 圑子 とか 改名 はして 居ない やう だ。 松 山で はかう いふ 事 をよ 

くしら ベて る 人が あると、 ^々ヨ 訪ねて 來た 新聞社の 方から きいた。 熊 本の 『草枕』 傳說 同様、 

こ. - でも 坊ちゃん 俾說は 中々 盛んの やう だ。 滯 在中たん まり さう いふ 愛嬌の ある 傅說 をき かな 

ければ ならない。 自然 私の 筆 も實說 と傳說 とが チャン ボンになる かも 知れない C 

五 子規 . 激石 同宿の 家 

い 入大氣 だ。 宿の 緣に 立つ と、 初夏の 綠の 小山の 上に 白い 城が くつき. リ 見える。 まるで 箱庭 

の 築山の 上に、 陶製の 玩具 を 置いた やう だ。 うっとりと けだる さうな、 いさ 、か 若葉で むされ 

ほ，； ：； をく  か ほく 

さうな 日の 光 だ。 梅屋 さんと， E 北さん とが 見える。 未亡人 も 案じた より は 元氣を 取り 戾 して 居 
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る。 先づ； H ざすと ころ は 二番 町の 舊上 野 氏 宅 だ。  . 

漱 石が 初め 居た 愛松亭 とい ふの は 一 番 町で、 そこの 主人 は津田 安と いふ #1 畫 骨董なん ぞ をい 

ぢ くった 半商寶 人であった らしい。 それが 通常 『坊ちゃん』 のい か 銀の モ.、 テル だとされ て 居る。 - 

やたらに 茶 を いれ ませう と 入って 來て は、 人の 茶 を 無暗に しぼって のむ とい ふ 役 だから、 端役 

乍ら こんな モデル は あんまり 有難くない。 其 人 はすつ と 前に 亡くなり、 養子 は滿洲 とか 朝鮮と 

いはや いちろく  なみさん じん 

かに 行って ると いふ 話。 こ、 に は 一 時巖谷 一 六. 翁 (小波 山人の 厳父) など も 居られた 事が ある 

さう だ。 その 家 は 前に も 書いた とほり 取り 壤は されて 今 はない が、 大體 あの あたりでした よと， 

てつが うし  ぼい をく  しろ やま  たかは まきよ し 

鐵 格子の 扉 いかめしい 久松 別邸の 門前に 車 を 留めて、 梅屋 さんが 城 山の 中腹 を 指す。 高 濱虚子 

さんの 『漱石 子と 私』 の 中に、 虚 子さん が 始めて 漱石を 訪ねる 條が あるが、 其 時 漱石は あづち- 

に 向って 弓 を ひいて 居た 事が 書いて ある。 漱 石の 弓 は 大學の 頃からで、 一 時 は 大分 凝って 引い 

へ *& ん 

たもの らしく、 弓の 句な ども かなり あるので あるが、 かう いふ 僻遠の 地へ ひとり 來て、 城 山の 

中腹で 弓 を ひいて る 一 一十 九 歳の 漱石を 想像す ると 一 寸 面白い。 

ば ：■ をく 

梅屋 さんの 記憶に よると、 そこから 一 一番 町へ 引っ越し たの は 六月 下旬の 頃だった と あるが、 

書簡集の 日附 から 押す と、 大體 その 見 當に違 ひ あるまい。 原因 はいか 銀が 山嵐に あり もしない 


事を訴 へ、 山嵐が 怒って いか 銀の 奴 は 不都合 干 萬 だとあって、 速 刻 轉宿を 取 計らった とい ふ 一， 

說が ある。 

約束して おいた 寫 《^ 師に聲 を かけて、 二番 町の 舊 上野 氏 宅に 行った。 今 は 寺 井さん とい ふ 方 

のお 宅 だ。 昔の 武家屋敷 とかで、 町の 通り はし もた 家ば かりの 靜 かなところ だ。 多く は 關西特 

べにがら 

有の 紅殼 をぬ つた 細い 格子の はまった 家 だ。 その 家と 家の 間に 狭く はさまれた 格子 戶を がらが 

らと あけて、 やっと 傘の させさうな、 いかにも 隱宅 めいた 見 付き。 氣 取らない 梳 込みなん ぞも 

あって、 前の 家の 盡 きたと ころに さ X やかな 一 一階 家が あるので ある。 

家 は 東と 南と が 開き、 障子の 外 は狹ぃ 濡れ 緣に なって 居る。 東の 緣先 きに は、 僅か 二 問ば か 

りの 奥行で は あらう が、 狹ぃ 割合に 石の 多い 小 庭が 造られ、 石燈 籠の 下に 躑躅が まばらに， い 

いろどり 

て 居る のが、 この場合 不思議な 彩 を 見せて 居た。 袖垣な ども 卑しから す、 ちょこちょこ 飛石の 

多 いのも 小 庭ら しくて い、。 東 は 低い 裸が 緣に 迫って 居る。 部屋 は六疊 で、 床と 棚と がくつつ 

からかみ  . 

いて 居る。 平凡ながら きちんと しまって 居る。 唐紙 一 重で 次の 問の g: 疊 半と も五疊 ともつ かな 

い 不得要領の 部屋が つながって 居る。 階下の 部屋と いふの はこの 二つ 切りで、 こ、 へ 子規 居士 

が轉 がり！：^ んで、 二 箇月ば かり 寢 たり 起きたり の 病身で ありながら、 毎晩の やうに 門下 を 集め 


(室お 居の 石 so 階 二 裏の？ 5 の 山 * 二' 
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て 運座 を やって 氣焰を 上げて 居た ところな の だ？ 

その 部屋の 後ろに 階段が ある。 時代が ついて 古 

光りが して 居る。 

二階 は 六疊と 三疊と 次の間と だ。 梅屋 さんの 

話に よると、 床 脇の 窓の 下に 机 を 置いて、 多く 

漱石 は勉强 して 居た とい ふ。 窓 を あければ 城 山 

だ。 東と 南と に 小さい 張り出しが ある。 明るい 

小ぢん まりと した、 もう 一度 一人 身に かへ つて 

下宿して 居たい やうな、 まことに 氣持 のい. -部 

屋だ。 地袋の ついた 半 床に は 蛸壺に 花が 插 して 

あって、 高濱虚 子さん の 色紙が かけて ある。 亂- 

暴な 字 だ 。 寫 im 師を督 して 階上 階下の 寫眞を 五. 

六 枚と る。 

ぼい をく 

榜 星さん のい ふところ によると、 石が この- 


1 一階に 移った の は 子規が 來 たからであって、 それ迄 は 前の 家の 奥の 八疊 にしば らく 居た とい ん 

こと だ。 今 は 裏 廊下が 立てし きられて、 二 軒に なって 居る が、 元 々別棟に はなって 居た が、 も 

ばい をく 

i は 廊下 傳 ひに 行かれた の ださう だ。 梅屋 さんの 口き.^ で、 釘 づけに なって 居る そこの 戶をぁ 

けて 貰って、 表の 八疊に 行って 見る。 こ \ はや 、陰氣 だが、 その代り 廣々 として 居て 落ちつけ 

さう だ C 漱 石が 裏の 二階家に 移り 住む やうに なつてから、 老夫婦が 入れ 代 はって こ、 に 居た さ、 

うた ひ  け ± ひ 

うだが いまだに その上 野 老人の 謠の聲 が、 どこか 部屋の 隅々 に殘 つて 居さうな 氣配 がする。 

其 頃 八十 歳の 老人で あつたと いふ。 漱石 はこの 部屋に 一 一箇月 足らす 居た わけ だ。 

六 子規の 助産 術 

子規. 漱 石の 二 文豪が、 この 松 山の 地で 一 つ 家の 階上 階下に 住んで 居た とい ふこと は、 單 に- 

それだけで 十分 興味の ある 話で も あるが、 しかし この 僅か ニ窗月 足らす の 同居 は、 明治 文 學史 

上に 於け る 隱れた 一 つの 重大 事な ので ある。 この 事に ついては まだ 誰も 言って 居ない やう だが、 

漱 石が 松 山に 來た事 は、 單 に名篇 『坊ちゃん』 を 得た のみでな く、 或は 生涯の 文學的 事業の 基 

礎 を こ 、 に 得た ので は あるまい かとさ へ 私は考 へる の だ。 

三 五 
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過ぎ去って しまった 人の 一生 を 逆に 引き 屍して、 改めて 「若し …… ならば』 (10 とい ふ假定 

ほしい ま- 

の 下に 新な 推論 を 恣 にす るの は、 或は 愚の 骨 項で あるか も 知れない。 しかし この場合の 私の 

If ばかり は、 少々 勝手な 言 ひ 分 だが、 許されて い \氣 がする。 とい ふの は、 漱 石が 松 山に 來て 

居て 子規と 同居し なかったならば、 漱 石の 文 學的 事業 は 大分 色 合が 違 つた ものに なって やしな 

かった であらう かとい ふの だ。 

漱 石の 俳句 は 今日で は 誰でも その 高名な 事 を 知って は 居る が、 子規が すでに 新 俳句の 闘士と _ 

して 义 文人と して 華々 しく 中央 文壇に 馳驅 して 居た この頃、 淑石 はま だ 俳句と いふ もの を 五十 

句 そこ. （\ しか 作って 居ない。 それ も 決して 俳人 漱 石の 名 を 高から しめる やうな 代物で はない 

ので ある。 子規が この 家に 同居す る やうに なつてから、 始めは それ 程で もなかった 様子で ある 

が、 やがて 子規に 誘 はれ 感化され て、 毎夜 集まる 子規 一門の 連中に 伍して、 自分で も 運座に 加 

はる やうに なり、 やがて 子規が 東京へ かへ つてから は、 俳句に 對 する 熱度 を 急速 度に あげて、 

一度に 数十 句づ つの 句 稿 を 子規の 許に 送って、 批評 を 乞 ひ 始めた。 それに 一 々子規が 朱筆で 批 

評 を 書いて 送った ものが、 今漱 石山 房に 數十 枚淺 つて 居る。 さう して 子規の 故鄉 にの こした 俳 

人達と も往來 して、 自宅で 運座 を ひらいた 事 さへ も あるに 至った。 漱石 全集の 俳句 集 を 見る と、. 


明治 二十 八 年の 秋の 頃から、 卒然として 俳句 熱の 旺 溢して 來 たのが 乎に 取る 如く 見える。 この. 

俳句 熱 は、 松 山から 熊 本に 移って 益， - K 盛と なり、 洋行 前年 迄絕 えす 燃 燒し續 けた。 さう して- 

俳人 漱石 として 優に 一家 をな すに 至った。 其 後 俳句の 數は 減った けれども、 終生 俳句に 對 して 

愛着 を もって 居り、 しかも その 文脈に 多分の 俳味の ある 事 は 等しく 人の 認める ところ だ。 この 

くちび 

俳句へ の 熱に 口火 をつ けた もの は 子規の 同居で は あるまい か。 だから 若し この 同居がなかった 

ならば、 漱 石の 姿は變 つて やしまい かとい ふの が、 私の 第一 の 理由な の だ。 勿論 淑石 程の 大才. 

だ。 子規の 手引が なくと も 或は 大成した でも あらう。 しかし あの ギリシアの 哲人 ソクラテスが 

思想の 產 婆と いはれ たと 同じ 意味で (ソクラテス 的助產 術と いふ 言葉が ある。 この 哲人が うま： 

く 人の 思想 や 哲學を 導き出して くれる からだ) 子規 も 明治 文學 一方の 先驅 者で り、 且又 無類の 

ァチテ ー タ， 

烟動 者であった。 俳句に 和歌に 文章に、 彼 自身の 遺した 足跡 は た 大きい が、 彼の 後に 從 つた 

者への 影響が、 それに もまして 非常に 大き. いので ある。 明治 文學の 運動 は 多く 西洋 直輸入の も 

のが 多かった ので あるが、 子規の この 新 曰 本 主義 的な 運動 は、 今後もう 一度 見な ほされる 時が 

必す來 るで あらう。 漱石は 正に 子規の この 助産 術に よって、 俳人 淑石を 取り上げ たの だと 私 は， 

考 へる。 さう して その 因緣 は、 この 同居に よって 結ばれた の だと かう 言 ひたいの である。 

111 七 


三 八  一 

それから 第二の 理由 は、 子規の のこした 俳句の グル I ブだ。 この 俳句 こそ 當 時の 漱 石が 自分 一 

の 文 學的發 表 欲を滿 足させた 文學の 全部な の だ。 ー體 他の 文學と 遠って、 俳句 程 その グル ー プ i 

を 必要と する もの はない。 俳人と いふ もの は 蜜蜂み たいな もので、 一人の 盟主 を 園んで、 あ， ぶ 

せっさ たくま 

は みんなで 集まって は 相互 切 達 琢磨 を やる。 この 子規の 下に 集まった グル ー プの數 は 相 営あっ- 

た やうで あるが、  その 中で 特に 後の 文學 生活に 關 係の あるの は 高濱虚 子さん だ。 子規の 病中 彼 一 

を 慰める 爲に 送って 來た 『口 ン ドン 消息』 は、 子規の 雜誌 『ホ トト ギス』 に揭 げられ て 病友 を 

喜ば せた ので あるが 、同時に 彼の この 方面に 於け る 文才 を 人々 に 認めさせ た 最初 の ものと いつ 

てい ものであるが、 虚 子との 交際 はすつ と續 けられ、 漱石 をして 一躍 文壇の 寵兒 たらしめ た 

『吾 W は 猫で ある』 の 如き 作品 は、 全く 虚 子の す、 めで 書いて 見て、 虚子 などと 一緒に やって 一 

やまく わい  一 

居た 山 會と云 ふ 文章 會で 朗讀 し、 その 表題 さへ も虚 子が つけたと いはれ て 居る 位。 この 『ホト 

ト ギス』 と虛 子と に對 する 關係 は、 元來 子規からの 關係 だとい つてよ からう と 思 ふ。 . 

ー體、 歉石は 自分で も 言って 居た が、 どっち かとい ふと 頗る 消極的であって、 自ら 進んで 職 

を 求める の發 表する のとい ふ 側で はなく、 人が 地位 を與 へたり 機 關を與 へたり すれば、 一意 專 

心 ありた けの 力で 責任 をつ くす とい ふ 謂 はば 受動的な 性質の 人であった。 だから 手引きよ く臢 


立て をす る 人が あれば、 ならう とも 思 はない うちに いつしか 天下の 俳人と なり、 いつしか 大小 

說家 となって しまった。 その代りな りたくな いものに 人が して くれたって、 氣に喧 はなければ 

御免 を 蒙む る 事、 かの 博士 辭 退の 如し だ。 この 人に 子規の やうな 勝 氣な絡 好な 産婆 さんがつい 

て 居た の は、 誠に 天の 配 村の 妙 だとい はなければ ならない。 

子規 . 漱 石の 交友 は、 早く 明治 一 一十一 一年 頃から 始まって 年と 共に 深まって 行った。 若し I . 

こ 、でも 亦 If を 使 ふが — 子規 居士が 三十 六 歳 を 一 期と して 歉 石の 洋行 中に 亡くならす、 彼が 

小說 象と して 世に 打って出る 迄 生きて 居たならば、 その 交友 は 恐らく 日本 文壇 に は 比類な く、 

かの ゲ ー テ、 シ ルレ ルの やうな ものに なった かも 知れない。 「子規と 漱石」 は文學 史上の 特別 

5 る は 

舆味 ある 題目で あるば かりで なく、 又 人 問と して 誠に 麗しい 友情の 典型で あらう。 

子規 は 八月 一 一十 七 八日 頃に こ \ へ來 て、 さう して 十月 半 過ぎに 上京の 途 についた。 中ノ 川の 

しょうふうく わ い 

連 福 寺で 松風 會の 連中で 途 別の 句會を 開いた。 其 席上 歉 石の 達 別の 句の 一 つに、 

お立ち やる かお 立ち やれ 新酒 菊の花  漱 石 

-Ai をく  す かんむん 

とい ふの があって、 みんな 感心した もの だと 梅屋 さんが 言って 居た。 素寒貧の 子規に. 月給 を 

とって 來 ると、 おい、 お 小 使 だよ と漱 石が やる と、 子規 も 頗る 恬淡に 貰 ふの みならす、 乃公 は 
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やい  ふ .r ふ 

病人 だから 精 をつ けなけ り やといって、 居候 をして 居ながら 主人よりも 贅澤 で、 平 氣で鰻 をと 

つて 食べたり して 居た などと いふ 逸話 は、 こ \ の 事で あらう。 かへ りに 京都. 奈良を ま はると 

いふので、 漱石 がその 旅費 を 屮：： してやった とも 言 はれて 居る。 

(前略) 四月 十日 は 小生 意 氣揚々 として 廣島を 出 發し從 軍と 出掛 候 其 日に 御座 候。 五月 下旬 

戰を 見す にす ご/ \ と歸る 途中、 船に て發 病、 祌戶 病院に 在る こと 二 ヶ月 あまり、 命 を ひろ 

ひ 候の ち、 須磨鄕 里と 療養に くらし、 ) 昨 口 僅に 京 致 候。 まだ 本とう によく ならね ど、 旅 

行が 出來る 位に 相 成 申 候の み。 (後略) 

これ は 子規が 十 一 月 一 一日に 東京の 根 岸の 自宅から 人に 寄せた ものであるが、 どうやら 旅行 位 

はとい つて 居た それさへ 危く、 やがて 全く 牀 にっき 切りに なり、 それからの 數年を 病牀に 呻吟 

する 人と なって しまった。 松 山で 同居して 居た 時で さへ ねたり 起きたり で、 寢牀も 多く 敷つ 放 

しだった さう である。 この 親友 同士の 同居が、 結局 子規の 故鄕 訪問の 最後と なって しまった。 

さう して 次に か へ つ て來た 時には、 彼 はもう 骨に なって 居た の だ。 

人 多く 淑 石の 松 山での 唯 一 の 獲物 を 『坊ちゃん』 だと 思つ て 居る。 しかし かう 見 て來 ると 

： 『坊ちゃん』 は 副産物で、 主産物 は實は 子規と いふ 名產 婆の 手に よって 生まれた 俳句な ので は 


あるまい か r とにかく かう いふ 因緣を 取り結んだ この 小さい 二階家 は、 私達に とって 記念す ベ 

き 場所で あるば かりで はなく、 松 山に とっても 大いに 記憶 さるべき 家で あるに 違 ひない。 家人 

の 心 やりで 楣間 にか \ けられた 雜 誌の 口 綺か何 かの 貧弱な 淑 石像の 代りに、 今日の 訪問 を 記念 

すべく、 寫眞を 贈る 約束 をして、 私達 は 旅館 城 戶屋に 向った。 

七 坊ちゃんの 間 

fsLil は 三番 町に あって、 昔から 松 山隨ー の 旅館 ださう だ。 市內の 割に 靜 かなもの だ。 成程 

これなら ば 道 後より こ、 へと まった 方が よかった かも 知れない。 今では 代が か はって、 株式 組 

織 かで 經營 して 居る との 事 だ。 これが 『坊ちゃん』 の 山城 屋だ。 

さて 山城 屋 だとす ると、 坊ちゃんが 階段 下の 暑苦しい 暗い 部屋に 奮慨 して、 大枚 五圓の 茶代 

を はすんだ ところが、 早速 とてつもない 立派な 二階の 部屋に 案内され る、 坊ちゃん いきなり そ 

の 十五 疊 敷の 眞 中に 犬の 字な りに ねころが つて 恐悅 がるので あるが、 その 部屋 を 見なければ な 

-ら ない。 先へ 立った 支配人が、 恐る恐る これで 御座います といって 案內 して くれる 二階の ー窒 

に 入る。 入口に 木の 札が 下って 居て、 麗々 しく 「坊ちゃんの 問」 と 書いて ある。 坊ちゃんの^ 
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四 二 

です かと、 期せす して 義母と 私と は 顔 を 見合 は 

せて、 少々 操 い 感歎の 聲を嗛 いた もの だ。 す 

ると 丁寧な 支配人が、 へ えと 一 曆 恐縮した やう 

に 腰 を か どめた。 さう してい ふ 事に は、 

「先生に いらして 頂いた 時に、 早速 このお 部屋 

へ 御案內 すれば よかった の を、 ついその 何で、 

存じません もんで、 その  」 

もみで 

と 揉 手 をして あと は 言 ひ 淀んで しまった。 さ 

うして 尊敬すべき 吾等の 老 支配人 は、 益.' 戰々 

きょう./, 

兢々 として 愈. '恐縮す るば かりだ。 何だか 少し 

様子が 變だ" 第一 その 馬鹿丁寧 さ 加減に： が 

面 喰 ふ。 

部屋 は 坊ちゃんが 生まれて 始めて だとび つく 

りした 位 立派 だと も 思 はない が、 名前 だけ をき 


くと 子供部屋みたい だが、 どうして 屮々 堂々 たる もの だ。 十疊に 疊の 次の間 つきだが、 もと 

はもう ー疊廣 く、 正に 十五 疊 敷だった さう だ。 成程 下手な 月給 を もらって 居たん では、 いかな 

しょしき やす  - ノ 

無鐵 砲な 坊ちゃん でも 漱石 でも、 いくら 諸 色が 廉 からう と、 こんな 部屋に 長く 泊まって 居られ 

ィテ ス 

る (苦 はない。 床の 問に は 私達 を迎 へる 意で あらう。 漱 石の 書が かけて ある。 樹下 開レ襟 坐、 吟 

ナ： r-  ーフ  ラ  いちろく こ じ 

懷與レ 道 新、 落花 人不レ 識、 啼 鳥自殘 泰、 とい ふ 自作の 五 言 絶句 だ。 掘 間に 一 六 居士の 額が かけ 

て ある。 何だか 先刻の いか 銀の 因 嫁が どうやら 糸 を ひいて る やう だ。 

森さん はこの 部屋に は 一 一三 度來た 事が あるが、 大 島さん は屮へ 入った の は 始めて だとい ふ。 

その 梅屋 さん は 前の 緣 側から 下の 町 を 見下ろして、 さう^ \、 たしかに こ \ でした よ、 いっか 

私が 先生と 散歩 をして この 下 をと ほった 時に、 僕 は あの 部屋に とまった 事が あるんだ よと い つ 

あんどんべ *> 

て 額で しゃくって、 更に 云 ふ 事に は、 ところが その 前にす ぐ 下の 吉 原の 行燈 部屋み たいな 部屋 

ばい をく 

に 入れられ たに は 閉口した よと 洩らした さう だ。 そこで 梅屋 さんが この 若い 謹厳な 學 者が、 吉 

おどろ 

. 原の 行 燈 部屋なん て もの を 知って るの かと 大いに 愕 いて、 へえ、 そんな 吉 原の 行 燈 部屋なん ぞ 

とい ふところ を 御 布 じなんで すかと 問 ひかべ したら、 ナ ー 二、 行か なくたって それ 位の 事 は 知 

つてる よと すまして 答へ たもの ださう だ。 梅屋 さん はしき りに 三十 五 年 も 前の 事 を、 昨日 今日 
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れ たもので あらう。 この 前で 記念 撮影 をしょう 

かと 言って 居た ので あるが、 祈 ふし 工事中で 碑 

が 動かされて 居る ので、 碑 だけの 寫眞 をと つた。 

ない とうめ いき つ 

內藤鳴 ll 翁の 髮 塔が 近所に 建てられ るの だとい 

ふ。 石工が テントの 中で、 しきりと 新しい 石 を 

正 ほ 

^ 彫って 居た 。こ、 が 松 山 新 名所の 俳 星 塚と なる 

子 ので あらう。 

の 明治 以後の 新しい 俳壇の 巨星に は、 不思議と 

髮 松 山人が 多い。 この 子規. 鳴 雪の 二 巨星の 外に、 

塔  はたがしら  きょし 

中央 俳壇 一方の 旗頭と なった ものに、 虚 子が あ 

へき ご どう  とラ やう じ 5、 う 

る。 碧 梧桐が ある。 東洋 城が ある。 東洋 城さん 

は 生まれ は 松 山で は あるまい が、 この 中 學の出 

身 だ。 この 盛觀は 土地の人々 が 十分 誇っても い 

い 事 だ。 髮 塔が 次々 にこ 》 に 建てられ るの も 結 _ 


構な 八. 5- てで はない か。 

住職に 導かれて、 本堂 裏手の 子規の 記念 窒に 行く。 小ぢん まりと した ひんやりした 一室で、 

かって 子規が 居た 事の ある 記念の 部屋 ださう で、 居士の 使った とい ふさ、 やかな スト ー ヴ、 古 

ほんたて 

ぼけた 脇息、 みすぼらしい 小 机な どが、 記念品と して 置かれて 居る。 机の 上に は 本 立に 居士の 

不 揃な 著書が ならべられて 居る。 髮 塔の 前で 記念の 寫眞を とらなかった ので、 下 村 爲山畫 伯の： 

糸瓜の 繪の ぶらさが つてる 床の間の 前で、 四 人で カメラに 納まる。 

く り  うんざ 

庫裡の 座敷で お茶 をよ ばれる。 住職が 當 時の 運座の 句 稿 を どつ さり 持ち込んで 來る。 序にお 

きまりの 畫帖 だ。 もろく の 俳人が 句 をぬ たくって 居る。 署名 だけで 勘辨 して 貰 ふ。 句 稿に 漱. 

石と いふ 名が 出たり すると、 住職 は爱 取り 腿で、 その どつ さり ある 反古の 中に 一枚 位 は 漱石自 

筆の ものが ある だら うからと、 それ を 私達から 見つけて 欲しい の だ。 當 時の 運座の 模様に 詳し 

ばい fr  く  をし やう  -,  r 

い： i 屋 さんが、 そんな ものの あらう 箸 はない、 和尙 さん 欲張って ると、 そつ ほ を 向いて 私に 攝 

いた。 五 言 律詩 を 書いた 明月 和尙の 小さい 額が ある。 立派な 出來 だ。 松 山の 名物 は、 書で は 明 

月、 繪 では 竹 かきの 名人 藏澤 とい はれる 程で、 蔵 澤の墨 竹 も 明月の 書 も 共に 淑 石の 甚だ 好む と 

ころであった。 藏澤 について は 碧 梧桐さん の 書かれた 小さい 研究が あるが、 とてつもなく 勢の- 
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い、 竹 だ。 この 二人の 作品 は 各-二つ 三 つづつ 漱 石山 房に 珍藏 されて 居る が、 漱石 自身 初めの 

頃 は、 この 竹に 影響され た 竹 を 描き、 書に も 或る時 代、 明月に いくらか 影響され た あとが 残つ 

て 居る。 計らす もこ、 でかう した 小さい 乍ら に 名品 を觀 たの は うれしかった。 さう して 明月 和 

尙が 一 生 さがした とい はれる 道後溫 泉の 碑の ことな どが 思 はれて  一 & 5 なつかしく、 しげ^^と 

こ の 小額 を 仰ぎ 眺めた ことであった。 

九 『坊ちゃん』 の學校 

新聞 を 見て 飛んで 來 たといって、 私の 中學の 同窓 河 路松山 高等 學校 敎授が 訪ねて 來て くれて 

吉報 を II らした。 吉報と いふの は 所謂 『坊ちゃん』 の 學 校なる 松 山中 學の現 校長 は、 昔 私達の 

中學 (新 潟 縣長岡 中學) の 校長だった 御手洗 學 先生で、 私が 一 年ば かり 敎へ をう けた その 先生 

だとい ふの だ。 これ は 願っても ない 幸 だ。 さう いってる ところへ 市長の 御手洗 不 速さん や 野 問 

叟 柳さん の 俳人 方が、 昔話 をき かせるべく 訪ねて 來て 下さる。 恐縮 だ。 

か はち  せんだつ 

今日は 河 路君を 先達に して、 折 柄來合 はせ て 居た 新聞社の 人 ものせ て、 中學 校に 行った。 昔 

の 城 山の 麓に あった 中學と はまる で 方角が 違 ふの ださう だ。 


御手洗 校長 は 昔 さながらの 溫顏の 持主で、 -? 

白い ものが 增 えてる だけで、 二十 年 前と 殆ん ど變 

ら ない。 私達の 訪問 を 非常に 喜んで 迎 へて くれら 

れた。 舊師の 心からなる 喜びが 私に 懷舊の 情 はも 

とより、 一種 感激の 瞬間 を與 へて くれた。 同窓の 

誰彼の 消息な ど を 噂し あった。 校長さん が 舊師で 

ある 爲か、 敎 頭の 大 -s: さんや、 京都で 識り合 ひだ 

つた 廣瀨 さんが 親切で ある 爲か、 初めて 來 たと は 

思へ ない 程す つかり 家族 的に くつろいだ 感じ だ。 

すると 舊師が 敎頭を 顧みて、 もう 少し 早目に 來て 

下さる と、 生徒 を みんな 集めて お話し をして 貰 ふ 

のだった に、 もう 最終 時 問で かへ つた もの も ある 

やうで 殘念 だとい はれる から、 實 はそんな 事に な 

ると 困る と 思って、 用心して 時刻 を はかって 來た 


五 Q 

のです といって 笑った。 それで は 職員 だけで も 集める から 挨拶 をして くれろ とい ふ 事で、 舊顿 

の 紹介で 短い 挨拶 をのべ た。 校長室に 參 集され た 職員 方に は、 赤 シャツら しい 方 も 山嵐ら しい； 

方 も 野 ダイ コ らしい 方 も 見受けなかった。  ， 

「貴方方が お見えに なるとい ふので、 實は何 か 御參考 になる 當時 の記錄 でも さがして 置かう i 

と 思って いろく しらべて 見た のです が、 この 敎務 日記 以外 何も ございません。 宿直 日誌が あ、 

ると 大變 面白い と 思 ひ、 それに は必す 先生の 御 自筆が あるに 違 ひない ので、 さう したら 學 校の 一 

s にしようと 思って 居た のです が、 どうしても 見當 りません。 餘程 以前にす つかり 整理 をして 一 

しまった ものら しいので す。」  一 

大內 さんが さう いって 出される 明治 一 一十 八 年度 分の 敎務 日記 を ひろげて 見る と、 K 月 十日 現 一 

在 生徒数が 四百 四十 一人と あって、 この 日が 新學 年の 授業 始めら しい。 現生 徒の 約 一 二分の 一 だ 

さう だ。 越えて 九月 十二 日、 夏 目敎官 十一 時より 病氣缺 勤と ある。 子規と 同居の 頃 だ。 更に 十 

二月 十七 日、 夏目敎 官病氣 により 第五 時間 目早 引と ある。 翌日 は 子規へ 長い 手紙 を 書いて る 位 一 

だから、 大した 病氣 でも あるまい。 その あたりの 手紙 を 見る と、 冬休みに 東上して、 見合 ひ を 一 

■A たぐ  j 

して 愈-婚約 する 段取りに なり、 旁. 'しきりに 油の 乘 つて 居る 俳句に ついて、 子規 庵の 運座に 一 


出る 事を樂 しみに してる 氣 配が あり、 いよく 松 山が いやにな り、 東京が 戀 しいと いふ やうな 

事 を 洩らして 居る。 心 は 半ばす でに 東京に 走って るら しい。 

敎務 日記 は 更に 報吿 する。 一 月 十日、 夏 目敎官 病氣缺 勤。 まる 一 日の 缺勤は 一 年間 を 通じて 

かたは 

これが 最初の 最終 だ。 持病の 胃 か 風邪 か 不思議 だと 思って る， -」、 傍らの 未亡人が、 同じ 思 ひか、 

あらと 小さく 口の 中で 眩いて、 指折り 數 へて 思案 額 だ。 どうしたので すと 尋ねる と、 やつば り 

さう ねと、 破顔一笑。 何でも 暮の 二十 八 口に 四角 ばらない 見合 ひ をす ませて 婚約し、 正月 中二 

度ば かり 往復 をして、 正月 七日に 松 山へ たつの を 新橋 驛で 見送った の ださう であるが、 途中で 

船の 都合 か 何 かで 遲れ たらしい のね、 とい ふ 未亡人の 說明 だ。 若い 連中 は 無暗と 喜ぶ。 すると- 

この 一 日 は 意味深長の 一 日です ねと 誰 やらが 言った ので、 みんなで 大笑 ひ。 東京の 連中なら、 

ぶしつけ 

てっきり 奥さん おごりなさい よと 來る ところ だが、 こ \ に はそんな 不鎂な 方 は 居ない。 かう し 

て 四月 九 E、 本日 午前 九 時より 講堂に 於て 夏 目 敎宫吿 別式擧 行と あって、 それで 中學と は緣が 

切れた わけ だ。 私達 は その 年の 古ぼけた 卒業 記念 寫眞の 中に 漱石を 見出して 歡 呼の 聲を あげる。 • 

丁度 三十 歳の 春 だ。 それから 約 十 年た つて、 始めて 『坊ちゃん』 が 狐々 の聲を あげた わけ だ。 

五 1 


五 二 

I 〇 モデルと 種本 

此 卒業 寫 眞を此 S1 から 敎頭 始め 若い 職員 方が 睨めて、 確かに この 中に 漱 石が 居る に 違 ひない 

と 取沙汰して、 あれ かこれ かと 評議 一 決しなかった の ださう だ。 漱石 がわかった となると 『坊 

ちゃん』 の モデル も 居なければ ならない 害、 寫眞 中央の 軍服 姿の 校長が 「狸」 であるの はわ か 

つたと して、 「赤 シャツ」 や 「山嵐」 「野 ダ」 は どれ だら うと、 みんな は 異常の 好奇心 を昂 ぶら 

せて 隨を 輝かせる の だ。 常識から いへば、 私 は 遣 蹟巡禮 にわ ざく 『坊ちゃん』 の 本場に 訪ね 

て來 たの だから、 私が 尋ねる 方であって、 職員 諸君が 敎 へて 下さる のが 事の 順序 だ。 ところが 

事實は 正に 逆で、 私が 說明 役に ま はって、 諸君が 尋ね 役で 聞き役な の だ。 こんな 變な 道理ても 

たねほん 

の は 世の中に ある 害の もので はない の だが、 それ も實を あかせば 私が 種本 を 持って るから なの 

だ ひ それがなければ 松 山に 緣も ゆかり もない 若輩の 私な どに、 この 寫眞 について 說明 をす る 事 

なん ぞ、 てんで 出来よう 害がない。 

種本と いふの は 外で もない。 先刻から 二度ば かり 引き合 ひに 出した 『坊ちゃん』 の 書 人れ 本 

のこと で、 その 書 入れ こそ は、 校長の 向って 右手に むづ かしい 額 をし てられる 横 地理 學士 と、 ， 


業 卒の春 年 九十 二 治 校 镇中山 松 るれ は 3lS とゐゐ が ル デ' モの 『ん やち 坊』 

氏 郞太石 地 横目 人 四ら か 右列ュ 氏郎一 葛 鍋 《 目 人 三ら か 右 列 前 mm 

生 先 石 St 目 人 二ら か 左 列 三 


ある 部分 坊ちゃんの モデル だと 言 はれて 居る 弘 

中 叉 一 さん (同列 右端？) とが、 小說 『坊 ちゃ 

ん』 の餘 白に べったりと、 當 時の 事實談 やら 感 

想 やら 傳說 やら を、 思 ひ當る 節々 について 殆ん 

ど 競爭の 姿で 書き込んで 居られる の だ。 何しろ 

きち やう めん 

一 人 は 道 後 溫哀の 圑子を 食った 年月日 迄 几帳面 

に 書く とい ふ 位の 律義 さで あるし、 他の 一 人 は 

もくじき かい 

木 噙戒を やって ると い ふ 仙骨 を帶び た 人 な の だ 

から、 その 正確さ やう そいつ はりの ない 事 は 十 

分 信用して い， -。 これ は 小說の 構成 を 見る 上に 

も、 亦當 時の 風俗 資料 文化 資料と しても、 いろ 

いろな 點 がら 非常に 慎 値の ある 文獻 なので ある 

が、 今 は その 書き込み 全文の 紹介が 主で ないか 

ら、 た. M 小說の 解說に 入用の 部分 だけ その 助け 
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を 借りれば い \ の である。 私 はこの 書 入れ を かなり 丹念に 幾度 も よんで る 上に、 更にい、 事に 

は、 横 地さん から、 漱 石の 前任者の 外人 敎師の 途^ 記念 寫眞を もらって 居て、 それに 職員 方の 

あだな 

名前 やら 渾名 やら、 さう して 『坊ちゃん』 の モデルなら す やとい ふ 嫌疑 迄が 明細に 書いて ある 

の だ。 この 一 一つが いはば 手品の 種明かしで、 ^に カン 二 ングを やって る わけで も 何でもな いの 

だ。 だから 私が 職員 諸君に 說 明す るの も、 いはば 横 地. 弘 中の 兩先鞏 が 後輩に 向って 思 ひ 出 話 

をされ るの を中繼 する やうな もの だ。 但し この 放送に 雜 音が 入って るの はやむ を 得ない。 

あだな 

先づ 便宜上、 其 頃 生徒 間で うた はれて 居た 先生 達の 渾名の 数へ 吸から 始めよう。 


一つと や， 1 っ弘 中シッ ポクさん (英語) 

二つと や ー 二つ ふくれた 豚の 腹 (ffi 川 氏、 英語) 

三つと や— 三つみ にくい 太 田さん (漢文) 

四つと や ー 四つ 横 地の ゴ— ト ひげ (物理 化舉) 

五つと や I 五つ 色男 中 村さん (歴史) 

六つと や- 六つ 無理い ふ 伊藤さん (體 操) 

七つと や I 七つ 夏 目の 鬼瓦 (英語)  . 


八つと や I 八つ やかし の 本 吾さん (： 安藝 氏、 博物) 

九つと や ー 九つ こつと り 一寸 坊 (中 堀 氏、 地理) 

十と や— 十で とりこむ 寒 川さん (會 計) 

これに は 又い ろくの 替へ 歌が あつたと いふから、 大抵の 連中 は 槍玉に あがった であらう。 

其 中で 弘 中さん のシッ ポクと いふの は、 例の 天麩羅 薔麥四 杯から 來て 居る ので、 これ は 明かに 

生徒に 見付けられ てこの 名 を 貰った の だと、 弘 巾さん 自身が 認めて 居る。 關 西の シッボ クは大 

體 東京の 犬麩羅 そば だと 思へば い、。 弘 中さん に は 叉 坊ちゃんと いふ^ 名 もあった。 敎 場で 生 

徒にから か はれた の も事實 だが、 伍し 國 子の 方 は漱石 ださう だ。 弘 中さん に はこの 『坊ちゃん』 

ふんが ふ 

の もろ-,, ^の 活躍と よく 吻合す る 筒 所がい くつ も あると い ふ 事 だ。 

豚 腹の 西 川さん は 赤 縞の シャツ を 着込んで 居て、 釣の 名人で あり、 額 は 所謂 盤大 面で r ホホ 

ホ」 と 笑 ふところ は 全く 赤 シャツの モデル だが、 性質 は 全く 違って 居て、 多分 赤 シャツの 陰謀 

やなん か は、 狸 校長の 腹心と していろ く 細工 をした 前任の 敎 頭が、 後で 排斥 をく つて 他へ 轉 

あんばい 

任に なり、 漱 石の 來た 頃に は その 傳說 がいろく 殘 つて 居た から、 それによ つて 鹽 梅した の だ 

らうと いふの が、 横 地 . 弘中兩 先輩の 說 なの だ。 赤 シャツなん ぞと いふ 憎まれ役 は 謡 だって 買 
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つて 出た くないの だが、 横 地さん が敎 頭だった ので、 とかく 赤 シャツ 役 を 世 問で は 持ち込む の 一 

で、 氏は氣 をく さらせて 書中 大いに 辯 明 これつ とめて 居られる。 弘 中さん も その 宽罪 である 事 一 

を きっぱり 認めて 保證 されて 居る。  ， 

や ぎ ひ f  うた 

横 地さん は 山羊 髯を 生やして 居た ので、 そこで ra つと やに 啦ひ 込まれた わけ。 色男と 謳 はれ. - 

さすが  つやだね 

た 中 村さん に は、 流石 色男 だけに 艷 種が 大有りで、 作 中 うらなり 君の 送 刖會に 現 はれる 小 鈴と 一 

いふ 藝者 は、 實 は鈴吉 とい ふ當 時の 寶 れつ 妓で、 それと 大いに 仲が よかった とやら、 それから 一 

道 後の 遊廓に 馴染が あって、 そこへ しばく 登樓 し、 時には その 家の 息子が 中學 生だった ので I 

それに 缺席屆 を持參 させた とい ふ 徹底 振りに、 敎員 室の 問題に なった 事が あると もい はれて 居. 

それがし 

る。 この 人 かって 松 江に あって、 ラフ 力 ヂォ. へ ルン 先生 (小 泉 八 雲) を 某樓に 引つ ばって つ 

て 見せた 事が あると 自慢して たさう だから、 この 道に かけて は 中々 の 猛者だった らしい。 醉ふ 

と 「日淸 談判 破裂して」 を どなった。 

體 操の^ 藤さん は あんまり 無理 をい つたせ ゐか、 舍監 をして 居て バ ッタを 寢牀の 中に 入れら， 

れ、 イナ ゴだ がな もし をく つた 御當人 だと ある。 この 人 寄宿 舍で酒 をのむ の を 生徒に 見つかつ 一 

て、 たうとう あやまり 證文を とられた。 夏 目の 鬼瓦と いふの は、 薄 あばたが 漱 石の 額に あった 


からで、 この あばた を相當 苦にして 居られた ものら しい。 八つと やの やかし とい ふの は 阿波の 

方言で、 何 やかし 彼 やかし とこの 人が 使 ふの が. 耳障りで つけられ たの だと は 罪がない。 中 堀 さ 

んは 丈が 低くて 靴音ば かりが コッ トリ/ \- 音が するとい ふの だ。 會 計が 取り込む の は、 今と 違 

しょしき  さむ か は 

つて 諸 色の やすい 其 頃で も、 みんなの 頭に ビンと 來 たものと 見える。 これ は 寒 川と いふ 人で、 

作 中の 書記 君 そっくりと 來て 居る。 

かう 數へ 上げて 來 ると、 主要人物で 出て な いのは、 狸と 山嵐と 野ダの 三人 だ。 うらなり 君 は 

途刖會 を やって もらって、 人と 猿と が 半々 に 棲む 日向の 延 岡へ 轉 勤した の だから、 その 寫眞に 

は 姿 を 見せて 居ない 害。 

さて 狸で あるが、 この 狸 はた の 独でなかった と 横 地さん も述懷 して 居る ので あるが、 生徒 

から 排斥され て、 山嵐なん ぞも それに 加 はって 學 校に 居 づ らくな つた 時に、 全部 自分の 連れて 

來た 一味 腹心の 職員 を 他へ 榮轉 させてから、 それが 片付いた 上で 自分の 首 を 待った とい ふ。 排 

斥 を 喰 ふ 半面に は、 中々 武士道 的な ところがあった。 高等 師範の 出身で 住 田と いふ 仁、 自分の 

閥 を 造り 過ぎた のが 災し たもの らしい。 月給 六十 圓 だのに、 横 地. 夏 目 二人共に 八十 圓づ つと 

いふ 校長よりも 給料の い 、學士 がー 一人 も來 たの だから、 校長と して はやり 難かった であらう。 
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山嵐 は 儲け役で、 松 山の 人で 渡邊政 和さん とい ふ數學 の敎師 だとい ふ 事に なって 居る。 なる 

程ち よくく 似て る 箇所 も あるに は あるが、 作 中の 山嵐 程 さくい 人で はない と、 御 兩人共 書い 

てゐ る。 しかし 土地の人で はあり、 生徒に 信望 もあって、 校長 排斥の 黑幕 だから 用心し ろと 人 

から 注意され た 事 も あると 横 地さん はいふ。 とにかく 世人 は 山嵐 をす つかり こ の 人に してし ま 

つて、 山嵐と いへば すぐに 渡邊 さんと 來 るの ださう だ。 私に も 訪ねたら とい ふ 人が あつたので 

何 か 特別の 話が おあり かしらと き.^ かへ したら、 世間で は 『坊ちゃん』 とい ふとす ぐ 私 を 引き 

合 ひに 出す が、 何も 知らない よと 言つ てられる とい ふ 事に、 それで は 閑居 を騷 がせる 迄 もない 

と 思って 遠慮した 位 だ。 しかし これ は 『坊ちゃん』 の モデルと して、 今ではた つた 一 つの 動か 

ない 相場に なって る やう だ。 かうな つたら 違 ふと 頑張る 人が 出て 來 たって、 もう 反對 意見 は 通 

ffl しっこな いのが 世 問 だ。 渡邊 さん は 老後の 思 ひ 出と して、 い \ 儲け役 を 拾 はれた もの だ。 し 

かし その 山嵐の 渡邊 さん は、 別に 赤 シャツと その 一 黨に 天誅 を 加へ たり 玉子 を 打 突け たり はせ 

す、 永年 この 學 校に 奉職して、 先頃 引退され て、 今 は 港町の 自宅で 靜 かに 老を 養って をら れる 

. と い ふ こと だ。 

赤 シャツと 共に 困った 憎まれ役 は野ダ だ。 啻に 困る ばかりで はなく 赏に輕 蔑に 他す るの だか, 


ら、 いくら 世間が 廣く とも、 野ダは 私で ございと この 役 を 買って出る 有志 家 は 居ない ので ある。 

梅 木と いふ 慶應 出身の、 寫眞 では 漱 石の 隣の 人が それで はない かとい ふ 推定なん だが、 平常 は 

おとなしく、 醉 ふと 裸 踊り を やる からだと いふ 一 點 からで は、 少し 氣の 毒な 氣 がする。 畫と習 

字の 石 川さん とい ふ 人が 似て ゐ ると いふ 說も あるが、 しかし これ は 反對黨 のうら なり だら うと 

もい はれて 居る 。かうな ると うらなりとの だい ことの 混線で、 カツ クテ ー ル なら 知らぬ 事、 モ 

デル 問題で は 匙 を 投げる 外 はない。 野ダ なん ぞと いふ 有難くない 登場人物 は、 あんまり 洗 ひ 立 

てない 方が 穏當 だ。 

あだな 

先づ 名前 は、 實名 渾名 を 取り まぜて ざっと こんな もの だ。 御手洗 先生 始めと して、 皆さんに 

は どんな 偸 快な 二 ックネ ー ムが ついて るか、 今度 は 其方で 一 つ 披露なさい ません かと 水 を 向け 

ると、 みんな 相 顧みて 哄笑して 胡 魔 化して しまったの は、 野 ダの言 ひ前ぢ やない が 全く そり や 

ひどい。 

さて 人物 調査 は 一通り 終った から、 これから 事實 調査に 入る の だが、 天麩羅 や バッタ の やう 

に、 宿直 を あけて 溫 泉に 行って、 途中 校長に あつたの は弘 中さん で、 職員 會議の 席上 渡 透さん 

にやり 込められ、 あとで 山嵐 は 「や あ、 今 は 失敬」 と- 大井を 向いて やっての けたと やら、 釣 好 

五 九 
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み つが はま  1 

きの 西 川さん に 誘 はれて 釣に m たの は、 三津濱 でなくて 高濱 で、 そこで ゴルキ を 釣った とい ふ 

のは實 はギゾ ー の あやまり。 だから ロシ ャ文學 でなくて、 フランス 文學を 釣つ たんだ、 ギゾ ー 

は 有名な 文明 史の 著者 だ。 さう して、 そこの マドンナ を 立た せた とかの 靑 島と いふの は 十 島 

かう i くじ  だ-, さん. 0 

で、 一 n 问柏 寺と いふの は 大山 寺 だと やら、 それから、 ー錢五 厘の 氷水 事件 だの 職員 會議で 誰が ど 

う 喋 言った のと、 かう いふ 事を殘 るく まなく 書いて 居たら、 全く 以て 切りがない。 このお 二人 

にか 、つたら 全篇 殆んど 出 所の ない もの はない といって い 、の だから。 そこで 小說の 大筋に い 

くら か關 係の あるいはば モチ ー ヴ とい つた ものの 正體に ふれて 見る 事に しょう。 

先づ 目につく のは學 校の 中の 勢力 季 ひだ。 それが 善玉 惡 玉に わかれて、 何でもかんでも^ W 

ナ +* ひ 

は みんな そこへ 結びついて しま ふ 仕組み になって 居る が、 事 實其當 時 の 學校 に そんな 氣 配が あ 

つたので あらう か。 あつたと いふの が、 御兩 所の 答案 だ。 

狸が 排斥され て 居た 事 はすで に 書いた。 その 黑 幕に 山嵐が 居た とい ふ噌 は、 橫 地さん あた リ 

の环に 人って 居て、 生徒 を 爆 動した などと も 言 はれて 居た さう だ。 狸 校長が 修身の 時 ii に敎窒 

へ 行って 見る と、 生徒が 一 人 も 居ないで、 すごく 校長室へ 取って かへ した 事な ども あると い 

つら あ 

ふ。 休職と なって 送刖の 時に、 山-:^ が面當 てが ましく 場 鹿 丁寧な 挨拶 をした もの ださうな 


それで 後任と いふ 事に なり、 生徒に 人望が あるので 渡邊を 校長に などと いふ 聲さ へあった と 

いふが、 知事に す、 めら れ ての つび きなら なくなって、 横 地さん が 校長に 就任した の ださう だ „ 

山嵐の 當 時の 月給 は 三十 五圓 だ。 前の 敎頭は 追 ひ 出し、 校長 は 排斥 するとい ふ 工合で、 何とな 

く 不穏の 签氣 があった もの だとい ふ。 そんな 事から ひいては 釣に 行く にしても 自然 二 派に わか 

れて、 山嵐 派 は 山嵐 派、 さう して 赤 シャツ 派の 西 川の 方で は、 新任の 高給のば り/ \ に 取 人ら 

うとして、 夏 目. 横 地 兩囑託 を高濱 へつ り屮 Z した もの だら うとい ふこと だ。 横 地さん が 校長に 

た t むし 

なられてから は、 漱 石の 後签に 有名な 玉蟲 一 郞氏 や、 數學に 林 鶴 一 氏 (現在 東北大 學名譽 敎授) 

なん ぞを迎 へ、 山嵐の 勢力 を 分割しょう としたが 不成功だった とい ふ。 そんな 事に 漱 石が 超然 

として 居た こと は 想像に 難くない。 かう い ふ 勢力 爭 ひとい ふ もの. は どこの 學校 にもよ く ある 圖 

に 遠 ひなから う。 

そこに 現れて 來る のが 遠山の 令嬢 マドンナ 姬の いきさつ だ。 これ は 全くの 脚色で、 誰が どう 

したの かう したのと いふ ラヴ. シ ー ン はなかった の だが、 いつの 時代、 どこの 國 でも そんな ひ 

ま 人が 居る と 見えて、 當時松 山の 町內 美人 番附 とい ふ もの を 作って くばった ものが あって、 其 

の 東 か 西 かの 大關 に、 遠 田と いふ 陸軍 將 校の 娘さんが 人って 居た。 遠 田に はお 璺 さんお 捨 さん 
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とい ふ 美人で 評判の 姉妹が あって、 職員 問で も 時々 話題に のぼった 位の 小町 娘 だ。 マドンナ は 

多分 この 妹さんの 方を拜 借した の だら うとい ふ 見當。 どうです、 こ.. -らで 一 休みして、 皆さん 

の マドンナの 話で も 聞か うぢゃありません かと、 私 は 叉しても 水 を 向ける の だが、 大分 面白く 

なって 來 たから、 もう 少し、 いづれ 僕達の 「新 編 坊ちゃん」 は、 ゆっくり 後で 披露し ますから 

と、 中々 先生 達如才 がない。 仕方がな いので おだてられて、 序にもう 一 くさり 辯 じて しま ふ。 

さう かう やって ると ころへ、 大きな 事件が 持ち上がって、 山嵐. 坊ちゃんの 二人が みんな 赤 

シャツの 術中に 陷 つて 最後の 決心 をす る。 中學 生と 師範 生との 喧嘩と その 中傷 記事と だ。 この 

衝突 は事實 中々 の 大事 件で、 日 淸戰爭 凱旋軍 歡迎の 時 だ。 

普段から 中 學生は 地方 稅 地方 稅と 師範 生 を 馬鹿にして 居る。 ところが 公式の 場合 師範の 方が 

中學 より 先に 立つ。 これが 小 瘤に 障る とて、 此日は 中學の 方が 先べ 出た もんだ から、 師範の 方 

ヒんぼ 

が 承知せ す、 歸途 衝突 をお つ 始め、 敎員ゃ 生徒で 田圃の 中に 放り込まれる のが ある やら、 さう 

かと 思 ふと 敵の 頭の 一 一つ や 三つ 擲ら なかった 職員はなかった とやら、 ある 職員 は 喧嘩 を やめさ 

せようと て、 八 尺 も ある 鐵棒を 苧殼の 如く 振り ま はして 武勇 傳を 奮った とやら、 誠に 大騷 動で、 

警官が 正に 拔劍 して 鎭靜 しょうと した 程だった。 そのうちに 年嵩の 師範 生が 中學 一 年生 あたり 


の 帽子 を 百 餘りも 分捕って しまって、 凱歌 を あげて 引き上げ、 それ を これ 見よ がしに 師範の 木 

柵に 獄門に さらした とい ふから、 何條 もって 中學 生た る もの 默 して 居られよう。 夜に 入って 逆 

襲と なり、 それ を 奪還した とい ふ 大事 件 だ。 新聞 屋が 面白がって 書く 普で はない か。 漱石も 山 

嵐 も 怪我なん ぞ 勿論し やしなかった。 記事 をのせ た 新聞 は 海 南 新聞、 二三 日た つて 小さい 取消 

しを3^^には出したさぅだが、 喧嘩 をした の は事實 なんだから、 何の 取消し をした のか さつば 

り わからない。 さう して 次の 天誅 云 々の カタ スト n 1 フは、 事實 無根と 意見 一 致して 居る。 漱 

石の 生前 何 かの 話の 序に この 衝突の 話が 屮 Z て、 門下の 一人が あれ は本當 にあった のです かとき 

いたら、 中々 あの 時 は大騷 動だった ねと、 漱石 自身 騷 ぎだけ は 肯定して 居た の を、 現に 私 も 其 

席に 居て 聞い て 居る。 

これで 『坊ちゃん』 の事實 調べ は 終った 勘定 だが、 坊ちゃんの 弘 中さん は 結論に いふので あ 

る。 —— 

「漱石 は 非常に 感じの い \ 男であった。 本文 (小說 『坊ちゃん』 を 指す) に はない が、 子規 

わ-つら 

が漱 石の 下宿 (上野) に 來て烦 つて 居た 時な ど 親切に 看護して 友情 掬すべき ものが あった。 松 

山に 居た 頃 は文學 博士になる 野心が 勃々 として 居た。 朝日 新聞に 入った 時 は、 文士の 盛りの 短 
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きを 思 ひ 諫止すべく 訪問した けれども、 先生の 抱負 甚だ 高く、 氣焰當 るべ からす、 終に 一言せ 

すして 歸 つた." 某して 劃時代的の 偉業 を 千歳に 殘 した。 漱石は 偉い 男であった。 しかし 漱 石の 

生前 は 彼 を 第 一 流の 作家と どうしても 思へ なかった。」 

叉 横 地さん は 書い て 居る。 

「夏 目が 赴任した 日學 校に どんな 書物が あるか 見せて 吳れと 云うた から、 余が 書 扉へ 案內し 

たら、 英文 學者 であるに も 拘らす 英書に は 殆んど 目 も くれす、 主として 漢書 を あさり、 其 中 か 

ら陶淵 明 詩集 一 一 W を 引き出し、 此れ を 借りたい と 云うて 持ち 歸 つたに は少々 意外であった。」 

この 結論め いた 附記 は、 二つ共に 『坊ちゃん』 には緣 がない が、 漱石 自身の 面目 をよ く傳へ 

て 居る。 

ひろな か 

この 小説が 出て 問 もな く讀 んだ弘 中さん は、 大變な もの を 書きました ねと 漱 石に， いふと、 あ 

れは 事實ぢ やない、 た-. - の小說 だとい つたと ある。 叉當 時の 五 年生だった 眞鍋嘉 一 郞敎授 など 

にも 同じ こと をい つたと 書いて ある。 しかしい くら 作者 自身に さう 斷られ たって、 お 二人とも 

にさう かとい つ てす まして は 居られな いの だ。 さう して かう した モデルに 註 を 施し 事實 調査 を 

巨細に 涉 つて やつ てられる のお。 猿 之 助 一座が 芝居でした 時なん ぞも、 眞 鍋さん の說明 やら； P 一 


文 やら は微に 入り 細に 入って、 その 精神に 於て この 御兩 所と ちっとも 變ら なかった。 さう して 

これが 一般 讀 者の 心情で も ある やう だ。 事實 は、 いくらかの 事實が 材料 を 供給して 名作 を 生ま 

せた の だが、 後に はかへ つて 名作が モデル を 生む 結 ra^ となる ものと 見える。 作者が いくら これ 

はた^の 小說 だよ といった つて、 誰も 承知 しないの である。 かう した 名作の かう した 意味での 

しり そ 

モデル 談議 は、 單に 俗流の 卑說 として 或は 俄に 退けら るべき もので ないか も 知れない。 その 眞 

鍋さん は 前列の 右から 三番 目に、 きかん 氣を 眉宇に 漲らせて 昂然と して 頑張って 居る。 

舊師の もとでい 、氣 持に なった と 見えて、 校長室で 私 はすつ かりお 喋 言り をして しまった。 

嫩 石が 三津濱 からた つた 時には、 霽月さん ゃ虚 子さん ゃ橫 地さん なんどが 見送られ たさう だ 

が、 どうも この 虚 子さん と は 同行で 宮 島まで 行き、 そこで 別れた ので は あるまい かと 思 はれる。 

虚 子さん の 著書に 宫 島に 一緒に 遊んだ 事が 書いて は あるが、 年代が 合 はない。 多分 高濱 さんの 

記憶 違 ひだらう。 

永き R や 欠 仲う つして 別れ ゆく  淑  石 

とい ふ 名吟 は、 多分 この 時の 刖れ の. 1^ であらう。 さう して 漱石は 熊 本の 五 高へ 赴任した ので あ 

つた。 
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* 一り？ 

ら つて か、 英名 を # に 轟かす 程の 器量 猫 はつひに 出なかった。 祖し 死ぬ と は、 同じ この 墓地に 

なら 

埋められた 事、 人の せの 慣 はしに 同じ。 

北 測の 崖に 近い 櫻の 木の 下、 そこに ra つ 五つの 石ころが 投げ 拾 てられた やうに 置かれ、 てん 

でに 缺け 茶碗に 水が 供 へられて 居 

た。 私の 知った 時には、 「我 犬の 爲 

に 秋風の 聞こえぬ 下に 埋めて や 

りぬ」 と 追悼の 句 を 書いた 墓標が、 

その 石の 群の 中に 見えて 居た。 言 

はすと 知れた 愛犬 ヘクト ー の 供養 

塔婆 だ。 他の 石 は、 それぐ 文鳥 

の 墓で あり、 叉 子供達の 金魚の 墓 

であった。 自然、 こ \ はこの 家の 

しろあり 

I 標は 下の 方が 白蟻に 喰 はれて、 固 

、なった の を 見た ので、 その ま、 -雨 


^^  ..x チ , 匕，" 余 

フ へ：：' f  ？二ぇ ^ム -0,.  ..f - 

が-がい .  -  ^  2  tv^>7$,r 

ス？ ん yfj ド ^ 

™  も . 


小 動物 を 永遠に 安らけ く 眠らせる 墓地の 觀 があった。 犬の 一 

い 手 輪 だけが 紙 を 重ねた やうに 殘 つて、 風に も堪 へられな. 


犬の 墓 「我 犬の 爲に 秋風の 間 こえ & 下に « めて やり & 41 


の 中に 朽ちさせ、 心なき 人の 手に か、 つて 拾 てられる の をお それて、 出 房のう ちに 保存す る 事 

と はなった。 すでに 句の 後半 は讀 むべ くもない。 


これ は 家の外なる 墓の 事で あるが、 信心深い この 家の 女 あるじ は、 家の 中には 猫の 祭壇 を設 

.  かつをぶ し  めい 

けて 居た。 福運 を 招きよ せる とい ふ 小さい 招き猫が 本尊で、 常に 大きな 鰹節 を 供へ、 月 々の 命 

--ち  しゃう つきめ いに ち  、ヽ、 ゝ、 ゝ 

H に は その 鰹節 を 取り かへ、 叉 祥月命日に はお かしら 付きと て 小 鋼， おかかのお 飯な ど を 供へ 

て、 それ を拜 する の を 例と した。 人が 迷信と 嗤ふ ものが あっても、 女 あるじ はいつ かな 耳 を も. 

かさない。 なほ も昂 じて、 い つし かに 猫の もろ/ \ の 小さい 玩具 置物な どの 小コ レ クシ ヨン を 

造り 始めた。 古い 召使 はこの 命日 を 忘れない。 新ら しく 來た 召使 も その 日 を おぼえる のにつ と. 

める。 あるじ は 又 信心 深く も その 命 n を 忘れた 蔡 がない ので ある。 誰い ふとな しに、 家で は； 

れ をお 猫さん と 呼んで 居る。 勿論 神格で ある。 

六 九  一 


『坊ちゃん』 劇 其 他 

嫩石 先生 は 明治 一 一十 八 年の 四月に 松 山中 學へ 英語の 敎師 として、 H 給 八十 圓で 赴任して ゐ る。 

「坊ちゃん」 が 赴任した の も 松 山中 學で、 月給 は i! 十圓、 東京の 物理 學校 をび りの 方から 何番 

目 かに 出て、 數學 の敎師 となった とい ふこと になって ゐる。 「坊ちゃん」 はこの i: 十圓 給 

どうれ う やま あ、.： し  、 、 、  ゝ、、 

を大 苦に やんで ゐる。 「坊ちゃん」 は 同僚に 山嵐と か、 たぬきと か、 赤 シャツと か、 うらな 

ゝ  あだな  ばん！ S う ふる  りう いん 

りと か、 或は 野 ダイ コ とかい ふ 渾名 をつ けて、 大いに 蠻： 與を錄 つて、 溜飮を 下げて、 叫 十圓を 

お *v みめげ 

棒に振って、 その代り 大手 を 振って、 東京に 引き上げた。 しかし 「坊ちゃん」 の 置 土產の 渾名 

ひとだま 

は 長く 松 山中 學の あたり をめ ぐって、 人 玉の やうに ふらつ いて ゐ たやう だ。 松 山中 攀を中 I た 友 

達から、 山- M がどうの かう のとよ く 聞かされ たこと を 未だに 覺 えて ゐ るが、 さう して^に M け 

ば 山- M はどう も 一人 ぢゃ ないやう だが、 野ダ だの 赤 シャツ だのと いふ 憎まれ役に なると、 とん 

と 引きう け 手がない もの か、 令 日 迄 あんまり その 噂 は 聞いて ゐ ない。 


ところが 去年の 冬の こと、 十二月 九日、 丁度 漱石 先生が 亡くなられて 滿十 年に 相當 する 祥月 

命日に、 其 頃 私 はま だ 京都に 住んで ゐ たので あるが、 津田 靑枫. 和 辻 哲郞. 池 崎 忠孝の 三 君と 

ほっき にん  ゐ ほく げんかう 

それから 私が 發起 人に なって、 京阪 地方に ある 先生の 遣 墨 • 原稿な ど を 彼れ 此れ 三 四十 點 借り 

てんく わん  ち ぐう 

集めて、 小さい 記念の 展觀を 催した 上で、 其 夜 遺墨の 下に 集まって、 生前 知遇 を 得た もの 十五 

ばんさん 

六 人で 晩餐 をした、 めた ことがあった。 其 時、 以前 山 口 高等 商業 學 校長 をし てられて、 今敎育 

界 から 引退され て ゐられ る 横 地 石太郞 さん も 見えた。 展觀の 前に 横 地さん の 御令嬢が 先生の 遣 

墨 (たしか 王 維の 鹿柴 館の 詩 を 書いた 小點) を 持つ てられる こと を 以前から 知って ゐて、 それ 

が 大變ぃ \ 出來 なの を覺 えて ゐ たので、 拜 借しょう と 使 ひ を 出した ところが、 それ は 令嬢が 他 

へ 嫁入り される 時に 持って行かれて、 今 宅に 殘 つて ゐる ものと て は 何もない。 それでも 何 かの 

御參考 までに これ を 持って行って はどう かと 使 ひに 寄せられ たのが、 一 つ は 松 山中 學の 校友 會 

の  う-つら かご 

雜誌、 それに 先生の 論文が 載つ かって ゐる。 他の 一 つ は 初版 當 時の 『鶴 籠』。 それの 『坊 ちゃ 

ん』 の條 に、 一面の 書 入れが して あるの だった。 

私 は 其 時まで 橫 地さん のこと を餘 りょく 知らなかった。 た 山 口 高 商の 校長 をし とられて、 

何 かの 機會に 先生と 昵懇な の だら う 位に 片付けて ゐ たので あるが、 この 書 入れ を 見て 驚いた。 


七 四 

とい ふの は、 横 地さん は 先生が 松 山中 學に 赴任され た 頃の 敎頭 代理 か 何 かで、 例の 赤 シャツの 

ようぎ しゃ 

モ ..ー ァ ル にあら す やと いふ 當の 容疑者な ので あるの だ。 橫地さ ん 自身 は それ を 否定し て ゐられ る 

し、 私も亦 勿論 それに 違 ひない と 思 ふので あるが、 この 書 入れ は IB^ も かく 非常に 面白い もので 

ある。 

『坊ちゃん』 は懷 しい 作品 だ。 それから 痛快な 作品 だ。 誰の 巾に も 多少の 「坊ちゃん」 は m 

喰って ゐる だら う。 俺が 「坊ちゃん」 だとい ふ 人 は、 天下に その 數は少 く あるまい。 山嵐の 役 

も 買って出た いところ だら う。 胸中 一. 片の覇 氣を藏 する ものに は、 誠に 胸の すく 底の 人物 だら 

う。 しかし 誰でも 赤 シャツ のい や 味と 野ダの 臭味と は 少し 位 持たない もの はよ もや あるまい と 

は 思 ふので あるが、 どうか 俺の 頭に と、 自ら 自分の 頭 を、 玉子 を 打ち 突 けられる 爲に 突き出す 

物好き 男 はま づ^ \ぁ るまい。 

私 はいつ か 機會が あったら 松 山へ 出かけて、 其 時代の 先生方に いろんな 其 時代の こと を 聞い 

て 見たい と 思って ゐ たもの だ。 

橫 地さん の 話に よると、 小說 などと いふ もの はこれ 迄 よんだ こと もない ので あるが、 何でも 
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一 ゆ w で 2V,.„Y、 やで „- ぶ 挨^ をした うちに 效頭 のな にがしと 云 ふの が 居た。 是は文 &士だ 


うだ。 


… 

-V  I マく i- 


(お £ 


えへ！ ire 

お を 1^ 


文 S 十士と 云へば 大 學の卒 4^ 生 だからえ らい 人お らう。 妙に 女の^な 優し 

ト、 出、 す  1 人， だゥ た。 尤も 斑， いたの は此 いのに フランネルの fs; 衣 を 着て 居 V ぞぉ ぶ」 

る.^ いくらか^  $ 地に は 相， ほ； J なくっても $ に は 極って る。 文學士 丈に 御  一一- ^ -.^ 

ゆや： 勞な服 £f どした もんだ。 しかも 夫が 赤 シャツ だから 人 を にして ねる • まし マ.、 

し  キ i-Ln 

ぁとで^5ぃたら此男は年が年屮^^|-シ ャ-ッぉ^；；^！るんださぅだ。 妙な 病氣 かわ 

ゥ. Pi  だ" S 人の 説 V" は 赤 は^ 股に £ 《になる か ら、 お 生の 爲 めに わさ /\ 

おら へ る ん だ さ う だ 入 ら ^t* る 心 配 だ。 をん なら 序にお 物も^ も 赤に すれば 二 t ： 4f- 

. で。 夫から 英 Si の 效師に 古 wfi か 云ふ大 色の K- る S 男が 居た。 大槪 f.i ラメ. 5f-- 

れぇ S のおい 人 は IS せて る もんだ が此ヌ は lii しんくれ てお る。 昔し 小學 校へ 行-; 了 一 

り P 力く 分， 5^ 井の ほさん と 云 ふ 子が 同 生 K あつたが. 此； 2 井のお や ざが 矢？ S A,*"  ；! "せ や 

I  fJ んな 色ゥ やおつ お。. S 井 は 百姓 だ. から. 百姓になる i あんな 颜 はなる か i おせ， 

や」.， ニ磺； 木 


街に 岡 S て 見たら さう ガ やや. & ませ ん. あ の 人 は 5 らな. 5© 斑 *S 子 許. 9 食 ぺ 

る か ら-在 く ふくれ るん で. す と数へて„,,夭れ^^ をれ 以东 く ふくれお 人お 見、 


1:ぉ ^',y^ 
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t 六  一 

复 目が 松 山 屮舉の こと を 書いた とい ふので 讀 んで 見たところが、 當 時の ことが 巾々 うまく 取り 一 

"つき やく  ； 

人れ て 書いて ある。 けれども 小說は 小說、 事實は 事實。 そこで 横 地さん は 事實に 立脚して 小說ー 

ふ-つし ふへん せん  ： 

を 解剖し、 當時 を追懷 し、 其 頃の 學 校の 人事 やら 町の 風俗 やら、 時世の 風習 變遷 やら、 それ か 一 

ら 事件、 會 話の 果に 至る まで、 凡そ 感想の あると ころに はくまな く 細字で 書 人れ がして ある。 - 

ちんしょ  一 

頗る 珍書で， あると いふべき だ。 私 は 『坊ちゃん』 の 筋 を 追 ひながら、 この 批評で あり 記錄 であ- 

り、  いろくの 意味で 面白い この 書込み を 適宜に 配し 生かして、 一つの 讀物を 綴る こと を 横 地 一 

ぢんじ た たん 

さんに 約束して ゐ るので あるが、 まだ 塵 事 多端に して その 事 を 果して ゐな いのは 申譯 がない。 

これ は 創作 心理の 考察の 上に も、 モ，、 テル を 如何に 使 ひこな すかと いふ 創作 上の 用意の 上で も、 ， 

艾當 時の 二種の 文化 資料と しても、 非常に 有益で かつ 面白い ものである。  一 

横 地 氏の 書 人れ と 同時に、 矢張り 當 時の 同僚 弘中叉 一 氏と 中堀貞 一 氏との 書込み も ある。 弘一 

中さん も 中 堀さん もみん な 今 京都に 住んで 居られる。 京都の 展觀の 日の 夜の 會に、 橫 地さん か 一 

も-、 じき かい  】 

ら アド \ スを 伺って 案內 すると、 何でも 木 喰戒を やって 居られる ので、 世 問の 宴 會には 一切 出 一 

ない といって 斷られ た。 仙骨 を帶 びて 居て、 斷られ ながら 甚だ 愉快だった。  ： 


この 書 人れ は、 先づ横 地さん が 永年の 間に ボッ く當時 の 事 を 思 ひ 3,: して 書 入れ をされ たの 

を、 弘 中さん が 聞いて 更に 書 込まれ、 それが 叉 中 堀さん のと ころへ ま はって 來て書 人れ をされ 

たもの。 橫 地さん の ものが 最も 分量が 多く、 屮 堀さん の もの は 遠慮 勝で 一番 少ぃ。 この 本の 事 

を當 時の 中學 生だった 眞 鍋さん、 松 根さん にお 話ししたら、 是非 見たい とい ふこと に、 これ も 

同 じく 書 入れ をして 頂いて 置かう と 思って 居る。 

1 體漱石 先生 は 芝居に は餘り 興味がなかった やう だ。 晩年 一 時し きりと 劇場へ 入られた こと 

が ある さう だが、 それ も 長く は鑌 かなかった らしく、 たうとう 劇場と 特別の 因緣を 結ばれない 

で 了った。 今度 先生が 逝かれて 十二 年 目に、 『坊ちゃん』 が 初めて 脚光 を 浴びた。 私に とって は 

きょうしゅ 

いろくの 意味で 興趣が 深い。  _ 

先生の 小說で 芝居に 燒き 直された もので は、 さきに 『吾輩 は 猫で ある』 の 一節が ある さう だ。 

以前 人から も 聞いた ことで あるが、 この あ ひだ 久 保より 枝 女史の 『嫁ぬ すみ』 を よんだ ところ 

が、 その 巾に 中洲の 眞砂 座へ $ ^井一 座の 『猫』 を觀に 行った とい ふこと が 書いて あった。 それ 

からこれ は學生 劇で あるが、 法 政 大學で 同じく 『猫』 の 一節 を 演じた の を觀た ことがある。 い 

七 七 
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つ あ i^,, ナ > 


いに も惡 いに もこれ くら ゐの もので あらう。 ともかく 伊井 一座の 『猫』 は 知らないが、 今度の 

本鄕 座の 『坊ちゃん』 が、 恐らく 先生の 作物 を相當 にこ 

なした 最初の もので は あるまい かと 私 は 思って ゐ るので 

ある。 

『坊ちゃん』 劇 は 甚だ 偸 快だった。 この 近年 芝居に 對 

する 愛情 をす つかり 失って、 幾年に も 劇場に 足 を 踏み 入 

れ たことの ない 私に も、 こればかり はま づ/ \ 面白く 觀 

られ た。 二日 目に のぞき、 又 四 曰 目に 観た。 一度の ぞく 

さへ おっくう がって ゐる 私が、 同じ 芝居 を 二度 も 観て、 

飽きる どころ か、 一 一度と も 面白く 觀 たの だから、 (さう し 

て 行く 前に は薹 本まで 讀んで 居た の だが) これ は 相當面 

白い 芝居に 違 ひない。 いは ゆるお 芝居ら しくない お 芝居 

で、 それで ゐて 立派に 芝居に なって ゐて、 やって ゐる俳 

いきく  くわん きゃく 

優 諸君 も 生々 として 樂 しさう だが、 觀てゐ る 觀客も 正に 生き かへ つた 心地が する。 肱 を 張って 


七 
九 


の飜譯 風な 放 劇 議論が、 鼻の 尖に ブラ 下がって ゐる ではなし、 かとい つて 今 もい ふと ほり、 在 

來 のお 芝居に 屈服 追從 して ゐる ではなし、 又强 ひて 新ら しがり もしなければ、 惡く 通が つても 

居ない。 それで ゐて 立派 

に觀 客の 心 を さらって 行 

つて ゐる。 恐らく 猿 之 助 

は 彼の 當り 狂言 を 一 っ增 

やした こと だら うし、 日 

本の 劇壇 も 亦 新ら しい 特 

異な 珍味 を 一 つ 加へ た わ 

あと  ささ 

けだ。 後に も 前に も小說 

『坊ちゃん』 が 外にない 

やうに、 劇壇で も 『坊ち 


やん』 劇の やうな もの は 外に 見る ことが 出來 ないで あらう と 思 ふ „ 


八 〇 

ー體 『坊ちゃん』 の 味 は 直線 的の 味 だ。 芝居で はこの 味 は 出て 居る に は 出て ゐ るが、 小說程 

に その 直線に 丸みと 重みと が 出て ないやう だ。 つまり 見て ゐる 目に は實に 痛快 偸 快な の だが、 

さて 見た 後で 殊に 印象と いふ ものが や. - 稀薄 だ。 もっとも これ は 一 つに は 芝居と 小說 との 根元 

もちあ ぢ 

的な 持 味の 相違から 來てゐ るの かも 知れない。 がそれ はとに かくと して、 俳優 諸君 は 皆 一 人 一 

しろもの  たぬき 

役 それん \ の 役割 を 相當に 演じ 生かして、 これ は 困る とい ふ 代物がない。 狸 校長から 下 は 小 使 

生徒に 至る まで、 甚だ 樂 しさう に 役を让 生かして 活躍して ゐる。 見て ゐ てい. -氣持 だ。 それに 

ぁづ  ぼ かす 

は 木 村 錦 花 氏の 脚色 も與 かって 力が ある だら う。 キネ マ 式に 場數を 多く わけて、 忠實に 原作 を- 

せう おう  、 > 

追うて 行って、 さう して 急所 急所 を 要領よ くお さへ て 出て、 前後 照應 纏まった そつの ない 一 つ 

けん 九つ 

の 劇 を 見せて くれる 手際の 鮮 かさ、 中々 隅に はおけ ない 手腕 だ。 檢閱を 恐れて か 學校騷 動の 場 

景 などの な いのはい さ X か 物足りな いが、 原作に うまく 段取りが ついて ゐ ると は 云へ、 これ だ 

けに 行けば 先 づ先づ 上の 部と 申すべき であらう と 思 ふ。 難 をい へば 場數の 多いた めに、 舞臺の 

かざりつけ  あさ 

飾付が 少々 淺 きに 過ぎて、 みすぼらしく はなかった か。 

ら< 

ともかく 私 はもう 一 度樂 近くな つてから 見て 置かう と 3 心 ふが、 三度 見ても やつば り 多分 偸 侠 

だら うと つて ゐ る。 


歸 りに、 京濱鼋 車に 乘 つて 腰掛に 納まって ゐ 

ると、 東京 驛 あたりから 乘り 込んで 來る 客の 顔 

が、 みんな 今本鄕 座の 舞臺で 見て 來 たもの の や 

M うな 氣 がして ならない。 野 ダイ コ 見たい な 人 も 

ち 

や あれば、 うらなり 然とした 人 も 居る。 独 もがん. 

。ん 

i 張って 居れば、 山嵐 は 太い ステッキ をつ いて 肩 

雄 を 怒らして ゐる。 婆やの キヨ も 居れば、 モダ ー 

ほ  、 、 

§ ン • マドンナ も つんと すまして ござる。 た i.1 多 

^  ご めんさう 

f 分 こんな 御面相な と 思 はれる の は澤山 居る が、 

坊 

^ 惜しい ことに 赤 シャツ を 著 込んだ 紳士が 見當ら 

ん 

i な いのは 甚だ 殘念 だ。 が、 黑色 シャツ だの、 揭 

色 シャツ だのと、 シャツの 色が 文句 をい ふ 今日、 

うっかり 赤 シャツ も 著て は 居れない わけ か。 私 

は 車內を 見廻して、 何だか 『坊ちゃん』 劇の 樂 


.  八 二 

屋 へ 入った やうに く すん と 笑った ことで ある。 

この 本鄕 座の 『坊ちゃん』 劇 は大當 りに 當 つて、 毎日 切符 を寶 切って、 補助 椅子 を屮 r しても 

足りない 位、 芝居 道の 不景氣 風 を いっぺんに 吹き散らして、 見ん 事 猿 之 助 丈の 當り藝 の 一 つと 

なって しまった。 山荒し が 出れば ヮ アツと わき、 坊ちゃんが 現 はれれば わき、 文句なん かも 原. 

作で 有名な のになる と、 役者よりも 見物の 方が よく 心得て ると いった わけで、 誠に 和氣 霞々 た 

くすぐ  げ ひん 

る 芝居で、 芝居で 笑 は せれば とかく 櫟り になり 下がって 下品に なりたが るの を、 これ は 無邪氣 

でい や 味が なくって 甚だよ かった。 役者 も かうな つて はこの 味が 忘れられな いもの だら う。 其 

後 帝劇で 出し、 それから 去年 二月 頃 京都の 南 座で も 出した。 勿論 猿 之 助 丈の 主演で だ。 ■ 

帝劇の 時には、 二度目の 出し物で、 本鄕 座の 時よりも 大分 形式が 整って 居た やう だが、 初演 

*~ はく  き はく 

の 時の やうな ザッ クバランの 面白さ、 一種の 氣魄 といった ものが 稀薄に なって 居た やうで、 私. 

5 す  かし め." 

にと つて は本鄕 座の 薄ぎ たない 舞臺 面の 方が、 遙 かに 感銘が 深かった。 

しょえん 

本鄕 座の 初演の 時、 木 村 錦 花 氏の 臺本を 見て、 『坊ちゃん』 の 原作 その ま、 の 筋 を 追って 行つ 

て、 極めて ゎづ かし か 脚色者の 創案の ない の を 見て、 今更原作がぅまく仕組まれてるのを感^:^ 


た 事で あるが、 小說 『坊ちゃん』 のうまみ は、 事件 そのもの、 人物 そのもの、 會話 そのものな 

どの 面白さ はいふ 迄 もない 事ながら、 この 坦々 としてし かも 層々 と 組み立てられた その 構成に 

大部分 ある やうで ある。 それ は 極めて 流動して 居りながら、 しかも 自ら 小說 構成の 大道 を ふん 

で 居る もの だ。 今度 P  . C  . L の 森 岩 雄 君の 懇望で 映畫 化される 事に なり、 私 はま だ 見て 居な 

いが、 小 林 勝 君が シナリオ を 書く 害に なって 居る。 芝居が 映畫 的な 手法で 成功して 居る ので、 

私 はこの 映 畫に冀 待して 居る。 

去年 京都 南 座で 開演 中、 大阪 朝日 新聞社の 京都 支局の 主催で あらう と 思 ふが、 『坊ちゃん』 の. 

學校、 當 時の 松 山中 學の 先生さん 方で 京都に 居られる 前記の 横 地さん 弘 中さん 中 堀さん のお 一二 

方 を 中心に、 猿 之 助 丈、 成瀨無 極、 竹內 逸、 山本條 二、 高 谷 仲の 諸君に 新聞社の 方が 加 はって、 

『坊ちゃん』 座談 會を ひらいた、 その 記事の 切りぬ きを 贈って くれた 人が あった。 座談 會 とし 

て は 中々 面白い 思 ひ 付きで、 一般の 讀者 諸君に は隨 分と 與味 のあった 事と 思 ふ。 しかし 前記の. 

横 地さん の 書 入れ 本 を熟讀 して 居る と、 それ 以外の 目 新ら しい 話と いふ もの はさう ザラ にある 

笞の もので なく、 私に はむしろ かう した 物 珍ら しい 古老の 額 合せより、 普通の 人が 聞けば 何で 
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もない 猿 之 助 丈の、 どうい ふ 心意 氣ゃ 用意で 芝居 を やって るかと いった 話の 方が かへ つて 興が 

あった" 

本鄕座 初演の 時に、 今 は淺 草の 大勝 館の マネ ジャ —をして 居られる と 思 ふが、 其 頃 松 竹に 居 

れん ぢ うそう はん 

られた 森 岡 格 雄 君が、 私達 「九日 會」 の 連中 總見 とい ふ 日に、 どうで せう、 御 註文 やら 御注意 や 

らが おありの やう だから、 芝居が はねてから、 役者 どもに 皆さんで 一席つ け/, \ とお 話 を 聞か 

してやって 頂きたい。 役者 達 始め、 私達 も 是非お；^ ひしたい の だからと いふ 事に、 私から 會の 

諸君に 取次ぐ と、 芝居の ハネ るの が 十一 時、 それから よそへ 橾り 出す の は大變 だ、 二階の 食堂 

で 此方の 顔見せ 旁.' 挨拶 をしょう ぢ やない かと 一 決し、 ハネを 待って みんなで 貪 堂へ 上がった 

は 取 終の 幕へ 出る 幹部 どころ は 白粉 を 洗 ふの も そこ/ \ に、 待つ ほどに みんな 素 額で やって 來 

お ほ 

た〕 猿 之 助. 友 右衛門なん ぞの大 どこが 前の 方で、 野 ダイ コ になった 翫 右衛門なん ぞが、 つい 

さっき 舞臺で 玉子 を 打つつ けられた 顏を 洗って 居なら ぶと、 君 は野ダ か、 いや、 君が あの 名 小 

はんで ふ  わき あい 

使 かなん かとい ふ半疊 に、 役者の 方で 小さくな つてし まひ、 こ、 でも 亦 和 氣靉々 たる ものが あ 

つた。 

すると 喋 言る の は先づ 年の 順から とい ふ 事で、 眞 鍋さん が や をら 立って、 講義よ ろしく 例 や 


早口で 始められた。 ところが M 鍋さん は 松 山中 學 出身で、 夏 目先 生が 赴任され た 時の 最上級の 

五 年生、 『坊ちゃん』 の 事件 は 自分の 一手 專賣 だ、 あれ はかう、 これ はかう、 道 後の 溫 泉で 手拭 

？ b ん けい  けんぴき やう- 

が 薄 赤く 染まる 事から、 赤 シャツの 說明、 人物の 原型から 土地の 地理 ゃ敎窒 の 模様 迄、 顯微鏡 

をの ぞく やうに 微に 人り 細に 入って 說 明し、 だから あれ はいけ ない、 これ は 見當違 ひだと いふ 

風に 一 々駄目 を 出し、 それが 又い つ 5^ つべ しと も 見えない 蕴蓄 豊かな 大 講演に なって しまった 

もの だ。 十一 時半 頃から 始まった 松 山中 學 風物 史の大 講演 は、 瞬く間に 十二時なん かわけ なく 

のり 越えて、 一時 近くに なっても 屮々 やみ さう にない。 御座 敷の か \ つてる 役者 はあった かど 

うか 知らないが、 あっちで もこつ ちで も ひそかに 腕時計 を 見たり、 あくび を かみころしたり し- 

ても ぢ くして 居る。  しかし 眞 鍋さん の 話 はこん くと して 盡 きない。 多分 其 夜 一 晚中 話して 

も盡 きない 程あった ひだらう。 

C あ ひ  どくせん 

たうとう こんな 工合で、 座談 會 になる 害の この 會合 は、 眞 鍋さん 一人の 選手で 獨 占され てし- 

まった。 後に 帝劇での 再演の 時には、 これが 緣 となって、 舞臺 稽古 を 見に 行かれ、 いろ/.、 注 

文 を 出された とい ふこと だ。 さう して それらに ついての 感想 を 綴って、 たしか 小冊子に して 知 

己に 配られた やうに m 心 ふ。 序ながら 眞 鍋さん が吉 右衛門 最貭 であって、 叉 教授に 劇評の ある P 
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は 知って る 方 も 多いだら う。 私 は 京都の 座談 會の 切拔 きを 讀 みながら、 はしなくも この ほ \ ゑ 

ましき 木鄕 座の 獨演會 の 光景 を 想 ひ 浮べた。 

芝居の 事 を 書いた 序に、 この 近年 先生の 作物が 芝居に なった もの を、 心覺 えの つもりで こ. T 

に 書きと めて 置かう。 

初め 芝居 や 映畫の 話が あっても、 先生が あんまり 好かれなかった ので は あるし、 元々 小說で 

芝居 向き 映畫 向きに 出來 てる もので はない ので、 話が あっても 殆んど 相手に ならす に 居た の だ. 

つたが、 しかし 先生の 生前 頃と は國產 映畫は 比較に ならない 程發 達し、 それに つれて 又 芝居 も 

變 つて 來て 居る し、 また 一方 原作の 定評 はき まって しまって、 若し 芝居 や 映畫が 不出來 でも、 

誰でも それ を 原作の 罪に して、 原作が いけない からだと は 言 はない の だから、 芝居な り 映畫な 

はう べん 

り を 見て、 一人で も 原作に 親しむ 機緣が 作られるならば、 それ も 亦 方便 だとい ふ 風に 考 へが 變. 

つて 來て、 今では 相當 責任 ある ものが 責任 を もって やる とい ふ 場合に は、 それ もよ からう と 51 

來るだ け 許可す る 方針に して 居る。 

『坊ちゃん』 が大當 りに 當 つたので、 次いで 本鄕 座で 叉 『猫』 を やった。 しかし これ は 正直； 


(生 先彌 f^t  市；） m 『る あで 猫 は 輩 吾』 


に 見て 失敗だった。 一 體 『猫』 とい ふ 作品が 讀 むに は 面白い が、 『坊ちゃん』 見たい に臺 本に な 

る 場合、 原作の 場面 を 追った だけで は 芝居に ならない。 それ を 同じ やうに 原作に 忠實 にやら う 

こん ぼん 

とい ふの だから、 もう 根本から 無理が ある。 自然 部分的に は 面白い が、 しかし 全體 として 盛り 

上がって 來る 何もの もない。 だから 

猿 之 助 丈が いくら 奮鬪 しても、 どう 

にも あの 儘で は 芝居に ならなかった。 

ひとし あん ふたし あん 

これ は 一 思案 も 一 一思 案 もやっての 上 

で、 思 ひ 切って 突飛な 大膽 不敵な 智 

慧を 働かさない 以上、 決して 面白い 

ものに はな りつこ あるまい。 その 代 

り やり やうで 叉隨分 面白い 變っ たも 

のが 出來 さうな 氣 がする。 野心の あ 

る もの は 一 つやって Gs^ るべ しだ。 

ところが 本鄕 座の 『猫』 よりも、 もっと やくざな 『猫』 が淺 草で 上演され た。 それ は 初め 灿 
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中 蓼 波 君に 泣きつ かれて、 つい 私が ほ だされた のが 間違 ひのもとで、 金子 洋文 君が 薹本を 書き _ 

たしか 帝國 ホテルの 演舞場で 上演の 手 害だった のが、 どう 手元が 狂った のか 淺草 落ち をして し 

まった。 どうせつ ぶれる 害の 劇團 だと は 思った が、 しかし 劇團の 浮沈に か、 る 事 だからと、 そ 

ふ しょ 5X6 し よう もく きょ 

の 期に のぞんで 泣きつ かれて 見れば、 まさか 淺草 だからい けたいと もい へす、 不承不承に. 默許 

して、 さて ふたが あいたので 行って 見る と、 どうに もこれ は 芝居に なつち や 居ない、 本鄕 座よ 

り數等 ひどい 出來 だ。. それでも みんな 一生懸命、 寧ろ 競演の つもりで 熱演な の だから、 見て 居 

がくや 

る 此方で 顏 まけし、 樂屋も のぞかす、 わざ/ \誘 つて 行った 友達に も 氣の毒 をして、 そこく 

にかへ つた 事が あった。 猫の 芝居なら、 鍋 島の 猫騷 動で もやつ てれば 無難 だのに、 かう いふ 哲 

學 者の 猫なん かやる の は 當分考 へ も の だ 。 

淺 草で 思 ひ 出す の は、 二三 年 前に 例の H  ノ健 一座が 『坊ちゃん』 を やったら しいが、 無斷で 

ほん も 0 

やって 居た ので、 多分 本物の 『坊ちゃん』 では あるまい と 見に 行かなかった。 見た とい ふ 人の 

話で は、 大分 本物に 似て 居た とい ふ 事だった。 

最近で は、 明治座の 六月 興行で、 水 谷 八重 子 主演で、 井上 正 夫なん かの 新派の 一座で 『虞 美 


人 草』 を やった，) ー體 『虞美人草』 は隨分 前から 新派の 人達に ねら はれ、 叉映畫 でも 數度 交涉 

をう けた もの だ。 ところが 映畫 では 二度 程 も、 そんなら やって い、 だら うとい ふ 事になる と、 

おとさ た 

それつ 切り 音沙汰な しでう つち やり を 貪 ふ。 段々 きいて 見る と、 他の 映畫 社へ 取られな いや 

うに、 つまり 横取りと もっかな 

い 邪魔 を 入れる の だと 知れた。 

芝居 ものと はよ くもい つた もの 

で、 そんな 事 やら、 前に 『猫』 

を 上場す る 時 面白くなかった 仕 

打ち を 食 ひ、 こんな 非 紳士的な 

まっぴら 

連中 はもう 眞平 だと、 一 時 は 相 

乎に ならなかった 事 さ へあった 

が、 しかし 八重 子が やりたがって 居る 話 はきいて 居た ので、 とにかく やって 見る がよ からう、 

よければ 猿 之 助の 『坊ちゃん』 みたい に殘 るし、 惡 るければ 同 丈の 『猫』 みたい に 消えて なく 

なる からと、 丁度 入江た か 子が 映畫で 是非 やりたい といって るから ゆるして くれと いったの を、 

八 九 


( S-ii  J  C' 子 重 八 谷水 ， 父の 夫 正 上 井り よ 右） 劇 『草 人 美 虞』 


九 〇 

入江なら 藤 尾 役に はまらう と 許した ところと 

て、 入江に よしと いって、 水 谷に いやと いふ 

道理 もない わけで、 ともかく 八重 子の 芝居 を 

見る 段取りと なった。 ところが この 芝居 は、 

何でもかんでも 八重 子 一 人に 芝居 を させない 

といけ ない ものら しく、 それ はま あい-" とし 

て、 脚色 家が 甚だ 近視眼で、 漱石 物で これ 程 

所謂お 芝居に なって る 作物 は 外にない のに、 

どう 又 固くなつ たもの か、 一生懸命で 原作者 

あら-? 、、ゝ ゝ、 

の 立てた 荒 筋 をお せっかい にも 掘りお こして、 

それ を 全く 散文的に 羅列して 見せた、 どう 考 

へても 索然 不味 を 極めた 不手際な もので、 勿 

論 原作が 三十 年 も 前に 書かれた が爲 に、 現代 

から 見れば いくらか 時代の こ 1; が 生えても： HP 


るの だから、 それ は 仕方のない 事と して 割引きして 考 へて やらなければ ならない の だが、 そん 

なら それでせ めて 原文 を よんで うける あの 獨 得の 氣分を 何とかして 味 はせ て くれ \ はい の だ 

が、 それが ぉ氣の 毒ながら 藥 にした くもない のだった。 これ は 脚色の 未熟と 申し上げる 外ない 

やう だ〕 もう 少し 原作と 役者と を 生かす 手が ありさうな もの だ。 でなければ 折角 かう した 名作 

を 芝居に する 意味がない ではない か。 私 は 水 谷 八重 子さん にもう 一 度 立派な 脚色で、 この 芝居 

が やらせて 見たい と 思 ふ。 どうも 11 附 作者と いふ もの は、 舞臺の 上で 役者 をラ ヂォ體 操みたい 

に 運動させる 事ば かり 考へ. てるん ぢゃ あるまい かとい ふ 疑が あって、 作の 勘 どころ とか 氣 分と 

かいふ ものに は、 極めて 鈍感の やうに 素人の 私なん かに は考 へられて ならない。 


『門』 の 行方 


上 

大正 九 年 は漱石 先生 逝去の 第五 年に 當る。 其 年の 夏から 計畫 して、 秋に 至って 漸く 先生の 遣 

墨 展覽會 を 開く ことが 出來 た。 先生の S 後、 あれ 程に 先生の 晚年を 慰めた 遣 墨 をい つか は 一 堂 

こ-ろざし  あらた  そ ねん 

に 集めて、 志 を 同じう する 人々 と共に 追慕の 情 を 新に したいと いふ 素 念が 愈.' 達せられ たの 

で、 自分の 歡びは 一 ト 通りではなかった。 自分 は 及ぶ 限りの 力 を 致して、 諸家 珍 藏の書 畫幅を 

せ. t- とく 

借り集めたり、 原稿 を 求めたり した。 さう して その 結 菜展觀 された もの は、 色紙 短 册尺牘 をの 

ぞいた 恐らく 全 遺墨の 九分 通り を 網羅して、 其數 三百 餘點に 上った であらう" 

開 會の三 ral 日 前の ことで ある" ある 新聞の 婦人 記者が 訪ねて 來て、 遣 墨 展觀の 模様 を 尋ねた。 

自分 は 問 はる 、ま. -に 出陳の 遣 墨に ついて、 其牧 集の 苦心 やら、 思 ひも かけなかった 掘 出し や 


ら、 其 他 いろいろの ことに つ い て 感想の 一 端 を 洩らした し 例 へ ば 無い ものとば かり W わって ゐた 

『草枕』 の 原稿が 突然 現 はれたり、 『文學 評論』 の 原稿の 一 部が 出て 來 たり、 『思 ひ 出す ことな 

ど』 の 原稿の 大部分 を、 展觀の 二 箇月ば かり 前に 突然 買 ひ 求めたり した ことな ど を 話した 序に、 

おも  ありか 

大體 主なる 長 篇小說 の 原稿 はすべ て 在所が わかって、 其 大部分 は 借り出す ことが 中 Z 來た が、 殘 

念な ことに はたった 一 つ 『門』 の 原稿ば かり は、 どこへ 行った もの か 皆目 行方が 知れない とい 

ふやうな こと を附け 加へ た〕 すると 翌日の 新聞に、 よく ある こと だが、 久しく 見當ら なかった 

『門』 の 原稿な ども 珍ら しく 出される とい ふ 風に 誤り 書かれて あった。 自分 は 又 やった な 位で 

極めて 輕ぃ氣 持で、 誤り 傳 へられた 自分の 談話 を讀み 過ごした。 

正午 頃であった。 刺 を 通じて 自分に 面會を 求める 未知の 婦人が あった。 應接 問で 會 つて 見る 

と、 婦人 はや. -色 のく すんだ とい ふより、 寧ろ 褪せ か、 つた 裾模様の 着物 を 着て、 や， - 世間な 

れ ない 態度で、 甚だ 鄭重に 挨！^ をされ る。 見たところ 二十 六 七 歳の 家庭の 人と は 受け取れ るが、 

どうい ふ 種類の 婦人で、 何の 用事で 訪ねて 來られ たもの か、 てんで 見當 がっかない。 それ 切り 

婦人 はだ まって 頭 を 垂れた ま、、 自分の 向 ふ 側の 椅子に 固くなって かけて ゐる。 何 を 言 ひ 出す 
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. かしらと や、 不安のう ちに 待って ゐた 自分 は、 見る に 見兼ねて 來意を 尋ねた。 すると も ぢ/, \ 

しょた いや つれ 

して ゐ たらしい 婦人 は、 其 時 渐く思 ひ 切って 額 を 上げた。 何處 となく 年の 割に 世帶 .i- のした 顏 

の やうに 思 はれた。 婦人が 突然の 來訪を 詫び 乍ら 語る 言葉 は、 意外 も 意外、 自分に とって は 全 

く麼 突の ものであった。 

「 …… あの、 今朝の 新開で 拜 見し ますと、 今度の 先生の 遣 墨 展覽會 に 『鬥』 の 原稿が 出る と 

どなた さま 

いふ ことで ございま すが、 何誰樣 がお 持ちで ございませ うか。 御 差 支がなければ お 伺 ひしたい 

おっしゃ 

もので ございます。 若しお 名前 を 仰 言って 御盖 支が ありま すれば、 た の 一 ト目 でもい \ から 

その 原稿に お 目に か.^ ら せて 頂きたい ものと 存じまして、 それで 上った ので ござい ます。」 

婦人の 態度が、 如何にも 思 ひつめ たとい ふ 風に 相手の 胸 をつ きさす やうに 眞 面目なので、 自 

分 は先づ それに 驚いた。 が 次の 瞬間に は 言葉の 裏に 曰く ありげ な、 さう して 心配 さうな、 どこ 

か 沈痛な 趣の た y よつ てゐ るのに 不審 を 抱いた。 けれども それよりも 何よりも 最後に 自分 を 嬰 

つて 來 たもの は、 抑へ きれない 笑 ひであった。 全體、 婦人の 物 思 はし 氣な樣 子と 言 ひ、 質問と 

言 ひ、 すべ て 明かに 一 人の 婦人 記者の 記憶の 誤りから 記載され た、 僅か 一 行の 記事に 胚胎して 

おる。 さう して 婦人 は 自分に 罪のない、 その 誤報に あやつられて、 わざく 遠い 郊外から 裾模ー 


様の 訪問 著 を 着て、 見す 知らす の 自分の 前にお づくと 罷り出て 來 たので ある。 それが 可笑し 

くな くって どうしょう。 自分 は 込み上げて くる 笑 ひ を、 婦人に 氣の毒 だと は 思 ひ 乍ら も、 どう 

しても 抑へ る ことが 屮 2 來な かった。 自分 は 笑 ひ 乍ら 事 も なげに 氣輕 に、 

「いや それ は 全く 新聞の 誤報です よ。 私 は 來訪の 記者に 外の 原稿 は 皆 在所が 分った が 『鬥』 

だけが いまだに 分らないで 殘念 だと 話した のです。 それが よく ある 奴で、 あ \ いふ 風に 反對に 

書いて あつたの です。」 

と 答へ た。 すると 婦人の 額から 緊張した 物 思 はしげ な 様が 消えて 了った C と 同時に その 安堵 

の 中に、 明かに 一 種の 失望の 色が 浮んで 來た。 自分 は 婦人の 並々 ならぬ 様子 をい ぶからない わ 

けに は 行かなかった。 自分 は 仔. i あり 氣な 事情 を 聞くべく 膝 を 進めた。 

とつ 

婦人の 語る ところに よると、 彼女 は 今 さる 洋畫 家の 夫人で あるが、 まだ 嫁がない 女學 生の 頃- 

ぢ きひ つ 

大の漱 石崇拜 家であった。 一度 先生の 直筆に 接したい ものと 日顷 念じて ゐた 矢先、 朝日 新聞に 

あと 

勤めて ゐた 伯父の 許に 起臥して ゐる うち、 折 もよ く 先生の 『門』 が 毎日の 紙上に 揭 載され る C 

たて ， 

とに なった。 矢 も榍も 堪らなく なって、 熟 心に せがむ ので、 伯父 も それ 程に 思 ひつめ てゐ るな 

らと、 毎日 歸 宅の 時には 組み 了へ た 其 日の 一 囘分 宛の 原稿 を 貰って 来て くれた。 若い 女 學生は 
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それと 其 日の 新聞と を 引き合 はせ て、 無上の 幸福 を 味 はって ゐた。 かう して 原稿 は 積り 積って 

う 1 つやうて i- 

つ ひに 最後の 頁に 迄 至った。 女學 生が 有頂天に なって 喜んだ の は 無理 もない。 しかし 遣憾な こ- 

5 づ たか 

とに は、 最初の 手遲れ のために、 どうしても 第一 囘分 だけが 缺 けて ゐる。 堆く 積み 重 おられた 

こよな きこの 珍寶を 喜ぶ につけ、 書き出しの 缺 けて ゐる こと は、 又  ー&; 物足りない 感を 起こさ 

せた。 

女學 生の 熱心 は 又 伯父 を 動かした。 伯父 は漱石 先生に 請うて、 最初の 其の 第一 囘を 書き足し 

じょ 

て 貰 ふやう にす るか、 或は 缺 けて ゐる わけ を 書いて 貰って、 此の 思 ひ 出の 多い 原稿の 序に かへ 

て 貰 ふかして、 其 上製本したら、 題字に 不折 畫们を K はさう とい ふこと を 承諾した。 しかし こ 一 

よろこ 

の 約束 は 中々 されなかった。 女 學生は 完全に される その 日の 欣びを 思 ふと、 胸の 躍る うちに 

長い 月日 を 待ち暮らした。 

くプす 

幾年 かたった。 女學生 は祷と 踵の 高い 靴と をぬ いだ。 しかし 『鬥』 は 依然として， 女學 生の 

ふくさ 

愛惜の 情 を 抱いた ま \、 昔 ど ほりの 不完全な 姿で、 紫の 袱紗の 中に 眠って ゐた。 或る日の こと 

である。 伯父の 知人で、 矢張り 新聞社に 勤めて ゐ ると いふ 人が、 是非 其 原稿が 見たい もので あ 

る。 其 儘 にしておく うちに、 何 かの ほづみに いっか 散逸し ない もので もない から、 ともかく 借 


りて 禮 心に 製本 を させて、 漱石 先生な り、 又は 不折畫 伯な りの 題字 を 貰って おかへ し をしょう 

と 言 ひ 置いて、 原稿 を 借りて 行った。  . 

半年 經 つた。 原稿の 音沙汰 はない。 一 年經 つた。 待つ 人 は 依然として 待って ゐる。 併し 原稿 

は 美 装した 姿 を 見せない。 さう して ゐる うちに 漱石 先生が 亡くなられた。 生前 あれ 程 自筆の 題 

字な り 序な り をと 望み 乍ら、 たうとう 手に入れる ことが 出來 なかった。 返す くも 殘念 である 

が、 今 は 是非 もない。 彼女 は 慈父に 刖れる やうな 心で， 先生の 死 を 吊った。 さう して 今 は 唯一 

の 遣 品と なった 『鬥』 の 原稿 を 手元に おいて、 せめて 崇拜 して ゐた 先生 を 追慕した いと 思った e 

伯父に 其 事 を 告げる と、 あの SR はすで に 地方の 新聞社に 聘 せられて、 東北に 去った とい ふこと 

であった。 驚いて 伯父の 手紙に 添へ て、 自分の 衷情 を訴 へて 送る。 返事がない。 彼女 は 原稿の 

行方 を 案じ 乍ら、 他家へ 嫁いで 行った U しかし うら 若い この 花嫁 は、 まだ 人の 心 を 疑 ふこと を. 

知らなかった。 

新しい 生活が 始まった。 樂 しい 世界が 開展 して 行く。 けれども 秘藏の 原稿 を 想 ふ 情 は 愈." 切 

になって 來る。 夫人 は 思 ひが 昂 じる と共に、 しばく 原稿 督促の 手紙 を 書いて、 僅かに 其の 切 

情 を やった C そこへ 頼みの 伯父が 死んだ。 夫人 は 愈-' 不安に なって 來た。 さう して ゐる 問に も 
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歳月 は 淀みな く 流れ 去った。 

或る日、 何 心なく 名もない 一 夕刊 新聞 を 手に して ゐ ると、 不思議に 强く 彼女の 眼を捉 へた も 

のが ある。 言 ふ 迄 もな くその 知人の 名であった。 知人 は 地方から 東京へ 舞ひ戾 つて、 其 夕刊 新 

すぐ さ *u 

聞に 入社した ので ある。 夫人 は直樣 訪れて、 原稿 を 返して くれる こと を 懇願した。 けれども 知 

人の 返答 は、 思 ひがけな くも、 すぐ 移轉 後間 もない こと だから、 行李 を， あらためてから 返事 を- 

し ようとい  ふ、  其 場 限りの 極めて 曖昧な ものであった。 日なら すして 知人の もとから 手紙が 屆 

あやま 

いた。 それによ ると、 あの 原稿 は、 地方 を轉々 して ゐる 間に、 普通の 古 原稿と 思 ひ 過って、 家 

人が 屑屋へ 渡した もの か、 それとも ある 町で、 事に 坐して、 自分の 財産が あら ひざら ひ 競賣に 

附 された ことがある。 其 時 一緒に 二束三文で 寶り拂 はれた もの かも 知れぬ。 兎， も 角 自分の 行李 

のど こ を さがしても、 そんな ものの 姿 は 見當ら ない とい ふ、 頗る にべもない 無責任な 挨拶で あ 

る。 夫人 は 取りつ く 島 を 失って、 落膽 やら 無念 やらで、 全く 呆然と して 悲淚に 暮れた。 永年の 

間 あれ 程 慕って ゐた寶 が、 己れ の 不注意から 事 も なげに 失 はれて 了った。 自分 一個の 無念の み 

でな く、 先生 を 追慕 崇拜 する 社會 一般の 世人に 對 して 申 譯 がない。 若し 偶然の 機 會で其 原稿が 

誰か の 手に 保存 さ れ て ゐる ものなら ば、 さう し て それが 自分が 捧げた 以上 の 敬意 を拂 はれて .<^_ 


る ものなら ば、 所有の 間に 自他の 別が 出來 ただけ のこと で、 社會は 何等 失った ところがな いの 

だから、 寧ろ 諦め もっけば、 叉 原稿 自身の ために 喜ばねば ならない かも 知れない。 であるのに. 

それが、 全く 失 はれた としたら …… 夫人 はさう E 心って は 身 も f もない 思 ひで、 幾度 か味氣 ない 

淚を 流し 續 けて ゐた。 

新聞の 記事 を 見た 時の 飛び立つ 思 ひの 夫人の 樣は 想像す るに 難くない。 夫人 は 失 はれた 愛兒 

を 見る やうな、 或は 永く 训れて ゐた悲 母に 會 ふやうな 胸 を 抱いて、 直樣 自分の もとへ 訪ねて 來 

られ たので ある。 しかし 結果 は 全く 豫期 に反して、 餘 りに も悲慘 であり 义 滑稽であった。 夫人 

が 安堵 をして さう して 失望した 原因 は、 先づ ざっと かう であった。 

淚を 流して 語る 夫人の 眞 摯な樣 はいたく 自分 を 動かした。 自分 は 夫人の 純情に 泣かされた。 

いき ど ほ  う な だ 

さう して 無 貴 任な S 舍 廻りの 新聞記者に 對 して 憤り を 感じた。 自分 は 言葉な く 頸 垂れて ゐる夫 

人の ほ つれ 毛が、 自分の 洩らした 溜- のために 小さく 搖ら ぐの を 眺める のだった。 

其 時、 自分の 頭に 電光の やうに 嗛 くもの があった。 自分 は 思 はす しめたつ と 叫び 出し さう に 

なった。 が、 危く我 を 抑へ た。 自分 は 急に 元氣 がつ い. て來 た。 さう して 心の中で 「まるで 探偵 

九九 


一 00 

小說 だ。 愈.' これ は 面白くな つて 來たぞ つ」 と 繰り かへ した。  - 

其 神來の やうな 落 想と いふの は 外で もない。 

夏 『思 ひ屮 I す ことな ど』 及び 其 他 二三の 原稿 を 纏めて 買った 古本屋が、 一 ト月 ばかり 前に 電 

話 を かけて、 ひょっとすると 多分 『門』 の 原稿が 手に入る かも 分らん から、 入ったら 見て くれ 

るかと いって 來 たこと を 思 ひ 出した ので ある。 其 時 は何氣 なく 手に入った ら 是非 見た い 旨 を 答 

おとさ た 

へたので あつたが、 其 後 何等の 音沙汰がない。 展覽會 はい 、機會 では あるし、 殊に かう いふ 事 

情が あると すれば、 猶 のこと 飽く迄 搜し 出して 見て やらう。 其 古本屋と いふの はどうい ふ傳乎 

ささ 

を もって ゐる のか、 嚮には 『三 四郞』 の 原稿 を賣 り、 次ぎに は 『それから』 の 原稿 を寶 り、 又 

自分が 手に入れた 『思 ひ 出す ことな ど』 の 原稿 も 其 男の 手に か. - つたの だから、 そこ 迄 句 はす 

からに は、 必す目 あての 穴が あるに 違 ひない。 これ は 面白くな つて 來た。 よし、 きっと 搜し 

してやらう C 自分の 關心 は、 夫人に 對 する 同情 以上、 遙 かに 多分に 好奇心に 傾いて ゐた。 自分 

は 夫人 を 慰め 乍ら、 や \ 自信の ある 態度で、 かう いふ 展覽會 などの ある 時 だから、 思 ひ 出した 

やうに 何 かの はづ みで うまく ひょいと 現れて 來な いもので もない。 さう 悲觀 した もので も ある」 

まい。 いづれ 展覽會 に 出ない 迄 も、 恐らく 原稿の 在所 位 は 分る だら うと 思 ふから、 さう したら， 


すぐ 様お 知らせしょう c ともかく 展観に は 是非お いでな さいと 言って、 招待 狀を 贈った。 夫人 

は來た 時と は 見 違へ る 程氣輕 に、 それでも どことなく 淋し さう に辭 して 行った。 

玄關に 夫人 を 送り出した 自分 は、 すぐと 電話室に 驅け 込んで、 古本屋の 主人 を 呼び出した。 

さう して この 展観 を機會 に、 書畫ゃ 原稿の 戶籍を 作って 残して おきたい から、 寶 る賨ら ない、 

出陳す るし ない は 別問題と して、 ともかく いっか 話の あった 『門』 の 原稿の 在所 をき かして は 

くれない か、 又 場合によって は讓 つて 頂いても い \ からと 懇々 と賴み 込んだ。 主人 は 非常に 乘 

り氣 になって、 すぐ 樣心當 り を 探す から、 明日 迄 待って くれろ、 十中八九 迄 は 大丈夫 だら うと 

引きう けて、 電話を切った。 もう 大丈夫 だ。 これで 面白い 探偵 劇 はいよ く 仕組み 上げられた。 

あと はた 意外な 結 を 待てば い 自分 は その 中で 主要な 一 役 を 演じて、 人 を あっと 言 はせ 

るの だ。 自分 はあり もしない 空 想 を 一 人で 作り上げて、 其 日 一 日 何とも 知れぬ 樂 しい 冀 待の 中 

に、 いそ/ \ と 仕事 をして 暮らした。 

翌朝、 自分 は 先方の 返事 を 待ち 切れす に 古本屋の 主人 を 電話口に 呼び出した。 しかし 主人 Q. 

返事 は 自分の 勇んだ 心に 最初の 蹉 きを 與 へた。 主人の いふと ころに よると、 かって 一度 先方 か 

ら 話しの あった 當の人 を 尋ねて 其 話 をす ると、 原稿 を 所有して ゐ るの は 自分で はない、 自分 Q- 

1 〇 一 
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友人 か 若しくはもう 一 つ その 知人 かが 持って ゐ るので ある、 話の 序に 賣 つても い.^ とい ふこと 

では あつたが、 今 して その 氣で 居る か、 それとも 或はす でに 他人の 手へ 渡した や も 知れない、 

不取 ^ 問 ひ 合 はせ て 見ようと いふので、 主人の 待つ て る 間にす ぐと 手紙 を 持たせて やった と い 

ふので ある。 こ X 迄 聞いた 自分 は、 之 は 愈.' お 跳へ 向きに 面白くな つて 來 たとう な づく間 もな 

く、 主人 は 更に 話 をつ いで、 ところが 先方の 返事に よると、 さう いふ 原稿 は 手元に ない、 何 か 

の 誤解で はない かと 言 ふの ださう である。 自分 は 全く 失望して 了った。 が、 更に 電話 器に しが 

みついて 最後の 突擊を 試みた。 それにしても 火の ない 處に堙 は 立たない。 君が たしかに 『門』 

の 原稿が あると 聞いた の は、 勿論 そこにあった ものに 違 ひない。 恐らく 何 かの 都合で 言葉 を， 濁 

して 居る ので あらう が、 前々 からい ふと ほり、 それ を 手に入れる 入れない は 第二の 問題と して、 

戶籍 調査の 都合 上 是非 在所 を 突きと めたい、 其 役 を 引きう けて はくれ まい か、 さう 突 貰す ると、 

古本屋の 主人 は、 それ は 昨夜の 様子で あれ 以上 進めな いのは 分り切って ゐ るから 御免 を 蒙りた 

いとい ふ。 では 君が 尋ねて 行った その 家を敎 へて くれろ、 自分 自ら 訪ねて 情 を 打ち明けて 懇願 

,  »  まっぴら 

する からと 追究す ると、 主人 は それ は眞平 御免 だ、 商賣 取引の 德義上 絕對に 先方の 名前 を敎へ 

5 ち  <  やし ま 

.& すわけ に參ら ぬと 突 放す。 とりつく 島 もない。 自分 は 全く 絡 望の 裡に 電話を切った" ロ惜粉 


れに 空想 を 退し くす ると、 主人が 先生の 原稿 を 容易に 手に入れる ことから 推して、 先方の 得意 

先と いふの は 恐らく 新聞 關 係の人であって、 其 人が 更に 問 ひ 合 はせ たとい ふ 人 は、 或は 洋畫家 

夫人の 知人 その 人で は あるまい か。 さう して 神經 過敏に 警戒す ると ころ を 見る と、 古本屋の 主 

人 もこの 事件に 幾分 絲を 引いて ゐ るので は あるまい か。 自分 はみ す，/ \ 手頃な 探偵 劇 を みん 事 

中途で やり 損って 了った わけ だ。 自分 は 期待が 大きかった 丈に 失望 も 亦 それに 相應 して 大き か 

むしゃ 5  ゆく へ 

つた C さう して 無精に 腹が立った。 其 時の 自分に とって は、 『鬥』 の 行方 は單 なる 他人の 問題、 

卽ち 洋畫家 夫人 の 問題ではなかった。 全く 自分自身 のぬ きさし のなら な い 問題 で あつたの であ 

る。 しかし 開 會に 迫られて ゐ るので、 後から後から 湧いて 來る 用事に 追 ひま くられて、 幸 ひな 

ことに 自分 はこれ 一 つに 許り こだ はって ゐる ことが 許されなかった。 さう して 開 會の當 日に は 

全く 古本屋 や 夫人の こと を 忘れて 了って ゐた。 

開會 二日 目の ことで ある。 知人 や 先輩の 誰彼 を案內 して、 目の 廻る 程 忙しが つて ゐ ると、 と 

まが かど 

ある 薄暗い 廊下の^り 角 を 急ぎ足に 行き過ぎよう とする 途端、 自分に 挨接 をした 婦人が ある。 

自分 は 步みを 止めて 挨拶 を かへ した。 五 歳 位の 女の 兒の手 を 引いて ゐる 婦人 は、 何 か 言 ひた 氣 

に 自分に 對し たま X 動かう ともしない。 よくく 見れば 曩 日の 夫人であった。 今. R は 服装 も變 

一 〇 三 


一 〇 四 

ちょっと 一  き • つか 

り、 其 上髮を 丸體に 結って ゐ るので、 一寸見が 分らなかった ので ある。 夫人 は氣遣 はし 氣に、 

「如何で ございま したでせ う。 何 か手掛 りが ございまし たかしら。」 

と 尋ねる。 自分 は 先度 來訪 をう けた 折の、 思 はせ 振りな 思 ひ 上った 自分の 様子 を考 へて 見て、 

.ら くじ  i 

全く 內 心性 怩 たる ものが あった。 さう して 夫人の 純情 を 眼の 當り 見る につけ、 罩 なる 好奇心の 

ために 其 場 限りの 與套 をして、 二三 H 後の 今日 あたり は、 全く 今の 今迄 夫人の 存在 を すら 忘れ 

て ゐる淺 墓な 自分が 限りなく 憎らしかった。 その 間夫 人 は どんなに、 恐らく は 救世主の やうに、 

自分の 手腕 を 信頼して 居た ので あらう に … … 自分 はおの 惡ぃ思 ひで、 簡單に 原稿の 手掛 りの な 

い 3ほ を吿げ て^れた。 

^り 角のと ころで 自分 を 待って る 先輩の 一人に 追 ひついた 時、 どうした のかと 問 ふから、 原 

稿の こと を かいつまんで 話す と、 何でも 『門』 の 原稿 は 東北の どこかに あると いふ 話 を 聞いた 

ことがある。 或は その 夕刊 新聞の 男から 出た のか も 知れない。 けれども 勿論 詳しい こと は 聞い 

てゐ なかった とい ふ。 自分は又光明を得たゃぅな^,ポがした。 さう して 罪 亡ぼし ほ 是非 在所が 知 

りたい から、 貴方に 話した 人から 突きと めて くれない かと 頼んだ。 先輩 も 亦し きりと この 事件 

を 興がって ゐた。 


やがて 程 過ぎてから、 自分 は 又 人 を案內 して 原稿の 陳列して ある 部屋へ 行った。 すると 呆然 

く は 

指を銜 へて 庭の 方 を 眺めて ゐる 子供の 手 を 無心に 握つ て 、 こ れ亦 呆然と 陳列 兩 の 中の 原稿に 見 

恍れ てゐる 夫人 を 認めた 時に、 自分の 服の 中には 覺 えす 熱い ものが ひょいと 浮んだ。 

展覽會 は 東京が 終って から、 京都. 大阪の 有志に 迎 へられて、 都合 三 都で 開かれた。 さう し 

て豫期 以上の 成镜を あげた。 目録の 中に 新に 加 へられた もの も K 五に して 止まらなかった。 し 

ゆく へ  くだん 

かし 『鬥』 の 行方 は 遂に 知る ことが 出來 なかった。 其 後件の 先輩の 一 人に 會 つた 時、 君 あれ は 何 

でも 東北から、 常 陸と か 下野と かの 素封家の もとへ 流れ込んで 來て、 今では そこで 門外不出の 

寶 として 取扱 はれて ゐ ると いふ であるが、 それ 以外の こと は 一 切 分らない とい ふ 話であった _ 

又しても 嗜に だまされた。 けれども 自分 は A う 腹 をた てなかった。 さう して はがき を 洋畫家 夫 

なんぴと 

人に あてて、 あの 原稿の 噂が 流布して ゐる ところから 推す と、 原稿 はま だ 死なす に、 佝人 かの 

保管の もとに 鄭重な 取扱 ひ をう けて ゐる ことと 思 ふ。 私 も 贵女も 今 は それだけで 滿 足し ませう- 

さう して それ以上の こと は 到底 知り 得ない ことに 違 ひない。 私たち はた 飽く迄も その 存在 を 

信じ て、 さう し て それが 最も よき 人の 乎に 保護され る こ と を 祈り ま せ う と 書 いて 送った。 

一 〇 五 


一 〇 六 

十 年た つた。 

其 問、 例の 大震災に は淑 石の 遺墨な ども いくつか 燒 けた。 丁度 遣 墨 集 を ある 書店から 刊行し 

て 居る 最中な ので、 秘藏の 軸物 を 借り出して、 日本 橋の 版木 屋に やって おいた ところ を、 その 

儘 煙に してし まった やうな、 謂 はば 私の 責任に か. -る やうな の も あれば、 前述の 展觀の 時い、 

あん 1* パ 

鹽 梅に 寫眞を とらせて おいた ので、 燒 けは燒 けた ものの、 有難い 事に とにかく 俤は ^ ベる とい 

つて、 その $1 眞を 引きのば していと ほしがつ てると いった やうな の もあった。 展觀の 時の 一番 

大きな 牧藏 家だった 瀧 田樗蔭 君が 亡くなって、 その 藏 品が 美術 俱樂 部で 寶 立てに なり、 淑石も 

のが 初めて 市場に のぼった などの 事 も、 震災 後 問 もな い 事であった。 

^は 震災の 翌年 京都に 移って、 足 掛四年 京洛の 天地 自然に 親しんだ" 丁度 其 頃 先生 歿後の 滿 

十 年に 際會 したので、 津田 靑枫. ^辻 哲郞. 池 崎 忠孝なん ぞの 諸君と 發 起して、 西 川 一草亭 さ 

ん のお 花の 道場 「去 風洞」 で、 さ 、やかながら 京阪 地方に ある 先生の 遣 墨 を 集めた 展觀 をした 

ことがあった。 多分 それに 觸發 された もので あらう、 私 は ある 關 西の 新聞に 隨筆を 求められる. 


ま、 に、 さきの やうな 一文 を 寄せた ので ある。 書きながら も 恐らく これ を 見せたら、 伢 の洋畫 

象 夫人 は 喜んで くれる であら うと は 思った ので あるが、 遺憾ながら 其 時には 私 は 夫人の 名刺 を 

見失って しまって 居た。 

知人 も 少ぃ關 西の 事で はあり、 こんな 閑 文なん か 讀んで くれる 人が あるか どうかと 思って 居 

たのに、 時々 初めて 紹介され た 人なん ぞに會 ふと、 屮々 面白い 探偵小説み たいな 事が あるんで 

すから ねな どと、 二人 も 三人 もこれ を 話題に する ので、 私 だけで はなく、 外の 人に もこん な 事 

が やはり 面白い のかな と 思ったり もした。 しかし 當の失 はれた 原稿 は、 依然として アリバイ を 

きめ 込んで、 ra^ して この^に ある もの やらない もの やら、 それさへ 全然 手掛 りがなかった。 

年號が 昭和に 變 つてから、 私 は 又 東京へ 戾 つて 住む やうに なった。 さう して 十三 囘 忌の 記念 

にもと、 未亡人 を 促し その 口授 をう けて 『漱 石の 思 ひ 出』 を 書いて 居た。 書いた もの は 月々 『改 

造』 に發 表されて、 一年ば かり も續 いた。 

丁度 其 頃、 私 は 高 橋 夫人の 來訪 をう けた。 太平洋 畫會の 高 橋 虎之助 氏 夫人、 つまり 私が 洋畫 

家 夫人と いって 居た 當の 夫人な ので ある。 私が この 四 年 前の 知己 を 歡び迎 へたの は 言 ふ 迄 もな 

い。 私 は 訪問の 小形の 名刺 を 受取った 時に、 事の 意外 を 喜ぶ と共に、 いきなり あの 時の 裾模様 

一 〇 七  _ 
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_G 訪問着 を さ へ 思 ひ 浮べて 居た ので ある。 

ところが 書 齋に現 はれた の は、 Mi い 羽織の もの なれた 中年 夫人、 そのうし ろに はもう 一人 北" 

の すらつ とした ジ アン パ ー 服の うら 若い 女學 生。 

「娘が 一 緒に お 伺 ひしたい とい ふ もので ございま すから  」 

夫人が 顧みて 紹介す る女學 生を迎 へながら、 私 はかって 見た 夫人が、 今 眼の 前に ある 母と 子 

との r 度 ir 頃の 年恰好の 夫人でなかった かと 思った。 それにしても あの 美術 俱樂 部の 展觀 で會 

つた、 勿論 顏 かたちな ど覺 えても 居ない あどけない 小 令嬢が、 この 股の 前の 女學 生な ので あら 

おもわ 

うか。 私 は 面輪の 夫人に 彷彿と した 伏 nl 勝ちな 少女 を懷 しげに 見る のであった。 

「大きくなりまして、 丈 はもう 私 を 追 ひ 越し さう でございますの。 あの 時分 はま だ學 校へ も - 

行って 居なかった ので ございま すのに。 お宅 樣 でも 私が お 伺 ひした 時に、 可愛い 御嬢様が 應接 

問で 女屮 さんと お遊びに なって 居らつ しゃい ましたが、 もう 隨分 おみ 大きく おなりに なって… 

 J 

「え、、 もう 來年 女學 校へ 人 るんだ とかいって、 こそく 準備 を やって 居ます よ。」 

私 は 娘 を よんだ U 細君 も 綾いて 一 座に 加 はった。 令嬢が 「お茶の水」 と 聞いて、 これから 女 


學 校へ 娘 を 送らう とい ふ 細君 は、 しきりに うらやま しがって 居た。 家の 娘の 一 座の 會 話の 半 <R 

も わからない らしい 樣 子に 引き かへ、 彼女の 上に 時々 伏せた 目 を あげて は怜悧 さうな 微笑 を投 

げかけ る 令嬢に は、 女學 生らし ぃ樂 しさが 見られる のであった。 それ か あらぬ か、 十 年 前に は 

や， 帶 やつれ を 見せて 居た 夫人が、 今日は かへ つて 晴 やかで、 夫畫 伯の 暢氣 な寫生 旅行の 話 

などに 打ち 興じて 居られる など、 十 年の 歳月が この 一家に 幸した 事 を どことなく 物語って る や 

うで もあって、 深く は 識らぬ 問 柄ながら、 誠に 快い 搏會 であった。 

この 日 はかう した 謂 はば 家庭的な 話題で 始終して、 失 はれた 原稿に ついては あんまり 語り あ 

はなかった。 とい ふより、 夫人に は 語るべき 新 材料はなかった し、 私に しても 一 篇の隨 筆 を も 

のした ものの、 アド レ スを 忘れて お届け出 来なかった 事 位し か報吿 する ものの 持ち合せが なか 

つたので ある。 

私 は 夫人の 訪問 をう けて、 『門』 の 行方に ついて 叉 新な 關心を 持ち 始めた" 

夫人の 來訪 をう けて 半月 もた つやた， -な いに、 『門』 の 原稿 を、 しかも 最近に 見た とい ふ 人の 

話 を M いた。 その 人と いふの は當時 「松 竹 キネ マ」 の文藝 部に 居た 畑 耕 一 君。 折 ふし 城 戶四郞 

一 〇 九 


君と 三人で 會 食して 居る ときに、 何 かの 話の 序に、 たまく 畑 君が 先生の 他の 原稿 は あんまり 

見た 事 もない が、 つい ー兩年 前、 あると ころで、 『門』 の 原稿 を 手に とって 見た 事が あるが と、 

かう 言 ひ 出した ものである。 私 は 思 はす、 

「畑 君、 そり ゃ本當 かい。」 

と、 まるで 意味 をな さない 問 を 周章て て やって しまった。 それ を 乂畑君 は 御 丁寧に も、 私が 

はんも 〇 

眞物 かどう か を 尋ねた と 取った と 見えて、 

「本物です よ。 例の 漱 石山 房の 原稿紙に ちゃんと 書いて あって、 全部 揃って 居 るんで す。」 

と、 躍氣 になって 辯 じ 立てた。 

畑 君の いふと ころに よると、 一 一 一年 前、 『大衆 文學 全集』 の 講演 會の 用件で、 他の 二三 子と 束 

北の ある 溫泉 場に 行った ところが、 よく 地方に は ある 奴で、 土地の 名士が 招待して くれた。 其 

折の 御馳定 に、 これ もよ く ある 奴で 自慢に 所藏の 書畫を 次々 に 出して 觀せ るの だが、 どれ もこ 

れも 碌なの がない。 初めはい. - 加減の 挨拨 です ませて 居た の だが、 あんまり しっこく、 こん 度 

はこん 度 はと 持ち込んで 來 るので、 少々 お神酒 も 手 傅って、 たうとう 地金 を 出して、 そり ゃ眞 

^  きぬ 

赤な 物 だ、 此奴 は 駄作 だと、 此方 も 敗け すに 齒に衣 着せす 槍玉に あげ 始めた ので、 主人の 方 


でもた うとう 兜 をぬ いで、 最後に これ は 門外不出の 珍品で、 誰に も 見せない 事に して あるの だ- 

もったい 

がと 物體 つけて、 持ち出して 來 たのが、 外ならぬ 『門』 の 原稿。 口の 惡ぃ 客人 もこれ に は 一言 

い く どうおん 

もな く、 これ はと 言った 切り、 しばし 言葉 もな く 原稿 を 眺め、 異口同音に、 流石に い \ もの を 

お持ち だ、 他の 數百 幅の 書畫 よりも、 この 一品が 貴い、 折角 御大 事に なさい といって、 渐く is^ 

持 をな ほして、 其 日の 接待 を 謝した とかう いふので ある。 畑 君の いふと ころに よると、 原稿紙. 

の 右 頭に、 亂暴な 新聞社の 組み 指定の 朱筆 迄 その ま 、殘 つて 居る とい ふの だ。 勿論 私 や、 特に 

高 橋 夫人の、 永年 こがれて 居た 當の 『門』 に 違 ひない。 

「ところで 畑 君、 その 原稿なら、 開卷 第一章が 缺け てる 害なん だが、 君は氣 がっかなかった 

かね。」 

「さあ、 一番し まひの、 あの 『もう 又ぢ きに 冬になる よ』 とい ふところ はたし かに 讀ん だか 

ら、 終りの 方 はすつ と 揃ってる と 思った が、 一番 始めのと ころ は氣 がっきませんで したね。 ，A> 

も かく タイトルに 『門』 とあって、 下に 『嫩 石』 と あり、 それに 活字の 指定の あった 事 迄は氧 

がつ いたが  。 第一章が 缺け てると いふのに は、 何 か 仔細が あるんで すか。」 

「妙な 曰くが あるんだ が、 それ は 後で 話さう。 それで その 所藏 家の 名 は？」 
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畑 君 は 私の 手帖に アドレスと 名前と を 書いて、 同席した 他の 客の 名前 迄 あげて くれた。 私 は 

簡單に 『門』 の 行方の 物語 を 話した。 正に 原稿の 見出された 地方 は、 夫人が それ を 預けた 新聞 

人の 轉住 先に 近く、 又 ある 名望家が 珍蔵して 居る とい ふ 噂 も、 これで 見る と 正しく 事實 だった 

の だ。 畑 君達 もこの 不思議に 可憐な 物語に 熱心に 耳 を 傾けた。 私 は此夜 又しても 怪しい 與奮を 

感じた。 しかし 十 年の 歳月 は、 流石に かっての 展觀の 折に 抱いた やうな 探偵 的な 興味 を 感じさ- 

せなかった。  た^ 何よりも 在所が わかって 先づ ほっとした 感じと、 その ほっとした 感じ を 如何 

にして 畫伯 夫人に 俾へ ようかと いふ 事と、 この 一 一つし か考 へなかった。 

てんまつ 

其 夜、 私 は 家に かへ つてから すぐ 樣 夫人に 宛てて、 今日の^ 末 を 書いて 達った。 夫人から は 

追つつ け 速達で 返事が 來た。 それによ ると、 自分の 誠が 天に 通じた のか、 自分の 手ぬ かりから 

失 はれた 原稿の 在所が わかった の は、 管 うれしい 喜ばしい とい ふば かりで なく、 謂 はば 社會財 

を この 世から 失って 居なかった とい ふ 事で、 社 會に對 して 申譯 がた つた 氣 がする。 これで 自分 

も 救 はれた 感じです が、 しかし どこそこに あつたと なると、 やはり 自分 も 凡夫で ある、 今と な 

つて は それ を 自分の ものに かへ したいな どと 迄 は 欲張らな いが、 せめて その 永年 こがれて 居て 

寤 にも 忘れる 事の なかった 原稿に、 たった 一 目な りと も會 はせ て 頂きたい。 失 はれて 居た 時 


に は、 た？ どっかに ありさへ すれば い. -と思 ひ、 在所が わかって 見れば、 こん 度 は 是非 この 目 

で 見たい と 忍 ひ、 見たら 或は 欲しくな つて 自分の もの だと 主張した くなら ない もので もな く、 

さうな つたら 切り もありません が、 でも やつば りたった 一 目で い - から 會は せて 預 きたい もの 

だとい ふの が、 偽らない 只今のお 願 ひです と 書いて あった。 

ひとごと 

私 はこの 切々 たる 文面 をよ みながら、 人審と は 思へ す、 純情な 悲戀の 文 を 讀む思 ひで 心 を 打 

たれた。 いづれ 大ぴ らに會 へる 時が 必す來 るで せう。 今では 恐らく 所有 主 も 大ぴら に 所蔵して 

ると は 申しますまい。 今迄 おとなしく 待った のです から、 お 互 その 時 迄 待つ としませ うで は あ 

りません か。 私 は それに 答へ て かう 書き送った。 

その 機が 惠 まれた 時、 本文の 下が 當然 生まれる ので ある。 


修善 寺の 詩碑 

かど 

仲 六 君が 綱 を ひく けれども、 白い 幕 は 碑の どこかの 角に 引つ か，^ つて 居る ものと 見えて V 

元ない 綱の 方が 斷ち 切れさう になる ので、 私が 幕の 下端 を反對 側に 引つ ばって、 やっとの 事 除 

幕 を 終った。 仰ぎ見れば 牛の 背 を 丸めた やうな 臺 石の 上に、 一 丈 一 一尺の 碑が 屹 立して 居る。 靑 

みがかった 黑 ぃ地膚 のうちに、 二 行の 碑文が くっきりと. m く懸 つて 居る。 木なら ば 木の香が ぶ 

んと匂 ひさうな 氣配 だ。 みんな 思 はす 碑の 前に 進み出て、 口々 に 立派に 出來 たと 感歎す る。 字 

はんせつ 

はもと/ \ 碑 の爲に 書かれた もので も 何でもない 牛 折の 一 一行 物 を、 わざく この 碑に 入れる 爲 

に 四 倍に 擴大 したの だから、 かすれ や 筆の 勢 ひなん ぞ、 ts 舍の 石工の 手で 菜して こなせる かど 

うか 案じて 居た のだった が、 思 ひの 外なる 堂々 たる 出來 ばえ を ほ の あたり 仰ぎみ て、 私 は 嬉し 

いよりも、 まづ 肩の 荷が ド りたと いふ 感じが 第一に した。 

遣 族の 代表で 私が 謝辭 をのべ た 後で、 「九日 會」 の 代表で 森 田さん が 挨拶 をす る。 語る 人も聽 


く 人 も 誠に 感慨 深げ であった が、 とりわけ 傍の 三重 吉 さんがし きりに 目 を 拭く。 さう して 草 平 

さんが 挨拨 をす ませて 元の 席に 歸 つて 來 ると、 其 肩 を 撫でる やうに して、 森 田 はうまい といつ 

て、 なほ 淚を拭 ふので あった。 去年の 十二： =: 九日の 十七 囘 忌の 夜、 年囘が 果てて、 この 二人に 

小宮 さん を 加へ た 一二 人が あると ころで 落ち合った 時に、 誰い ふとな く、 僕達 は 幸福だった ね、 

さん 

夏目嫩 石と： E じ 時代に 生まれた のさへ 幸福 だのに、 しかも 親しく 敎 をう けたの みか、 お 互 散々 

ばら 我儘 をい つたり 叱られたり 甘えたり 厄介 を かけたり したの は、 考へ て 見る と 僕達 だけで は 

ないか、 それ を 思 ふに つけ 僕達 は 何とい ふ ra^ 報 者 だら うと 感慨 を もらす と、 本當に その 通り だ 

と、 他の 二人 も 和して、 しみぐ 淚を 流しあって 一夜 を 語らった とい ふ。 この 話 を 思 ひ 出した 

せゐ か、 私 は 傍に 居た 靑楓 さんが、 センチメンタル だな といって 三直 吉 さん を 笑った のが、 か 

へ つて 淚 よりも 遙 かに 氣 になった。 

正月に 「九日 會」 の 同勢 九 人ば かりで 此 地を撿 分した 時には、 冬と は 言 ひながら 小春日和で、 

あま ざ 

富士 から 箱 根の 山 * それから 反對 測に は 天 城が くっきりと 眺められて、 富士山 好きの 岩波 茂 雄 

たま 

さんなん ぞ はもう そ \ られ て甚ら なくなり、 もっとよ く 富 士を大 觀出來 ると いふ 山へ， ひとり 
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一 行から わかれて 行ったり した ものであるが、 今日は 四月の 花盛り を ねらっての 除幕式で ある 

のに、 成程 花 はあって も 寒さ は 季節 外づれ で、 花に 圍 まれた 丘の 麓の 茶屋な ど を 見下す と、 洗 

ひざらし の ra 條 派の 鎗 でも 見る やう。 伊豆の 山々 にか ，- つてる 密雲 は 雪雲 かと 見 ゆるば かり。 

なまじいに スプリング. コ オトなん ぞ 着て 來 たのが 恨めしく、 しきりに モ ー ニン グの洋 祷をさ 

すって 暖 をと ると いふ、 ra: 月の 十日に して は 珍しく もバ 力，/ \ しぃ寒 さ だ。 富士も 見えな けれ 

ば 天 城 も 隱れて 居る。 いそ M 梅に やっと 除幕式の 間 だけ 雨が あがった とい ふ 程度で、 實は 昨日 

の 九日に 式 を 擧げる 害の のが 雨に 祟られて 工事が 進ます、 一 日 のびたの が 勿怪の 幸だった の だ。 

溫 泉から 二十 町 も あるで あらう か。 富士を 背景に した、 テラスの やうな 小山の てっぺんに 碑 

は 建って 居る。 一寸 古代の 大きな 陵墓 を 思 はせ る やうな 小山で、 俗氣 のない すぐれた 場所で あ 

るが、 普通なら ば 地方 人に は 招魂 碑 かなん か を 建てたい ところで あらう。 手輕に 行けて、 しか 

も 中々 雄大な 氣の すると ころ だ" 最初 正月に 敷地 檢 分に 來た 時には、 溫 泉から 少し 遠過ぎる と 

いふ 理由で どうかと 思った ので あるが、 かう やって 碑が 建った の を 見る と、 いかにも あるべき 

ところに あると いふ 感じが しっくり 來 るので ある。 私達 は 登りながら 歩 を 休めて は 仰ぎ、 又 下 

りながら 幾度 か 振り かへ つて は 眺めた。 さう して こ.^ に 熊 被 を 茂らせ、 こ \ に 芝を植 ゑな どと、 


r 氏 六 伸 f3 夏 人 亡 * 石漱 者 著ら か 左） 式 幕 除 碑 詩 


あたりの 風致に 氣を 配る のであった〕 

シテ  シノ  トシ テル  ヲ  ハ  トシ テヒジ 

「仰臥 人 如， 啞。 默然 看 M 大 { や？ 大空 雲 不動。 終日 杳 相 同。」 


碑文 の こ の 五 

言絕句 は、 修善 

寺 大患の 時の 詩. 

であって、 『思 

ひ 出す 事な ど』 

の 第二 十 章の 終 

りに の つて ゐる 

ものである。 こ _ 

の 詩 を 書いた も 

の は 相 當數多  V 

ので あるが、 こ. 

れは 亡くなられ 
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1 一 八 

る 年に 書かれた ものであって、 小宮 さんの 藏 幅の 引きのば しだ。 晚 年の 字 は みんない ので あ 

るが、 や、 細み なので、 かう したい かつい 石に はどうで あらう かと 實は ひそかに 案じて 居た の 

まか  に r 

であった。 大きな 自然に 自分 を 委せ 切った 當 時の 澄んだ 心境が しみぐ 石の 上に 溶んで るかの 

やう だ。 . 

碑 陰の 文章と 書と は、 叉 この 碑 をい よく 立派な ものにして 居る。 今 こ、 に 全文 をのせ て 見： 

る。 句讀ゃ 假名の 濁點は 私が 勝手につ け たので 碑に はない ので ある。 

巍々 タリ 此石、 檫スル ニ杳々 超 脫ノ詞 ヲ以テ ス。 嗚呼、 是レ 亡友 漱石ヲ 追懷セ シムル モノ  二 

ァラ ズャ。 ^石 明治 十三 年此 地菊屋 ニ於テ 舊病ヲ 養フ。 一時 危篤 ニ瀕ス ルャ、 疾ヲ 問フ者 

踵ヲ 接ス。 其狀權 貴モ如 カザル モノ ァリ。 漱石 ノ名聲 四方 二 喧傳セ ル ハ實ニ 此 時-一 ァリト ス n 

蓋シ 偶然 ノ 運行 二 因 ルト雖 モ忘ル ベ カラ ザル コト ナリ。 夫レ病 ハ身ヲ 化シ、 身 ハ心ヲ 制ス。 

漱石 生死 ノ問ー I 彷徨 シテ 性命ノ 機微 ヲ 捕捉 シ、 知 察 佳 £敏 省 悟 透徹 スル トコ D ァリ。 淑石ノ 思 

想 ノ轉向 躍進 ヲ見 タル ハ、 亦 實ニ此 時 一一 ァリ トス。 固 ヨリ 必然 ノ結 菜ニ屬 スト 雖モ忘 ルべカ 

ラザ ルコト ナリ。 漱石ノ 修善寺 二 於 ケル询 二 名 ト實ト 共 二 忘ルべ カラ ザ ル モノ ヲ得 タリ。 5^ 

石 逝 キテ. ヨリ 玆 一一 十七 年、 此地ノ 有志 相 謀リ、 其 忘ルべ カラ ザル モノ ヲ明カ ニシ、 俳 テ仰慕 


ノ 至情 ヲ表セ ント 欲ス。 乃 チ碑ヲ 公園- 1 建テ、 漱石當 時 排悶ノ 一  詩ヲ 勒ス。 字 ハ之ヲ 擴大セ 

ル モノ  * 由 テ以テ 片鱗 ヲ存シ 記念 ト爲ス -I 足ル。 顧フ 二 漱石深 沈 二 シテ苟 合 セズ、 l&i シテ 

自適 ス、 往々 流 俗ト容 レザル モノ ァリ。 彼 若 シ知ル コ ト アラバ 又 此碑ヲ 以テ贅 疣ト爲 サン ノ 
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ミ.、 然リ ト雖モ 贅疣尙 ホ能ク 衆目 ヲ牽 ク。 1K 地 ノ裕寬 ナル其 ffl ヲ認ム ルニ吝 ナラザ ルナ- 

況ャ此 碑 二 於テ ヲャ。 敢テ需 二 應ジ テ碑陰 二 記 スト 云フ。 
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一 二 〇 

狩 野 亨 吉 識 

菅 虎雄 書 

ぶんぴん 

狩 野 先生の 高邁な 文 品を備 へ た 含み の あ る 文章 は、 簡潔のう ち に餘 すと ころな くこの 記念碑 

すが 

の 由 來を說 明して 居る ので あるが、 それ を 書く 菅 先生の 筆蹟が、 又 いかにも 金石 法帖 を 自家 藥 

篛 中の ものと して、 謹嚴 のうちに も悠容 迫らざる 底光りの する 氣品を 見せて 居る。 全く 六 朝と 

こんめ う  さ  、 、 、 

現代と が ものの 見事に 渾融 して 些の たるみ を 見せない ので ある。 先生の 永年の 金石 古 法帖に 於 

ける 蘊蓄 造詣が、 こ产に 端な くも 亡友 追慕の 緣 に觸發 されて、 か. -る 傑作 を 生ま しめたの では 

あるまい か。 私 は 三人の 老 友の トリオに なるこの 記念碑 こそ、 現代 は 愚か、 昔からの 日本が 持 

つたと ころの 金石 中の^なる もの の 一 つで は あるまい かとさ へ考へ てるので ある。 

修善寺 大患 は 人 問漱石 作家 漱石 をす つかり 内面的に してし まった。 3^ 石の 作品 を通讀 した 人 

は、 この 大息 を 境と して、 作風に 一大 變化 を來 たして 居る こと を 見逃す わけに は 行くまい。 た 

だ 作 中に 名前が 出て 居る とか、 そこに 一泊した とか 休んだ とか、 そんない はば 平面 的な 作者 そ 

の 人と は 大したつ ながり もない 因緣 によって さへ、 隨分 多くの 名所が 作られ、 叉 多くの 記念碑， 


が 建てられても 居る ので あるが、 修善 寺の 漱 石に 於け る關係 は、 決して そんな 生やさし いもの 

ではない の だ。 或は こんな 記念碑の やうな もの は、 もっと 早く 建てられても 然るべきであった 

かも 知れない。 

尤も 漱石 は惡く すれば この 地へ 死にに 來 たやうな 事に ならない もので もなかつ たの だ。 療養 

に來 たの はい がその ま- - ねついて しまって、 やがて 大 吐血 をして すんでの 事で 永久に 眠って 

了 ふところであった。 いや、 三十 分ば かり は 全く 意識が なく、 又 脈 も 一時 は 上がって しまって 

もりなり 

居た の を、 辛うじて 注射 又 注射で、 危く 死から 一命 を鬪ひ 取った の だ。 當 時の 主 治醫森 成さん 

の 手記 を 見る と、 大 吐血の 後の 危機 を かう 書いて 居られる 11 。 

「^は 咄嗟の 問に 漱 石さん に 寄り添って 無意識に 手 を 取った。 &て 用意の 注射 を 準備し つ . - 

御 氣分は 如何です かと 問うて 見た。 目 を 閉ぢた 儘、 ハァ、 樂 にたり ましたと 微かに 返答が あつ 

たので、 稍 安心し 乍ら 注射した。 

み まも 

「杉 本さん も手傳 つて、 鬼 も角漱 石さん を 蒲圑の 上へ 安 靜に寢 かし、 様子 如何と 看守って 約 

十分 問位經 つたと m わ ふ 頃、 再び ゲ ー ッと 響く 乾嘔 と共に 反側して 假 死の 狀 態に 陷り、 脈搏が バ 

ッ タリ 止って しまった。 
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「サァ 大變！ 萬 事 休 矣！」 


「私 は 胸中 搔き 接ら る、 如き 苦悶と 尻が 落ち 付かない 様な 不安と に 襲 はれ、 全身 名狀 すべ か 

ら ざる 一種の 壓迫を 感じた。 此 現象 は 畢竟 自分が 大狼狠 して 居る 結果で、 此 危急の 際 僕 迄が 狼 

ii 二 ！ 1 一翼-  ^ して は 駄目 だと 悟った 瞬間、 反撥 的に 度 

胸が クソ 落ち 付きに 落ち 付き 拂 つた。 目前 

に 横た はる 蠟 細工の 病體を 冷靜に 物質 視す 

ると 共に、 ドッ 力と^ 坐 を かいて、 猛然 ズ 

ブリ くと 注射の 針 を 打った。 『コレ デモ 

こん 

カツ？ コレ. デモ カツ ！』 と 力 を こめて 根 

限り 注射 を續 けた。 . 

「病人の 腕 を 握って 檢 脈して 居られた 杉 

本さん は、 突然 『脈が 出て 來 た！』 と 狂喜して 叫ばれた。 成程 小さい 脈が 底の 方に 幽かに 波打 

つて 居る ではない か。 此 時の 喜び！ 此 時の 氣持 I 只々 兩 吸から 淚がホ リホ n リと 溢れ出 

るの みで ある。」 


かう して 漱石は 生き かへ つた。 さう して かってなかった 心の ゆとり を もって、 しみ/^ と 人 

と 自然と をな つかしく 眺めな ほした。 彼 は 仰向けに 臥った ま.^ 毎日 窒を ながめた。 さう して 病 

閒の つれぐ を 慰めるべく 摘んで 來て くれる 野の 草花の 移り 變り を心靜 かに 眺め やり 乍ら、 コ 

ス モスの 花 を 干菓子の やう だと 思ったり する ので ある。 「人よりも 空、 語よりも 默」 とい ふ 前 

置きの 「肩に 來て 人な つかし ゃ赤蟒 蛤」 の 一句 は當 時の 心 を 最もよ く 現 はして 居る かと 思 はれ 

る。 かう して 漱石は 二 箇月 間の 同地 滞在 を 全く 牀の 中で 暮らして、 ^東へ 出る 方角 も 三 島へ ぬ 

ける 方角 も 知らす に、 吊り 臺の 上に 寢 せられた ま、 修善寺 をた つので ある。 勿論 今度 碑の 建て 

られた 山の 上の 公園なん ぞ 知らう 害はなかった。 しかし 一 度 死の 鬥を 叩いて かへ つて 來た 人と 

して、 その 人と 藝術 とに 澄んだ 東洋 的な あの 高さと 深さと を 加へ しめた 地と して、 修善 寺の 名 

は漱 石の 讀 者に とって 永く 牢 記されて い 、ので ある。 

私 は 二三 日 前に 又 『思 ひ 出す 事な ど』 を讀 みかへ して 見た。 大患が 四十 ra 歳で、 これの 書か 

れ たの は 翌年の 四十 五 歳の 時 だ。 いづれ にしても 現在の 私の 年から 一 つ 二つし か 離れて 居ない 

ので あるが、 殆んど 六十の 人の 言 ひさうな 事 書き さうな 事に 充ち滿 ちて 居て、 どうしても 四 十 

五 歳の 壯 年の 人の 筆と は考 へられない。 かって ある 禪 家の 老師に 會 つた 時に 漱 石の 歿年を 問 は 

ニニ 二  ， 
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れ、 五十 歳で 亡くなった ils を 答へ ると、 たった 五十で あんな 事 を 書いた と は、 隨分 あの人 もま 

せて 居ました なと いふ 事だった ので、 いかにも 禪家 らしい とぼけた 言葉 だ と 思 つ て 笑った ので 

あるが、 今にして この 『思 ひ 出す 事な ど』 を繙 いて 見る と、 常人より はたし かに 十 年 はふけ て 

る やう だ。 私の 先生 を識 つたの は 亡くなられる 迄の 丁度 滿 一箇年で あつたが、 その 顷の歉 石 は 

五十 歳で ありながら、 その 時 もさう だった し、 八 r 考へて 見ても さう であるが、 どう 見ても 六十 

歳、 或は それ以上の 老人と しか 思へ ない ので ある。 これ は 私 一人の 考へ かと 思って 居たら、 も 

ぢ やうみ やう  い く どうおん 

う 先生の 定命を 過ぎた 「九日 會」 の 先輩 連中 迄が、 みんな 異口同音 にさう いふので ある。 

除幕式の あった 一 週間ば かり 後、 修善 寺の 原 町長から 其 時の 記念 撮影の 寫眞が けられた- 

參列 の 私達 を 始めと して、 町の 有力者 達 總勢五 六十 人が 碑の 前にな らんで 居る 寫眞 であるが、 

私 は 何もかも よく 知って 居た 癖に、 ふと 何氣 なく その 寫眞の 中に 或る 一 人の SR の 額 を さがして 

居た。 すぐに その 男が 其日參 列して 居なかった 事 を 思 ひ-:: 山して 苦笑した ので あつたが、 何故か 

その の顏 も、 こ、 に 記念に 加 はって 居て 欲しかった とい ふ氣 がしないでも なかった。 

その 男と いふの！？ 4 或る ブ „1 1 力 ー (？) の 事で、 甚だ 携， い 存在な ので あるが、 しかしう そ 


から たまこと とで も 言 はう か、 この 碑が かう して こ- -に 出來 上がる 迄に は、 とにかく 喜劇 的 

ながら 一役 持って 居た、 少々 皮肉で は あるが ともかく 一  恩人な ので ある。 私 は 寫眞を 見ながら、 

計らす も その 男の 顏を思 ひ 出した ので ある。 

其 男に 私が 始めて 會 つたの は、 一二 年 前の 漱 石山 房で 月々 の 「九日 會」 のあった 時、 又 訪ね 

て來 たから、 貴方 一度 會 つて 見て 話 を 聞いて やって 下さい、 何でも 湯ケ 原へ 漱 石の 記念碑 を 建 

ちょっと 

てると かいって、 此 間から 再々 來 るので すが、 一寸 會 つて 見た けれども、 何だか 少し 變 なんで 

うは 

すよ とい ふ 未亡人の 話に、 早速 その 男の 名刺 を 片手に 應接 間へ 出て 行く と、 縞 ズボンに 黑の上 

ぎ  たばこ 

着 をき た壯 年の 男が、 窓際の 長椅子に よって 莨 を ふかして 居る のだった。 最初の 印象 はや、 品 

のい- - 院外 團 といった 感じ。 ハァ、 貴方が 奥さんの おっしゃる 松 岡さん です かとい つて、 むし 

ろ 先方から 私の 商 賫柄を さぐる かの やうに、 上から 下まで 眺める の だ。 どっちが 客で どっちが 

しろ も G 

主人な のか、 妙チ クリンな 感じ だ。 私 はこれ は氣が ゆるせない 代物 だぞと 思った。 

ところが 話 をして 居る うちに、 隨 時に 馬脚と いって はどう か 知らないが、 とにかく 常識的な 

もくろ 

無智 を さらけ出す U 漱 石の 記念碑 を こさへ ようと 目論む 程の 男が、 漱 石の 事 を まるで 知らない 

ので、 最初の 私の 警戒 は ゆるんで、 段々 を かし さに 變 つて 來た。 しかも 無智 を さらけ出して 此 

1 二 五 
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方が 訂正しても、 案外 シャァ くと して 居る 鈍感と いふか 厚 額と いふかに は、 此方が むしろ 顔 

敗け する 位だった" 

例へば 淑 石が 關 係の あった 新聞 は 朝日 新聞で ある 位の 事 は 周知な 事實 なのに、 此男 は、 日日 

新聞 の 社員 だ つたんだ から、 德富蘇 峰さん に 碑文 を 書 いて 貰 はう なんて 見當違 ひの 事 をぬ けぬ 

ほと  >  ぎす 

けと いふ。 小說 にしても 漱 石が 『不 如歸』 を 書いた てな 事 を 言 ひ 兼ね まじい 語調な ので、 むし 

ろ 私が ハラく する 位な の だが、 彼 は 私の 歡心 でも 買 ふつ もり か、 自分の 文 學敎養 を 見せ びら 

かすつ もりな のか、 誠に とんちんかんの 文 學談を 遠慮 會釋 なく 御 披露に 及ぶ。 二三 十分 話して 

る うちに 私の 方から 我慢が 出來 なくな つ て 、 責方 はお 見受けす ると こ ろ漱石 の 事 はまる で御存 

じない 癖に、 どうして 又 記念碑 を 建てるな どと いふ 謂 はば 大 それた 計畫 をと、 初對 面の 人に は 

到底 言 ふべき 事で ない 言葉 を 洩らしても、 彼 は 別に 惡 びれ もせす、 いや、 これから 大いに 勉強 

する つもりで 居ます から、 何分 一 つ 御 指導 を、 つい 他の 方面で 活動して 居る ものです から、 文 

學の事 は 至って 不得手でして  。 しかし これ を御緣 に、 かう した 有意義の 企てに 手傳 はせ 

て 頂いて るう ちに は、 又 門前の 小 でて な 事 を あっさりと 言 ふので ある。 結局 湯 ケ原溫 泉の 有 

志の 誰彼に 賴 まれた とか 相談して とかと、 あとで は 眞鍋嘉 ー郞國 手の 名な ども あげて、 是非 湯 


ケ 原へ 漱 石の 記念碑な り 銅像な り を 建てたい とかうな ので ある-」 

1 體湯 ケ原溫 泉に 記念碑 を 建てたら とい ふ 話 は、 早く 先生 歿後の 翌年の 第一 囘の 「九日 會」 

の 席上で も 出て、 主治醫 だった y; 鍋敎授 が、 湯ケ 原の 人達から そんな 相談で も かけられた のか、 

ドイツの 文豪 記念碑な ど を 引例して、 さう した 入湯 記念碑と か 曾遊 記念碑と かい つた ものが あ 

つても い . ^ぢゃ ないかと いった 話の 出た 事 はあった ので ある。 だから 今 眞 鍋さん の 話が 出て、 

しかも 記念碑と いふ 事で あれば、 私に して 見れば 十五 六 年 前の それが、 時 を 得て 再燃した ので 

そ まつ 

あらう と考へ るの は 當然の 事であった。 それにして もこのお 粗末な 男と 話 をす るの は 恐れ入ら 

さは 

ざる を 得ない。 そこで 當らす 障らす に、 貴方が おやりになる とい ふなら それ もい. M じせう が、 

下手な もの を こさへ て 物 笑 ひに ならない やうに、 さう して 又 この 不況 時代の 事 だから、 いらな 

い 事 だが あんまり お金 をお かけに ならない やうに。 ともかく？ 一! ケ原溫 泉 全體の 意志で それが き 

まったんなら、 夏 目 家と しても 別に 文句 はない が、 その 點を しっかり 聞かせて ほしいと 私 は 一一 IIP 

つた。 男 は 幾分 慌て 氣 味に、 溫泉 組合の 方から 私に 伺って 賴ん で來て くれと まかされ たんです 

が、 今度 來る 時には 組合 長 副會 長の 二人 を 同行し ます。 ナ ー 一一、 今夜に でも 電報 をうて ば、 

近いんで すから、 明日で も 何でも 來 ます。 では 又 近いうちに といって、 案外 見切 りょくか へつ 

一 二 七 
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て 行った。 私 は 未亡人に 報告した 上で、 今後の 一 切の 交涉を まかせても らふ 事に した。 

二度目に この は 私の 自宅へ やって 來た。 相 も 變らぬ 搞 ズボンで、 少し 氣 味の 惡ぃ位 なれな 

れ しくな つてる。 私 は元氣 よく 入って 來る 男の 背後に、 連れて 來る 害の 組合 長 等が 現 はれる だ 

らうと 思っての ぞいた が、 誰も 居なかった。 

い す 

椅子に つくと、 彼 はいきな り 三千 圓 ばかりで 銅像 を 造らう とい ふ 話 をお つ 始めた。 大 {^ なら 

高い が、 新進の これからと いふ 彫刻家 を 値切れば 安く やって くれる。 私の 識 つた 奴が 一人 居る 

やつ 

から， あれに 掛け合へば、 奴 今相當 困って るから、 安く やって くれる だら う、 その 方 は 私が 引 

レゥ もと 

きうける として、 どうで せう、 その 三千 圓 のうち、 半額 を 東京で 寄附 を 集め、 半額 を 地元 負擔 

とする。 地元の 方 は 土地 繁榮 策と して 大體 承知した から、 東京の 方 を 一 つ 心配して くれます ま 

いか。 外の ものと 違って、 兎に角 天下の 文豪 夏目漱 石の 銅像 を 建てる とい ふの だから、 夏 目 さ 

ん でも 相當 出して 下さる だら うし、 岩波さん だって 大分 全集で 儲かった とい ふし、 其 外 みんな 

いやおう 

先生のお 藤で えらくな つた 門下の 方なん だから、 否應 はなから うし、 又 世 問に 對 しても、 額の 

手前 か うした 場合 に は 喜んで 然 る ベ く 寄附 さ れ るで せう。 とにかく かう いふ ものに は筆始 め が 


大事 だから、 結局 實 際の 金 はどうで もい その だから、 最初に 夏 目さん のお 宅から 五百圓 ばか リ 

筆 始め に 書いて 頂く わけに は參 らんで せう か。 かう いつ た 事を滔 々 と述 ベ 立てる の だ。 

私 はさて は 奥の手 を 出して 來 たな、 それにして は淺 はかなから くりだと 思 ひながら、 そんな 

相談 を 私に かけられて は 甚だ 迷惑 だ。 湯ケ 原で おこしら へに ならう とい ふの なら、 みっともな 

いもので なくば それ もよ からう といった だけで、 湯ケ 原の 記念碑の 爲に、 東京で 寄附 募集 をす 

すぢ ちが 

るな どと いふ 事 は 全く 筋 違 ひだ。 これが 漱石 終焉の 跡 を 保存す ると か 何とかい ふ 事で、 天下の 

有志から、 寄附 を 募るなら 又训 問題で 筋 もと ほらう が、 . 一 湯ケ 原の 事で そんな 事 をす るの は、 

まっぴら 

私と して は貭平 御免 を 蒙る。 それに 誰の 手で こさへ るの か 知らないが， 今 聞けば 銅像 を どうす 

ると かいふ 話 だが、 ー體 何のた めに どこへ そんな もの を 建てようと いふので す。 あんまり 下 呼 

な、 無い 方が い. 1 などと 後で 物 笑 ひになる やうな もの は、 おやりに ならない 方が い \ と 思 ふ。 

第一 門下生から 寄附 をなん ぞと あてに し てられる やう だが、 なる 程 名前 は相當 知られて 居よう 

が、 金なん ぞ 持って る ものはありません よと、 私 も大體 先方の 見と ほしがつ いたので、 樂な氣 

持で つけ，， （\ と 言った もの だ。 

ところが そんな 事で へこむ 先様ではなかった。 丁度 其時テ ー ブルの 上に、 私が 嫩 石の 遣 積 を 

一 二 九  " 
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くだり  はっ.^ーふ 

巡禮 した 紀行 を 書いた 雜 誌が のって 居た。 その 四 國の松 山の 條に、 子規の 髮 塔の 寫眞の あるの 

を 見つけて、 これ はい \、 銅像が いけなけ り や、 こんなの にしよ うぢゃありません か。 これな. 

ら 文句 はないで せう、 この 素描 を 描く のに、 誰が 適任です か、 尤も こ \ に レリ ー フ かなん かま 

入れる の も 面白いです な、 では 早速 湯ケ 原へ 行って 打ち合 はせ ませう、 この 方なら 銅像と 違つ 一 

てうん と 安く 上ります よ、 根 生 川 一;^ かなん かで やっつければ、 いはば 御手の ものです からな、 一 

お ほ！ b さ  一 

これ はい- - ものが あった、 早く 敎 へて 下されば、 銅像なん て 金の か \ る 大装裟 な もの は 計 畫しー 

一 

なかった のに、 先生 も 人が 惡ぃ、 だまって 居て 人 をぢら すなん て、 一寸 この 雜誌 を拜借 させて 一 

頂きます、 今度 上る 時には 立派に 圖を 引いて、 これで 動かない とい ふ 計畫を 立てて、 豫算も キー 

チンと 立てて 來 ますから といって、 私が 酸つ ばい 顔 をして 返事 もしない うちに、 黑ぃ折 袍の中 

ふる 

に 雜誌を 入れて しまった。 さう して 立ち かけて いふ 事が 振って 居る。 子規 居士って 聞いた 事が 

ありますな、 どっかの 坊さんでした かな、 湯ケ 原へ 行く 汽車の 中で この 拜 借した 雜誌 をよ めば 

わかり ますな。  

私 は 狐に つままれた 感じで、 この 珍客 を 送り出した。 


珍客 は 電光石火の 早 さで 翌日の 午後 やって 來た。 あれから あの 足です ぐと 湯ケ 原へ 行き まし 

てな、 みんな を 集めて、 石屋 を よんで、 徹夜で 圖を 引かせ ましたが、 中々 夏 目 漱石も いろんな 

ま，？  f 

心配 を かけます わい。 これが 圖で すが、 石屋 は 石屋で、 どうして 田舍 ながら 本場 は 違った もの 

で、 相當 うまく 引きます よ。 それと いって、 大きな 圖面 を、 これが 正面、 これが 側面と いって 

二つ 三つ ひろげて 見せ、 側に は 詳細の 計算書 を ひろげた もの だ。 

「かう いふ 風に キ チンと やって 來 ましたから、 もう 文句 はないで せう。 それに 計算 も かうな 

つて 出た からに は、 誰が 御覽 になっても 疑問の 餘地 はありますまい。 尤も これ はこ 、だけの 話 

です が、 このうち 一割 や 一割 五分 は 私が まけさせます がね。 とにかく 善 は 急げ だから、 早速 取 

つか M ら うぢゃありません か。 あの 公園の 山の 上に これが 出來 たら 壯觀 です ぞ。 私 も かう いふ 

後々 迄の こる 立派な 仕事の 手傳を させて もらった とい ふ 事で、 これが 出來 上り さへ すれば、 も 

う 報酬 も 何も、 そんな 事 はどう だってい 、わけで、 大いに 滿 足です よ。 男 一疋、 一 つの 仕事 を 

こさへ 上げる の は、 欲得 離れて 實際偸 快な もんで、 謂 はば 男子の 本懐です からな。」 

, , ,  とくい ^^ーん 

大きな 圖面を 前にして そりみに なって 得意 然と 笑 ふ 男 を、 少し 大裂裟 に 形容す ると、 計略 圔 

に當 つた 參謀 長と でもい つたら い. - かも 知れない。 大方、 昨夜の 振舞 ひ 酒で あらう、 私 は 彼の 
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0 臭い， に 眉 を ひそめた。 

ためし 

試に 鼠 を 見る と、 成程、 石屋 は 石屋と 折紙 付き だけあって 層々 E 糸々 と 石 を 墨み 上げた 上に、 

子規 居士 の 記念碑 そ つくりの 石が のっかつ て 居り、 周 園に は鐵 柵が い かめし くめ ぐらされ て 居 

る〕 薹 石が 高くな くち ゃ威嚴 がありません からね と 彼が いふと ほり、 どう みても 戰爭の 記念碑 

を 少しば かり 軟化 させた 感じ。 いかにも この 男の 指圖で 生まれさうな 代物 だと 3 心ったら、 思 は 

す 吹き出し さう になる のを堪 へて、 大服 堂々 たる ものが 川來 ましたね といへば、 これで 何も か 

にもで 干圓 そこ/ \、 銅像の 三分の 一 で 上がる わけ だから 安いで せう と來 る。 さう して かうな 

つた 以上：： だが 否で も 一 時 も 早く やらう とせが むので ある。 

私のと ころへ 來て この 調子で あるから、 H ぉケ 原へ 行つ て は 叉 何 を 言って るか 知れた もので な 

ぢ もと 

い。 こので こくの 記念碑 は 願 ひ 下げに しても、 記念碑 そのもの を 地元の 人達の 發 起で 建てる 

せんみ  や 

の は惡ぃ 事で はない の だが、 それにしても かう いふ 干 三つ 星が 中に 介在して、 恐らく 地元の 連 一 

屮 を まくし 立て て 勝手な 熱 を 吹き散らし てるのみ で なく、 必す私 の 言 つた 事な ど を 自分 の 利益 

になる やうに 曲げて 傳 へて 居る に 遠 ひない、 それで は 出來る もの も出來 す、 出來 上っても きつ 

と 面白くな いのは わかり 切った 事で、 必 す因緣 をつ けて ぶら 下る に 違 ひない。 とにかく 私の 方. 


の眞意 を、 全然 識ら ない わけで はなし、 とにもかくにも ー應 直接 地元の 當事者 達へ 告げて、 先： 

方の 眞意も 確かめる 必要が ある。 でない 事に は、 とも すれば 地元の 人達が このい かものに^ は 

れな いもので もない、 そんな 事で もあって は、 事 は 先生の 碑の 事に 發 して、 多少で も 私が 口 を 

きいた 以上、 それだけの 親切 は あるべき だと 思った ので、 とにかく 曰 お ケ 原の 當事 者に 私が 直接 

ぉ會 ひした 上で、 それから 最後 を 決定しょう といって、 其 曰 はかへ つて 貰った。 私 は 天 野屋の 

主人に あてて 手紙 を 書いた。 

案の 條、 私に 言 はれる 迄 もな く、 先方の 地元で も、 最初 は 記念碑が あった 方が い、 位の 話 だ. 

つたの を、 どう 聞き かじった もの か、 この 男が 一 人で 背負って 立って しまって 困って 居た とこ： 

ろら しく、 私の 考 へて 居た 筋書き ど ほりに、 其 後間 もな く 男 は 締め出し を喧 つた ものら しかつ 

ナ たま-つ 

た。 自然の 結果と して、 有難い 事に 私 もこの 無遠慮な 析 外れの の、 押賫 りが ましい 訪問 をう 

ける 義務から 解放され る 事に なった。 

折から 冬の 初め 頃で、 十一月の 末 か 十二月の 始めであった。 丁度 ある 學 校で 漱石 追慕の 講演 

會の 催が あって、 私 も その 席で 講演 をす る 事に なって 居た。 其 日 は 朝から 來 客で 忙しく、 夕方 

、とた i 

會 場へ かけつける 時に、 郵便が 來て 居る といって 一束 家人から 渡された の を その ま > ^外套の ポ 
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ケット へね ぢ こみ、 さて 自動車 を 拾って 漸く 一 わたり 目 をと ほす と、 中に お 粗末な ハ トロン 封 

筒が 入って 居た。 差出人 は 珍ら しく もこの いつもの 招かれざる 客。 湯ケ 原の 事 は 一 段落つ いた 

まゆつ ほ もつ 

だのに 又 一仕事お つ 始めた のかな、 變 な因緣 をつ けられち ややり 切れない ぞと 眉唾物で 開 

いて 見る と、 誠に 謄寫版 刷りの きたならしい ビラ 一枚。 ところ/^ に 赤 インキで 圈點が 物々 し 

さ よく  ？ *Q  くら 

く 打って ある。 まるで 左翼の ァヂ ビラ 見たい だ。 車の 動搖と 仄暗い ライ 卜の せゐ で、 しかと は 

よめない が、 拾 ひよ みに 判讀 すると、 この 天下の 志士が、 彼の 所謂 我利我利亡者の 湯 ケ原溫 泉 

こくびゃく 

組合、 刖 して は 天野屋 主人に 天誅 を 加へ て、 黑白を 天下に 向って 問 ふとい ふ、 いはば 斬奸 詰問 

狀 なの だ。 私 は 思 はす ふき 出して 了った。 成程、 彼の 立場で 見れば、 かう も 言へ ない 事 はない 

であらう。 又 世間に 行 はれる 常套手段 でも あるので ある。 私 は 妙に 偸 快に なって、 場所柄 も 忘 

れて なほ も聲を 立てて 笑った ので、 運轉 手から、 旦那、 よっぽど 痦 しい 手紙 だと 見えます ねと 

ひやかされて しまった。 さう して 其 日、 歸 つてから ゆっくり この 偸 快な 怪文書 を讀 みかへ さう 

と 思って るう ち、 講演 を 果たす と、 前約の あった 宴會に 行ったり して、 たうとう それ 切り 失つ 

てし まった。 しかし 來る ところ 迄來 てし まって 相手方が も呵を 切れば、 まあく 大した 仕事に 

お ほけ * か 

もなら なかった であらう 事が 想像され もす るので、 ^はこれ しきの 事で 大 怪我がなくて すんだ. 


事 を 心から 喜んだ。 さう して この 事 作 も 不思議な 登場人物 も、 それで 一 段落と、 いつ 忘れる と 

もな く あら 方 忘れ かけて しまった。 

私が 修善 寺溫 泉の 土星と いふ 仁の 突然の 來訪 をう けたの は、 それから や. - 一箇月 近くた つた、 

いよく 歳末の 氣分 濃厚の 頃であった。 私 は うけとった 未知の 人の 名刺で 溫 泉と いふ 字 をよ み、 

取次の 女中が 記念碑と いったので、 おやく、 例の が 復活して、 今度 は 愈. - 本式に 地元の 人が 

はやの みこ 

來 たの かなと 早 呑 込みして しまった。 さう して それつ 切り 名刺 をよ く 見なかった ので、 土屋氏 

から 修善 寺の 話 を 切り出された 時に、 私 は湯ケ 原と 修善 寺と 妙に ごつ ちゃに なった 一 種の 錯覺 

5 は そら  つじつま 

の 下に、 初めのう ち はや. - 上の空で 話 を 聞いて 居た。 其う ちに 變に辻 褸が合 はない なと 感付い 

て、 よくく 名刺 を 注視したら、 全く 私の 粗忽と わかった。 それで やっと 話が 本道に かへ つた。 

さて 土屋 氏の 話 を 伺って 見る と、 やつば り湯ケ 原の 例の 男が 登場して 來て 居る。 私に は それ 

が 何 を 措いても 愉快でなかった。 ところが 私が 不安に 思って る 事が、 同時に 修善寺 溫泉側 を も 

不安 がらせて 居る ので あると いふ 事が 直に わかった。 とい ふの は、 土屋 氏が その 5R の 名 を あげ 

るから、 あ. -、 あの 男が 貴方の 方へ も 行つ たんです ねと 私が 尋ねる と、 土屋 氏の 方から 反對 に、 
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こ ち ら さま 

實は その 方なん です が. 此方 樣 とどう いふ 御關 係なん でございます か、 御 差 支なければ 折 入つ 

そ つ ちょく 

て 伺 はせ て 頂きたい のです がと 改まって 切り出し たもの だ。 そこで 私 は 率直に、 どうい ふ 話 を A 

あの 男が 貴方に も說 いたか 知らないが、 どのみ ち あの 男と 提携して やるなら、 この 話 は 恐らく i 

望みがない でせ うと 前置きして、 前の 事件の 荒 筋 を 接い つまんで 話した。 それ を 聞いて 土屋 一 

が 喜んでい ふに は、 實は此 間 突然 あの 男が 修善 寺溫 泉へ やって来て、 此方で これ/ \ の 事 を や- 

やつばら  ヽ、 ゝ 

ら ないか、 湯ケ 原の 奴輩 は 話が 分らな 過ぎる から、 折角の 自分の 盡カも 最後の どたん 場へ 來てー 

無駄に なった。 若し 贊 成なら ば、 間へ 立って 自分が、 私との 橋渡し 一切の 交涉を やる からと い 一 

つて 來 たのが、 どうも 第一印象が ブ 口 ー 力 ー の賣り 込み そっくりの 感じだった もので、 初對 面； 

で 失 禮とは 思った が、 言下に、 それ は 貴方の ためにお やりになる のです か、 それとも 修善 寺の 

ため を 思っての お 話です かと 開きな ほる と、 まさか 自分の ためとも 言へ ない ので、 いや、 社き 

のた め、 修善 寺の ため、 引いて は漱石 先生の ためと 思って やる の だとの 申し開き。 その 御 趣旨 

なら、 一. 應 直接 町から 誠意 を もって 御 願 ひして 見て、 それでお ゆるしが 出れば、 東京と 此方と 

では 離れて 居ます から、 御足勞 をし ば- <\ 煩 はして は 御 氣の毒 だし、 萬 一 御 願 ひして 見て、 そ 一 

れ ではい けない とい ふ 事で でも あれば、 どうか 贵 方から 然るべ くお とりなし を 乞 ふ、 とに かべ 一 


記念碑が たっとい ふ 事 は、 町と して 大變 結構な 事です から、 最初 町と して 御 願 ひに m: るの が 本 

g だと かう いふ 風に、 最初に 先手を打って おいて、 さう して 今日は 町長の 内意 をう けて、 私の 

意志 をき に來 たの だとい ふので ある。 

それで 何もかも わかった。 とい ふの は、 湯ケ 原の 失敗 を修善 寺で 取り かへ し、 さう して 湯ケ 

原に ^ 見ろ と謦 をと つて やりた さに、 湯ケ 原で の 計畫を その ま 上 買り 込みに 行った のに 違 ひな 

い。 祖 しかう した 漱石 因緣の 地な どと いふ 事に はまる で 無智な 彼と し て は 大變な 智慧な の で 、 

私が 彼と 數囘會 つてる うち、 ふと 湯ケ 原との 關 係より、 修善 寺の 方が より 深い 關係を 先生に 持 

つてる 事 を 語った のを覺 えて 居て、 そこで 乘り 込んで 行った の だと 考へ る 外ない ので あるが、 

あ ぜん  レ、 

底が 知れて 見れば、 土屋氏 もさう でした かと、 啞 然としながら も、 してやつ たりと は 力り に 快 

心 の 笑 を：？^ ら し もす るの だった。 

やがて 次囘に は、 町から 正式に 町長さん やら 溫泉 組合の 會 長さん やらが 見えた。 話 はとん と 

ん 拍子に、 邪魔な 介在 者な しに 運んだ〕 愈，' 除幕式 を やらう とい ふ 段取りに なった 時、 この 男 

を 招待した もの だら うか ど うだらう かと 尊 ねられた から、 それ は假 令う そから 出た まことにし 

ろ、 とにもかくにも 今日 結果と して は 修善寺 詩碑の 恩人な の だから、 招待 狀は お出しになる が 
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い、 し、 叉 多少の 色 はっけて 上げた がい \ でせ うと、 私 は 答へ ておいた。 

除幕式の 日 は 私 は 忙しが つて 居て、 すっかり この 珍客の 事 を 忘れて 居た。 とい ふの もつ まり 

は 彼氏が 其 日 姿 を 見せな か つたと いふ だけの 事だった ので あらう が、 それが 當日 の 記念 撮影 の 

照 相 を 見て 居る うち、 ふと この 喜劇の 一齣 を 思 ひ 出して、 かう した 事に もい ろ^ (\- な 役者が 登 

場す る もの かなと しみ，^ 感じた のであった。 

其後數 日た つてから、 土屋 氏から 例の 男が やって 來 たので、 あとく さりの ないやう に 記念碑 

を 見せて、 ー晚 御馳走し、 さう してな にがし か を 包んで やったら、 文句 を 言 はすに 喜んで かへ 

つたと いふ 報吿 をう けた。 このお 化、 し をら しく も 感心に 出る 時と 所と を 心得た もの だ。 


『道草』 は 先生の たった 一 つの 所謂 自叙 傳小說 であって、 數 多い 作品のう ち 特殊な 持 味 を も 

つた 名作で あるので あるが、 それ 以外 多くの 先生 自身の 自 傅が 物語られ てる 點に 於て、 誰に も 

み 見 i せない 甚だ 重大な 意義の ある 記錄 でも あるので ある。 今 養家 先から 離籍す る當 時の 模様 を" 

la に漱石 山 房に 藏さ れて ゐる當 時の 文書に よって 侰んで 見よ う。 

先づ 最初に 「手續 書」 とい ふ 美 濃 紙 二 枚の 届書の 草稿ら しい ものが あって、 ところ..^ 朱 字 

が 入って 居る。 末尾 は 未完ら しく 尻切れ 蜻蛤 になって ゐて、 年 號も屆 人の 名前 も 入って 居ない 

しかし 養家 先の 事情が わかって 興味が あるから、 第一 にの せる ことにする。 

手 績 書 

牛 込區牛 込喜久 井町 一 番地 

束京府 平民 夏 目 直 克四男 
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鹽 原 金 之 助 

慶應三 卯年 一月 五日 生 

下 谷 區下谷 西 町 四 番地 

養 父 

明治 ニナ 年 Htu 不知 分 藉ノ上  鹽 原 昌之助 

藤 田 金 太郎. へ 同居 移藉ス  四十 五六 歳 

右 養父 昌之助 義ハ、 內藤新 宿 北 町 之 住居 ノ砌、 同人 幼少-一而 勤 伺 難 相 成、 夏 目直克 方へ 引取- 

面 五ケ 年 養育 及、 同丁舊 名主 役 被 相 勤 候緣合 ヲ以、 明治 二 年 十一月 中 右 金 之 助 三 歲ノ砌 養子 

二 差 出 置 候處、 同 七 年 四月 中、 昌之助 義淺草 展戶長 勤 役 中、 日 根 里 かつ ト申 後家へ 通 合候ョ 

リ事 起リ妻 やす ト 不和 ヲ 生シ、 直 克媒人 之廉- 一而 引取、 其 際 金 之 助ハ八 歳-一而 養母 ノ手ヲ 離 

レ不申 引取 置 申 候、 右 ハ金之 助 ヲ四ケ 年 五ケ 月 昌之助 方 ニ於テ 養育 致 候 迄-一有 之、 其 後 十四 

ケ 年間 直克方 ニ而 養育 致 □□ 古事 等 仕込 申 候 然ル處 今般 長男 次男 共 病死 致 候-一 付 而ハ、 長 

男ノ遣 言. モ有之 候 二 付 取 戾シ： 家督 相 綾 被 致心體 -ー 有 之 候 

一 戶籍面 ハ金之 助長 £R 取 稀 戶主致 置、 同人 印形 等 ハ昌之 助手 元 差 置、 右 金 之 助 名義 ヲ以多 


分 之 借財 ヲ懷シ 口 本 所 荒 井町 森 田 周 助 ョ リ金之 助 所持 家屋 ヲ抵當 -1 差 入金 百圓 借受、 期 月 過 

候 而モ返 濟不致 裁判-一 相 成、 右ハ外 ヨリ 借替 返金 及 候 趣、 右 ハ同樣 之 始末 多 ク有之 趣 相 聞 申 

候、 就中 長男 ノ 名義 ヲ 以右樣 借財 相 嵩候ヲ 雨後 金 之 助 一一 濟方被 致 候心體 一一 相 聞、 末々 難儀 及 

候義 必定-一有 之 候 間、 今般 離緣 致シ實 家へ 引取 申 度 願 (以 ド缺) 

まだ 後が ありさう で こ、 迄し か 書いて ない。 察する ところ 文意から すると、 先生の 嚴 父が、 

ヽ 、 、  いき ど ほり 

この 離籍 問題の いざこざが 始まった 時に、 ある 憤 を もって 書かれた 草稿の やうに も 田. - はれる 

し、 筆蹟 も 他の 書類と 同筆の やうに 見受けられ るから、 一 さう 推定して 差 支ない やうで ある 

が、 それにしても いかに 一片の 手續 書と は 言 ひながら、 この 惡文は 文豪の 父の 筆に して は、 少 

し對 照の 妙が 有り 過ぎる やう だ。 

この 文書 は 明治 二十 一年の 一月 早々 の もので あらう が、 初めに あると ほり、 其顷 養父 は 自分 

丈の 籍を神 田へ 移して 直接の 責任 をの がれ、 養子 金 之 助 (先生) の 名義で 借財 をし、 養子 所有 

の 家屋 を抵當 流れに して、 しかも その 家に 居据 つて 家賃 も拂 はない ところから、 裁判沙汰に 迄 

ぴ ろく 

なって る 文書が 外に 殘 つて ゐる 始末で、 隨分 一時と は 遠って 微祿 して 居た ものの やう だ。 そこ 

一四 一  ， 


1 四 二 

でかう いふ ものに か. -づら つて 居て は、 此先 どんな 迷惑が 降り か. -らぬ もので もない とい ふの 

がー つ、 それから 長男 次男が 相つ いで 亡くなり、 三男が 病弱であった ところへ、 長男 大助 (前 

名大 一) さんが 殊の外 四 男の 金 之 助 (先生) を 愛し、 自分の 準 養子に しょうと いふ 意志の あつ 

あげく 

たと ころから、 いよく 先生の 籍を實 象へ 取り 臭 さう とい ふこと になった ものら しい。 投 句の 

果が 五箇 年ば かり 養育した 其 金を拂 ふとい ふこと になって、 そこで 漸く 籍を 取り 戾 したの が、 

明治 一 一十一 年 一 月の 事であった。 一 月 一 一十 八日に 實家 復籍の 事が 牛込區 長へ 屆 3,1 になって 居る。 

きふ じ 

それ迄 はどう あっても 養父の 方で 籍を 渡さす、 年頃に なったら 官廳の 給仕に でも 屮 Z さう か、 そ 

こんだん 

れ とも 何 かそん な 風な ものにして、 生活に 役立てよ うとい ふ魂膽 であった らしい。 

この 文書の 中で 長男 (長男 次男の 箇所 以外) と ある は、 昌之 助長 男の 意味で あるが、 明治 二 

十一 年 一 月の 屆 出に、 「戶籍 正誤 願」 とい ふの が 下 谷 lEil 長に 差 出され、 實際は 夏 目 直克四 男のと 

ころ を、 明治 五 年戶籍 改正の 折、 養父が 誤って、 昌之 助長 男と して 届出た もの だから 訂正して 

欲しい とい ふ實 父、 養父、 親類 總代 連名の が ある。 

さていよ く 離籍と いふ ことに 話が 纏って、 そこで 雙 方から 互に 一札が 入る〕 これ は 前の 手 

繽 書から 見る と 大分 文句が 穏便に なって ゐる。 中に 人が 立って 取りな した もので あらう。 


印紙 

割印 


爲 取替 一 札 之 事 


1 先般 長男 大 一 殿 病死 被 致 候 -ー 付兼テ 養子 -ー 貰 ヒ置候 金 之助義 離別 致 吳候樣 御 口 合 之 趣 承 

知 致 候 右ハ 手前 方-一 テ 養育 致 候 廉モ有 之-一 付 右 料 トシ テ金贰 百 四 拾圓- ーテ御 示談 仕 候 然 

ル上ハ 金 之 助離緣 本籍 ト 引替 -ー 當金百 七 拾 圓御渡 被 下、 殘金七 拾 圓相當 金 七拾圓 ハ 當金御 渡 

二相 成 候 翌月 ヨリ、 金 三圓ッ 、毎月 三十日 限 リ無利 足 月賦 ュ御差 入 ノ積リ 御對談 仕候義 承知 

致 段、 聊 相違 無 之 候 尤 一 ヶ月-一 テモ 相滯候 ハ、、 一 時 請求 相 成 候 共 申分更 -ー 無 之 候 依テ 

爲念 取替 一 札 如 件 

但シ 戸主 金 之 助 名前 ヲ以  鹽原昌 之お @ 

借 财宵之 K 共 私 方 一一 於テ 

委皆： H 拂 -ー 及 同人 わ 一 切  夫 a 之 助 承諾 之 上 旅行 致 候 二 计實 

苦勞相 &ケ申 IE 舗險事 @  印 受取 » 候 間 取扱人 田 中 兵衞ョ 

fl- 代筆 相 願 候 也 

明治 二十 一年 第一 月  き  5  3 

妻  力つ @ 

親類 取扱人 

田 中 重 兵 衞 ® 

1 四 三 


一 四 四 

夏 目 直克殿  ， 

一 

これで 見る と、 雙方 同じ 證書を 取り か はした ものら しく、 債權 者と 債務者と がごつ ちゃに な 

つてる ところが 妙 だ。 

一 

かう して 内金 百 七 拾 圓は卽 金で 一 月 二十 七日に 仕拂 はれ、 それから 引鑌 いて 約定 ど ほり 毎月： 一 

かいさい  一 

三圓の 月賦で、 明治 二十 一二 年 二月 二十 六日 皆濟に 至る 迄仕拂 はれて ゐた。 其 記 錄が殘 つて ゐる 

が、 文豪 一 箇月の 養育 代が 三圓の 割で (筆墨 紙 賄)、 外が 衣類 や 病氣の 物入りな どに 當る ことに 

なって るら しい。 

かう して 事件の 決着が ついた ので、 先生の 方から も 養父へ 一札 を 入れる ことにな つたので あ 

らう、 多分 自分 自筆 だと 思 はれる 證 書が ある。 

今般 私義 貴家 御 離 緣に相 成 H て 養育 料と して 金貳百 ra 拾圓實 父. <Q 御 受取 之 上 私 本姓に 役し 申. 

候 就て は 互に 不實 不人情に 相 成らざる 樣致度 存候也 

明治 廿 一年 一月 


原 

El 

之 
助 


之 


助 
、印 目, 


1ネ、  " 


ノ：^ あつ も" 


tut, 


次に かう いふ 手帋の 

寫 しが ある。 多分 嚴父 

が 先生から 入れた この 

一 札 を 見て、 災を 後に 

殘す もの だとして 斷然 

たる 處 置に 出ようと せ 

られ たもの らしい。 


助 養育 金^ 百 ra 十 圓定、 内金 百 七 拾圓差 出シ、 残金 七拾圓 月賦 


以 手紙 申入 候然ハ 

先般 示談 ノ上、 金 之 

差 出 シ可申 一 札爲 取替 離緣 

一 四 五 


.  1 四 六 

二相 成、 本人 實家 復籍 致 候 然 ル上ハ 拙者 ト 無沙汰-一致 シ金之 助 不服 ナル 极人ヲ 以テ、 本人 

ヨリ 训段 一札 ヲ被差 5,1 候 趣 承リ、 右ハ 意外 之 取 斗 存意不 相 叶 候 間、 雨後 交際 出 入 等 一切 御斷 

及 候 右 之 趣 和 三 郞金之 助 へ モ申聞 置、 且亦 親戚 一同-一 モ其皆 通知 致 候 條此段 申入 候 也 

四月 三十日  夏 目直克 

鹽原昌 之 助 殿 

同 おかつ 殿 

和三郞 とい ふの は、 先生の すぐの 令兄で、 其 後名 を 直矩と 改め、 夏 目 家 をつ いで、 永く 牛 込 

矢來 町に 住んで 居られ、 通常 矢來 のをぢ さんと 呼ばれて 居た。 

かう して 見る と 先生 は 殆んど 一 一十 年間、 養家 先の， M 原 姓 を やむなく 名乘 つて 居られた ので あ 

る 0 

これで 養家 先との 緣も 全く 切れて、 元の 夏 目 金 之 助に かへ り、 ■  二十 年間 何の こと もなかった 

ので あるが、 洋行から か へられて 間もなく 『道草』 の 事件が おこる ので ある。 これ は 作 中に 委 

曲が 盡 くされて 居る か ら說く 迄 もな い が、 結局 前 に 立派に 切れた 害の 惡緣も 事實上 切れな い で 


居て、 又もや 金と 證 書の 交換に 終って 了 ふ。 其 頃 元の 養父 は 非常に 零落して 居た さう であるが、 

何に しても 不實 不人情 はしない とい ふ證 書が 物 を 言った もの か、 それとも 手切れが 手切れで な 

かった もの か、 少々 居な ほり ゆすりの 形で ある。 迷惑 千 萬の ことであった であらう。 これ を 反 

對に 先生が 亡くなられて 間 もない 頃、 ある 雜 誌に、 何 を どう 取り 違へ たもの か、 この 事件 を 故 

意に 曲解して、 漱石は 不人情 だと か 何とかし きりに 書き散らして 居た ものが あった。 今 私に そ 

の 詳しい 正確な 記憶 は 無い ので あるが、 何でも 盥原 側の 横着な 考へ方 を、 その ま、 文字の 上で 

横車 を 押した ものであった かとお ぼえ てゐ る。 どうで もい 、ことで は あるが、 想 ひ 出した から 

1 寸 書き 加へ てお く。 共 時 元の 養父 側が 人れ た證書 は、 


證 

金 登 百圓也 


It-  ^ 


右 金額 贈 與相成 正 二 受領 致 候處確 實也然 ル上ハ 後日-一至 リ 金錢上 ノ 依頼 ハ 勿論 其 他 一 切之關 

係ヲ 斷絕シ 終世 迄 御 依 賴等ヲ 申出 間 敷候爲 後日 誓約書 如 件 

明治 四十 二 年 拾！ s„i 月^ 拾 八日  璧原昌 之 助 @ 

1 四 七 


下 谷 區西町 拾 七 番地 

田澤 厚平 @ 

さきに あげた 先生 自筆の 證 書と いふの を、 

此時 つまり 事 實の上 では この 百 圓で買 ひ 取つ 

あんば！：. 

た鹽梅 式に なった もので あらう。 

これ は餘談 だが、 つい 此問盥 原の 養母お や 

すさん (先妻) の 遣 族の 方へ、 先生の 幼時の 

寫眞が 保存され て 居たら 拜 借したい と 言つ て 

お 願 ひしたら、 貸して 下す つたの が 養父， M 原 

と 二人で 寫 した 害の 五 歳 位の 寫眞。 しかも 養 

父の 方 半分が 切-り 取られて 無い。 恐らく 養母 

が 魔 原の 奴め といった 無念 さ 口惜し さから 切 


つて 捨て、 養 ひ 子の 方 だけ を 大事に して 置かれた もの だら うとい ふ 遣 族の 方の 説明であった 

いかにも さも ありなん とい ふ氣 がする。 自分で 困る と 誰でも 人に 迷惑 を かける もので は あばる が、 

とこ かく 齄 原と いふ 人 も 初め 顧 境に あつたう ち はよ かった ので あらう が、 往生際 は 甚だ 芳しく 


なかった らしい。 


一 四 九 


一 五 〇 

『明 暗』 の 頃 

先生が 『朝日 斯聞』 に 『明暗』 を 大分 書き 進まれた 頃の 事で ある。 武者 小路 氏が ある 雑誌に、 

5 ま 

漱 石の もの は 初めは 何だか だらくし てる やうに 思 ひ 乍ら も、 手法の 巧 さに つり 込まれて 讀ん 

で 行く うちに、 後の方へ 來 ると、 きまって どっかで どかつ と讀 者の 胸 を 打つ ものが あって、 そ 

れで 全篇が たまらなく よく 生きて 來る。 『それから』 然り、 『行人』 然り、 『心』 然り だが、 こ 

の 『明暗』 はいつ もの その 漱 石に 似す、 妙に 思 はせ 振りに だら/ \- して 居て、 今か今かと 待つ 

てるが、 一向 それらし ぃ處も 出て 來 ない、 先へ 行って 例のと ほり どかつ と來 るの かも 知れない 

が、 今のところ 甚だ 面白くな いとい ふ 意味の 感想 を 書いて 居た。 それが ある 木曜 會 (木 躍 日が 

面會 日に なって 居て、 其 夜 門下が 山 房に 集まった ものである) の 席上で、 誰が 言 ひ 出した のか 

問題に なった。 すると 先生 も その 批評 はすで に 讀んで 居られて 言 はれる に は、 武者 小路 君 あた 

り は シァの 作家な どの 影響で、 小説の 形式 を發 端から 結末に 近づく に隨 つて、 事件が 段々 發 


展 して 行く、 いはば 三角形の 頂點， から 底邊の 方に 向って 末廣 がりに 發展 して 行く 形式ば かり を 

考へ てるの かも 知れない が、 其の 逆の 形式、 卽ち 底邊の 方から 頂點の 方へ とす ぼ まって 行く 形 

式 も あり 得る。 自分の この 小說 (明暗) は その 形式 を 行く もので、 隨 所に 埋めて ある 芋 を、 段 

段に 掘り出し 乍ら 行く  (此時 先生 は 口の あたりに 獨 得の 微笑 を 見せて、 芋 を 掘り出す 手 付 を さ 

れた) ことにな つてる の だから、 その 作者の 意 圖を考 へ もせす に 批評す るので は 困る。 一 體ぁ 

の 人達と いはす 今の 文壇 全體が 一 種の 恐 露 病に 罹って 居て、 さう した 囚 はれた 尺度で もって 一 

律に 作品 を はかりた がるが、 それ 以外に も 作品の 形式な り 傾向な り は 十分 ある 箬だ。 こんな 意 

味の 事 を 言つ てられた 事が ある。 其 時の 芋 を 掘る とい はれた 時の 手 付が、 今でも 時々 目に 浮ぶ- 

この 芋の 話で 思 ひ 出す のは國 子の 話で ある。 文部省 で 文藝 委員 會 といった フランスの ァカデ 

ミ ー まが ひの もの を 組織して、 その 事業の 一 つと して、 各 委員 分擔 で、 各國の 名作 を 日本語に 

移すな どと いふ 事が あり、 その 委員に とい ふ 交涉を 受けられて 先生が 斷られ た 時に、 先生 はこ 

んな事 をい つ て 居られた。 文部省と いふ 串が、 かう、 委員と いふ 團子を さしなら ベ るの さ。 (此 

•  あま 

時 も 先生 は 串で 圑子を さす 手 付 をされ た) 誰か その 一 粒の 團 子に 甘ん ぜん やだねと 言って 笑つ 

1 五一 


一 五 二 

V- 居られた 事が ある。 まちく の團 子が 串に 貰 かれて 結局 何 を 仕出 來し たかは、 鵡外 博士の 

『ファウスト』 ー篇を 除いたら、 少々 蟲服鏡 物 だ。 

此の 近年 は あんまり 本も讀 みたくな いから 新刊 も賈 はない よな どと 言つ てられた が、 さう し 

て 又 文壇の 恐 露 病 をし きりと いましめて 居られた が、 寄贈され る 新刊 ゃ雜 誌に はよ く 目を通し 

て 居られ、 外國 物で も昔學 校で 講義 をして 居た 頃に は、 人に 聞かれて 知らないと いふの が つら 

かった が、 近頃で は それ も平氣 になって ねな どと 言って 居られ 乍ら、 始終 何 かしら 讀んで 居ら 

れた樣 子であった。 トルストイの 『アンナ. カレ ニナ』 をよ まれた のも此 頃ら しく、 私自身 直 

接き いたので はない が、 これ 程 偉大な 小說は 未だ かって よんだ 事 はない といつ てられた さう だ。 

外 國の雜 誌 は 英語で は 『ァセ ー 二 アム』、 今の 『リ テラ リ ー . ダ イジ H スト』 の 前身た る 『カレ 

ント. リ テラ チ ユア』、 それから 美術 雑誌の 『ス タヂ ォ』、 佛蘭 西で は 『メル キュ ー ル. ド. フ 

ラン ス』、 獨逸 では 『ノ イエ . ルンド シ ャゥ』 などで、 殊に 『メル キュ ー ル』 などに は アン ダ ー 

ラインが 引い てあつたり、 書込みが してあった りして 居る のが ある。 

日本の 雜誌 もよ く よんで 居られた。 殊に 若い 人達の ものに は 非常な 好意 を もつ てられた。 私 


達が 揃って 小說を 書き出したり したの も、 恐らく 先生に 見て 貰へ て 其 上 批評が 聞け ると いふの， 

が 大きな 原因だった だら うと 思 ふ。 ^達の 同人 雜誌 (新 思潮) が 出た 次の 木曜日に は、 打ち 揃 

つて 先生の 批評 を 聞きに 上がった ものだった。 さう して 先生 は實に 親切に 讀ん でて 下す つて、 

批評され たり 鼓舞して 下す つたり した ものだった。 それから 日本の 雑誌 はつ まらない といって 

人の 作品に 餘り 目を通さな いとい ふ 私達の 先輩に 當る 人達 を 評して、 日本の ものが 下らない と 

やすく 

いって、 さう/ \ 曰 本に 居て 外國の ものが 易々 と數 限りなく 讀 める もので はない。 さう いふ 風 

に 日 木の ものに 見切り をつ ける 者 は、 きっと 遠から す 日本の 讀 者から 見捨てられる だら うな ど 

と 言って 居られた。 

或る日 書齋に 上る と、 檀の 机に ギュ ー ョ ー の 『社 會學 上より 見た る 美學』 の 原本が 讀 みか 

けて 伏せて あった。 丁度 其 頃日 本に 其譯が 出て、 私達 も よんだ ばかりで いろく 感銘 をう けた 

時な ので、 座に つくと 早速 其 話が 出た。 すると 先生の 言 はれる に は、 今 自分 はギュ ー ョ ー の 本 

から 直接 學ば うとい ふより、 よんで 居る と、 筢 えす それから 直接 問 接の 暗示 をう けて、 いろい 

ろな 問題 を考へ 出して 來る。 さうな ると 本 は そっちの けで 自分の 考に 耽る。 それが 大變な 利益 
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なの だ。 其 代り 10; は 進まない が、 人の 意見 を 知る とい ふより、 自分の 考を 纏める とい ふやうな 

事に なって 大變ぃ 、とい ふお 話だった。 これ は 亡くなられる 三 筒 月 程 前の 事だった。 


この美 學で思 ひ 出す の は、 或は 此 時の 話だった かも 知れない が、 其 後 も 再び 先生 自身の 口 か 

ら、 前に 大學で 講義 をした 『文學 論』 は 甚だ 不滿 足な ものであるから、 今度 は それの 恥 を そ. - 

ぐと いふで はない けれど 


- せ 

iff,  ^ 


メ  1^ 


も、 近來 しきりにもう 一 

年 度 講壇に 立って、 新に 自 

" 分の 本 當の文 學論を 講じ 

$ て 見たい 氣 がする と 言つ 

一 て 居られた ことがある。 

さう いふ 先生の 語 氣には 

ふ 位の 意氣 込みが あった もの だ 


自分から 大學 の 講師で も 志願し て、 改め て 講筵を 開き た い 

つた。 言 ふ 迄 もな く 新に 悟 達された 「則 犬 去 私」 の 文學觀 をのべ ようとい ふので あった。 「則 


天 去 私」 のお 話 は 二度ば かりあった。 刖に 先生が あの やうに 急に 逝かれよう とも 思 はす、 いづ 

れ 新しい 大々 的な 組織 理論の 文學觀 が、 何 かの 機會で 纏めて 聞け る蓽 とば かり 思って 居た ので. 

私達 は 詳しく 先生から それ を 聞かす に 了った。 が、 一度 誰 やらが さう いふ 作品の 例 はとお 尋ね 

した 時に、 『ヴ イカ ー • ォヴ • ゥ H 1 クフィ ー ルド』 とか 『プ ライド. アンド. プレ ジ ュ ディ ー 

V ねん に 

ス』 など を あげられた 事を覺 えて 居る。 さ-つして 其の 意味 は、 「自然 隨順」 とか、 「自然法 爾」 

とかい ふ 意味に 似て 居った と m 心 ふが、 この 短い 當 時の 印象 を 心覺ぇ 風に 書きと める 文章に、 先 

.  し ま おくそく 

生が 一 生 を もって 達 しられた 人生 觀上 藝術觀 上の 極點 を、 い --頃 加減に 揣摩 臆測す る 不謹慎 は 

よさう。 

何でも 最後の 木曜 會 11 十一月の， 初めで あつたと 思 ふが、 11 に は、 私達が 歸 つた 後で かな 

り 詳しい 說明 があった さう であるが、 折 ふし 原稿の 締切 問 近くだった ので、 芥川、 久米、 赤 木、 

私の 四 人 は 先へ 歸 つたの だった。 今から 思へば もう 一 時 問 や 一 一時 問 山 房に あつたと ころで、 原 

稿 締切の 間に合. はない わけで もなかつ たの を、 何だか 一 種の 見得から 他の 來會 者を殘 して 立つ 

たのに、 つまらない 誇 を 感じて 居た のだった から、 これ は 正しく 一  生の あやまりだった。 

其 日 は蟲が 知らせた とで もい ふの か、 其す ぐ 前の 木曜日 は 私達 三 四 人の 極めて 淋しい 夜 だつ 
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1 五六 

たに 反し、 此夜は 又實に 後から後からと 立て込んで、 名前 だけ 聞いて 居て 其 時 迄つ ひ ぞ顏を 見 

た 事の ない 先輩 達な ども 集まり、 たうとう 疊の 上に 座席がない 位ぎ ゆうくで、 私達が 山 房に 

屮 Z 人して 滿 一 箇 年の 間で 最も 賑 かな 夜であった。 其 次の 面會 日に は旣に 死の 牀 にっかれ たの だ 

から、 其 日に 限って あ、 も 門下が 集まった 事 を 思 ふと、 人？' でも 實際 不思議な 氣 がして ならない- 

『明暗』 が 『朝日 新聞』 に 載り 始めた のが 五 H: の 終り 頃、 最後の 囘が 出た のが 亡くなられて 

葬式の すんだ 二三 日 後で、 二十 囘分位 書きた めて あった わけ だ。 其 のお 話に、 毎日 新聞に の 

るー囘 分の 原稿が 其 日の 日課で、 以前 は 筆に まかせて 何囘 分で も 書いた もの だが、 やつば り 一 

囘 分の 仕事に 其 日の 力 を 傾けた 方が、 むらがなくて い、 やう だとい つて 居られた。 では 一日 分 

の 原稿 を どれ 位で お書きで すかと 尋ねる と、 大概 朝 八 時から 九 時 迄の 問に 机に 向って、 多く は 

正午 迄の 間に 片付く。 が 時と すると 三時 四時 頃 迄、 書いて は 消し 書いて は 消しして、 書きな や 

む 事 も ある。 それ を 一 囘分 書いて 了 ふと、 頭 を轉囘 させる 爲に 漢詩 を 作る。 小說を 書いて ると- 

頭が とかく 俗つ ぼくな つて 困る からと いふお 話だった。 其 時 は 妙な 事 を 言 はれる 先生 だと 思つ 

て 居た が、 成程 先生が 『明暗』 執筆 中に 作られた 詩 は、 數 からい つても、 八月の 半 頃から 十一 


"や %  'お、 罕 


(日 十二 ほ一 十 年 五 正大：） 稿 詩の 後最 


r-un  二十-" -ん 

つ」 二 ま 力， ？ 

.1 び i 一 I  ,il ふ^ 

t  ^  「ヒ Ja  f 


月 一 一十 日 迄の 間、 平均 一日 一 詩位づ つの 

わりで 作られて 居る し、 詩 そのもの も實 

にす ばらしい。 當 時の 先生の 心境が 何よ 

り もよ く 出て 居る の は、 これらの 數 多い 

七 言 律詩 ではないだら うか。 

其 頃 先生 はよ く 書 を 書かれた。 それに 

は 瀧 田 樗蔭氏 見たい な 書かせ 上手が 居た 

からで も あらう が、 「歸去 來辭」 の やうな 

ちゃうく わん 

三 四 問に も餘 る長卷 を、 鑌け 様に 二 本 も 

書かれたり したの を 見た 事が ある。 この 

とくい 

長卷 は、 先生 中々 お得 意の やうで、 吾々 

がお 伺 ひする と、 さっき 瀧 田が 來て墨 を 

すったもんだから、 こんな もの を 書いた „ 
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いたら、 字が ニー 箇听 ぬけて 居る。 折角 頂 くんなら 脫字 のない 方が とい ふので 又 一本 


5 


14 


I- き さ 


^ ー= 
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0 


さ 


愛 


1 

一 

一 

[-1 

― 

： 

― 
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1 

書かせられた。 

今度 は 問 遠 はれ 

て は大變 だとい 

, 一，.,、  ui  Tn.  *i 

f て »K ほ 力 

一字 一字 指で 指 

圖を する。 さう 

して 屮 Z 來 たら 持 

つて 行った が、 

字の 出來 はかへ 

つて こ の 方が 力 

があって い や 

うだと、 わざ わ 


ざ ひろげて 見せられた。 まだ 晝 のうち は殘磬 の相當 きびしい 頃で、 誰 やらが これ だけ 書く にど 


れ程 時間が か. - ります かと 尋ねたら、 これ は 二 時間 半 位 かな、 後の のは髓 田が 干涉す るんで 一二 

時 問 近く も か > 


つた かしらと い 

ふ 話に、 みんな 

は 額 を 見 あはせ、 

合せて 六 時 問 近 

くも 病身の 先生 

に 字 を 書かせる 

なんて、 全く 無 

茶な 勞働ぢ やな 

いかと 公憤 を も 

ら すと、 先生 は 

微笑しながら、 

人 問 好きな 事 を やって ると あんまり 疲れ もしない が、 しかし 終り 頃に は 少し 腕が だるくな つた 
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ねと、 案外 滿ち 足りた といった のんびりした 顏 をして、 それから 吾々 若い ものの 相手に なられ 

た。 

ところが その 熱心な 先生が、 不思議と 『明暗』 執筆 當 時の 謂 はば 新 詩 を 書かれた の を 殆んど 

見ない。 恐らく 『明暗』 を 書き上げたら ゆっくりお 書きになる 積り だった の だら う。 

この 漢詩で 思 ひ 出す の は、 『明暗』 の 書き を さめの 日が わかって 居る の だから、 それが 一 日 一 

囘づ つと 日課に なって 居る ところから 推して、 漢詩の 出來た 日が 書きつ けて あるので、 第 何囘. 

目の 小說の 部分 を 書かれた 日、 どの 詩が 出來 たとい ふこと が 推定 出來る わけ だ。 そこで これ は 

考 へる だけで まだ 手 をつ けない ので あるが、 作者の あたま は 一 つなの だから、 性質の 違った も. 

の だとい つても、 そこに 相關關 係が ありさう に 見える。 勿論 小說と 詩と では まるで 反對の 心境- 

を 描く 事 も あらう し、 叉 似たり よったり の 心 を 描く 事 も あらう。 これらの 事 を實際 上の 先生の 

めん 

所謂 「仕事と 道樂」 との 二つの 遣され た 面に ついて さぐって 見たら、 案外 面白い 創作 過程の 生- 

きた 心理 學が つかめる のぢ やない かと、  こんな 風に 考 へて 居る。 た 5- 惜しい 事に この 當 時には 

日記がない。 しかし 手紙と 『明暗』 の 原稿と 詩 を 書き込まれた 手帳と が錢 つて 居る の だから、 - 


この 研究 はやって 見たら 意外に 面白い 結果が 得られる ので はなから うかと いふ 氣 がする。 文學. 

の 研究 法と して、 かう いふ 研究 もた しかに あってい 害で ある。 

『明暗』 は 百 八十 八囘 で、 永久 未解決の ま X 悲しい 遣 稿と なった。 先生の 机上の 原稿紙の 肩 

に は ((189)) なる 翌日に 書く ベ き囘數 の心覺 えが 遣って るば かりだ。 生前お 延は あれから どうな 

るので す、 津田 はどうす るので すな どと、 ル A してし きり. に 尋ねた ものだった が、 先生 は 小說は 

生き もの だからね、 この 先き どう 流れて 行く か、 作者に だって はっきり はわから ない よ、 まあ 

新聞で 見て 貰 はう と 微笑され て 居た ものだった。 ノ オトに 人物の 名前な どが 書いて あるば かり 

で、 筋な ど は 全然 書いて なかった。 人一倍 責任感の 强ぃ、 さう して この 小 說には 非常な 抱負 を 

もつ てられた らしい 先生に も 思ひ殘 りだつた であらう が、 私達に も 大事な ところで ふつつ り 切 

れて 居る 『明暗』 は、 どう 考 へて 見ても うらめしい 小說 である。 

『明暗』 の 原稿 は 赤 木 桁 平の 池 崎 忠孝 君が 貰った。 それ も賴 んだ當 人が 忘れた 頃に なって、 

君、 あすこに 來 てるよと、 書齋の 廊下 を 先生 は 事 も なげに 顎で しゃ くられた。 原稿が 凡そ 百囘. 
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分 も f のま、 雜な 新開 包みに なって、 新聞社から 屆 いて 居る のだった。 池 崎が 喜んだ の は 勿； 

である。 其 後 く なられてから 後の 分 を も 手に入れ、 今では 百 八十 八 囘分ー 紙も缺 けす 珍藏 し； 

のこ 

て 居る。 ((189)) の心覺 えの 數 字の 肩に ある 原稿紙 は、 悲しい 遺品と なって 漱 石山 房に 遺って 居- 

る。  ； 


漱石 詩集 を讀む 

漱石 先生の 漢詩に ついて 漠然と 筆 をと つて 見る。 

漢詩 は 先生の 文學 的所產 のうちで、 俳句よりも 先に、 恐らく 一番 早く 鑛脈を 現 はした もので" 

同時に 又 俳句よりも 後に、 死牀 につく 前夜 迄 も 緩いて 現 はれた 鑛 脈であった。 たゾ その 鑛脈は 

ゆく  • 

時時 斷曆に 逢って、 幾年 か中斷 されて 1,5 方の 見失 はれて ゐる ことがあ つたが 詩人の 胸奥 深く 

に ii; が 入る と、 いつも この 魏 脈が 掘り S-I される のであった。 俳句 は 初め 非常に 大きな 鑛 脈で 

あつたが、 五六 年の 採掘の 後に は 段々 細って 行った。 その代り 金 質が 純に なって 行った やう だ 

つた。 俳句の 鑛 脈が 細り 漢詩の 脈が 斷 層に 遭った 時、 忽然 ，こして 露 はれた のが 小 說の大 鑛脈だ 

つた。 そのうちで 漢詩の それ はいふ 迄 もな く、 一番 細い ものであるが、 义 一番 本質的な、 恐ら 

く は 詩人が 最後に 理想と し てゐた 境地に 近い 醇 質な もの ではなかった で あらう か。 

私 は 先生 其 人 を 知る 一 つの 鍵 は、 たしかに 漢詩に あると 思って 居る。 
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先生 は 初め 大學 豫備 門に 人る 前に、 三 島 中洲， 

先生の 二 松 學舍で 漢文 を學ん だ。 この頃し きり. 

ぞ うしう 

に 友人と 詩の 贈酬 をした ことが 傳 へられて 居る 

が、 どんな 詩が 出來 たもの か 私 は 知らない。 そ- 

れ も 一  一十 歳 前の ことであって、 其 後 數年を 出で. 

すして、 明治 二十 二 年、 先生 年 二十 三 歳からの 

詩が 殘 つてる から、 文學 的な ものと して はこれ. 

で遣憾 がない。 

先生の 詩 はこれ を 大體四 期に 分つ ことが 出來. 

るで あら う。 

第 一 期 は 明治 一 一十一 一年 秋、 房總に 遊んだ 漢文 

もく せ つろ く 

紀行の 木屑 錄 中の 詩に 始まって、 明治 三十 三年 

渡 歐の途 につく 時の 詩と 思 はれる ものに 至る 迄： 


約 五十 首。 詩形 は 五 律 七 律 五絕七 絕樣々 である。 總 じて 先生 は 律詩に 長 じて 居られた かと 思 あ 

が、 其 特色 はこの 時代から すでに 現 はれて 居る やう だ。 

此の 時代の 詩に は 子規 居士に 贈られた ものが 多い。 とい ふの は 一 體 子規 居士 は 先生の 文學的 

話し相手の 殆んど 唯一 の ものであって、 そこへ 向っての み 引っ込み思案の 先生 は 作品 を 示して 

ゐ たやう であるが、 熊 本 時代の 諸 作 は、 一方 子規 居士に 示す と 同時に、 一方 長 尾 甲 山 氏 あたり， 

が 選者た る 新聞の 漢詩 攔へ 投書した ものな どが あるら しい。 現に 殘 つてる 其 時代の 詩稿に は、 

m. 山 氏の 朱點 のつ いてる ものが 多い。 

もとより この 時代と 言っても、 初めと 終りと では 十 年 も 問が ある。 然も それが 二十代の 初期 

と 三十 代の 初めと であるから、 詩境に も 非常の 違 ひの あるの は 否めない。 例へば 二十 三年 九月 

箱 根へ 行った 時の 咏に、 

客 中途， 客 暗 愁微。 秋 入 n 函山 1 露滿， 衣。 爲， 我 願 言 相識 士。 狂 生 出レ國 不レ知 レ歸。 

テ ヲ  ル  ヲ  クラル ルヲ  シ  中シ テヅヲ 

得レ閑 廿日 去 n 塵寰？ 囊裡 無， 錢自識 J 速 C 自稱 仙人 多 二 俗累？ 黄金 用盡 出 二 青山？ 

などと いふ 七絕が あり、 二十 八 年 五月の 咏に は、 

才子 群 屮只守 i 拙。 小人 園裏獨 持, 頑。 
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などと いふ 句が 見える。 これ は 松 山 赴任 早々 のこと であるから、 何となく 「坊ちゃん」 の氣概 

を 見る 心 持が する。 いづれ の 詩句に も 癎癀玉 を 破裂 させて、 世事の 汚僞を 罵って る圖が 見える。 

それが 三十 一 一年の 詩になる と、 (尤も これ は 三十 一 年 以後の 詩 は 皆 さう であるが) 眼界が 廣く高 

遠に ひらかれて 居る。 

<  ノ  ハク  ノ  ヅ  ヌ  I 一  シテカ 二 ラス ヲ  ジ  ヲ  ス  7 

眼識 東西 字。 心 抱 古今 憂。 廿年愧 n 昏濁？ 而立 撮 囘レ 頭。 靜坐觀 二 復剝？ 虚懷 役， 1 剛柔？ 

鳥 入 A 雲 無 レ迹。 魚 行 レ水自 流。 人 問 同 無事。 ，H 雲自 悠々。 

全く 此 詩に 見る やうに、 三十に して 心機 ー轉 した 面目が 見える ので あるが、 吾々 がう ける 感 

ほ のみ 

銘に 於て、 まだ 何處 となく 浮 足な 物 足らぬ ものが 仄 見えて ぴったり しない。 それ は 第二 期の 作 

と 比較す- ると よく わかる。 

第二 期 は 明；^ m 十三 年、 修善 寺溫泉 療養中 生死の境に 立ち、 漸くに して 一命 を 取り止めた 前 

の 心境 を咏 じた 詩 約 二十^。 主として 隨筆 『思 ひ 出す 事な ど』 の 中に を さめられた 詩であって、 

こ の大忠 によって 先生 はより rTrg 的に なって 深さ を增 したと 言 はれて ゐ るので、 この 轉 機の 第 

一 の 道標が これらの 詩で ある わけで ある。 これと 時 を 同じう して 作られた 俳句 も 同じ 役目 を果 


たす もので あらう c 

この 時代の 詩の 中で は 私の 愛唱す る ものが 一 一. 一二 あるが、 先生 も 亦 それらの 詩 を 深く 好まれた. 

ものと 見えて、 晚 年に 至る 迄、 人の 書 を 望む ものが あれば、 それらの 詩 を 書して 與 へられた も 

のが 澤山 ある。 

風流 人 未 k 死。 病 裡領， 1 淸閑？ 日日 山 も 事。 朝 朝見 二 碧山？ 

シノ  トシ テル  ヌ  ハ  トシ テヒ ジ 

仰臥 人 如， 啞。 默然 見， 一大 空？ 大空 雲 不動。 終日 杳 相 同。 

n 似：； 三春 永？ 心隨 n 野 水， 空。 牀頭花 一 片。 閑 落 小 眠 中。 

第一 詩の 朝々 碧山 を 見る もす ばらしい が、 殊に この 第二 詩 を 私 は 甚だ 好む。 默 然として 大空 

くち ャさ 

を 見る、 大 { 仝 は 雲 不動、 終日 杏と して 相 同じと 口誦んで 行く と、 自分 も悠々 として 天地の 犬に 

同化した 感じが する。 

からだ 

この 時代に は 得意の 律詩の 數が少 い。 恐らく まだ 大忠の 後 で^が 衰弱して ゐた爲 に、 大作 を 

なす だけの 氣 力がなかった ので は あるまい か。 しかし 一 旦 死の 扉のと ころ 迄 行きつ いて 引き か 

へ し て來た 詩人 に は、 そこに 囘 生の 歡び と 新ら し い 意氣 込みと が 泉 の やうに 湧く の を 禁じ 得な 

かった であらう。 されば こそ 

1 六 七  . 
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萬 事 休 時 一 息囘。 餘生豈 忍い 比 11 殘灰？ 

と；^ じて 囘生を 感謝し、 更に 同じ 詩に 於て、 

ンゾ 一 マン -1 ノ クル ヲ 

と、 新生 を 得た 這 乎の 消息 を 歡び傳 へて ゐる ではない か。 さう して 叉^の 詩に 於て、 

ス ガ  シ  ンデ レ 二 ス ルコト 

残存 吾 骨責。 愼 勿， ー妄 磨磺？ 

と、 こ， -に 運命に まかせ 切った ものの 强さを もって、 新たに 下された 自分の 生命 使命の 貴重 さ 

を、 恰も 金の 如くに 惜しみ かつ 貴んで 居る。 私 は 更生の 人の 意 氣に打 たれる。 深く 自ら 到る ベ 

きと ころに 至った 人の カ强 さに 打 たれる。 死の 扉 を 叩いて かへ つて 來た 人の 面目に 打 たれる。 

大患 は 疑 もな く 詩人の 皮 を 一 皮剝 いだ。 もう 吾々 はこ 、に 第一 期の 詩に a.- 見る やうな 大言壯 

語に 近い 乙に すました ある 空 竦 さ を 微塵 も 感じない。 詩句の 一 々がよ そから もって 來て 積み 重 

ねられた もので はなく、 全く 彼の 內 奥から 自づ とに じみ 3^ て 詩 をな した、 どことなく 高僧の 谒 

が 語錄を 見る 感じさ へ あるで はない か。 

第三 期 は 明治 四十 五 年から 大正 五 年 春に 至る 五 絕七絕 約 ra: 十 首であって、 主として 自畫に 題 


した 畫赞 である。 其の 性質 上 自然 五 絶七絕 をな した もので あらう が、 不思議な ことに 得意の 雜 

詩 は 殆んど 見られない。 畫贊 でない もの も 多く は 繪畫的 (南畫 的) 印象 を もった ものが 主で、 

詩と して 大概 前後の 詩に 見る 如き 緊張 味 もな く、 又 『明暗』 執筆 當 時の 詩の やうな 幽玄 自在な 

面白さ はない けれども、 先生の 南畫 趣味との 深い 因緣を 見る 上に 於て 大切な ものである こと は 

いふ 迄 もない。 一 體 先生 は 殆んど 先天的に 南畫 趣味 及び 其 精神と は 切っても 切れない つながり 

の ある 人で、 後に は 自分で 繪筆を とってし きりに 南畫を 描かれ たこと は 人の 知る 通りで あ る 。 

さう して 常に 自分の 畫には 自分の 詩 を 題す るの が 一 番ぃ 、とあって、 綺 が出來 ると 詩が 出來た „ 

山上 い 山路 不ぃ 通。 柳 陰 多 柳 水 西 東" 扁舟 盡日 孤村 岸。 幾度 鵞群訪 = 釣 翁？ 

この 詩な ど は、 全く 稚拙な 総の 辯 解か 說 明みたい な もので しかない ので あるが、 しかし これ 

が 一 幅の 紙面の 中に 納 つて 見る と、 兩々 相俟って ある ほ 、ゑ ましい もの を 見せて るの は 面白い- 

恐らく この 試みに 成功した ので、 これから 綾々 として 詩の ために 畫を 描き、 畫 のために 詩 を 題 

された もので はない かと 思 ふ。 とにかく この 時代の 詩 は畫と 離るべからざる ものの やうで、 詩 

をみ ると 直ちに 畫が思 ひ 出される。 それだけに 詩と して は純粹 でない かも 知れない。 

1 六 九 
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第 四 期 は 大正 五 年 八月の 半から、 十一月 二十 一日 死 休に つく 前日 迄の 間で、 百日 足らす のう 

ちに 無慮 七十 五 詩 を 得て 居る。 當時朝 曰 新聞に 『明暗』 執筆 中であって、 朝 机に 向って 新聞 一 

IS 分の 原稿 を 書く の を 其 日の 日課と して、 それが すむ とこれ 又 日課の 如く 詩 を 作った もので、 

時に 詩情の 湧かない 時 もあった であらう が、 興が 乘れば 日に 二 詩 を 得た 時 もあって、 その 旺盛 

な 創作力 は 感歎の 外 はない。 時に 先生 齢 正に 五十。 

小說を 書いて ると 頭が 俗にな つてい けない から、 毎日 その 俗にな りかけ たね ぢを 後へ 戾 すた 

めに 詩 を 作る の だと は、 當 時の 先生の 言で あつたが、 あく 迄 も 詩作 を樂 しみ、 其 中に 悠 々己の 

うた  lli  かたて ま 

心境 を咏 ひっ^けた 樣を 見れば、 中々 そんな 生やさし い 片手間の 閑 文字と も 見えす、 一切の 讀 

者を豫 想せ すして これ だけの 業 蹟を殘 したのから 見て、 先生の 文學的 表現 中、 最も 純粹 な、 最 

も 高い、 叉 最も 深い 地位 を 要求して 然るべき もので はない かとい ふ氣 がする。 た f 形式が 今の 

世の 流行と は 凡そ 遠い 漢詩で あり、 それに は傳 習の 窮屈な 約束な どが あって、 一般に 親しみ 難 

5 らみ 

いために、 世人から 認められない 憾が あるので ある。 

當時 先生 は 「則天去私」 とい ふこと を藝術 上の 信念と して 得、 その 見地に 立って 創作に 新生 

面 を ひらかん とする 意氣 物凄く、 もう 一度 大學の 講壇に 立って、 新ら しい 文 學論を 講じたい と 


さか 

さへ ら された ものであるが、 私たち はこれ を 見て、 船 五十に 達して なほ 此の 壯ん なる 意氣の 

あるのに 驚き かつ 感奮した ものであった。 當 時の 詩に 、「明暗 雙々 三 萬 字。 撫， 一摩 石 印 1 自由 成。」 

と ある 如く、 天空の やうな 大道が、 心行く迄 のび/ \と 自分の 前に ひらけて 來た 心地が したの 

であらう。 さう して；？^ の 見る ところでは、 この 「則天去^」 の 提唱 を 最もよ く俾 へた もの は、 

こ の 時代の 漢詩で はな か らう かとい ふ 菊が す る ので あるが、 恐らく 先生 はすべ ての 自己の 藝術 

を この 高さにまで 高めよう として 居た 其の 中道に 於て 幾れ たもので はない の だら うか。 悟 達の 

文字が こ でのみ 完成され てる 氣 がして ならない。 

この 時代の 詩 は 八 九の 筢句 をの ぞいて、 すべて 七 律で ある。 赏に 自在で、 實 に高朗 で、 實に 

きっす ゐ 

豊富 だ。 けれども、 生粹の 漢詩 人の 目から 見たら、 或はす ベて 異端で あるか も 知れない。 が 恐 

らくこの やうな 一粒選りの 詩 を 多く 殘 した 詩人 は、 外に 類例が 少 からう。 しかも これらの 詩が _ 

輩なる 漢詩 人の 詩で ない 一種 獨 得な 點に 於て、 他の 追隨を 許さない ものが ある， こ 思 ふ。 

先生 は 早くから 王 維 を 好んだ。 有名な 鹿柴 館の 詩の 如き は そ Q 著作の 中に 現 はれる ばかりで 

なく、 陶淸節 と共にし ば./ \ 書に 書かれた。 杜詩も 亦 先生の 愛された ものの 一 つで ある やうで 

ある。 高 靑邱は 非常に 愛好され たもの らしく、 座右に その 詩集が 置かれて あった。 先生の 詩に 
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は 何となく 高 靑邱を 思 はせ る ものが あるで はない か。 其 外しば/^ 寒 山 詩 を 思 はせ る ものが あ 

るが、 これ も 亦 前記の 詩人と 共に 大きな 影響 を與 へて 居る ものに 違 ひない。 けれども その外 三 

叫の 袖珍本の 唐宋 名家の 詩集 や 淸詩別 載が ある 位の ことで、 これ 程の 詩人で 座右に これ ぞ とい 

ふ 詩集の 無 いのも 不思議と いふべ きで ある。 實際 先生 は 有り ふれた 韵 字の 字引な ど を 引き 引き 

詩作す るので あって、 全く 天成の 詩人で あつたと いふ 氣 がする。 殊に 律詩 屮の對 句の 妙に-至つ 

て は、 全く 恍惚と させられる ものが 多い ので ある。 

この 『明暗』 執筆 當 時の 詩 は みんない ， -。 一 々あげて 居たら 際限が ないから、 た^  ： 例と し 

て 二三 を 示す に過ぎない けれども、 いっか 後日 を 期して、 私 は これらの 詩に ついての 研究 を 書 

いて 見たい と 思って 居る。 が 八，' はた 殆んど 顧みられる ことのない 詩に ついて、 漱 石愛讀 者の 

注意 を 促せば 足る ので ある。 私 は これらの 詩 を 近代 日本が 生んだ：^ も 高い 意味の 文字で はない 

かとさへ 思 ふ ものである。 

無 題 九月 三十 U 

閑 窓陲覺 影參 差。 机上 猶餘筆 一枝。 多病 赍文秋 入, 骨。 細心 構想 寒 J^A 肌。 

紅塵 堆裏聖 I 道。 碧 落 空中 淸淨 詩。 描 到 西風 辭不， 足。 看 雲 採， 菊 在 11 東籬？ 


無 題 十 九 = 

ノ  f  7  カフ  ジト  一一 シ テヲリ 11  J- テヌ クフヌ 

詩人 面目 不， 嫌：， ェ。 誰 道 服 前好惡 同。 岸樹倒 A 枝 错人レ 水。 野 花 傾， 萼 盡迎， 風。 

1^ 燃， 翻 率寒暉 外。 客 送， ー殘 鴉, タ ii 巾。 古寺 尋來 無，, 古佛？ 倚 獨立斷 橋 東。 

無 題 十一 十九 = 

クリン リ  ジ テヌク  リニ  ジテヲ V  ムヲ 

大愚 難い 到 志 難 X 成。 五十 春秋 瞬 息 程。 稷：， 道 無 J 百 只 入, 靜。 拈, 詩 有， 句獨 求：， 淸。 

适々 犬 外 去 雲影。 籟々 風 中 落葉 聲。 忽見閑 虛白 上。 東 山 W: 出 半 江 明 U 

無 題 十一月 二十 U 夜 

一一 ン. ス レドモ ヲ トシ チ シ ネ  シテ カント ヌム  ヌ  ノ  I マン 力  レ 

眞蹤 U 寂寞 1 杳 難レ 尊。 欲， 抱 i 懷 1 歩， rHi 今？ 碧山 碧水 何 有 A 我。 蓋 天蓋 地是 無心。 

タリ  レヲ  リニ  ナ， カラ レタス  リス 

依 稀 暮色 月 離：， 草」 錯藩 秋聲風 在. 林。 眼耳雙 忘 身 亦 失。 {4i 中獨唱 白雲 吟。 

この 最後の 詩 は 先生の 最終 作であって、 翌日 先生 は 死牀に 就いた。 私 はこの 詩が 特に 好きで 

あるが、 恐らく 漱石 詩集 中 壓卷の 作で は あるまい か。 この 天上 的な 響き！ そこに は 人 界を離 

れた 不思議に 透明な 恍惚の 世界が ひらけて 居る ではない か。 
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贋漱石 

にせもの  ふるま ひ は 

名士の 僞 物が 地方な どに 現 はれて、 講演の 眞似事 を やったり、 振舞^の 御馳走に なったり な 

にせ  , , ， ， 

どと いふ 笑 ひ 話 はよ く ある 奴 だが、 こ， -に いふ 鹽漱石 は、 人間 漱石 のにせ ものが どんな 喜劇 を 

やった といった やうな 話で はない。 實は 先生が あんまり 高名で あつたせ ゐか、 さう いふ 愛嬌の 

ある. 話 は、 かへ つてつ ひぞ 聞いた 事がない ので ある。 こ \ に いふの は、 先生の 筆 をに せた 書畫 

の變 物の 話で ある。 

自^に もなら ない 自慢 を敢 てす ると、 八：' 日； 大 下で 私 程 贊漱石 を どつ さり 見た もの は、 外に は 

义と あるまい。 大小 合 はせ て 恐らく 數 百と いふ 數 になら う。 とかう 書き出す と、 消息 をよ く 知 

らな いもの は、 數 百と は 吹き も 吹いたり、 法螺 も 休みく 吹く がい \ と いふか も 知れない。 し 


がんさくし  c り 

かし 專 門の 資作師 がー 人し か 居ない として、 口 を 糊す る ためにし きりに 書いた とすれば、 その- 

ミんも 0 

製造 能力 は 相當の もの だら うから、 私が 數百 とい ふのに 不思議 はなく、 若し あれが 全部 物 だ. 

としたら、 漱石 生前 書畫の 製作に 忙しく、 本業の 小說 なんか 書いて る 暇 は 恐らくなかった であ- 

らう。  ところが 私のに らんだと ころで は、 M 作師は 一人で はなさ さう なんだから、 その 數 たる 

や 蓋し 大變な ものと なら う ではない か。 

. いつの 頃から そんな 妙な 習慣に なった もの か、 東京の 書畫屋 連が 漱石物 を 取扱 ふ 時には、 大 

概 一 度 私のと ころへ 持って 來て 見せて 意見 をた 、くの が 多い ので ある。 つまり おこがまし いが.，. 

私の 鑑定がない と 商品と して パ ス しないの ださう だ。 い つ 誰が そんな 事に してし まった もの か、. 

此方の I 姒も 知らす、 だから みんな 私の もとへ、 宛然 賀物 拜觀の 義務で も あるかの やうに 持ち込 

んで來 るので ある。 

かう 書く と 一寸 偉 さう に 聞え るが、 實は 迷惑 干 萬の 話な の だ。 とい ふの は、 來る奴 も 來る奴 

も、 似ても 似つ かぬ K 物 を 持ち込んで 來， るので、 しかも 商寶上 儲か りさへ すれば い、 ので、 漱 

石で あらう と 何 石で あらう と、 そんな 事 はどう だってい そので、 敬意 も 何もあった もので はな： 

いので ある。 かう いふ 速 中 を 相手に、 朝と いはす、 夜と いはす、 彼等 Q 持ち込む インチキ 商品 
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一 七 六  一 

を ひろげて 見せられ るの は、 始めの 頃 こそ 多少 何が 出て 來 るかし らんと 興味 もあった が、 此 

では 見ない うちから、 ハハ アン、 又來 よった なと 豫感 すると、 ひらいて 見て 大概 豫感が 適 巾 レー 

て 居る といった 工合で、 いかにも 味氣 ない ものなん で、 此方 も それ を商寶 のつ もりで、 欲の 皮 

5 はまへ 

をつつ ばらせて 上前で も はねて やれば 又 どうか 知らん が、 そんな 氣 にも なれす、 直接 持ち込ん. 

で來る の は 多く は 商賫人 だが、 ；_,| 局 の 所 は 所謂 漱石 崇拜 家の 手に 落ち つくに きまって るの だか 

ら、 氣の 毒な 目に 會 ふの はさう いふ 菊の い.^ 人達、 さう いふ 人達の 不幸 を 少しで も少 くす るた 

めに 見て 居る わけなの だ。 そんな わけで、 い， - もの を どし く 持ち込んで 來 るん なら 有難い が" 

、、ゝ ヽ  まっか 

名 は 立派ら しく 鑑定 だが、 底 を 割って 見れば 絶えす 鹽物拜 見なの だ。 しかも 眞 赤な 赞物を 持つ 一 

て來 て、 箱書き をし ろ、 極め を 書いて くれ、 とい ふの が 大部分な の だから、 全く もって 恐れ入 一 

ら ざる を 得ない。 でも 私 は 心掛けよ くも、 乞 はれれば 神妙に 見て は 居る が、 屮に はいくら でも L 

ぉ禮 はする から 一寸 箱書き をな どと、 黄白 を もって 釣らう とする 不屆 者が あれば、 これ はいけ L 

ない ねとい ふと、 いきなり つんと して、 入って 來た時 は 膝 迄 手 を 下げて 居た のが、 急に 目 をむ」 

い て 私 を にらめつ け、 物 を もい はす 玄關の 戶をピ シャリ としめ てむかつ 腹 を 立て て 行く の も 

る。 かと 思 ふと 入札の 札 を 見せて、 二百 五十 兩で 落して 來 たんだから、 何とかな りません かと. 


泣きつ くの も ある" 千 差萬训 だが、 商人の 方 は 不作法で もま だ 御し 易い。 素人の 方の 持ち込ま 

しんそこ 

れ るのに は、 これが 眞 底からの 愛着が ある だけに、 失望の 大きい のが 見えて るので、 全く もつ 

て极 ひにくい。 

. 何に しても 惡ぃ 習慣が 屮 I 來て しまった もの だ。 お 人：^ しによ し/ \と 相談に のって 見て 居た 

,:E 業 自得の 3.^ り だが、 折角 持って 來 るの を 今更 見ない よと も 言へ す、 今と なって は 依然 益. '人 

を 好く する 外ない らしい が、 此 先き 幾 百 千の 蠻物を こんな 工合に して 見なければ ならない のか 

と 思 ふと、 情なく も あれば 馬鹿々々 しく も ある。 せめて こんな 隨筆 でも 書いて、 時に 需憤 でも 

らす としょう。 尤も 中には これ を讀ん で暨物 御要愼 をされ る 漱石黨 が あれば 幸 だが、 反對に 

赞物師 が參考 にし て惡 智慧 を逞 くしな いもので もない C がそ こ 迄の 責任 は 願 ひ 下げに したい。 

二 

お €• つか  ひとま ね 

一概に 賀物 といっても、 その 中に も 自ら 稱 類が ある。 本来から いふと、 藝術 として 人 眞似を 

がんぶつぎ 

したり、 心に もない もの を 書く とかい ふやうな 無氣 力無 精神 不純な もの は、 或る 意味で 雙物偽 

ぶつ  けいじ じ やう 

物 だとい つても い 、かも 知れない が、 こ \ で はそんな むづ かしい 形而上の 潔癖 は 出さぬ として 
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所謂 質 物 だけ を 問題に する。 ところで 暨物 といっても、 初めから 贊物を 作る つもりで こしら へ 

たものと、 原作者の 意志に 反して、 他の 人の 手で いつの 間に やら 賈物 にして しま はれた ものと、 

たしかに 一 一種 類 あるので ある。 

第一 類に は 本業の 鹽作師 が 昔 も 今もう よく 居て、 多量 製產 をして 居る らしい。 普通 贋物と 

いへば 大抵 この類の もの を 指す ので あるが、 第二 類と なると、 これ は 頗る 多種多様 だ。 例へば 

らくく わ ん 

無名の 人の 落款 印章. をぬ いて、 有名の 人の の を 入れる の を 初めと して、 落款の. ない のに 金に な 

りさうな の を 入れて 見たり、 あって 邪魔になる の は、 反對に 切り取って しまったり、 それ を义 

箱書き や 折紙で 胡 魔 化すの は 常套手段。 それから 人工的の 所謂 時代 をつ ける の も、 亦 その 一 つ" 

<A るす.. -  まいきょ 

そのために 京都 あたりの 古社寺の 古 煤が、 高い 金で 寶れ ると いふ 事 だ。 その 方法た る や 妆擧に 

い とま 

這の ない 程 あるで あらう が、 そんな こんなの 例が 多過ぎる ため、 普通 書畫屋 とい ふと、 何だか 

インチキ 商寶 といった けしから ぬ 感じ を 人に 與 べるの は、 表向き 大變 風流 じみた 綺麗事で ある 

ほん も 0 

だけに、 それだけ  ー&! 皮肉 だが、 しかし 絡 對に眞 物ば かり 极ふ となると、 多くの 書畫屋 はやつ 

て 行けたい とい ふやうな 妙な 皮肉の ま はり 合せに ならない もので もない。 だが 私 はこ X で書晝 

1 般 の眞蜃 について ではなく、 た、 2 漱石 ものに ついて だけ 物語れば い 、ので ある。 


私の 見た 贊漱 石に ついても、 これと同じ 二つの 種類が ある。 つま リ 意識的 QK 物と、 無意識 

的の K 物と が あるので ある。 

まづ第 一 類から 物語らう。 

何とい つても 一番 數の多 いのは、 冊 色紙で あらう。 これ は I 貝 ふ 方で も手輕 だし、 書く 方で 

も眞似 易い し、 又 資本 も か \ら ない。 どっちに しても 世話な しで、 其 上 先生の 俳句の 色紙 短冊 

なら 羽根が 生えて 飛ぶ ものら しく、 隨分 いか はしい 問題に ならない やうな ものにさへ、 お：：！ 

にか\る_5^-しばくだ。 色紙 短冊 を 合 はせ て、 私の 見た 費 漱石は 百に も 近から うか。 

これ は 私自身の 話で はない が、 私共の 先 にあた る 一知 人の もとへ、 震災の 前の 事 だが、 短 

しろ も G 

冊 三 四 葉 を 見せに 來 たもの があった。 見る とどれ もこれ も 似ても 似つ かぬ 代物な ので、 不思議 

に 思って、 こんなの がま だ あるんで すかと 尋ねる と、 下 谷の どこそこに 行く と、 五十 枚で も 百 

枚で も 容易に 手に入る と 答へ たもの だ。 そこで 値段 はとき くと 一圓 五十 錢 とかい ふ 察に、 そい 

つ は 安 過ぎる ぢ やない かとい へば、 實は 自分 もさう 思った ので、 漱石 先生の ものが そんな 事で 

手に入れば 有難い と 思って、 鑑定して 貰 ひに 來 たと 答へ たさう だ。 それ を 聞いた 他の 一人が、 

そいつ は 參考に 見て 置かう と 例のと ころへ 行って 見る と、 果して 十 枚で も 二十 枚で も、 御 注文 
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通りい くらで も ある。 値 も 一圓 そこ-/, \.' の 安値。 そこで 値 も 安い 代りに は、 もの も ひどい ぢゃ； 

はんで ふ  „ 

ないかと 半疊を 入れる と、 いかもの 星の 親父の 曰くが 振って 居る。 どうせ 淑 石さん の もの を 一一 

兩ゃニ 兩で買 はうて 奴 は、 物の 分かる 奴ぢ やない。 そんな 奴に ゃ眞物 だって、 K 物 だって 變り」 

はない、 値が 安くて、 名前 さへ 書いて あれば い.^ んだ。 しかし 少し 物の わかる 貴方 見たい の 人 

なら、 いくら 安くたって 、これ を 見り や 買 ひっこな いでせ うと 來 たもの ださう だ。 かう 徹底 レ 

てし ま はれた ので は、 買 ふ 方が びんから きり 迄 馬鹿の 骨頂で、 商賫 やる 方で も樂な もの だ" 

いっさいがっさい 

大震災で そんな もの は 一 切 合財燒 けて しまって、 大いにせ いくした かと 思った の は 此方の 

短慮。 其 後の 樣子を 見る と、 この種の ものが 到る ところに 散在して、 さう して 惡ぃ 事に は眞物 

に 近い 値 をつ けて 居る の だ。 それで 驚いた の はもう 四 五 年 前に もなら うか。 ある 丸 ノ內の 會歡" 

に 居る とい ふ、 勤績 二三 十 年 程度の、 片手間に 書畫 でも いぢく らうと いふ 人の 好 ささうな 老人 一 

が やって 來て、 色紙 を 見て くれと いふ。 實は その 數日 前、 麴 町の ある 俳人の ものな ど 极ふ識 つ 一 

た 書畫屋 が、 色紙、 短冊、 横幅の 畫贊 ものな どか. -へ 込んで 來 たの を 見る と、 絕の 短冊で、 «J 

畫屋の 方で、 これ は 怪しい のでと 一番し まひに つん 出した のが 反って い \ だけで、 あと 自信の 

ある 口 は みんな ひどい 贊物 なの だ。 そこで 私 も 笑って、 君と も あらう ものが とか 何とかい ふと; 


實 はこの 惡ぃ 方の 口 は みんない とい ふ觸れ 込みで 賈 つた 口で、 これが 惡 いとなる と大變 だと、. 

ひと -ピと  あわて 

私に は 不可解ながら、 そんな 事 を獨り 言の やうに 周章て つぶやい たの だ。 老會 社員が 私のと こ 

ろへ 來 たの は、 つまり 件の 書畫屋 からの 注意で やって 來 たものと 知れた。 

これ も 亦 大量に 色紙が 十 枚の 餘も あるので ある。 まだ 裏打ち もして 居ない ぺ ラ くな 淡色の 

ついた 奴で、 なる 程 前日 見た 色紙と 同じ 筆^ら しいが、 いかにもお 粗末な、 句 こそ 先生の 句 だ 

しろ も 〇 

が、 どこ を 押せば 漱石 だな どと いへ た 義理の ある 代物で はない ので ある。 氣の毒 だと は 思った 

が、 一刀 兩斷に 全部い けない ときつ ばり 言った。 

がつ" * "リ 

すると 更に 驚くべき 事に は、 その 老會 社員が 落 ま" してし かも 不安 さう にい ふ 事に は、 若し こ 

れ がいけ ない となると、 この 手の 口で 丸 ノ內の ある 財閥 系の 會 社へ 寶り 込んだ もの は、 全部い 

けなぃ^？^になる。 自分の 知った の だけで 優に 數千圓 から あると 思 ふが、 全部 洗ったら 大變の 額 

はんせ つ 

になら うと- かう ぉづ/ \ と いふので ある。 勿論 色紙 短冊の 外に も、 牛 折が 相當 納まって 居る 

とい ふ。 試みに 貴方 は どこから 手に入れられた のかと 尋ねる と、 田 端の 何とかい ふ 男で、 その 

^；! は 01 里 一 あた りの 何とかい ふ 男から だと 言 つて 居た とかい ふ。 少々 聞き やうに よって は 怪し い 

話な ので、 此上 こんな 老人 を いぢめ るの もと 思って 同情して 居る と、 どうも 飛んだ 事に なり ま 

1 八 一 
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した、 これで 何年 問の 貯金 を ふいにして しま ひました と 打ち明け話 を 始める。 つまり 內 職に 山 

を 張った ものら しいの だ。. 初めは 一 つ 二つ 安く 買って 來て おくと、 それが 何 倍 かに 高く資 れ る。. 

味 をし めて 大量に やり 出したら、 どえらいお 灸を据 ゑら れて しまった ものら しかった。 

さび 

こ ん な の は 半 商寶だ から， 氣の 毒の うち に も 身から 出た 錡と 言 つても すまされ ようが、 出入 

りの 足袋 屋の內 儀が、 御 恩に なった 大 先生のお 書きに なった もの を やっと 手に入れました から 

ふくさ 

と、 つ 、まし やかに 包み きれない 喜び を 見せながら、 袱紗に 一 枚. の 短冊 を 包んで 持って 來て見 

せた 時には、 その 心根が 純 眞で眞 心が あふれて 居る だけに、 私 は 此時程 贋物 師を 憎んだ 事 はな 

い。 句 は 「廻 廓の 柱の 影 や 海の 月」 だが、 この 句の 贊物は 色紙で も 短冊で も 横 物で も隨分 ある Q 

三 

はんせつ  ふく  もつ 

色紙 短冊に ついで 多 いのは、 何とい つても 半折 だ。 これ も 立派な 幅に なった もの、 中には 物 

體 ない 程 美しい 金の か、 つた 表装の もの も あれば、 一 ； 重箱に なった 貴重品 扱 ひの いかもの も あ 

めく  ぬめ 

る = 捲り も相當 多く、 絹ゃ統 もちら ほら ある。 多く は 先生 自作の 詩 を 書く か， 或は 五 言對句 七- 

言對 句の、 先生の よく 書かれた 文 言 を 書いて 居る。 たまに は 全紙の もの も あるし、 漢字ば かり. 


でな く、 俳句 を 書いた もの も ある。 この 數も幾 十に 上って 居よう。 需要が ある ものと 見える。 

時々 入札 會 なん ぞに 行って 見る と、 新書 畫の 場合、 漱石 ものの 一 つや 二つ 出て 居ない とい ふ 

事 は 滅多にな いので、 數寄屋 橋 附近 の 安物の 入札 を 月に 三度 づ つ 定期的 にやる ところな ど、. 毎 

月淑石 ものが 姿 を 見せ、 しかも その都度 それが 遠って るのから 察する と、 相當 よく 賨れる もの 

らしい。 恐れ 人る の 外 はない。 だから 持ち込まれる ものと、 かう いふ ものと を 合 はせ たら、 こ 

れも 多分 私の 見た もの は 百 を 越えて 居る に 違 ひない。 

この 詩 や 對句を 二 行に 書いた うちに は、 近頃 も 引き 綾いて やつ てるのが あると 見えて、 最初 

の 頃から 見る と大變 上手に なった。 もう 一息と いふの が 中にはあって、 見なれ ない 人の 目 をく 

らます の も 遠く は あるまい。 しかしよ く 見る と 最初の 一行の 四 五 字 迄が 物に なって 居て、 二 行 

、 、  うる ほ 

HI はもう 字く ばりが 惡く、 筆 も 亂れて ぼろ を 出して 居る。 さう して 當然の 事ながら 字に 潤 ひも 

なければ 品 もない。 それに 先生の 字に は 始終 一貫して その 人獨 得の ものが あるに は あるが、 し 

ばし ば 半折な ど 書か れる やうに なつてから は、 時代に よって 字の 書き 癖に 變 化が あるので ある 

さう いふ もの を 一向 考慮して 居な いのは、 氣 品が 寫せな いのは 是非がない としても、 研究 不足 

いき 5 つ 

で藝 のない もの だ。 尤も あんまり 上 乎に 生寫 しとい つた 風に やられち や、 見る 方が たまらない 
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から、 この 程度が 頃 合な のか も 知れない。  , 

とにかく 日本人が おしなべて 床の のつ いた {豕 に 住んで る 以上、 黉物、 特に 半折の 物 は、 

決してなくなる もので は あるまい。 

半折の 書に ついで 多く も あれば、 义 人の 引つ か、 り 易 いのは 畫贊 もの だ。 これに は 半折の も 

の、 橫物 などい ろ，^ あり、 時には 聯 落ちな どの 洒落れ たもの も 見受ける。 見て 居て 一番 愛橋 

の あるの はこの 部 だとい つてい \。 雜誌ゃ 遣 墨 集の 寫眞を 見て 描いた ものら しいの も あるが、 

時には 私達が 見た 事も考 へだ 事 もない やうな のが 飛び 屮 I して 來る 事が ある。 猫の 綺 なん ぞがこ 

れ だ。  ， 

つい 最近の 事、 化け 猫の つもり か、 猫が 莫 蔑みた いなもの を 引き かづいて、 二 本 足で 立って 

こらさと 踊って る圖 に、 俳句の 贊 をした の を 持って 來て、 美術 俱樂 部で 落札した の だから、 箱 

書き をして くれと いふ。 馬鹿々々 しいつ まらない 簿で、 字 もな つて 居ない の だが、 注文 中： の 方 

, ；  ク  なみ 5 ん じん 

では 漱 石の 猫 だとい ふんで 買った ものら しい。 小波 山人の 箱書きが あつたが、 私 はむしろ 小波 

さんの 俳畫 によく 似て 居る と 見た。 私が いかもの だとい ふと、 商人 落札した 時の 二百 五 卜圓か 

の 礼 を E£ して 見せて、 困った^ \ を 繰り かへ して 居た が、 つまらな いもの を ふ ものが あれば、 


叉つ まらな いもの を 書く ものが ある もの だ。 先生 自筆の 猫で は、 「あかざと 黑猫」 と 先生 自身 箱.. 

書きされ た 薄墨の 猫が 一幅 あるの みなの だ。  .ー 

未亡人の 話で は、 其の後 数日た つて、 同じく 踊り 猫の 繪を 見て くれと 持ち込んで 來 たもの が； 

あった さう だ。 私のと ころへ 持ち込ん だのと 話の 模様で は圖 柄が 似て 居る やう だが、 これに は： 


四百 五十 圓 とかい ふ 札が ついて 居た さう だ。 かうな つて 來 ると 何が 何やら わからな くた るが、 

とにかく 近來 猫の 繪を かく ものが 現 はれた と 見て よから う。 

「棕梠 竹 や 月に 背いて 影 一 一本」 とか、 「竹 一 本 葉 一 一三 葉に 冬 近し」 などと い ふ 句 を 題した、 

各，.' 綜招 竹と 竹と を 描いた もの を 時々 見受ける。 棕梠竹 は 三年 程 前の 暮 近い 頃、 三日 四日のう 
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ちに、 手元へ 持ち込まれ たのが 二 幅 (各.' 表装が 遠って 居た)、 外出して 見た のが 一幅、 都合 三 

幅 立 て 續 けに 見た に は 驚 いてし ま つ た。 

この 原物 はもと 瀧 田樗蔭 君の 藏 幅だった もので、 其 後 どこへ 行った もの か 知らないが、 贋物 

だけ は 中々 璺 富に ふらつ いて 居る。 ー體瀧 B 氏の もの は、 大體 先生 自身の 箱書きつ きで、. その 

上表 具の きれ 地 .iMIl 一 じ 注文 して 織らせた とい ふ 御 自慢の ものな の だ。 其 上 私 は 氏の 生前 全部 

ゆっくり 拜 見して、 多くの もの を寫眞 にと つた 事が あるの だ。 だから 一見 すれば、 すぐ 瀧田舊 

か たこと  はんか つう 

藏 如何 はわ かるので あるが、 それ を 叉 片言 まじりに き、 かじった 半可通が、 1^ ん でもない もの 

を、 これ は 瀧 田さん とやら の舊藏 でたん かと、 尤もらしい 額 をして 持ち込んで 來る 物識りが あ 

るので ある。 知って る ものから 見れば、 可笑しい 位の もの だが、 知らない 人 はこん な 事に も 引 

つか， - つて 了 ふの だから、 御要鎭 あって 然るべ しだ。 

其 外、 蓮の 鎗 やら 鳥居の 繪 やら、 鳥が 飛んで るの やら、 落葉 を 描いた の やら、. 菊 を 描いた も 

の、 秋 田 藤の 押繪を 模様に 見立てて 句 を 題した もの (これ は 瀧 田 氏 舊藏に 同じ 趣向が あるので 

ある)、 梅の 粗畫 ゃ酒壺 らしい もの、 それから 案山子な どの、 比較的 簡單な も C- が、 みんな 句 

を 題して、 尤 らしい 額で！^ して 居る ので ある。 一寸 思 ひ 出した だけで これ だから、 まだ 外に 


、 9 しろ 5 と 

も圖 柄が たしかに あるので あらう。 多く 貧弱で いふに 足りない 出來 だが. 漱石 はすぶ の 素人 だ 

からこん な もの だら うな どと、 買 ふ 方から 遠慮し 謙 適して、 少し 値が 安いと 引つ か \ る。 何し 

うぬ ぼ 

ろお 客なん ぞと いふ もの は 甘い もので、 この 少し 安いが 物 を 言 ひ、 誰に も 掘 出しの 己 惚れ 根性 

が ある もの だから、 つい 尻の 毛 をぬ かれる ので ある。 が 私なん ぞ がいくら 大きな 聲を 立てて 危 

い 火遊び はお やめな さいと 警告した つて、 少し 圖柄を か へれば、 まだく 贊作師 の 領分 は 無限 

大 だとい つてい 、かも 知れない。 

さて これら を おしなべて 滑稽な のが 印影 だ。 多く 使 はれ てるのが こ- -に 上げた 六 群で、 中で 

つれぐ 

一番 滑稽な の は、 最後の 五と 六との 二つ だ。 これ は 大正 ra 年の 春 京都で 病氣 をされ た 時、 徒. お 

に 書畫を ものされ、 津 田靑楓 さんが 有り合 はせ の蠟 石の 兩 面に 刻んだ もの。 これが 印譜の 中で 

一 つと ころに 上下に ならべて 捺 して あると ころから、 所謂 I 下駄 印と 早呑み込みし たもの だら う" 

これ を 二つなら ベて 捺 して 居る K 物 を 見た 事が ある" 誰が 陰刻ば かり 二つ 重ねて 捺す 奴が ある 

もの か。 
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それから 叉 K 

の 方 は、 印 程 似 

せ 易い もの は 無 

ささうな もの だ 

のに、 まるで 原 

物の 手法 を 心得 

す、 鐵 筆に 對し 

て 全然 無 祌經な 

のに 驚く。 これ 

なんかもう 少し 

敏感に やったら 

よかり さうな も 

の だのに、 どの 

印 もみん な 死ん 


でる からすぐ わかる。 さう して 叉 肉色が 惡ぃ。 印刷 局の 素晴らしい 朱肉 を 贈られて 使って 居ら 

れた 先生の 印影 は、 割に 無頓着に 捺 して 居られる ものの、 みんな 色が 鮮 かなの だ。 

大體 先生の もの は 緣故緣 故で 賴んで 書いて 頂いた もの、 數 とて さう 無暗に ある 害 はなく、 又 

ざら に坊 問に ころがつ てる 程 あるので もない ので、 大部分の 作品 は その 戶籍 がわ かって ：5 るの 

である。 

ところが 戶籍も 知れ、 作品 を 見ても 筋の い. - ものであるのに、 世間と いふ 奴 は义氣 紛れで、 

まへ が 

眞物を li め て くれない とい ふや うな 事 もな きにし も あ ら すな の だ。 殊に それが 所謂 前書き の も 

のに 多い。 

廣 島の 井原さん とい ふ 方 は、 昔 房 州の 保 m で 一緒に 海水浴 をし、 其 後 音信不通で 居た ところ 

『猫』 で 一躍 文名の あがった のが かっての 遊び 友達 だと 知り、 共 後 短冊 を 書いて もらった 事が 

あった。 ところが それが 古い 筆蹟な ので 人が 信用せ す、 いくら 先生から 直接 贈って 頂いた の だ 

と說 明しても 無駄 だから、 私に 證 明して くれろ といって 持って 來られ た 事が ある。 粉 ふ 方な き 

j 具 物であった 事 はいふ 迄 もない。 

薄色で 芒 を 書き、 それに 句 を 題され た 幅 を 持ち込んだ 畫 商が ある。 珍ら しい ものな ので、 未 
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亡 人に 示す と、 たしか 中村是 公さん の 御存じの 柳 橋 あたりの 藝妓に 描いて やった もの だとい ふ 

話。 私 も 初見で 感心して かへ すと、 それが 轉賣 される 度に 立て 綾け に 四 度 も 私の 鬥を 潜った に 

は、 あいた 口が 塞がらなかった 事が ある。 

-、 ひ. i 

しかし、 どつ さり 見せられて 居る うちに、 始めの 頃 はと かく 遠慮が あって、 どうも もの を 愈 

貭 目に 見たがって 困った が、 其 頃い ろ- ^持ち込まれて、 どれ もこれ も 碌な もの はなく、 これ 

もい けない、 あれ も だめと 言って 居る うち、 一 つ-最後に 出來 のい.^ の を 見せられた。 すると 前 

のの がみん な ひどく いけない ので、 これ 一つが 素敵 もな くよ く 見えて、 これ はい、 やう だと 文 

句な しに 認めて しまった。 あとで 考 へて 見る とどう も錯覺 で、 それ もい けない やうな 氣 がして 

困った ものだった。 しかしもう 後の祭りで どうに もなら す、 今でも 時々 それ を 思 ひ 出す と氣に 

なって 仕方がない 事が ある。 其 時には、 竹 田が 鹽を眞 なりと いふの は 罪は輕 いが、 眞を燹 なり 

とい ふの は 許し 難い と い ふやうな 事 を 言 つてる の を 思 ひ 出し て 、 ひ そかに 慰め るので あるが、 

どうも 誤 を 犯した やうで 氣 持が 惡ぃ。 

世間に よく ある 奴で、 箱書き をぬ いて、 眞 物は眞 物で どっかへ 向け、 箱に 暨物を 入れて 賫る 

丰が あると 閒 いたが、 、いつだつ たか 入札に 出た 漱石 物に、 この 手 を やられ、 たしかに 箱書き は _ 


私の 筆蹟で あるのに、 中味 は 眞 赤な K 漱石。 これ は 自分の 責任で なくと も、 やつば りぎ や ふん 

とせざる を 得たかった。 

箱書きで 罪な の は、 中 村 不折畫 伯の 箱 だ。 これ も 中味 をす りか へられた のか も 知れない が、 

元々 畫伯 として は 決して 惡意 があって 書かれた もので は ある まじく、 確かな もの だからと 識っ 

ふる 

た 書畫屋 から 持ち込まれ、 人の 好い 老畫： E はよ しとば かりに 筆を揮 はれた もので あらう。 私 は 

三四點 見た がみん な惡 いもので、 當時 大いに 公愤を 感じた。 併し これ は 後で 其 筋の. 注意が あつ 

て、 燹物師 が 上げられ たやう だから、 畫 伯に とって は大變 迷惑な 御 災難だった であらう。 其 他 

相當の 俳人なん ぞで 箱書き を 書いて るの を 二三 見受けた が、 い づ れも 怪し いものば かりだった。 

詩 を やる 知人が 漱 石の 横 額 を 買った から 見て くれと いふ。 行って 見る と 全然い けない のみ か、 

しろ も 0 

その 粉本 迄 どれと わかる 代物。 すると 一 週 問 程で 見す 知らす の 書 畫屋の 小僧が、 ^々長い 額 を 

座頭が 三味線 を かける やうに 肩に かけて やって 來た" ハ ハァ …… 、 詩人 君 やつ. たなと 思って 居 

くだん 

ると、 果して 件の 額 だ。 これなん ぞ 愛嬌の ある 部 だが、 上來 書いて 來た ところ を もって 見る と、 

「菜 酒 不許入 山門」 になら つて、 K 物 入る ベから すと でも 玄關 先に 禁札が 屮 Z したい 位 だ" とこ 

ろが まだ 此外 にも 第一 一類の 費 物が やって 來 るの だ。 

一 九 二 


數年 前の 『ホ卜 卜 ギス』 誌上に、 『gl 人の 漱石』 と 題す る考證 をした ものが のって 居た。 徘號. 

を 同じく する 同名異人 を あげた もの だが、 これによ ると 寬政 文化 頃の 諸國の 俳人の 巾に、 伊静- 

に も漱 石が あり、  和 泉に も漱 石が あり、 出 雲に も漱 石が あり、 その外 ロ篇の 嗽で は あるが、 京. 一 

にも 嗽 石が あった さう だ C 又 同じ 頃漱石 子と 稱 する 傳記 未詳の 畫家 もあった と 書 畫の辭 引に 名 一 

だけ は 見えて 居る。 すでに ra 人の 俳人と 一人の 畫 家と を 見出した 以上、 詮索 次第で まだく 

付かる の は 必然 だ。 私の 見た もののう ちで も、 淸 代の， 畫 家の 筆と 思 はれる ものに 嗽 石 軒と 號しー 
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たものに 出會 つて 居る し、 書畫を 弄ぶ 素人 玄人で、 漱石 或は 嗽 石、 時には 漱 石を號 とする もの-一 

は、 和漢 を 通じて 其の 數は少 くない ことと 思 はれる。 ところが 門跡 は 本願 寺に、 太閤 は秀吉 に. ■ 

とられて しまった やうに、 漱石 はすべ て 夏 目 金 之 助の 淑 石に とられて しまった 形 だ。 又 さう や： 

らな いと 書 畫屋も 商寶に はならない の だら う。 

序 だから 書き そへ てお くと、 先生が この 雅號 を用ゐ 始めた の は、 明： m 二十 二 年、 つまり 二十 

三 歳の 時で、 漢文 や 漢詩 を 書く 時の 雅號に 使った ものの やう だ。 後に 俳句 をし きりに 作る や 5. 一 


になって から は、 最初 は 「愚 陀佛」 と號 し、 後に この 號を 用ゐ た。 

晚 年に 直接 聞いた 話で あるが、 それ は 支那の 黄 興が 「文章 千古 事」 とい ふ杜 詩の 一 行 物 を爲. 

め 書きで 贈った 幅 を かけて 置かれた の を 見る と、 激石 先生 正と 書いて ある。 つくりが 文と なつ 

たり 欠に なったり、 どっちが い \ の だら うと 尋ねる と、 先生 自身、 自分 ももと は 文 を 書いて 居 

たが、 本當は 欠が い、 の ださう で、 この 近年 は 欠に 改めた と 言って 居られた。 なる 程 遣 作を數 

見る やうに なつてから 氣が ついて 見る と、 大正の 初め 頃 迄の もの は 多く 激 になって 居る。 

さて 此 種の もので 私が 最初に 打 突った もの は、 橫濱の 親戚が 珍ら しい もの を 手に入れ たから 

といって 御 自慢に 持ち込んだ 一行 物。 六 朝風の 肉". k な 力の ある 書風で、 中々 しっかりした 堂々 

たる ものであった。 文句 は 忘れた が、 多分 禪林 句集の 六 言 か 八 言 かの 句であって、 旁に 干支が 

人って 嗽 石 書と 書いて あった。 印影 も 嗽 石で、 恐らく ある 禪 家の 書と 思 はれる が、 誰が 書いた 

もの か 夏目漱 石と いふ 箱 書付き で 天下 を 横行して 居る ので ある。 これ は 前記の 外の 一例で あら 

う。 十餘年 前の 事で ある。 

屮 Z 入りの 表具屋が 運座の 句ら しい もの を 五十 葉 も 緩り 合 はせ たもの を 持ち込んで 來て、 どえ 

らい もの を 掘り出し たから 見ろ とい ふ。 何でも ffi- めた 男と いふの が老 俳人 だと ある。 きたない 
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手 稿 だとめ くって 行く と、 最後の 軸と あろと ころへ、 烏が 姉 をつつ つくと か 何とかい ふ、 至極 

月並の 句が 一際 大きく 亂 暴に 書いて あって、 漱 石と 署名して 居る。 つまり 點 者が 漱 石なる 宗匠 

.C- ん 

の わけ だが、 可哀 さう にこん な 川柳 紛 ひの 綿 人り 發句 をな すりつけられて は、 夏 目漱石 甚だ も 

つて 浮ばれない 次第 だ。 

大正 九 年の 秋、 遺墨 展觀を 東京、 京都と 催して、. 最後に 『大阪 朝日』 の樓 上で 開いた。 其 時 

松 山 出身の Y とい ふ 紳士が、 先年 松 山で 知人の 所藏を 無理に ねだって 來 たもの だとい つて、 竹 

石に 詩ら しい もの を 題した 小點を 持ち込まれた。 匠氣滿 幅の 下 素な もので、 どこ を 押したら 漱 

石な どと いふ 音が 出る のかと 見て 居る と、 松 山の 元の 所藏家 は、 先生が ロンドンで 書いた 短 W 

などと いふ 珍品 ももって るので、 筋 は 確か だと 頻りに 自信 を强 張す る。 甚だ 鼻 張りが 强ぃ。 一 

緖に 見て 居た 私 も 新聞社の 連中 も少 からす 僻 易して、 どうもと かそれ となく 敬遠す るの だが、 

上 tl- せかへ つてる 御當 人、 いっかな 聞き わけがない。 そんなに 思 ひつめ てるなら、 人の 意見な 

ん かき かなけり やい. -の だが、 自分 一人でな く、 それ を 確か だとい ふ ものに 鑑定家 も 居る、 だ 

のに 贵 方方 はいけ ない とい ふと、 終 ひに は 喧嘩腰で 突か \ つて 来る。 其 男の たよりに して 居る 

の は、 讀畫樓 主人と 書いた ドに捺 して ある 小さい 下駄 印の 一 つに、 かすかに 淑 石と よめる のが， 


ゎづ かに 足 だまりな の だ。 仕方が たいので 實物敎 育 を やって やらう と、 展 觀の會 場に 人って 一 

一手 法の 違って る 所以 を說 明に 及んだ が、 ある 畫贄 物に 大正 四 年 云々 と 書いた 巾の 「i:」 の 字 

の 筆 使 ひが、 竹 石の 偽物の 「ral」 とい ふ 字 そっくり だとい つて 狂氣の やうに 喜ぶ 始末 だ。 たう 

とう 乎に おへ なくなって、 ともかく 預かって 外の 連中に も 見せて 上げよう、 何も 私が 權威 とい 

しろ も G 

ふわけ ぢ やたいの だからと、 休めに 持ち かへ つた。 勿論 誰が 見た つて 相手になる 代物で はな 

いので、 日 を 經てほ とぼりの さめた 頃 を 見計らって 返送して やった が、 受取った とも、 御手 數 

有難うと もい つて 來な いのは、 人情と i 一目 はば 言へ、 恐ろしく 得手勝手な 人 問が 居る もの だ。 

其 頃、 蟹 を 描いて 千里 横行と 題した 漱石 ものが あると いふ 話に、 見ない けれどい けないだら 

うと 言って おくと、 今度 は 秋 田の 方から 堂 々たる 南畫 山水の 寫眞を 送って 來た。 寫眞で 見ても 

いけない の だが、 程經て 今度 は その 寫眞と は 少し ii 柄の 違った 本物 を、 親類の ものに 託して 見 

せに 來 たのが ある。 中々 手の か， - つた 山水 だが、 勿論 これ も 似ても 似つ かぬ 代物だった。 恐ら 

く 贊物を 造る つもりで 描いた もので はなから うが、 誰かに い たづら されて 賀 物に 仕 立 て られた 

もので あらう。 田舍へ 行く とえら い 化物が のさば つて 居る と 見える。 

森槐 南の 題 詩が 上に あって、 漱 石が、 牡丹のへ いてる 岩石の ドで、 猫が 孔雀の 羽根と 戯れて 

一 九 五 
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る屮々 凝った、 露 物の 漱 石に は 描け さう もない し 又 描き さう もない 圖 柄が、 g: 五 年 前の 話 だが-. 

一 月 もた \な いうちに 三度 私のと ころへ 訪ねて 來た 事が ある。 漱 石の 猫 だとい ふので みんな 飛 

びつ くものと 見える。 何でも 大變 高い 事 をい つて 居た が、 鼻高々 と 一 つ 見せて やらう 位の I. 湫位 

で 持ち込む の だが、 いけない とい はれる とべし やん こに なって、 すぐに トランプの 婆々 ぬき 見 

たいに 他へ ま はす。 それが 又 意 氣揚々 と 長い 風呂 包み を か、 へて 乘り 込んで 來 るの だ。 人 は變. 

れど 主變ら すで、 二度 nil に は、 此方から 寸法で それと 察し、 何 だ 又 猫 か、 そんなら かう かう い- 

ふ 猫の 圖だ らうと 說 明して 笑った 事が あるが、  目 ぼしい ものに なると、 大概 二度 位づっ 拙宅の 

敷居 を またぐ から 厄介 だ。 

これらの もの は 大方 みんな 原作者に 罪 はない ので、 門下の 人のう ちに は、 先生の 筆蹟に 似た 

人が あるから、 うかくして 居る とそん なの は 知らぬ 問に 自分の 名 をぬ かれて 先生の 名 を 入れ、 

その ま \ 通用して 了 ふやうな 事がない ともい へない。 油 斷も隙 もあった もので ない。 

上來長 々 と W 漱石 の 事 を 書 いたが、 あげた 例 は 私 の 見た 多く のうちの ほんの 目 ぼしい もの だ- 


け。 今後 もい ろく 思 ひも かけない 珍品、 氣 のきかない 粗製 亂造 品な ど を 見せられる 事で あら 

うが、 腐 物の い \ もの は 年と 共に 少く なり、 かう した 寶物 のみ ひとり 市場に 横行す る 傾きが、 

近來 殊に 著しくな つて 來て 居る。 早い話が 私自身 故 鄕に殘 してお いた 掛軸 を、 太に 會 つて 燒ぃ 

た 事が あり、 又 あの 大震災で は、 私の 知った 物のう ちで も かなり 失 はれた ものが ある。 例へば 


岩波 茂 雄さん なんか、 所藏 品の 大部分 を 殆んど 火に 見舞 はれた ので あらう が、 殊に 愛蔵の 「获 

の 粥」 と 題す る畫贊 もの は 痛惜に 堪 へざる ものの 如く、 幸 ひ 私の 手許に 寫 眞が殘 つて 居た の を 

引きのば して、 今は綠 かに 愛惜の 情 を やって 居られる。 かう した 失 はれた もののう ち 私の 貴 任 

にか、 る 一幅 は 「南山 松 竹圖」 と 題す る 細密な 着 彩南畫 だ。 これ は 野上璺 一 郞 さんの もの を 借 
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りきて、 重 集の 最後に を さめるべく、  ifi  くれぐ も 大切： する やう 

にと いつ 5? 置いた の だ。 それが 大 體出來 上った 時に、 例の 大寶で やられて しまった。 

不可抗力と はいっても、 あ SS た 道具屋で、 先生 S を もって 居た 男なん か、 あと は 野と 

たれ" と， これ i つ さへ.^ れ f そ Qf 背負って 5 東 雄 を國. I あたりまで 逃げの 


びた のさへ あり、 殊に m 版 所の 春陽 堂で は、 さう いふ 大事な もの は みんな 持ち運ん ごしま， 

と i のに、 一番 P な こ Q 幅 を 取り出さなかった. 結局 熱がなかった 事に 歸 f る わけなの 

^、 後で 出版 所 を 詰った ところ、 自分と この もので ゆるして くれと いって 居た が、 それ 4 ま 

住に それなりに してし まった. しかし 野 上さん に は 散々 怒られ、 とにもかくにも 代りの 惠を、 


山 房 所藏の ものから 割いて お贈り はした ものの、 どのみ ち當の 「南山^ 圔」 は 永久に かへ つ 

て來 ない の だ。 かう した 着 彩の 南畫は 全部で 十點も あるかな しで、 しかも 先生 自身 表装 を させ、 

箱書き をして、 人に もやら す 手元に 保存され て 居た の だから、 特に 贈られた 野 上さん の 心中 も 

さる こと だし、 叉 全體 的に 見ても 惜 まれて ならない の である。 

先生 は 特に どんな 法帖 を學 ばれた と い ふ 事も閜 かない。 法帖 拓本の 類 も相當 座右に あるの で 

あるが、 どっち かとい へば 見て 樂 しむと いふ 方で、 そのうち のどれ を學ん だとい ふ あと はない。 

ま ね 

一時 明月 上人の 字に 私淑され た あとが ある やう だが， 其 頃は眞 似る とか 習 ふと かいふより、 や 

はり 自分 流に 樂 しんで 書かれた ものの やう だ。 其 後良寬 張りの 字 を 書かれた 事が あるが、 これ 

はわ づか 一年ば かりの 間ながら、 相當 影響が あつたと 思 ふ。 遗作を 見る と、 その 影響が くつき 

りと わかる。 しかし 其 後、 問 もな く 又 自分の 流義 にかへ り、 晩年の 筆蹟 は、 手紙の 字の  一 I 洗 

谏 された ものに なって 居る。 だから 手紙の 字 をよ くの み 込んで 居り さへ すれば、 賓 物に ひっか 

かる やうな へま はやりっこな いわ け だ。 この 點 全集の 書簡集 を 編まれた 小宮 さんなん か、 そこ 

へ 行く と强 いもの だ。 とにかく 先生 は 一 體に 自分 自分の 素質に ある 天眞の 流露した もの を 好か 

れ たらしく、 今 出 來の六 朝風の 字なん ぞには 好感 を 持 たれて 居す、 自然 自分で も あ、 いふ わざ 

一 九九 
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とらし い！ 呉 似 はされ なかった やう だ。 

じ ま 

搶の發 足 は 初め 我流の 水 彩畫。 その後 油鎗を やられた が、 これ は 色が 濁っても のになら す 終 

ひだった。 水 彩の 大部分 もや、 朦朧 體 だが、 しかし やっぱり 一種 獨 得の カラ リストで、 先生 好 

みの 上品な 色彩が、 始終 一貫して ついて ま はって 居る のが 面白い C これ は 南畫を 描かれる やう 

になって からで も 貫いて 居る もので、 晚 年に は 南 畫が餘 程 面白かった ものら しく、 三 幅 對の大 

作 を やって 見るな どと、 その 構想 を樂 しんで 語って 居られた 事が ある 位 だ。 大きな 南畫を 描か 

れ るへ M に、 藏澤の 墨 竹に 感服し、 しきりに それ を學 ばれ、 全く 藏澤 振りの 竹 を いくつか 殘 して 

居られる が、 これ も 後で は 段々 元氣 のい.. - 太い 竹で なしに、 高 品. な 細 みのものに 變 つた。 かう 

なると 書 畫ー體 で、 先生に は 妙に 氣 張った 肉太の もの は、 何に 限らす ぉ齒に 合はなかった もの 

であら * ゥ。 

暨物師 も 頭 を 働かして、 もう 少し 漱石 を硏究 するとい \ の だが、 うはべば かりい くら 眞 似よ 

うとした つて、 漱 石の 書畫の 面白味 は そこにな いの だから、 結局 眞 物に 親しみの ある.^ のの 眼 

を 瞞着す る わけに は 行かない。 尤も それが 學 ベる やう だったら、 其 日から 賛物 かき を廢 業す る 

事になる かも 知れない。  一 


はっきりした 記憶 はない が、 たしか 先生が 逝かれて 二三 年後の 事であった。 一 n 當時小 t に 

ひと  ひと 

居られた 佐 藤と いふ 仁が 訪ねて 來られ て、 先生の 古い 短冊 を 五 枚 示された。 佐 藤と いふ 仁に は、 

前々 賀狀ゃ 何 かで いくらか 馴染 はあった ものの、 それが どうい ふ緣 故の 方で あるか は、 其の 時 

迄 知らす に 居た。 聞けば 明治 二十 九 年の 春、 松 山から 熊 本に 移られた 當時、 獨 身の 先生 を、 何 

くれと なく I 話 をした 松 島と く 女と い ふ老媼 の、 たしか 緣に當 る 方で あると か い ふ 事であった。 

その 松 島と いふ 媼は、 もう 數年 前に 亡くなられ たさう であるが、 先生の 結婚 生活が 始まって か 

らも、 亦 長女 筆 子が 生まれてから も、 其の 顷樂隱 居の 身であった 老婦 人 は、 よく 土地 慣れない 

新 世帶の ものの 面倒 を 見て 吳れ たもの だとい ふ。 殊に 筆 子の 如き は 始終お もり をして 遊ばせて 

- 貰って ゐ たとい ふから、 自分 達に とっても、 此 老婦 人は懷 しい 恩人で あるに 違 ひない。 

此老 婦人が 先生から 短册を 書いて 貰って ゐた。 贈った 人 も 贈られた 人 も 令 は 亡い。 隨 つて 何 
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とらし い I 呉 似 はされ なかった やう だ。 

じ ま 

総の 發足は 初め 我流の 水 彩畫。 その後 油鎗を やられた が、 これ は 色が 濁っても のになら す 終 

ひだった。 水 彩の 大部分 もや t 歸鹏體 だが、 しかし やつば り 一種 獨 得の カラ リストで、 先生 好 

みの 上品な 色彩が、 始終 一貫して ついて ま はって 居る のが 面白い C これ は 南畫を 描かれる やう 

になって からで も 貰いて 居る もので、 晚 年に は 南 畫が餘 程 面白かった ものら しく、 三 幅 對の大 

作 を やって 見るな どと、 その 構想 を樂 しんで 語って 居られた 事が ある 位 だ。 大きな 南畫を 描か 

れる 前に、 藏澤の 墨 竹に 感服し、 しきりに それ を學 ばれ、 全く 藏澤 振りの 竹 を いくつか 殘 して 

居られる が、 これ も 後で は 段々 元 鼠の い. - 太い 竹で なしに、 高 品. な 細 みのものに 變 つた。 かう 

なると 書 畫ー體 で、 先生に は 妙に 氣 張った 肉太の もの は、 何に 限らす ぉ齒に 合はなかった もの 

であら^。 

質 物 師も頭 を 働かして、 もう 少し 漱石を 研究 するとい. -の だが、 うはべば かりい くら 腐 似よ 

うとした つて、 漱 石の 書畫の 面白味 は そこにな いの だから、 結局 眞 物に 親しみの ある ものの 服 

を 瞞着す る わけに は 行かない。 尤も それが 學 ベる やう だったら、 其 日から 蟹 物 かき を廢 業す る 

事になる かも 知れない。 


はっきりした 記憶 はない が、 たしか 先生が 逝かれて 二三 年後の 事であった。 一 n 當時小 倉に 

ひと  ひと 

居られた 佐 藤と いふ 仁が 訪ねて 來られ て、 先生の 古い 短冊 を 五 枚 示された" 佐 藤と いふ 仁に は、 

前々 賀狀ゃ 何 かで いくらか 馴染 はあった ものの、 それが どうい ふ緣 故の 方で あるか は、 其の 時 

迄 知らす に SS た。 聞けば 明治 二十 九 年の 春、 松 山から 熊 本に 移られた 當時、 獨 身の 先生 を、 何 

くれと なく 世話 をした 松 島と く 女と いふ 老榲 の、 たしか 緣に當 る 方で あると かいふ 事であった。 

その 松 島と いふ 姐 は、 もう 數年 前に 亡くなられ たさう であるが、 先生の 結婚 生活が 始まって か 

らも、 亦 長女 筆 子が 生まれてから も、 其の 頃樂隱 居の 身であった 老婦 人 は、 よく 土地 慣れない 

新 世帶の ものの 面倒 を 見て 吳れ たもの だとい ふ。 殊に 筆 子の 如き は 始終お もり をして 遊ばせて 

. 貰って ゐ たとい ふから、 自分 達に とっても、 此老 婦人 は 懐し い 恩人で あるに 違 ひない。 

此老 婦人が 先生から 短册を 書いて 貰って ゐた。 贈った 人 も 贈られた 人 も 今 は 亡い。 隨 つて 何 
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時 書かれて、 どうして 贈られた もの か は 固より 分らない。 が 想像す ると ころに よると、 恐らく 

明治 二十 九 年の 秋に、 五 枚 共同 時に 書かれた ものであって、 それが 二十 餘 年の 問、 熊 本の ある 

つい.？ 

田舍 家の 襖な り、 衝立な りに 貼られた ま. -、 半ば 忘れられ. てゐ たものに 違 ひない。 それが 先生 

め 逝去に よって、 改めて 見出され 又は 想 ひ 出されて、 *1 に 出る に 至った ものと E 心 ふ。 佐 藤氏が 一 

所藏 して ゐられ たの は、 さう した 俾來 によった もので あらう。 

古 い 短冊 は 各 ！ 五つの 句 をのせ てゐ る。 

わが 脊戶の 蜜柑 も 今や 神無月  漱 

香 椎 宫 

秋 立つ や 千 早 ふる 代の 杉 ありて  淑 

鷄頭ゃ 代官 殿に 御意 得た し  漱 

酒なくて 詩なくて 月の 靜 かさよ  愚 

ひかで 鳴る 夜の 鳴子の さびし さよ  漱 

最初の 蜜柑の 句 は 二十 八 年の 句で あるが、 以下の 四 句 は 皆 それぐ 二十 九 年の 秋、 正 岡 子規 _ 

に 送った 俳 稿の 中に 見出す 事が 出來 る。 自分が 此 間の 短 W は 一 一十 九 年 秋の 掷毫 になった もの だ 一 


石 

陀 佛 

石 


I いふ 想像 は、 現に 殘 つてる その 俳 稿な どから 考 へて 見て、 大凡 大過の ない ものと 思 ふ。 

明治 一 一十 八 年から 三十 一 一年 迄が、 先生の 作 句の 一 番 油の 乘 つた 時であった らしい。 句が 出來 

紙な りに 書いて、 子規 居 

士の 許へ 達ら れた。 子規 

居士 は それに 點を つけ、 

朱 を 入れて 送り返した。 


M:le  二十 九 4h 


筆 <? 大師 流 


w 治 三十 二 年 


の 里に 


靜 な 


MASS 十三 年 


何とか 書いて あるの が、 おきまりの やうであった。 それらの 俳 稿 は、 


先生の 俳 稿 はいつ も 居士 

ふせ い を こふ 

宛で、 最後に 「乞 斧正」 

叉 は 「乞 叱正」 と 書いて 

あると、 居士の 朱筆で 

末尾に 「子規 妄評」 とか 

當 時の 詩稿と 共に 漱 石山 


房に 藏 して あるが、 俳句の 面白さ 以外に、 子規 漱石兩 文奈の 性格が 紙面に 躍如と して ゐて 甚だ 
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興味が 深い。  i 

先生の 短 ■ の、 世の 崇拜者 好事家の 所蔵して ゐる數 は、 幾 百と いふ 夥しい 數に 上る であらう j 

が、 多く は 明治の 末期から 大正 五 年 病歿 迄の ものであって、 明治 三十 年 前後の もの は 多く ある 

まい。 自分が 從來 見て 來た數 多い ものの 中で は、 此の 五 枚 あるの みで ある。 (最近 叉 一 枚 見た。) 

此 意味に 於て 此 等の 古い 短冊 は、 全く 貴重な 珍品で あると 一一 目 つて 差 支がない。 

そして 當 時の 所有者 佐 藤氏に 乞うて 「月」 の 句と、 「鳴子」 の 句との 二 枚の 短冊 を 貰 ひう けて- 

そ の 代りと して 夏 目 家 所 藏のー 一枚の 新しい 短冊 を 贈った。 それが 

冷やかに 抱いて 琵琶の 古き 哉  漱 石 

ばっさり と 高架の 上の 一葉 哉  漱 石 

の 二 句で ある。 前の 句 は 明治 四十 三年の 句で あるが、 後者の 作 句 年代 を 明かに しない。 けれど- 

も 平明 枯淡の 持 味から 推す と、 恐らく 晚 年の 句に 違 ひない。 筆蹟から いへば 琵琶の 短冊が やや 一 

早ぐ、 一 紫の 方 は歿年 近くの ものと 思 はれる。.  一 

この 二 枚の 新しい 短 m と、 煤けた 三枚の 古 短冊と を 比較して 見る と、 筆蹐の 上に 非常な 隔 リー 

わ だか i 

が ある。 餘 りに その 逕庭が 甚 しいので、 後年の 高 品に して 蟠り のない、 美しい、 自己の 領域 を 一 


達成され た 墨猜を 見て 居る 目に は、 これが 同じ 人の 手に よって 書かれた もの かと 怪 ぶまれ もし 

よう。 けれども 時代に 二十 年の 隔 りのある 窜を 計算に 入れて 考 へて 見る 必要が ある。 實 際其當 

時の 俳 稿 や 尺牘に は、 此等 短冊に 現 はれた 俤は 十分に 見出す 事が 出來 るので ある。 さう 言へば 

心なし か、 新舊兩 種の 短冊の 問に も、 何等か 一脈の 相 通す る ものが ある やうで ある。 自分の 想 

像で は、 先生が 短冊 を 書かれた 最初の 作品が、 此 等の 煤けた 短冊と して 殘 つて ゐる もので は あ 

るまい か。 

ぜ ざん 

今此等 新舊五 枚の 短冊が、 此 道の 數寄者 であり、 叉 平常 先生に 傾倒して ゐる 是山詞 兄の 懇望 

によって、 の所藏 家の 手から 氏の 手に 移った 事 は、 氏の 欣 びが 想 ひ やられる と共に、 短册自 

身 自ら その 處を 得た と 言 ふべき であらう。 自分 も 氏と 喜び を頒 つと 同時に、 短冊が 落ちつく 所 

に 落ちついた 事 を 心から 祝 ふ ものである。  (昭和 三 . 四) 
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二  o 六 

宗 敎 的 問 答 

も丄 J つ 

この 十二お 九日の 祥月命日に 谳石 先生の 十七 囘忌 を營ん だ。 さう して その 記念と して 『木屑 

ろ-、  わか 

錄』 の 原本 を複寫 して 頒 つた" 『木屑 錄』 とい ふの は、 漱石 二十 三 歳の 筆になる 漢文の 房總紀 

行であって、 珍ら しい 事に 子規 居士が 朱で 到る ところに 評 を 書いたり、 點を 加へ たりして、 11^% 

後に 跌を 書いて る もので、 勿論 f に 問ふ爲 にものされ たもので はない が、 恐らく 文豪の 筆と し 

て 一 番 最初に 纏まった 文章で あらう と 思 はれる。 毛筆で 書かれた のびく とした 毒氣 のない 文 

字と いひ、 漢文で は あるが 着服 ゃ描寫 とい ひ、 いろくの 暗示 を ふくんで 居て、 漱石 研究家に 

とって は 活字本の 漢字 を卒讀 する のと 違って、 又な き 味の ある もの だ。 殊に 子規^ 石と 二 文人 

の 筆 踏 を 比 絞して 見て る だけで も、 非常な 興味が あるので あるが、 しかし 私 は个こ \ で 二人の 

比 61 をしょう とい ふので もなければ、 乂 『木 展錄』 ゃ漱 石の 初期の 文章の 研究 をしょう とい 

ふので もない。 


嫩石 二十 三 歳 は 明治 二十 二 年 だ、 九月 九日 脫 稿と ある その 九日 さへ、 今と なって は 命日が 九 

日であって、 その 九 n に は、 毎月 今でも 生前 その ま \ の 遣 窒漱 石山 房に 門下が 集まって、 九 U 

會と名 づける 會 をつ けて、 今に 二百 幾 十囘を 重ね 來 つた 位 だから、 何となく ある 感じ を さへ 

持つ ので あるが、 さて その 二十 二 年 は 私が 生まれる 二三 年 前の こと だ。 私 は 先生の 生前 丁度 滿 

一年の 間、 その 鬥を 叩いて 親しく 敎を うけた 一人で あるが、 元々 年 は 親子 程 違って 居ても、 其 

爲か 何となく 同時代の 人と いふ 感じが し、 又 多くの 小 說の類 は 極めて 自分に 親しみの ある もの. 

と 思って 居た のに、 その 人の 同じ年が、 すでに 私が 生まれる 二三 年 前に、 かう した 『木屑 錄』 

の やうな 文章 を 書きの こして おかれた のかと 思 ふと、 何だか 今迄 知らなかった 先生と いふ もの 

が 別にお 在して 居る といった やうな、 妙に 遙 かな 心地が して 來 るので ある。 しかし 考 へて 見る 

と、 私な どに は 至極 親しい 漱 石の 作品の 大部分 も、 今の 若い 讀者ゃ 一般の 人々 にと つて は、 丁 

度 私が 『木 展錄』 を 手に した その 感じに 似た ものが ある わけ だ。 

此間漱 石 追悼の ある 講演 會に 出た ところが、 數 多い 講演者の 中で、 直接 先生 を 親しく 識 つて 

ゐ るの は 私 一人と いっても い \ 位で、 あと は みんな 漱石を 純 粹に歷 史的 存在と して 價値 づけ を 

し 批判 を 新に しょうとして 居る 人達ば かりだった。 十六 年も經 つてな ほ も 私達 は 故人の 息 を 
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感じて 居て、 とても さう した 離れた 氣 持で この 人 を 見る 事が 出來 す、 又 それ を 自分の 幸福と さ 

とんま 

へ も 感じて 居る もので は あるが、 實際 頓馬な 話 だが、 其 日まで 自分 は それに 氣 がっかす、 人 も 

みんな 自分の やうな 感じ を 一 樣 にもって る もの 位に 漠然と 考へ てゐ て、 自分が 數の少 い 例外の 

位置に 立って る 事 を はっきりと 知らなかった の だ。 この 偶然の 小發 見から、 自分に は 極めて 何 

でもない ありふれた 事ながら、 こ、 に 朧氣な 記憶 を迪 つて、 十七 年 前の 一夜 を 物語って 見る 氣 

になった。 勿論 記憶 違 ひも あらう、 聞き 洩らし も あらう し、 叉 第一 忘れて しまった 筒 所 も少く 

ないで あらう。 しかし 從來 殆んど 傅へ られて 居ない 漱石 のこの 一 面 を、 いさ、 かで も 傅へ る 事 

が 出 來れば 私 は滿足 だ。 

冷い 雨が しとく と 降った。 その 雨の せゐ か、 いつにな く 木曜日の 夜の 嫩 石山 房 はもの しづ 

かだった。 客 も 珍ら しく 少 かった。 芥 川と 久 米と 大學 生が 一 人と、 さう して 私との il 人だった- 

木曜日 は 山 房 主人の 面會日 だ。 十一月 初めの ことであった。 

殆んど 無言の 大學生 を 除いて は、 全くの 水 入らす といって もい \ 位 なので、 主人と 若い 弟子 

たちとの 問答に はいつ もの 雜 昔が 入らす、 過去 一 年間の 木曜日で 一番 しんみり とした 夜で あつ 


た。 其 日 も 初めのう ち は、 いつもの 調子の 文學談 やら 超然たる 世間話で あつたので あるが、 や 

がて ふとした ことから 宗敎 的な 話題に 入って 來た。 はっきり 覺 えて 居ない が、 たしか アナ ト ー 

ル . フランスの 事 か 何 かから そんな 話に なった かと m 心 ふ。 初めは 芥 川が 何かと 問を發 して 居た 

が、 やがて 私に お 鉢が ま はって 來た。 豫々 私 は宗敎 的な 問題に 關 して、 一度 何かと 尋ねて 見よ 

うと 思って 居た 矢先き だった し、 又 文學に 志し 始めた 當 時の 自分に、 根本的に 横た はって 居た 

自分の 問題で もあった ので、 それ を この 大 先輩が どう 解して 自ら を處 して 居る か、 それが 知り 

たかった ので、 私 はこの 機 を外づ して はと かなり 不 遠慮に 尋ねた ので あるが、 しかし 前々 から 

質問 をき ちんと 用意して 居た わけで ない ので、 問 ふ 事が どつ さり ある 害で あり 乍ら、 思 ひど ほ 

りに 出て 來な いのが もどかしくて 仕方がなかった。 問 ふ 若者 は 求道者の 熱に をの、 いて 居る が、 

答 ふる 主人 は それに つれて 瞑想 的な 獨白 を續 ける のであった。 

—— 西洋の 近代の 大作 家の もの を 見る と、 大體 がぎ り/ \の ところへ 行く と、 一種う ける 感 

じが 宗敎 的で、 それが 太變 作品 を 深めて 居る やうです が、 そこへ 行く と 日本の 作家の もの は、 

1 體に 何だか 其點 薄っぺらに 感じられて 仕方が ありま せんが * 如何で せう。 

「みんなが みんなと いふ わけで も あるまい が、 さう いふ 點 がないで もない ね。 尤も 君が さう 

二 〇 九 


いふ 種類の 作家な り 作品な り を 特に 好んで 讀む とい ふところ も ある だら う。 が 一 面國 柄に もよ 

る だら うね。 しかし 近代 文學の 所謂 大きな 作品と いふの は、 結局 人 問の 思 ひつめ た 生活 を 描く 

にある といって い、 だら うから、 さう いふ 點 になる と、 自然、 宗敎 的な 救 ひとい ふやうな 事が 

問題に なっても 來 るし、 又 さう いふ 大切な 時の 用意に、 昔から 宗敎 とい ふ もの は 役立って 來た 

の だから。 勿論 近代に なって は、 昔の その 救 濟が用 をな さなくな つたと いふ 事 を 主題に した も 

の も隨分 ある やう だが、. とにかく 人 問の ぎりく の 思 ひつめ た 生活 を 描く とすれば、 勢 ひ宗敎 

的な 色彩な り 要素な りが 多分に 現 はれて 來る だら うね。 叉 彼方の 習俗と いふの が、 今 もい ふと 

ほり さう いふ 點 では 甚だ 宗敎 的なん だから。」 

—— これ は 私 だけの 偏見 かも 知れません が、 彼方の フリ ー . シ ンカ ー ゃモダ ー -ーズ ムを唱 へ 

る 人達で さ へ 、 まだ 日本の さう いった 新ら しがり や 速より 遙 かに 宗敎的 だと 思 ひます が …… 

「それ は 面白い 見方 だ。 しかし 宗敎 的と いふ 秤 一 つで 文 學の輕 重 を はかる のは^へ ものだね。 

だが さう いふ 宗敎的 色彩の 濃厚な 國々 の 間で、 歐洲 大戰が 現にし きりに 行 はれて 居る の も妙ぢ 

やない か。」 

一し きり 戰爭の 話が 出る。 大正 五 年の 秋の 事 だから、 歐洲大 戰の眞 盛りな の だ。 トライ チュ 


ケゃ 二， 'チ H の 話から、 自然 話 は 哲學の 方に 流 

れ 移って、 其 頃喧傳 されて 居た 獨逸 西南 學 派の 

などに 及んだ" さう して 大塚 博士の リツ ケル 

^ 卜の 講義の 話な どが 出た。 主人 は その 講演の 筆 

^ 記 を 哲學雜 誌で 讀ん だとい ひ、 それから 『丁酉 

^ 倫理』 かに 三囘に 亙って、 連載され た 紹介が、 

P  ぼ 大變要 を 得て 居て よくの み 込めた といった。 亡 

に、 く なられた 後で その 三 冊が 書齋の 廊下に 丁寧に 

け 保存して あった。 

る 

^ —— 藝術家 のフィ ロソフ ィ， - を 見て も、 そ の 

石 

先 哲學は 初めは 口 マン チックで、 中頃 は 倫理的に 

生  . 

なり、 それから 最後に は宗敎 的になる とい ふ 風 

に 感じられ ますが、 何だか 先生なん ぞの 行き方 

も そ ん な風ぢ やな いんで せう か。 

二 一 一 


「それ は 文學者 だけに 限って は 居-まい。 大體に 於て 人間 はさう いふ 徑路 を迎る ものなん だら 一 

うね。 しかし 自分の やうな 多少と もに 文學の 道に 携 はった もの は、 救ひ丄 いふ やうな 事で も、 - 

宗敎 家が 夢想す る やうに、 一律 ー體に 全人 類が 一時に 救 はれるな どと は考 へない。 救 ひとい ふ： 

事と 悟りと いふ 事と が、 大體 同義語に 思 はれ るんだ ね。」  一 

—— すると 絕對 者の 中に うけとられ ると いふ 淨土敎 的な 他力 主義で なく、 自ら 悟り を ひらい 一 

て それで 救 はれようと いふ 禪 的な、 謂 はば 自力 主義なん です か。  ： 

まっかう  一 

「自力と か 他力と か、 さう いふ 抹香く さい 用語 は、 非常に はっきりして 居る やうで、 其實， 誤 一 

解が 生じ 易い が、 始めから 絕對者 を豫定 しなくたって、 境地と して はさう いふと ころ 迄 行かな 一 

ければ、 救 ひに はならない のぢ やない かな。 だから 理性的な 僕 等 は 超越 的な 神なん ぞを考 へる 

事が 出來 ない。 さう して 內在 的に 見て 行けば 又 必要 もない わけ だ。 但し 自覺 の絕對 値と いふか- 

見 性成佛 といった 悟りの 極致 を 神と か怫 とかい ふの なら、 そり やい つても い . ^だら う。」 

. I . すると テ ルツ リア ヌ ス の 言った とい ふ あの 有名な 「不合理な るが 故に それ 信す」 とい ふ 

言葉 を、 先生 はどうお 思 ひになります か。 

主人 は 一 度 その 言葉 を 聞き かへ して、 小さく 自分の 口で 繰り返し たが、 


「面白い 言葉 だが、 何も さうな つたら、 不合理な るが 故になん ぞと 殊更 ひねらな くと もい 丄！ 

ぢ やない か。 もっとす なほに 言っての けたい 氣 がする ね。 柳 は 綠に花 は 紅で それでい， -ぢ やな 一 

いか。 ある もの を あるが ま \ に 見る。 それが 信と い ふ もので は あるまい か。 例へば 今 こ X で、 一 

からかみ 

そこの 唐紙 を ひらいて、 ぉ父樣 おやすみなさい といって 娘が 額 を 出す とする。 ひょいと 額 を 見 一 

ると、 どうした のか 朝見た 時と 遠って、 娘が 無殘 やめつ かちに なって 居た とする。 年-頃の 娘が 一 

親の 知らぬ 問に めつ かちに なった。 これ は 世間の どんな 親に とっても 大事 件 だ。 普通なら 泣き； 

わめ 

喚いたり 腰 をぬ かしたり して 大騷動 をす る だら う。 しかし 今の 僕なら、 多分、 あ， -、 さう かと-; 

いって、 それ を 平靜に 眺める 事が 出來る だら うと 思 ふ。」  一 

ゐ く どうおん 

私達 はこれ を 聞いて びっくりした。 異口同音に、 

「そり や、 先生、 殘酷ぢ やありません か。」 

と 言った。 すると 主人 はな ほも靜 かに、 

「凡そ 眞理 とい ふ もの は みんな 殘 酷な もの だよ。」  一 

と穩 かに 答へ て績 ける のだった。 

「ー體 人 問と いふ もの は、 相當 修行 をつ めば、 精神的に その 邊迄 到達す る 事 はどう やら 出來 

二 一 三 


るが、 しかし 肉體の 法則が 中々 精神的の 悟りの 全部 を 容易に 實 現して くれない。 頭の 屮 では 

を 克服 出來 たと 信じて 居ても、 やっぱり 其 場に なったら 死ぬ の はい や だら うよ。 それ は 人間の 

本能の 力なんだ ね。」 

. I すると 悟りと いふの は、 その 本能の 力 を 打ち 敗 かす ことです か。 

と 誰かが 尋ねた。 

したが 

「さう では あるまい。 それに 順って、 それ を 自在に コント 口 ー ル する 事 だら うな。 そこにつ 

まり 修行が いるんだ ね。 さう いふ 事と いふ もの は 一見 逃避的に 見える もの だが、 其實 人生に 於 

け る 一 番高 い 態度 だ ら う と 思 ふ o」 

—— さう して 先生 は その 態度 を 自分で 體 得されました か。 

「渐く 自分 も 此頃ー つの さう いった 境地に 出た。 『則天去私』 と 自分で は よんで 居る の だが- 

他の 人が もっと 外の 言葉で 言 ひ 現 はしても 居る だら う。 つまり 普通 自分 自分と い ふ 所謂 小 我 の 

私 を 去 つて、 もつ と 大きな 謂 はば 普遍的な 大 我の/、 g する ま 、 に 自分 を まかせる といった やうな 

車なん だが、 さう 言葉で 言って しまったん では 盡 くせない 氣 がする。 その 前に 出る と、 普通え 

らさ うに 見える 一 つの 主張と か现 想と か 主義と かいふ も， 0 も 結局ち つぼけ な もので、 さう か.， C 


いって 普通つ まらない と 見られて る もので も、 それ は それと しての 存在が 與 へられる。 つまり 

觀る 方から いへば、 すべてが 一視同仁 だ。 差^ 無差別と いふ やうな 事に な るんだら うね。 今度 

の 『明暗』 なん ぞ はさう いふ 態度で 書いて ゐ るの だが、 自分 は 近いうちに かう いふ 態度で もつ 

て、 新ら しい 本営の 文學論 を大學 あたりで II じて 見たい。 といって 昔 講じた 文學 論が 元々 意に 

みたない から、 その 不名譽 の 惯ひを 八 r- しょうと いふので はない。 それ は それで、 すでに かいて 

しまった 恥であって、. 今更 どうに も 仕樣がない が、 かう した 人生 觀文 學觀を 確立して、 それ を 

人に 傳 へな いのは 甚だ 相す まない 次第 だ。 が、 それが 義務 だと か 責任 だとい ふので はなく、 言 

つて 見れば 天が 私に それ を 命じて る やうな 氣 がして ならない。 是非 纏めて 君達 始め 天下の 有識 

者 諸君から 聽 いて 貰 ひたいと 2 わって ゐ る。」 

いつにな く 主人の 言葉 は 積極的であった。 しかも 若い者の 氣焰と 違って、 底から 盛り上がつ 

て來る 信念に 充ち 溢れて、 おぼえす 敬虔の 念 さへ 湧く のだった。 あれほど 嫌った 大 學の敎 壇に 

もう 一度 立ちたい と 曾 ひ、 從來 大體に 於て 消極的な、 どっち かとい へば 東洋 的の 隱逸 主義の 人 

が、 卒然として、 かう した 烈々 たる 胸懷 をぶ ちまけ たの だから、 ^達が それに 感激した の は 無 

现 もなかった。 私達 は その 日の 一 日 も 早く 來 らんこと を、 どんなに か 夢 を もって 語り合つ たで 
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あらう。 さう して 日頃 尊敬して おかなかった 人の 中に、 思 ひも かけない 巨き な ものが 目覺 めて- 

いかに 若々 しく こ の 人 を 動かして るか を、 今更の やうに 仰ぎ 瞻る のだった。 

—— 先生 は 死んだら どうなる とお 思 ひです か。 

「死後の 生活と いふ やうな 事 は 深く 考へ て 居ない。 しかし 肉體 はこの ま、 肉體の 法則に 從っ 

て 亡びる だら うが、 しかし 精神が その ま \ 一緒になくなる と は、 どうも 感情 上から も考 へたく 

ない ね。 といって 何も 心靈學 者の やうに、 靈が この 空中に ふらつ いてうよ く 居る と考 へる の 

もどう かと 思 ふが、 とにかく 死んだら、 その 瞬間から 一切の 自分が 何もかも 無くなる と考 へら 

れ ようかね —— 」 

此夜 私達 は 異常な 感奮 を もって 山 房の 門 を 出た。 私と 芥 川と は H ッケ ルマンの 『ゲ H テ との 

對話』 の 中に、 これに 類似の 場面の ある 事 を 語りあった。 今迄 先生に 接して まだ 聽くを 得な か 

つた 事 を 遂に 聽 いたと いふ 喜びと、 人生に 對 する 絶え間な き 修行に 對 する 決心と を 得て、 私 は 

殊の外 嬉しかった。 雨に 濡れて 下宿へ かへ つたが、 私 は 容易に 眠れなかった。 まだ 聞き 足りな 

ぃ點が どつ さり ある。 今日の 感激の 消えない うちに、 それら も 序に 尋ねて 置かう。 さう E 心 ひ 乍 


ら筆 をと り 上げた が、 改まって 書く とまるで 書け なかった。 それから 手紙 を 上げれば 必す 返事 

を 几帳面に 下さる 先生の 事 を 思 ふと、 つまらぬ 手紙 を 讀んで 頂く だけで ー苦勞 だのに、 それに 

また 返事 を 書かせて は 全く 申譯 ないし、 第一 手紙が 貰 ひたい やうで さもしく も ある。 いづれ 次 

の 木曜日に は乂ぉ HI にか \れ るのに、 何も 急ぐ 事 はない と 思 ひ 返して、 自分 をお さへ てし まつ 

た。 しかし 次の 木曜日に はどうい ふ もの か、 蟲が 知らせた とで もい ふの か、 この 夜の 靜 かさに. 

引き かへ、 座敷へ 入り切れない 位 人が 集まった。 「則天去私」 の 文學觀 なん ぞも屮 Z たが、 この 

夜 程 しんみりした ものではなかった。 さう して その 次の 木曜日に は、 すでに 死の 牀 につかれて 

しまって、 それからお 目に か X つたの はたう とう 十二月 九日の 夜、 もう 先生の 口が 永久に 物 を 

言 はなくな つてし まった 時であった。 

ぶしつけ 

私 は あの 時 何故 不鎮 でも 手紙 を 上げて、 さう して 返事 を 頂いて 置かなかった だら うと 泣きた 

い 程悔ん だ。 手紙 を 上げれば、 其 時 先生 はうる さいと 思っても、 恐らく は靑 年の 純情と 熱意に 

た とひ だんかん れいぼく 

ほ だされて 質義に 答へ て くれられた であらう。 さう すれば 假令斷 翰 零 墨と 雖 もこの 種の ものの 

全く 遺されて ない 八 r 日、 又な き典據 となった であらう。 今 はた ビ簡單 に 席上 語られた 事 を、 同 

席した ものが 敷演 して 居る に過ぎないの だから、 誤りな きを 保し 難いの みならす、 又 何等 そこ 
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に 論議の 發展 がない ので ある。 私 は 八：' になって 見て、 何故 あの 時下 手に はにかんだり 尻込みし 

たりし ないで、 本當の 勇氣を 出さたかった であらう か を 思 ふ。 さう して 私自身が 手紙 を 貰 ふと 

か 貰 はない とい ふ、 いと もちつ ぼけな 事で なしに、 かの 「自然法 爾」 とか、 「自然 隨順」 とかい 

ふ 言葉と 同様に、 この 人が 五十 年の 一生 を もって 登りつ めた その 「則天去私」 なる 境地 を、 0 

自身の 筆に よって 宣 表し 鮮明せ しめなかった とい ふ 事に、 ある 罪 を さへ 感じて 居る の だ。 私が 

先生に 接して、 今日 何よりも 惜しい と HI や ふの は、 この 一事に 外なら ない。 主人 自身 この 境地に 

ありながら、 思 ふま.^ 筆 を掷ふ 暇の なかった 事 は 返す/ \ も 無念であった であらう し、 又 口 本 

としても、 近代に 於け る 最も 大きな 損失の 一 つであった であらう。 (十七 囘 忌に 際しての 追憶 

—— 忽卒の 間にな つたので、 先生の 口調 を その ま i 爲し たので はなく、 その 思想の 意味 を 主と 

して 誤な く傳 へようと したまで だ。 一 々の 言葉が その ま、 全部 先生の 言葉で な いのはい ふ 迄 も 

ない。 當時激 石 先生 は 五十 歳で あり、 私 は 二十 六 歳であった。 さう して 多分 亡くなられる 一 月 

前 頃の 事で ある。)  . 


其 後の 山 房 

お 骨 上げ —— 十二月 十三 日 

連日の 通夜の 疲れで 寢 過す。 約束の 九 時半までに 遲れ はしまい かと 氣遣ひ 乍ら、 久 米と 述れ 

立 つ て早稻 田のお 宅に 伺 ふ。 今日は 先生のお 骨 上げに 行く ので ある。 

玄關を 上って 應接間 へ 通る。 隣り の 先生の 書齋に は、 白 屏風 を 立 て 廻した 靈 壇の 上に、 「文獻 

院 古道 漱石 居士」 と 書いた 白木の 位牌が 置かれて ある。 今日に なって しみ/ i\ それだけ では 物 

足りない 氣 がする。 せめて 昨日までの やうに 先生が 梡の屮 に 横た はって ゐられ たなら 等と、 及 

び もっかな いこと を考 へる。 岡 田 君た ちと、 昨晚 はよ く 眠った とい ふやうな 何でもな いこと を 

話し合 ふ。 そこへ 赤 木 君が 急いで やって 來る。 

十 時-頃 ニ臺の 自動車に 分乘 して 落 合の 火葬場に 向 ふ。 先き の 車に は、 先生の 奥様、 先生の 御 

I し  ,  ニー 九 


ニニ  o 

会 兄、 奥様の 御兄弟、 それから 森 田さん。 後の 車に は、 岡 田 君、 赤 木 君、 それに 久 米と 私と い 

ふあんば いに 乘る。 

前の 自動車が 喇叭 を 鳴らし 續 けに、 狹ぃ 通り を 行く。 私達の 車 は それに 從ふ。 黑 塗の 前の 車 

臺の 背に、 街路の 礫 や 轍が、 縞 を 作って、 次々 に 映り 去る。 人通りの 多い 市街 を 外れて 田舍道 

ま-人ら 

に 來か、 る。 道の 南側に 立 木が 並んで、 疎な 日光が 落ちて ゐる。 人通りが 無い ので、 自動車が 

速力 を 出して 駛る。 自然、 車と 車との 間隔が 生じる。 誰 やらが、 「惡漢 追跡の 光景 だね」 とい ふ- 

皆が 何でも無 いこと を與 あり 氣に 打ち 笑 ふ。 こんな 風に、 車が 走る につれ て 刻々 に變 つて 服 前 

に 展開され る 景色が 話題に 上る。 常なら ば、 誰も 取り上げさう にもない 些事 や、 平凡 極まった 

ことが、 今日に 限って、 會 話の 材料になる ので ある。 路傍の さ、 やかな 蜜柑な ど をなら ベて あ 

つた 駄 菓子屋の 前で 立 木 を 切り倒さ うとして ゐた時 も、 路 より 一 段 高い 日當 りの い . ^ところに 

建てられた 潘洒 たる 別莊 風の 建物 を 見た 時 も、 皆の 口から 殆んど 一様に 平凡 極まる 無 邪 氣な可 

Ik しく.. 5? ない 冗談が 述べられた。 併し 誰も 常なら ば 言 ふに 堪 へす、 聞く に堪 へない やうな その 

退屈な 會 話に、 何の 不審 もな く應 答して ゐた。 さう して 多く は 屈託のない らしい 笑に 身 を 任せ 

た。 けれ 共 その 一 ト 皮下に は、 誰の 胸に も、 或る 觸れて はならない 共通な 題目が 祕 めら れ てゐ. 


たので はなから うか。 少く とも 私自身 はさう であった。 第一 に、 私 は 先生の 話 をす る ことによ 

つて、 私自身の 胸 を 苦しめた くはなかった。 それと 共に、 胸に 抱いて ゐる 先生の 姿 を 他の 人々 

みだ 

の 話に よって、 少しで も 摄き擾 したくはなかった ので ある。 けれども 叉 同時に、 先生の ことが 

誰の 口から も 話されぬ とい ふこと は、 私に とって 淋しい 物足りない ことであった。 私 は 心 ひそ 

かに 誰か しら 先生の ことに 關 する 話題 を 提供して 吳れる こと を X 布って ゐた。 11 私の 心 を もつ 

そんたく 

て 直ちに 他の 心理 を 忖度す るの 非 は 知らぬ ではない が、 或は 皆が こんな 矛盾した 心 を 抱いて ゐ 

たので は あるまい か。 

せ、 こまし い 景色から、 急に 眼界が 開ける。 と、 自動車 は 一 1^ 狹ぃ 畑の 中の 小路に 折れ 曲る- 

火葬場の 煙突が すぐ 目 ひ 前に あら はれる。 冬枯の 野に は、 これと いって 目を牽 くやうな 色 もな 

い。 只廣 いだけ である。 そして 廣ぃ 野の 盡 くると ころと 覺 しいと ころに、 雪を^5ぃた連山が曲 

ゆる 

線 を 描いて ゐ るが、 眼界 は そこに 盡 きたと も 見えぬ。 緩い 起伏 を 限りなく 綾け てゐる 霜に いた 

んだ 大地と、 無窮に 連なる 霜に 褪せた 大 签 とに 圍 まれた 空 問 は、 穏 かな 光 を もって 充 されて ゐ 

もり 

た。 遠近の 社の 間から、 南に 向って 屋根 を 傾け 乍ら、 この 穩 かな 光を穩 かに 照り 反して ゐる家 

こ は 0 ぴ より  ， 

が、 幾 軒 も 見える。 小春日和と でも 言 ひたげ な 日で ある。 久しく 郊外の 風 色に 接しなかった 私 
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は、 何となく 自由の 園に 放 たれて、 自由に 呼吸す る ことが 特に 許された やうな 氣 がした。 地の 

句 ひ、 枯 竹の 香り、 新鮮な 空氣、 すべてが 一時に 私の 感覺を 蘇 へらせた やうに 見える。 

火葬場の 待合に は、 中村是 公さん、 大塚 保： m さん、 それから 坊さんが、 もう 私達の 到着 を 待 

つて 居られた。 私達 も日當 りの ぃ少 待合 所に 入つ て^つ 問 もな く、 小宮 さんが 愛息の 手 を 引い 

こつ あ 

て 来られた。 これで 今日のお 骨 上げの 人員 は 揃った ので ある。 

おんぼう 

そこへ 制服制帽の 隠坊が、 用意の 出來 上った じ s を 知らせに 來た。 「博」 とい ふ 字の 入った、 

丸い 眞鍮の 帽章が、 此 間から 葬儀 萬 端の 世話 をして ゐた、 葬儀屋 博 善 社の 不倫 快な 手代の こと 

を 想 ひ 起させた。 私 はこの-頃 葬儀屋の 連中 を 見る と 不快に なった。 そして 坊主の 顏を 見る と 

笑し くなる のが 常であった。 一同 は 火葬場に 人った。 

こ の 附近 は 高等 學校 時代 に はよ く 散 か ノに來 た ことがあ るから、 勿論 こ の 火葬場 に は見覺 えが 

みなみ 

ある〕 伍し 屮に 入る の は 今日が 初めてな ので ある。 火葬場 は、 坂の 中段に 陽 を 抱いて 建てられ 

てゐ るので、 一面に ぼかく と 暖ぃ日 を 浴びて 外部 は 決して 陰ぐ 湫 臭く はない が、 流石に 寵場は 

冷えく とした。 幾つ も 並んだ 鐵の 扉の 中で、 ー投 高く、 そして 大きく 作られた 鐵 扉が 二つ あ 

n うろ 

る。 それが 特等の 竈で ある。 {!: つて 左の 竈に、 紫の 緩 幕が 張って あって、 風な きに その 交 露が. 


微かに 搖 いで ゐる。 これが 先生の 肉 體を燒 いた 竈で ある。 赤茶けた 扉が、 まだ 昨日の 熱 を 宿し 

て やしまい か を 思 はせ る。 一同が 知らす 識ら すの 間に、 竈に 向って 並列した。 

「不思議 だ わね。 储 かこの 鼇は雛 子の 竈と 同じ だ わ。」 

奥樣 がっくん \寵 を 乍ら 仰 有った。 雛 子さん とい ふの は 先生の 愛孃で ある。 『彼岸 過 迄』 

の 一 章 、「雨の 降る：！ 1」 の屮に 書かれた. W 子 は、 雛 子さん のこと だとい ふこと は 前から 聞いて ゐ 

みち.^  くだり 

た。 私 は來る 途々、 あの 末節の 骨 上げの 條を 記憶の 中に 蘇 へらせて ゐ たが、 今 かう やって 竈の 

前に 立って、 奧樣 のこの 言葉 を閒 くと、 一 倍 あの 骨 上げのと ころが 判然と 目に 浮んで 來る。 私 

は あれと、 現在の 私達と を 頭の 屮に 並べて おいて、 知らす 識ら すの 間に 比較して ゐた。 さう し 

て、 隱坊 が、 「お 封印 を」 とい ふところ や、 がちゃりと 音 を させて 錠 をぬ くと ころ や、 それから 

レ ー ルを 敷いて、 鉤を 竈の 中の 金 床に 引っかけ 乍ら、 がらく とそれ を 引き出す， こころ や 等が、 

すべて 同じな の をと くと 確かめた〕 私に は 『彼岸 過 迄』 とい ふ 公式に 據 つて、 隠坊が 全く その 

通りに 働く やうに しか 思 はれなかった。  - 

私達の 前に 引き出された 鐵の 箱の 中には、 A 骨が、 黑 褐色の 灰に 雜 つて 散らばって ゐる。 私 

は 幾度 も かう いふ 火葬場の 經驗を 有って ゐ るから、 かねて この 有樣を 明確に 想像の 中に 描いて 
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ゐ た" が、 今 現に 白骨に 向 ふ 段になる と、 矢張り 一瞬の 間 額 を そむけす に は 居られない。 私 は 

一 且 "かした 晚線を 再び 戾 した」 さう して それから 各人の 額 を 窺った。 誰も 泣いて は 居らない。 

だがし かし 何 かの きっかけ さ へ あれば、 今にも 淚の こぼれさうな 額 は 幾つ も ある。 

「さあ、 拾 ひませ う。」 

奥様の 聲 がする。 皆で 箸 を 一本 一本取り 上げる。 二人で 骨 を 挾んで 拾 ふ もの だと 誰 やらが い 

ふ。 皆が その 樣に、 二人で 一 つづつ の 骨 を 挾んで は、 傍の 白い 甕の 中へ 入れる。 大きな 骨が 先 

づ拾 はれて 了 ふ。 後に は 一 々二人で 挟んで ゐては 面倒な やうな 小さい 骨ば かりが 殘る。 と、 こ 

ん度 は箬を 捨てて、 直 p- に 手で 拾 ひ 始める。 最初に 手で 骨 を 拾 ひ 上げた 時、 私は溫 かい 先生の 

生前の 手と 握手した やうな 氣 がした。 それから 段々 拾って は 鹿の 中に 入れ、 拾って は 建の 中に 

入^して ゐる內 に、 細かい 骨 も殘り 少なに なって 了った。 私 はもつ とあって 吳れ たらと 思った „ 

さう して 同時に、 この 小さい 骨の 一片 を こっそり 持ち 歸 つて、 自分の 肌身 離さす 持って ゐ たい 

とも 思った。 小さい 骨が 欲しくて 欲しくて 堪らない のであった。 

^の 容器に 入れる 害の 齒と "喉佛 とが 中々 見當ら ない。 と、 隱坊 がちよ いくと 第で 灰 を搔き 

分けて は、 小器 用に 搜し 出す。 皆が 流石 は商賣 柄 だと 感心す る。 併し どうしても 喉佛が 見えな 


ふる 

「只今 篩 ひまして 持って 參 ります。」 

隠坊 はかう 言 ひ 乍ら、 燒 場の 片隅に、 拾ひ殘 りの 灰 を もって 行った。 暫くす ると 隱坊 が、 

「喉 佛樣 がお いでに なりました。」 とい ふ。 さう して 白い かたまり を、 一同に 見せびらかす ャ 

うに、 一 二度 小さく 弄んで 壺の 中に 入れた。 私 は 喉 佛樣と 「様」 をつ けたの が ひどく 可笑し か 

つた。 隱坊は それと 同時に 篩った ところ を、 又 皆の 前に 持ち出した。 持って 來 たの を 見る と、 

巾に 圓ぃ 眞黑な 最中の あんこの やうな ものが ある。 誰 やらが 拾 ひ 出した の を 見る と、 それ は 時. 

計であった。 表の 础子は 鎔けて、 蠍の やうに 流れ かけた ま. -で、 灰色に 岡 まって. 9 た" 

「あ、、 時計が ありまし たねし さっきから 見えない ので、 すっかり 鎔けて 了った とば かり 思 

つて ゐ たの。 え、、 あのい つも 使って ゐた ニッケル 側の 安 時計よ。 冥途に 行って 藥 をのむ のに 

時計がなかったら さぞ 困る だら うと 思って さ。 それと 一緒に 眼鏡 も 入れた の だが、 どうしたで、 

せう。 お爺さんで 近頃 は 目が 遠くな つたから、 本 を讀む 時の 用心に 入れて やつたん です。」 

奥様が 微かな 笑の 影 を 口元に 浮ばせ 乍ら 言 ふ。 と、 赤木！^？；かと田心ふが、 

「あの 眼鏡 もです か。」 
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と、 惜し さう に 問 ふ。 ^鏡 は 玉 だけが、 大きな ビ， I 玉の やうに なって 殘 つて ゐた。 

きんぶち 

「可笑しい わね、 金緣が 鎔ける でせ うか。」 

「可笑しいで すね、 金が 鎔けて 燃え 盡 したの か、 姿を消す と は 可 怪しいで すね。 金齒 だって 

ig  くな つ て殘っ てゐ るの に。」 

こんな # 話 を 傍らで 默 々として 聞いて ゐた 隱坊が 口 を 切った。 

「何しろ 火力が 强ぅ ご ざ いますから ね。」 

私 は 場合が 場合 だから 人 を 疑ぐ るの は惡 いと は 知り 乍ら も、 面白くない 方に 自分の 考を 進め- 

ざる  を 得なかった。 

ふる  かさ 

つまみ 上げられる だけめ お 骨 を 拾 ひ 上げ、 篩った 灰雜 りの 骨 をす つかり 壺の 巾に 入れる。 嵩 

ばって i 盗が し 切れない。 すると 隠坊が、 茶 錦の 番頭が 袋に 茶 を 入れる 時の やうに、 容赦な く壶 

ゆす 

を搖 つたり、 叩いたり、 下の 臺に打 突け たりす る。 私 は その 態度が ひどく 疲に 障った。 それ か 

ら その 壺を 白木の 箱に 納めて、 更に 白 布で つ \ む。 それ を臺の 上に 飾って、 前に 轍燭 をと もす" 

坊さんが お 經を讀 む。 

讀經が 了る と 早速 歸途 につく。 前の 自動車に お 骨 をのせ る。 さう して 來た 時と 同じ様に、 そ 


の 後から 私達の 自動車が 續く。 

お宅へ 着く と、 令嬢 令息 達 が壺 のし」 二 

ろへ 寄って 來て、 屮が 見たい と 言 ふ。 そ 

んな もの は 見る もの で はありません と、 

をし 

誰 やらが 誨 ふるやう に 担んで ゐた。 壺は 

遣 

直ちに 壇上の 位牌の 背後に 置かれる。 家 

# 族 始め、 來合 はせ た 者 一 同が 香 を 焚く。 

S 葬懷 事務 はこん な 風に して 一日  一口と 

涉 取って 行く。 併し 私の 感情 は それと 隨 

伴して 變 つて 行かない。 健康 體の 先生が 

むくろ 

病牀の 人となり、 病牀の 先生が 骸 となり、 

骸が楮 の 中に 納められて 山 房 を 出て、 今 

日 は 又 白骨と なって 山 房に 歸 つて 來る。 

けれ 共 憫然と して ゐる 私の 心 は、 その 時 
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時に 一 時 的の 刺戟の 爲に、 一 時 的に 悲しんだり 泣いたり もした に はした。 併し 一 體に、 悲し ケ 

の 程度 も、 頂點を 究めす に 薄らぎ か、 るので ある。 私に は 何より それが 物足りない。 これ は 一 

部分、 或は 私が 感情の 誇張 はいふまで もな く、 ある 時には その 自然の 發露を さへ 極端に 抑へ つ 

ける 性質に もよ るので あらう。 が、 私 は淚を さへ 思 ふ 存分 揮 ふことの なかった こと を、 先生に 

對 して 申譯 のない ことの やうに さへ 思 ふ。 私の 心 は、 ひどく 悲しまない 代りに は、 嬉しがり も 

しない。 い つか は 飛び 切って ひしと 胸に せまる 悲しみに 打つ かるで あらう とい ふ豫 期の 下に、 

始終 平靜 11 陰 襟な 平 靜の狀 態 を 緩け てゐ る。 私は涕 泣す る 人 を 幸福な 人 だと 羨んで 見る。 

人は餘 りの 悲しみに 逢會 した 時、 淚 以上の 淚 のない 悲痛の 狀態 にある ことがある。 が、 私の. 

心の 狀態を それに 比する の は 今の 場合 當ら ない といって い X。 かと 言って、 今度の ことが、 私. 

の 生涯に 於け る 事件 中の 單 なる 小事 件で あると は考 へられない。 又、 最早 どんな ことに も 自分， 

の 感情が 動か なくなつ たと は 思 ひ 得ない し 思 ひたく もない。 結局、 私に は 自分の 心の 狀 態の 說， • 

明が つかない。 

明晤の 稿盡く —— 十二月 十四日 


此問 中から 毎日 噂され てゐた 『明暗』 の 原稿 も、 たうとう 最後まで 行きつ いた。 愈.' 今日は 

最終の 百 八十 八囘が 『朝日 新聞』 に 出て ゐる。 山 房に 集まる 人々 の 額に は 失望が あ •  つた。 本 

に 先生と 永別した の だな とい ふ 意識が 今更に 深まる。 

「あ、 あ、、 たうとう 終つ ちまった ね。」 

「明 口から 新聞 を 見る 張 合がない。」 

こんな 嘆 聲を雜 へた 會 話が、 人々 の 間に 取り 交 はされ る。 岡 田 君が、 この 最後の 囘を 切り取 

つて、 切 拔帖に 貼りつ ける。 見る と 前の 方に は、 きちんと 誤植が なほして ある。 聞けば、 すつ 

と 前の こと、 或る時、 奥様が 氣を 利かして、 その 日の 分 を 貼られた ことがある。 ところが 何 か 

よ モ ごと 

餘 外事 を考 へて ゐられ たものと 見えて、 貼り 上った 後 を 見る と、 裏返しに ベたり と 貼って あつ. 

た。 それ 以來 病臥 前まで、 多く は 先生 自身 毎朝 貼られた もの ださう である。 

十 一 月 一 一十 二日、 病の 牀に 就かれてから も、 義斑 堅い、 そして 作に 油の 乘 つて ゐた 先生 は、 

時々 『明暗』 のこと を氣 にして 口に 出された さう である。 二十 八日の 第一 囘の 内出血の ある 前. 

たどに は、 元氣な 口吻で、 奥様に こんな こと を 言 はれた。 

「n 十く 癒って 書き 續 けたい もの だ。 醫者は 動くな とい ふが、 ナ ー 二、. 書かう と m 心へば 今でも 
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書け るよ。」 

「でも、 もう 暫く 靜 かにして ゐて 下さい。 二十 囘も 書きた めて あるんで すから、 急が^？と 

もい、 ぢ やありません か。」 

た ほ 

「それ もさう だが、 二十 囘 分が 切れる までに 癒る かしら。」 

奥樣は 言葉 を 濁して、 先生 を 慰めて ゐた。 百 八十 八囘で 永久に 中絶され て 了った 『明暗』 は、 

何時まで 糗く害 であった のか、 誰に も 分らない。 先生が 亡くなられた 最初の 通夜の 時、 先生の 

VJ 帖の 類を飜 へして 見た ことがあ るが、 無論 作の プロット など は 少しも 書いて ない。 た 何處 

かに、 出て 來る 人物の 血族 關係 などが 書きと めて あるば かりであった やうに 微かに 記憶して ゐ 

る。 $, 「ぉ延 は 先生 あれから どうな るんで す」 などと いふ 質問の 出る 度に、 「どうた るんだ 

か、 まあ、 新聞に 出てから 見て 貰 はう」 と 微笑 を湛 へて 答 へられる のが 常であった。 そして 义、 

「明暗 は 何時まで 綾き ます か」 とい ふ 問に 對 して は、 r 來 年の 正月まで は續 くよ」 との 答で あつ 

た。 そんなと ころから 推す と、 もう i: 五十 II で、 『明暗』 の 本當の 幕が 閉ぢ たで あらう と 察せら 

れる。 


埋骨 式 11 十二月 二十 八日 

. 二十 七日の 夕刻に 山 房の 門 を 潜る。 愈 ~ 明日の 午後 一時 を 期して、 先生の 遣せ は、 雜司ケ 谷 

の 墓地に 埋驟 される ので ある。 今夜 は 御； CM へお 刖れ のた めの 通夜 をす る。 靈 前に 線香 や 蠟燭を 

更に 卜： けながら、 奥様 や 先生の 御 令兄 を 園んで、 追憶に 耽る， - 集まった 人々 は、 小宮 さん、 東 

さん、 岡 田 君、 赤 木 君、 松 浦 君、 久米 及び 僕な どで、 人數は 割合に 少ぃ。 宵の 中に 內田 君の 夫 

人、 山 S さんの 奥様な どの 姿 も 見受けた が、 御 二人とも 通夜の 人ではなかった。 

俳句 の 運座 の 始まった の は、 何時 Is- であった か。 夜中と いふよ り は 寧ろ 朝に 近 か つ た や う 

ねむ  かたはら あんく わ 

に 記憶して ゐる。 尤も 僕 は 非常に 睡 かった ので、 側の 行火に あたり 乍ら、 うつら/ \ と 半睡の 

狀態 を續 けて ゐた。 季題 は 何でも 「師走」 と、 その外もう  一 二 題あった らしい" 他の 人々 はし 

きりに 沈吟して ゐる 中に、 いつも 元 氣な赤 木 君 や、 久 米が、 盛に 駄句る 模様で ある。 久米 など 

は 昔 取った £ 械 だと 言 はんば かりの、 凄-まじい 景氣 らしい。 僕 は 眠い ので どんな 名句が あった 

のか、 まるで 覺 えて ゐ ない。 が、 只 二 句 だけ を 思 ひ 出す ことが 出來 る。 寢耳 にも 不思議な 位强 

くも を かしく も 響いたら しかった。 二つと も 赤 木 君の の ださう で、 一は 「隨處 皆泥沌 として 師 
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走 かな」 とい ふので、 他 は 「鬼面して なほ 虎 威 を かる 師走 かな」 とい ふので ある。 僕 は 半ば 夢 

の 中で、 この 痛呤 (こんな 成句が あるか どうか は 知らない) を 聞いた。 そして 可 笑くな つてた 

うとう 目が さめて 了った。 

明け方 近くな つてから、 それまで 賑 かであった 一座が、 一人 寢 二人 寢 して 大分 靜 かにな つた-" 

そして あべ こ ベ に 僕 は 起き 上った。 もう 天明までに は 間がなかった。 

にん そ； 

正 六 時に 葬儀屋の 人足が、 墓標 を 取りに 來 ると いふの を 思 ひ 出して、 僕 は 新聞 を 取りに 行つ 

た 序に、 玄關ゃ 門 を 開けた。 露 を 含んだ 灰色の 朝が 冷た さう に 白んで 來た。 

早曉 から 風が 出た。 七 時 頃に 漸く 人足が 二人して、 墓標 を 取りに 來た. - 九寸 角、 二 間 丈の 墓 

檫が、 よ ぼ/ \ の 雜儀屋 の 人足の 肩に よって 運ばれる わけはない。 僕 はどうして 運んで 行く だ 

らうと、 好奇心 を もち 乍ら、 二人の 行動 を 眺めて ゐた。 そこべ 出入りの 植木屋が 出て 來て、 僕 

にも 手 を かして 吳れ とい ふ。 僕 も 仕方なし に 彼等の 仲間に 加 はった。 僕 は 白 布を卷 いた この 大 

黑柱樣 の ra 角の 墓檫を 動かし 乍ら、 どう 思って 見ても、 この 墓標と 先生と を 結び付ける ことが 

屮 I 來 なかった〕 

九 時 十 時 頃から 人 數が增 えて 來る。 十一 時 頃 坊さんが 來て、 靈 前で 讀經 をした。 それが 終る 


と 集まって ゐ たもの 一同が、 御 骨に 向って 最後の 燒香 をす る。 

小宮 さんが、 奥の ビ ヤノの 前で、 森 田さん の 奥様に 手傳 はれて、 フロック を 着て ゐる。 瘦せ 

てゐ るので、 肩の 邊 りに 眞綿を 入れて、 洽好 をつ けて ゐる。 先生のお 下り ださう だ。 とかう す 

る 中に 墓地で 受付 をす る 役割が 決って、 その 人達が 先發 する。 芥川ゃ 僕 は、 大勢の 人の 中で 美 

しい 着物 さへ 着れば、 いつも 陽氣 になる お 子供さん 達の 仲 問に 入って、 輕ロを 言って ゐた。 

皆が 自動車の 待って ゐる 大通りまで 出た の は、 零時 半 頃であった。 風が ひどくな つて 夥しく 

砂塵 を 上げる。 空 は 曇って、 いやに 塞い。 SI 臺來る 害の 自動車が ニ臺 しか 待って ゐ ない。 ニ臺 

は 後から すぐ 來 ると いふので、 ま づぉ骨 を 送る。 さう して 先の 自動車に 乘 つて ゐ るお 子供さん 

達に 「失敬！」 など をして、 風の 中に 佇んで ゐた。 

暫く 待った が 自動車 は 來る樣 子 もない。 自動 車屋へ 自倒 電話 を かけても 要領 を 得ない。 菅さ 

ん、 鈴 木さん、 野 上さん 等 十 人 許り、 小 半時 間 風と 砂との 中で 待ち ぼけ を 食った。 所定の 時間 

はせ まって 來る。 しかも 自動車の 來る らしい 氣勢 もない。 で、 一同 はぶつ く 言 ひ 乍ら、 徒歩 

あぶない 

で 墓地に 向 ふこと にした。 こ の 風の 中に ガタ^ \ 車 でも あてが はれて は危險 とい ふので ある。 

ち，^ みち 

俟達 は捷徑 を迎り 乍ら、 雜司ケ 谷に 向った。 
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葬 條以來 初めて 會 つたので、 芥 川と 途々 色々 な 話 をした。 主に 先生に 關 する ことで あつたの 

は 言 ふまで もない。 その 中に、 二三 n: 前に 聞いた、 こんな 無 邪氣な 話も雜 つて ゐた。 11 

『貴 郞、 わたし 高野山に 行きたい と 思 ふが、 一緒に 行って くれない。』 

問 ふの は奥樣 である。 それに 答へ るの は 無論 先生で ある。 

『さう。  併し それ は 駄目 だら うよ。』 

な N 

. 『何故？』 

ゝゝゝ あさって 

『何故つ て、 昔から こうやの 明後日と いふから さ。』 11 

「にやく 笑った その 時の 先生の 額が 目に 見える やう だね。」 

二人 は 生前の 先生の 姿 を 思 ひ 浮べ 乍ら、 墓地へ 急いだ。 

僕達が 着く の を合圖 に、 すぐと 式が 始まった U 

廣 からぬ 墓地 を 生垣の 外から il 十 人 許りの 人數が 取り 園んだ。 中には 新しく 八 九 尺 程の 穴が 

掘られて ゐた。 さう して 穴の 中 を观き 込む と、 底に. は花崗 石で 組み上げられた 石 廓が あった" 

その 屮へ 白い 陶製の 骨壺 を容れ た。 それに 添へ て、 葬式の 時の 先生の 友人 及び 門下生の 吊辭も 

入れられた。 石の 蓋 をす る。 それが 終る と、 純一 君と 奥様と が、 第一 の 土 を 投げ入れる。 皆が 緩 
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いて 掘り返された 土 くれ を 取って 投げ込む。 皆が 丁寧に 土 を 人れ るのに 雜 つて、 純一 君 だけが、 

RiaBE^m^^mBKB 獨りボ ー ル を 放 る や 

うな 熱心な スタイル 

で 敢然と 投げ入れる。 

一 通り その 事がず 

むと、 人夫が 土 を 落 

す。 さう して 物の 三 

四 尺 も 土 を かけた と 

思 ふ 頃、 改めて 墓標 

を 穴の 屮に 立てて、 

觅に 土で 穴を祖 める。 

 すっかり 埋めた 後で、 

-標の 白 布を脫 る。 菅 さんの 書かれた 「夏 目 金 之 助 墓」 とい ふ 文字が m-: 々と 現 はれる。 

し キ-み  し な 

格 を 立てて 白木の 机 を 置く。 香爐 とお 水と を備 へる。 女の 樣な 姿態 をす る 坊さんが 供養す る。 
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次いで 燒 香が 始まる。 愛子さん と 仲 六さん とが、 無 邪 氣な笑 を 浮べ 乍ら 手 を 引きあって、 墓 

前に 進まれた 時、 僕 も その 無邪氣 さに 引き入れられて、 微笑 を 禁じ 得なかった。 と 同時に、 そ 

の 無邪氣 が、 却って 氣の 毒に も 思 はれた。 

式が 終って 歸途， に つ く。 雪空 が 暗く 頭上 にか X つて、 今に も 降り出し さ う た 空模様 で あ つ た。 

途上 令晚も 俳句の 運座 を やらう とい ふ 提議が 出て、 贊成 者の 數も 多い。 

歸 つて 見る と、 應接 間の 方に、 先生の 位牌が 飾って ある。 さう して 書齋 との 問に、 戶が 立て 

切って ある。 その 戶を 細目に 開けて 見る と、 午前まで あった 擅 は 取り崩されて、 すっかり 掃除 

がして ある。 書棚 を隱 して ゐた白 屛風も 取り のぞかれて、 夥しい 洋書が、 思 ひ 思 ひに 金文字の 

背 を 見せて ゐ る.。 僕に は 久し振りで、 先生の 書齋を 見る のが 嬉しかった U 

夕食後 運座が 始まる。 松 根さん、 鈴 木さん j 小官さん、 內田 君、 岡 田 君、 松 浦 君、 久米、 芥 

川、 なん ぞ とい ふ顏觸 である。 赤 木 君が 居な いのは 淋しい。 同 君 は、 『時事 新報』 の 初 刷から、 

新年の 創作に ついて、 同 君の 所謂 「巨 彈を投 する」 爲の 準備に、 一足先に 歸 つたので ある。 

「今日の 運座 は、 松 根 (東洋 城 氏) とい ふ 宗匠が 居 るんだ から、 本式 だね。」 

かう いふの は 鈴 木 三重 吉 さんで ある。 題 は 「火鉢」 外 一 一 題で ある。 題が 出る といきな り、 0 


- .7 んが、 「ひけ 過ぎの 辜 丸 あぶる 火鉢 哉」 とい ふの はどうた などと、 一座 を 笑 はせ る。 が 暫く 

すると、 電話が か X つて 來て、 二三 句 を 入れた ま、 中座され る。 

東洋 城さん がぴん とした 髭 を ひねり 乍ら、 宗匠 然と 筆 を 走らせる。 願 はくば 紋 付の 上に、 い 

つも 戶 外で 着て ゐられ る 十德を 着られたら、 更に この 句會の 席上う つりが よかった らうに 等と、 

ほし：！ ■* で 

いつもの 傍観者の 想像 を恣 にす る。 

此 夜の 選 句の 中で、 どれと いって 覺 えて ゐ るの もない。 が、 た义 「先生に 叱られし 夜の 火鉢 

哉」 とい ふの が、 あの 場合 何となくい.^ 氣持を させた" 健 か 鈴 木さん の 句で あつたと 思 ふ。 

い とま 

九時顷 にお 暇 をす る。 

死 面 成る —— 十二月 三十日 

書齋は 全く 先生 御 存生の 時と 同じ やうに 整 へられた。 紫檀の 机の 上に は、 今度の 御發 病の 前 

IH まで 用 ゐられ た、 189 とい ふ 『明暗』 の囘數 の心覺 えの ついた 原稿紙と、 萬 年 筆と、 鳳鈕见 

鈕の 二の 銅 印と、 玉の 文鎭 と、 眼鏡 人れ と、 象牙の ベ ン • ナイフな どが、 生前の 儘に 置かれた。 

そして その 前に は、 毛皮の 上に 座蒲團 まで 敷かれた. - それから もと 通り 額が 掲げられた。 應接 
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間に は、 先生 自筆の 書 幅が 二つ かけられた。 何もかも 以前の ま、 だ〕 變 つたの は 主人の 居ない 

ことば かり-〕 

この 晚芥 川と 僕と は、 書齋， の 瓦斯 スト ォヴ にあたり 乍ら、 奥様と 色々 な 話 をして ゐた。 と、 

かれこれ 十一 一時 近くで もあった であら 

うか。 不意に 玄關 の戶を 叩く ものが あ 

る。 誰かと 思って 戶を 開けて 見る と、 

小宫 さんであった リ 

デス ■ マスク 

小宮 さん は、 先生の 死 面 を 持って 來 

られ た" 先生が 亡くなられた 夜 新 海 さ 

んが型 を 取られた 面が 出來 上った ので 

ある。 死 面 は 神々 しいば かり 靜？ i な 先 

生の 死の 面影 を その 儘に 傳 へて ゐ るが、 髭と 頭髮 とに 稍 不服が あった。 併も それ も 決して 十、 し 

きナ 

た 瑕と いふので はなく、 實際人 々 の 想像 以上 の 出來映 であつ た。 

彼等が しげ-, \i 死 面 を 親て、 色々 と 感想 を 述べ てゐる 問、 奥樣は 成るべく 股 を 避けて ゐら 


れた 。奥様に は、 まだ 生々 しい あの 死の 光景が、 餘 りに 生 々しく：！ 想され て、 恐らく 堪へ 難い 

ので あらう。 

「何だか、 先生が、 頤を 前に 突き出し、 そして 阵を狹 めて 『これが おれの 面 か』 と、 上から- 

さ- * や 

^き 込んで、 耳語いて ゐられ る やうな がする ね。」 

こんな 言葉と 共に、 死 面 は 位牌の 傍らに、 黑 布で 蔽 うて 置かれた。 

小宫 さんが 歸られ てから、 朝 三 四時 頃まで、 奥様から 先生のお 話 を 聞く。 近頃の 僕に とって 

は、 こ、 で 先生に 關 したお 話 を 承る のが 何より 樂 しみな ので ある。 

大正 六 年 一月 元旦 

午後 三時 顷山 房に 行く。 野 上さん、 赤 木、 久米 などの 面々 がゐ て、 座に は 屠蘇が 出て ゐる。 

野 上さん が 岩 野泡嗚 氏と 淸子 氏との 間に 起った 事件 を 語って ゐられ る。 (附記。 今月の 『黑 潮』 - 

に 出て ゐる、 泡 鳴 氏の 『離婚まで』 の 事 實談) 色々 と 談話に 花 が^く。 

暫くして から、 日の 暮れる まで 令孃 令息 達の 相手をして、 ボ ー ルを 投げたり、 羽根 をつ いた. 

りする。 いくらか 正月ら しい 氣 持に 近づく。 そのうちに 追々 人が 集って 來る。 森 田さん が、 お 
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弟子と 一 緒に 來る。 岡 田 君が 來る。 內田 君が 來る。 松 浦 君が 來る、  段々 賑 かになる。 

あ ひ 鴨 をつ、 き 乍ら、 色々 な 話が 出る。 中に も 昨夜 出た 『新 小說』 臨時 號の 『文豪 夏目漱 石』 

の嗜が 立つ。 

僕 は此朝 あれ を 大方 讀ん で、 和 辻さん の 『夏 目先 生の 「人」 及び r 藝 術」』 に 最も 感心した P 

が、 反對 に、 諸家の 『感想 及び 印象』 と 云 ふ條を 見て、 ひどく これらの 大部分の 人の いふ こと 

に 樊 驚して 終った。 その 樊 驚した ところ を 一 々擧げ て ゐては 堪らない から、 一 つ 二つの 例 を 見 

よう。 — 

內田魯 庵 氏が 「  もう 一 つ 付け 加 へれば、 夏 目さん は、 殆ん どと 云っても 好い 位、 西 

洋の 新しい 作を讀 んでゐ ない と 思 ふ。  」 魯 庵 氏 自身 さう 思って ゐ るの は隨意 だが、 こ 

れ位 間違った こと を麗々 しくもう 一 つ 付け 加へ なくと もよ ささうな ものである。 こんな こと を 

强 ひて 思 ひたい 人間 は、 一 度 先生の 書齋に 入って 見る がい \。 近頃の 多くの 人と 先生の 違 ふと 

ころ は、 近代 文學 以外に クラシ ックも 讀んで ゐられ たこと だ。 

島 村 抱 月 氏 は、 先生 を 指して、 創作に 於ても 餘り變 化 をし ない 作者 だ、 とい ふやうな 自由な 

めぐ 

想像 を 廻らして ゐる。 併し 抱 月 氏 は、 先生の 最近の 作は讀 まない の ださう だから 論外で ある。 


僕から 見る と、 たった 十 年 そこ/ \ の 活動 期間で はあった が、 創作の 上で 先生 程 絶えす 變 つて 

行かれた 人 も ®I いので はない かと 思 ふ。 

その外 白鳥 氏 や 星 湖 氏の 中に も 妙な 箇所が あった。 が、 緦 じて (二三の 例外 は あるが) これ 

らの 諸家が、 先生の 最初 名の 3； た 時分の 前期の 作ば かり 讀ん でゐ て、 近頃の もの を 申し 合せた 

やうに 護んで ゐな いこと は、 僕 を ひどく 不思議 がらせた。 これ は 前期の 先生 を 認めて、 それ か 

ら 格段の 進歩 をされ た 後期の 先生 を 無視して ゐる こと だ。 日 比 周到の 用意の もとで、 大抵の 創 

作に は、 その 作が 有名で あらう と 無から うと、 目を通して ゐられ た 先生に 較べて、 何とい ふ 差 

異 であらう。 

(附記。 漱石 先生 及び 其 門下に 關 した 批評 は、 其 後方々 の 新聞 雜 誌に 澤山 出た。 が、 其 中 

-で、 ひどく 僕 を 不快 がらせた 暴言が 二三 ある。 第 「が 『日本 及 日本人』 に 出た 河 東 碧 梧桐 

氏の 『漱石 及び 其 門下』。 第二が 『新 日本』 に 出た 關莊 一郎 氏の 『道草の モデル r 第三 _ 

が 『大學 評論』 に 出た 石 田 三 治 君の 『夏 目先 生の 文學 及び 文 學論』 などで ある。 石 田 iij; の. 

は、 往々 僕 を 失笑 させた。 11 大正 六 年 一 月) 
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顔 • 寫眞 • 畫像  一 

ある 木曜の 面會 日の 夜の 事、 どうい ふきつ かけから か 話が 人の 顔の 事に 及んで 來た。 若い も 

のの、 それ も 多く 文學 でも やらう とい ふ 連中が、 遠慮のない 先生の 周圍に 集まって、 言 ひたい 

放題の 事 を 無軌道に 言 ふの だから、 自然 女の 話なん ぞ 出る 機會も 多く、 先生 も 一緒にた つて、 

時には 隨分 あけすけな 口 をき かれて、 相 當きは どい 場合 も あるので あるが、 それが 一向 わざと. 

らしく もなければ、 特^ 改まった こだ はり もな く、 伺って 居て 大變 面白く つてし かも 上品な も 

のだった" 女の 話が あんな 風に 出來る やうに なれば などと、 芥 川なん かと 後で 無 暗 と 感 心 す る 

事 もしば/ \ だった が、 此日 はどうい ふわけ だった か、 女の 顏の 話で なく、 おの 顔の 事で しき- 

りに 花が "おいた。  I 

すると 先生が 突然 僕達の 方へ 顎 を 一 寸 しゃくって、 ^？^達は文科の先生の中で誰が 一 番ぃ 、顏 

をして 居る と 思 ふかと、 かう いふ 難題 を かけられ たもの だ。 問 はれて 見て みんな 返事に つまつ. 


たり とい ふの は II 義を聽 いて 居る 一時間な り 二 時間な りの 間、 それ も 長い 敎授 になれば 三年 問 

も、 毎週 一 鹿 二度 は 見て 居る 額 だ。 しかし ぁ上义 派な 顏だ なと、 講義が 面白い とか 爲に なると 

かと 身 を い れ て聽 いた 敎授は あ つ て も、 顏をほれ^-と-見る と い つ た 敎授は っひぞ ない からだ 

つた- 

しん ま ：• 

勿論、 大學へ 入りた ての 新米の 頃に は、 毎時 間 入れ 代り 立ち 代り 昔に 聞こえた 何 々博士 某々 

敎投に 初見 參に 及び、 親しく 警 fe. 一に 接して 名 講義 を拜聽 する 光榮を 喜んで、 ノオトに 敎授の 咳 

拂ひ迄 書き取る なん ぞと いふ へ まな 愼重 振り を やらない もので もない ので あるが、 少し 慣れて 

くると、 敎授 博士 もみん な 人間 だ。 かへ つて あらば かりが 目立って、 ある 哲學の 敎授は 老鋪の 

番頭さん らしく 前垂れ を かける がよ ろしく、 ある 美學の 敎授は 質屋の 主人が 似合 ふらしく、 あ 

る 社 會學の 敎授は 耀寶り を やらせたら 資 上げが 上る だら うし、 ある 老 博士 は 赤い チヤ ン /\ を 

はな 

着せて 孫の 渎を かませて おきたい し、 其 他 等々 といった ていたらく。 開きな ほって さて どの 顏 

が 好き かと- W はれて 見る と、 役者なら 左團 次の 性的の 奴と か、 羽 左の 江戸前が とか 卽 座に 答 

へられる の だが、 みんな ハタと 行きつ まって しまった。 

すると 大學の 話に なった ので、 先生、 昔の 先生 時代の 病 を 無意識の うちに 出された もの か、 
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坐って 居る 順で、 芥川 君、 君 はと 順々 に 名 ざしで 來た。 芥 川が 苦し まぎれに 上げた の は、 美學 

の大塚 博士、 久米 も大塚 博士、 私も^に 候補者がない の だから、 大勢に 順應 して 附和雷同して 

しまった。 大塚說 が 多數と 見て、 先生 は 一寸 怪訝な 額 をされ、 さう かな、 あんなの が 君達に は 

い のかな と獨り 言の やうに 言 はれた。 昔大 學院學 生の 時代、 大 塚さん と 先生と 二人で 興津海 

岸 を散步 された 時に、 閨秀作家の 麗人 大塚楠 緒 子さん が 博士 を 見初められた、 それが 緣で 結婚 

された とい ふ 口 ー マンスが あるの ださう だが、 どうも あの 時 見初めた の は、 大 塚でなくて おれ 

の やうだった と は、 先生の 時々 洩らされた 諧謔であった とか。 今 膝下に 集まる 若い 連中が、 口 

を 揃へ て大塚 博士 を與の 中の 代表の やうな 口吻 を もらす。 君達に は あんな 婆さんみ たいな 感じ 

の 男が い、 のかい と、 口に こそ 出して は 言 はれなかった が、 たしかに 先生 は 一寸 不服の やうで 

あった。 

森 田の 額 は どこから どこ 迄ぶ くくで、 輪郭 甚だ 不鮮明 だ。 あんな 顏は 好かん。 あれで ひげ 

でもなかったら. 見ち や 居られない。 先生 は 何 かの 拍子で 突然 ま ともから 吐き出す やうに 言 つ て 

のけられた。 小官さん とか 森 田さん とか 鈴 木さん とかい ふ 人達に 對 する 時の 先生 はいつ もこれ 

で、 氣に 入らない となると、 ぁ乂迄 言はなくて もとはた で ハラ/ \ する 位 遠慮 會釋 なくぐ さつ 


とやって 來る。 最初の 程 かう いふ 場面に 出會 すと、 私達 はむしろ どぎ まぎした。 しかし 後で は 

かう いふ 特刖 親しい 熊 度が、 私達に もして 頂きたい 位に 思 ふの だった が、 言葉つ きに ももの ご- 

し にも、  まだく その 足元に もよりつ けない 程よ そくしい ものだった。 私達 は それ を 心 ひそ 

かに 淋しがつ たもの だ。 

しかし かう 眞 向から やられても、 森 田さん の 方で も惡 びれ もしない。 其 頃た て 始めたら しい 

あごの チヨ ビ髯を 一 寸 撫でて、 さう いふ 先生 だって、 『猫』 の 頃の 先生 は 神 經が顏 の 全面に 行き 

渡って 居て、 いかにも えら さう で 一癖 ありげ だった が、 あの 修善 寺の 病氣 がな ほって からと い 

ふ もの、 どっか 會 社の 重役みたい にい やにで ぶく に 無 神經に 太って しまって、 髭なん かも 短 

く 刈り込んで、 どこに も 夏目漱 石ら しいと ころがない、 いやに 充ち 足りた といった 平凡 人に 墮 

してし まって と つて か.^ る。 私達に は 目の前の 先生の 風格し かないの であるが、 森 田さん 達 

に は 以前の 先生が 懐し いので あらう。 さう いへば 松？^ 一さん なんか も、 後の 刈り込んだ 髭を惡 

趣味 だとい ひ、 『猫』 時代の 先生の 顏を 素敵に ほめて 居られた 事が ある。 . 

話 はどう やら 水掛 論に なり さう になった 時に、 先生が 急に 此問 人相 をみ て 貰って ねと、 自分 

の 顔の 話 を ボッく 始められ るので、 私達の 興味 は 全く 一新され てし まった。 それによ ると、 
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nw は 一二 白 服で どうと かやら で、 鼻 は 筋が とほって どうした とやら、 額は廣 くて 秀でて 居る とか- 

-？^  は 何とか だと か、  給 局 先生 自身もう ろ覺 えで、 しかも 半分 位 忘れて 居られる の だが、 い、 事 

づ くめな ので、 誰 やらが い.^ 事ば かり ぢ やありません かとい ふと、 いや、 ところが 惡ぃ 事が 一 

つ あるんだ とい ふお 話。 つまり 顔の 上の 方 は 大變ぃ 、和な の ださう だが、 鼻から 下、 つまり 顎 

の 部分が 短 か 過ぎて 調和が とれて 居ない。 これ は 短命 か、 でなければ 末が よくたい 相なん ださ 

うだ 0 と 診斷を 下されても、 下部の 短 いのは 生まれつき だから 如何と も 仕 難い わけで、 何とか 

ならん もの かと 尋ねたら、 人相見なん かとい ふ もの は、 うまい 逃げ道 を 知って る もの だ" つま 

り 天 神髯 を あごに 生やせ と か う いふんだ。 森 田の 乾 分 にな るんだ ねと 笑って 言 はれた ので、 さ 

つきの 水掛け論 は 見事 解消して しまった。 それから p ン ドンに 居られた 時、 ひょいと 見る と 黄 

色い 顔した チン チ クリンの 日本人が 步 いて 居る ので 國辱だ と 思 つたら、 往來の 鏡に う つ つ た自 

あだ 

分だった とい ふ ゴシップ は、 あり ゃ本當 なんです かときく のが あれば、 松 山中 學ぢゃ 先生の 渾 

名はなかった んで すかな どと いふ、 他愛の ない 質問 を發 する ものが あったり した。 しかし 先生 

は當 時の 自分の 渾名が 「鬼瓦」 とい ふので あった 塔 は、 もう 忘れて 居られた やう だ。 鼻の あた 

まに 疫痕 があった からな の だ。 


私が. 5 め 先生の 寫眞を 見た の は 『中學 世界』 だった か 『文章 世界』 だった かに 現 はれた、 口 

髭の ぴん とした、 机の 前に 坐って 居られる 寫露 だった。 萬卷の 洋書 を 背に して、 机上に は 文 房 

具 や、 水仙の 花の 生けて ある 花瓶が ある。 近づき 難い 鋭い 人と いふ 感じで、 後年 久 米なん かに 

門 を 叩くべく しきりと 誘 はれても、 その 寫眞の 第一 印象が 十 年後に も 目先 きにちら ついて 居て、 

行って 見たい に は 見たい が、 さりと て 長 怖と いった 一種の 感じがぬ け 切らす、 長い 事 迷った も 

のだった。 ところが 一度お 目に か、 つて 見る と、 まるで 寫 a; で 見た 感じと は训 人で、 誠にい \ 

自分 達の 老 先生と いった 感じ をう けた。 私達 は 多分 人 問 的に 圓 熟された その 頂點 でお 目に か " 

つて 敎を うけた ので はなから うか。 だから 森 田さん などと 遠って、 少く とも 私に は、 あの 叫 十 

歳顷の 鋭い 姿よりも、 五十 歳の 圓 熟された あの 先生が、 一番 ぴったり 先生ら しく 思 はれて なら 

ない。 

そんな 事から 私 は 思 ひ 立って、 先生の 幼少から 晚年 迄の、 ありと あらゆる 寫眞を 全部 集めて- 

謂 はば 寫眞で 先生の 一 代 記 を 見得る やうに やって 見ようと 決心した。 折 もよ し 了 度 十三 囘， お。 

記念 に 印行して 頒っ つもりで やった ところが、 割合に ffi まった。 やりかけて 見る と 段々 欲が 出 
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て、 幼少の 思 ひも かけない のが 手に入つ たりす るので 元氣 づき、 父祖の 畫像 やら、 居 宅 や 墓 や 

遣 族な どまで 一 冊のう ちに 配列して、 大 體寫眞 による 一 代 記 を 編む 事が 出來 た。 寺 田寅彥 さん 

が大變 喜んで くれられ、 啻に 先生と いふ 特训の 人の 一生の 種々 相が わかる のみでな く、 何とな 

く 誰でも 持って るすべ ての 人々 に 共通した 「人の 一生」 とい ふ ものが、 誠に 璺 かに 僞 りなく 盛 

られて 居て、 ほ X ゑ ましく も あれば 涙ぐまし くも ある 程懷し ぃ氣 がする と 言って 居られた。 

これ を 編みながら、 寫眞 から 歸納 して、 二十歳 以前 はさて おいて、 大體 先生に は 五つの 大き 

な 時期が あると 解して い \ やうに 思った。 尤も 人が 寫眞に 納まる の は、 シャツ タ ー の 開いて 閉 

ぢる 全くの 瞬間な のであって、 その 瞬間、 偸 快の 時 も あれば 不愉快な 時 も あり、 心の 動 靜もー 

定 してない の だから、 いつも 其 時代の 代表的な 額 をして 居る と は 限らない。 しかし 一年に 一度- 

二 年に一度 位、 たまさかに しか とらない 照 相 をす つと ならべて 見て 行く と、 やつば り そこに は 

ハ！^-へ なぃ時代々 々 の變 化が 見出され るので ある。 

まづ 豫備鬥 時代から 大學 卒業 前 迄が 一 つの 時代 をな して 居て、 集まった 寫眞は 六 枚 ある。 年 

代から いへば 明治 十九 年から 二十 五 年、 制服の 關係も あらう が、 まづく 大同小異 だ。 とはい 

ふ ものの 最初の 弊衣 に ド タ杏を 穿 つ た 豪傑 流 の 寫眞 と、 最後の キ チンと 大學の 制服 を き て 髮をー 


わけて 居る 寫眞 との 問に、 自ら 發展の あるの は 勿論で ある。 この頃 は 大學生 間に 寫眞の 交換が 

流行した ものら しく、 卒業 前後の 學 友の 寫眞 が、 現に 多く 漱 石山 房に 藏 されて 居る。 藤 代 敏輔、 

松 本文 三郞、 松 本 亦 太郞、 正 岡 子規な ど 十 枚に 餘 らう。 

次の 二十 六 年の 卒業後の 寫眞に は 立派な 口髭が 立てられて 居る の を 見る。 『猫』 の 作者 だか 

ら といって、 髭の 有無で 人品の 鑑训 をす る わけで はない が、 誰し も 大學を 出て 實社會 に 踏み出 

すと、 氣構 へが 違って 來る。 先生に さう いふ 事が あつたか なかつ たかは 私に はわから ない が、 

見た目 はこの 髭の ため 額が 違って 來て 居る。 先生 はこの 髭 をつ けた ま、、 大學院 に 籍をおいて 

高 師に敎 鞭 をと り、 松 山中 學の敎 員 室に 入り、 熊 本 五 高の 敎 壇に 上った。 髭 を ひねりつ、 英， 語 

を！！ じられ たか どうか は 私の 知らない ところで あるが、 見合 ひの 寫眞 にも、 新 家庭の 寫眞 にも、 

卒業生の 記念 寫眞 にも、 洋行の ため 上京す るに 際して 撮影され た寫眞 にも、 皆 同じ やうな 髭が 

目立つ。 この 時代の 寫眞 は數が 多い。 どれに も先づ 敦厚な 君子 人の 俤が 見える。 

明治 三十 三年 九月の 外 國留學 から、 三十 六 年 正月 歸朝 迄に は 一枚の 寫眞 もな く、 其 年 も 次の 

年 もつ ひに 姿 を 現 はさす に、 漸く 三十 八 年に なって 寫眞が あり、 自畫 像が ある。 洋行 中 ー牧の 

寫眞 もな いのは 實に 惜しい ので あるが、 しかし 考へ樣 によって は、 この 寫眞 のない とい ふ 事が、 
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やく 

かへ つて 當 時の 先生の 心境 自身の 寫眞の 役 をして 居る のか も 知れない。 とまれし ばらく めで 見 

おもが は 

た寫眞 は、 すっかり 以前の 熊 本 時代と 面變 りが して 居る。 問題に して 居た 髭はピ ンと 先が 上が 

り、 眼 ざし は 突き さす やうに 鋭くて、 然も 皮肉な 調子 を帶 び、 どこかに 絕 えす 癎 瘤の 破裂して 

さかん 

ゐる のが 感じられる。 氣 カも旺 で、 どこから どこ 迄 神 經がぴ りく 震へ て 居さう だ。 精神 上に 

大きな 變化 があった ものに 違 ひない。 三十 八 年から 31 十 一 年 • 迄の 六 七 枚の 寫眞が これ を 明し 

て 居る。 かう した 緊張した 額の 持主が、 何 を 仕出 來し たか" 外から も： s: から も 動かす ものが あ 

つて、 恐らく は 最も 不幸に して； _ 取 も 幸福な 時 を 送った に 遠 ひない a 先生の 寫眞 はかう いふ 事 を 

物語る が、 當 時の 先生の 家庭と 敎 職と 業 積と を あげて 見れば、 思 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あ ら う ( 

明治 M 十三 年 は 修善寺 大息の 年で ある。 この 年の 病^に 三枚の 寫！： 〈が ある。 ど れも $1 前期 に 

くらべれば 長者の 風格が 見える のに、 いかにも 疲れたと いふ 感じが ありく と 見える。 これ は 

すぐ 次に 來る 大患と いふ もの を 頭に おいて 見る からか も 知れな いが、 この 心身 共に 疲れたと い 

ふ 感じ は、 額が 銳く 深いだ けに それだけい たくしい 鬼 を 感じさせる〕 たった 三枚の 寫眞乍 

ら、 私 はこれ を 一 つの 時代と 見たい ので ある。 

大患に よって 先生 は 一 度 死の 門迄迎 りついて、 又 屍って 來られ た。 W 生の 人の 心が 深まり 改， 


ま るの は當然 であらう が、 それに つれて 顏が變 つて 來 るの も 亦當然 で あ ら う。 寫眞 は 雄 辯 に そ 

れを 物語って 居る。 髭 は 短く 刈り込まれて、 以前の 病的な 鋭い 衰 への 暗い 影 は 消えた。 其 代り 

そこに は 恐らく 血色の い であらう と 思 はれる 肉體の い . ^健 かな 老を 見る 事が 出來 る。 先生の 

鉬 はこの ま. - 次第に 老けて 完成され て 行った の だと 見れば 見られようかと 思 ふ。 

私 はかって 先生の 漢詩 を 大體に 分けて、 これ を 匹 つの 時期に して 見た 事が ある。 今 寫眞の 分 

け 方と くらべて 見る と、 大體に 於て 彼我 照應 する ものが あるの は 愉快 だ。 しかも これ は 單に漢 

詩の みに 限らす、 先生の 木領 とされた 小說其 他の 作品に もこの 變 化と 時期と を 見て とる 事が 出 

來さ うだ。 人の 生活な り 思想な りと 顔と は、 何と 密接な 相 關關係 を 保って る 事 か。 私 はこれ を 

編みながら、 本の 中に たった 一枚 位 寫眞を 人れ たので は、 本當に 物足りな いもの だと m 心った。 

顏ゃ寫 眞の事 を 書い た^に、 畫像を 一 瞀 して 澄 かう。 

先生の 顏を しばく 描いた の は、 私の 識 つてる 範圍 では 津田 靑枫 さんと 岡 本 一 平さん だ。 前 

者 は 線描、 後者 は 言 はすと 知れた 漫畫 風。 一平さん は數年 前の 春陽 會の 展覽會 だった かに、 漱 

右 先生 五 題と かいった 漫畫 風の 油繪を 描いて 屮 Z して 居られた 事が ある。 中々 特徵 をつ かまへ、 
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ギま はりの ものな どで 相 當繪の 效果を 出さう として 居て 面白い ので あるが、 しかし 私に は晚年 

先生が 國技 館で 角力 を 見て 居られた 時の 漫畫 風の スケッチが、 どうい ふ もの か大變 なつかしい 

？  ので ある 0 

當 時の 朝 

日 新聞に 

出た 二 枚 

つ きで、 

十德 みた 

いなもの 

を 羽織つ 

て、 たし 

か 鳥打ち 

fi   。 . を かぶつ 

て 居られた。 角力が 取組む 迄は眞 額で 居る が、 勝敗が すむ と 口髭 だけ をに やっと 動かす とかい 
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ふ 漫文 付きだった。 

津 田さん の 線描に よる 先生の 坐像 は、 近來 中々 手に入った やうで、 自然 圖柄 もき まって 來 て- 

描いた もの も 多いで あらう。 

大概き まって 「閑 窓睡 覺影參 

差」 とい ふ 晩年の 七 律 を贊し 

て 居る。 一 平さん のの が樂天 

的で しかも どっか やにつ こい 

のに 比し、 これ は 又い やに 文 

人 式に 納まって 居る。 畫 家の 

素質の 現 はれで あると 同時に _ 

又 一 つに は 和洋の 材料の 然ら 

しめる ところで も あらう か C 

津 田さん ので 惜しい と 思 は 

れ るの は、 先生の 亡くなられた 直後、 相 を ひらいて その 巧 i, を淚 ながらに 鈴 筆で 寫 生した. デッ 
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ザン だ。 あれ は 全集の 插繪 になった ので 知って る 人 も 多から うが、 松 根 東洋 城さん の 珍蔵す る 

ところで あつたの を、 過ぐ る 大震災で 燒け てし まった。 

此 外に も津 田さん は 前から よく 先生の 額 を 描いた。 r 漱 石と 十大 弟子」 とか 何とかい ふ 白描 

の 屏風 を 描いた 事が あつたが、 あの 時代の ー聯の もの 

は、 八， どこに 行って るで あらう か。 多分 先生が 亡くな 

られ てからい くばく もな い 頃 出來た 作品 だ つ た リ 

この 二人の 畫家 は、 生前 特別 先生に は 恩： § にあ づか 

つた 人達で 親しみが あるので あるが、 胸像 を 造 つ て あ 

る 展觀に 出品して あつたの を 未亡人が 買 ひ 取られ、 八， 

現に 山 房に ある 中 谷が ゆ 古 氏の ものな ど、 これ は 寫眞を 

見て 造られた ものら しく、 大分 ちぐはぐで 甘い 屮 Z 來だ。 

1 ァス • マスク  ぷき み 

これから 見る と、 比較す るの も 異な もの だが、 あの 死 面なん ぞは、 死相の 不氣味 さは 蔽ひ隱 せ 

おいが、 しかし 嚴 肅な壯 重味と 現實感 とがよ く 現 はれて 居る と 思 ふ。 

寫腐 ャ繪の 外に、 先生の や 強の ®i; ともい ふべき 蓄音機の 吹き込みが あった さう だ。 凡 ん非複 


して 保お したい ものと 思って 問 ひ 合せたら、 初期の 頃の 蠟 管に 人れ たもので、 其 後 ポロ/ \に 

なって 全く どうに もやり やうがない とい ふ 事だった。 みんなが 集まった 時、 あの 座談 上手の 先 

生の 聲を圓 盤から きくなん ぞと いふ 事 は、 私達ば かりの 歡 びではなかった であらう に、 これ は 

惜しみても なほ 餘り ある 事であった。 
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『鬥』 の 行方 は 淡い 探偵 小說式 結末 を豫 想させる が、 あれ を讀ん だ讀者 は、 自然 他の 原稿 は 

どうな つて 居る であらう かと 考 へられる であらう。 尤も 千 萬な 疑問 だ。 私 はこ、 に 自分の 知ク 

てる 限り を 書き つらねて、 讀 者の 疑問に 答へ る 事と しょう。 

斷 つて 置きた いのは、 私が かう して 原稿の 戶籍を しらべた の は、 全集 編纂で 小宮 さん 達が 大 

體 在所 を さがして 出して 居られた の を、 更に 大正 九 年に r 漱石 遺墨 展覽 會」 を 催した 爲に、 そ 

の 時 調査した からによ るので あって、 それから 例の 大震災の やうな ものが あり、 幾多 財界な ど： 

の變 動が あった 事 だから、 其 後 所有 主が どう 變り、 又 そのうち のどれ かが この 世から 失 はれて _ 

しまった といった 事 は、 もう 私の 知らない 事に 屬 して 居る。  .  j 

大體 原稿と いふ もの は、 作者 が 書 い て 新聞社 な り雜誌 社な り へ 乎 渡して 了 ふ もので あるか ら . 

性質 上作 者の もとに は殘ら ない のが 原則 だ。 ところが 世 2^ なん ぞは暢 is- な もので、 原稿 は 一切 一 


夏 目の 家に 淺 つてで も 居る もの かと 考へ るの が あれば、 『坊ちゃん』 座談 會に 於け る 猿 之 助 君み. 

たいに、 たった 一 枚で い から 『坊ちゃん』 の 原稿が 手に入れたい なんかと、 至極 氣の い 、事 

を 言って るの も あり、 又 私なら 大概な もの はお 菓子屋の 見本み たいに、 ニー 枚づっ 取り 揃へ て 

居る かも 知れない なん ぞと、 甚だ 漫然と 人の 氣も 知らないで 太平 樂 をなら ベ て 居る 御仁 も ある „ 

現在です でに U れ なんだから、 こんな 漫文で も、 將來 多少 物 を 言 はない もので もない。 知った 

人に はつ まらない が、 しかし 知らない 人に はいくら か 興味が あらう。 

草稿で 一番 古いの は、 その 昔小學 生の 頃 同級生だった とい ふ 島 崎 柳場畫 伯が 『正 成 論』 とい 

ふ 作文の 草稿 を 所持して 居られ、 それに は 魔 原と 署名が してあって、 甲と いふ 採點 までつ いて 

居る が、 字は當 人の 筆 かどう か少々 怪しい もの だ。 伍し こんなの や 高等 學校 時代の 作文なん か 

は、 まづこ \ で いふ 原稿のう ちに は 入らない と 見て、 文學的 作品の 部に 屬 する もので 一等 古い 

の は、 漢文で 書かれた 『木屑 錄』 だ。 これ は 十七 囘 忌の 時の 記念に その ま、 玻璃 版に うつして 

出版した が、 子規 居士が 朱で 評 を 入れたり、 點を 打ったり、 後に は跋を 書いて 居て、 中々 の 珍 

品 だ。 明治 二十 二 年の 作で、 房總 半島 紀行 だ。 これ は 小 宮豐隆 さんが 未亡人から 贈られた ので- 
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もと 粗末に こよりで 綴ぢ てあつた の を、 小宮 さんが 帖仕 立に された 時、 氣 のきかない 經師屋 が 

端 をた ち 切って しまって、 書き込みの 子規 居士の 文字 も 大分 切り落して しまったの は 惜しい こ 

とだ U 

子. 规 居士の 書き込みの あるのに、 同じく 俳句の 草稿が ある。 この 俳 稿 は 明治 二十 八 年から 同 

じく 三十 二 年 迄、 半紙 ゃ卷 紙に 書いた ものが 幾 十 枚と なく あるので、 各紙に 子規 居士が 點 をつ 

けたり、 批評 を 書いたり して 居る。 うち 一二 四 葉が 散らばつ てる だけで、 、他 は 悉く 漱 石山 房に 殘 

つて 居る。 數寄 者に は 垂涎 物と W 心 ふ。 

俳 稿と 同じ やうに 朱の 入って 居る ものに、 詩稿が かなり 殘 つて 居る。 これ は 主として 熊 本 時 

代の 詩稿で、 長 尾 甲 山 氏の 朱が 入って 居る。 これ も 山 房に すべて 殘 つて 居る。 

堅い もので は 『文學 論』 の 講義の 草稿が、 これ も 山 房に 錢 つて 居る。 『近 草』 にい ふ 所謂 蠅 

頭の 文字で、 始めの 書き出し は 大きな 字 だが、 終りの 方へ 出る と本當 に六號 活字 を きっちりと 

つめ 込んだ やう だ。 さう して 行术 にす るのに 中 川 芳太郞 さん あたりが ノオト を淨 書した のに- 

先生 自身が 書き込み をされ た 原稿 も 山 房に あるので ある。 


これに 引き かへ、 『文學 評論』 の 講義 草稿 も 書き入れ 原稿 もない ので、 これ は どこに あるかと. 

展觀の 時隨分 方々 さがした。 ところが どうしても 見 當らす あきらめて 居る と、 ひょっこり 野 村 

偉 g: さんのと ころから、 他の 藏幅 やら 揪紗 やらと 一緒に 届けられて 來た 時には、 諦めて 居た だ 

こや 一 ど り 

けに 全く；！ _i 躍した もの だ。 尤も それ はほんの 一部分で、 全部 赤 インキで、 多分 瀧田樗 蔭さん 等 

が 講義 筆記 を淨 書した のに、 先生 自身が 筆 を 加 へられた、 その 加筆の 部分の、 しかも その 一部 

であるら しい。 しかし 一部分で もこれ は 草稿 さへ 無くなって るので、 甚だ 貴重な もの だとい つ 

てい \ わけ だ。 

『猫』 は 雑誌 『ホ トト ギス』 にの つた もの。 その 中程の 第 何囘目 分が、 分の 薄い w 子に 綴 ぢ- 

られ て、 大阪の 素封家 水 落 庄兵衞 氏の もとに ある。 先代の 庄兵衞 氏が 人 も 知る 露 石と いふ ホト 

トギス 派の 俳人だった ので、 高濱虛 子さん あたりに 懇望して、 手に入れられ たもので あらう。 

たど 『猫』 全篇から いふと、 極めて 一部分で あるの が 憾みで、 もっと どっかに 無い もの かと、 

^は 諦ら め华は それとなく さがして 居る と、 丁 昨年だった か ある 結婚式の 席上、 たま/\^1|子 

さんの 令息と 隣席に 坐り、 いろ./ \\ 話 をして 居る うち、 高濱 さんのと ころへ 『猫』 の 原稿の 他 
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二 六 二 

缺 けす 頗る 見事な もので、 猿 之 助君ぢ やない が、 たった 一枚で もい 、などと 失敬しょう ものな 

ら、 それ こそ 折角の ものが とんだ 疵物になる の だ。 よくも この 二つが、 か \ る 心 ある 人の 手に 

よって 珍藏さ れて 居た もの だと う れ しくなる の で あ る 。 

思 ひも かけない 珍品 はもう 一 つ ある。 それ は 『草枕』 の 原稿 だ。 これ も 遣 墨 展観の 折、 無い 

ものと 諦ら めて 居た、 とい ふの は、 前に 全集 を 校合す る 時の 必要から、 大體 原稿の 所在 はわ か 

つて 居て、 出來る だけ 借り出して 来て 校合した ので あるが、 この 『草枕』 は 『門』 などと 同じ 

く、 行方不明の 一 つだった の だ。 ところが どうい ふま はり 合せ か、 展観の 数日 前に 姿 を 現 はし. 

た。 鎌 倉の 松 木 喜八郞 氏の 所藏 だ。 この 原稿の 風變 りな 事 は、 當時 『新 小說』 にの つたので、 

當 時の 編輯 者ら しい 人の 手の 指定の 朱 字が 入り、 其 上 同月 所載の もの か 遍塚置 水 氏 (？) か 誰 

かの 文章 も 一緒に 錢り 込んで ある 事 だ。 こんなの は 明治 文學 史上 珍品の 一 つに 違 ひ あるまい。 

それ 以前の もので は、 亡くなられた 小山 内薰 氏のと ころに、 短 篤 『琴の そら 昔』 の 原稿が あ 

つた。 これ は あんまり 優遇 もされて 居なかった やうで、 多分 同氏 等が 大學生 時代、 r 十三 紘』 と 

かいふ 人 雜誌を やった 時ね だって 貰った ものと 思 ふが、 震災 は ある、 同氏 は 亡くなられる、 

どうな つてし まった か、 私に は 消息が わからない。 


『虞美人草』 の 原稿 は 全部 鈴 木 三重 吉 さんの 手に ある。 これ は屮 一二 枚缺 けて ると かいふ 話 

であるが、 今では 見事に 裏打ち されて 立派な 箱に 入って、 いかにも 貴重品ら しい 重厚 さ を 見せ 

て 居る。 かって ある 富豪が 是非に と 大金 を もって 所望した 事が あると へられて 居る。 この 

迄の 原稿紙 は、 例の 美しい文 字で、 §: 百 字 詰の 本鄕 松屋の 原稿紙に 書かれて 居る。 本鄕 の大學 

に 居た もの は、 初めは 大概 あすこの. £ 小 稿 紙 を 使 ふので、 私 建に は それだけ でも 懷 しいので ある。 

『三 w 郞』 は 麻布の 鈴 木 周太郞 氏と いふ 方が 持って 居られて、 そこへ 車 を 走らせて おかりし 

に 行った 事が ある。 これ も 完本 だ。 確か 和綴で 箱に 入って 居た と 思 ふ。 しかし 三 浦 直 介 氏藏の 

『それから』 は、 どうい ふわけ だった か、 たうとう お借り 出来す、 自然 私 はま だ 一度 も拜 見し 

て 居ない。 

『彼岸 過まで』 はお 粗末な 草色の クロ，' スの 表紙で、 ニ册 本に 綠ぢ られて 居る。 これ はもと 

薄井秀 一氏の 所藏 だった が、 氏が 洋行され る 時に、 夏 ：！！ の 母に 買って 欲しい とい ふ 事で、 山 房 

にかへ る 事に なった もの だ。 惜しい 事に これ も-大地が かなりに 切り落されて 居る。 しかし 完本 

であるの がせ めても の 慰め だ。 
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『行人』 は 加 藤 M 郞氏、 『心』 は 山 本 松 之 助 氏、 『道草』 は 美 土 路昌ー さん。 加 藤氏 は 朝日 新 

聞の 校正 長 をされ て 居た 方 だし、 美土路 さん は 現に 朝日 新聞の 幹部の 一人 だが、 私が 展觀 の顷 

お借りに 行った 時には、 たしか 外國へ 派遣され て 居た お 留守だった と 思 ふ。 三 四 年 前 帝劇で 左 

圑 次が 「シ ラノ  • ド . ベ ルジ ュ ラック」 を やった 時お 目に かって、. やっと そのお 禮を 言った 1* 

を 思 ひ 出す。 

最後の 大物 『明暗』 全篇 は、 大阪の 池 崎 忠孝 君が 秘藏 して 居る。 これ は 永らく 私が 预 つて 居 

て、 私に まかせる から 装 幅して くれない かとい ふ 察に、 一枚 一枚 和紙で 裏打ち させて、 それ を 

六册本 かに 綴ぢ、 立派な 桐 箱 を 造って 屆 けた。 彼と 私と 合議の 上で、 各冊の 題簽 を 門下に 賴も 

うとい ふ 事で、 第一 卷を 未亡人、 以下 それぐ 書いて 貰 ひ、 なほ それでも 足りないで、 今度 は 

見返しに もろく の 門下の 署名 をして 貰 ひ、 最後に これ は 京都の 去 風洞で 十 年 記念の 小 展觀を 

催した 時、 箱の 表を津 田靑枫 さんの 題字、 裏に 西 川 一草亭 さんに 山茶花 かなん かの 繪を 描いて 

もらった。 すこぶる 凝った 面白い 趣向の ものと なって 居る。 

大物 は大體 そんな もの だが、 小さい もの はちよ い，/^ 外に 散らばって 居る。 例へば 『朝日 文 


藝』 時代の 小さい 隨筆ゃ 論文な ど。 

『文 展と藝 術』 とい ふ文展 批評 は 岩波 茂 雄さん の所藏 だった が、 これ は 岩波 書店の 大金 庫が 

大震災に やられた 時、 同氏 所藏 の書畫 諸共、 あの 劫火に やられた ので は あるまい か。 『硝子 戶 

の 中』 の 原稿が 數年前 ある 古本屋へ 出、 何でも 三千 圓 とかい ふ 言 ひ 値に、 誰も 私達の 識 つた 連 

中の 中で は 手が 出せなかった が、 あれ は 今 保 坂 潤 治 氏の 所有に 歸 して ゐる。 

『砲 子戶の 中』 に 似た 先生の 身邊隨 筆、 わけても あの 修善 寺の 事 を 書かれた 『思 ひ 出す こし」 

など』 はいろ， （-の 意味で なつかし いもの だが、 大正 九 年の 夏 前 かと 思 ふが、 本鄉の 正門 近い 

古本屋 に 原稿が 賣り に 出て 居る とい ふ 話 を 小耳に はさんだ ので 、様子 見 旁， 'あはよ くばと 買 ひ 

に 出 かけた。 この 店 はどうい ふ緣故 かよく 先生の 原稿が ぶ凤 りに 出る ところで、 『三 四郞』 も 『そ 

れ から』 も そこから 出た もの だと 聞いた。 

行って 見る とたし かに ある。 あるに は あるが 惜しい 事に 全部が 全部 揃ってる ので はなく、 新 

Mo 一  同 分 づっ寶 る 方が 手顷な もの だから、 幾人に もい 、ところ を 乞 はれる ま、 に分寶 してし 

まって 居た。 何とかして みんな 買 ひ 戻して 手に入れる 方法 もがな といって 見た が、 店賣 りした 

めだから 誰が 買って 行った かわか らす、 中には 九州 くんだり 迄 行 つた ものが あるな どと いふ。 

二 六 五 


二 六 六 

化 方がない、 一 1^ 分 いくらかと きくと、 とこ とんのと ころ 十圓 なら 賣る氣 らしい ので、 残って 

るの を こみで 買 ふ 約束 をし、 序に 『點 頭錄』 の 二三 囘分、 『朝日 文藝』 の  一 ニ囘分 迄、 残らす 一 

纏めで 値 を きめてし まった。 さう して 明日 家へ 金 を 取りに 來る やうに いって、 アドレスと 名前 

と を 書く と、 今迄 私 を 知らなかった 本屋の 欲張り 親父の 口惜しが る 事。 貴方と 知ったら 三倍 程 

に 吹つ かける のにと いふの だから、 此方もう まくして やったり と悅に 人って、 今度 は 屮：： たら 外 

へ 話す 前に 何でも 持って 來 給へ、 高く 賈 つて やる からと 大きく そり かへ つた もの だ" それが つ 

まり 『門』 の 原稿の 事件 を こん がら かした あの 電話と なって 現 はれた の だ。 

かう して 原稿 を 一 管して 見る と、 當 代の 文人で これ 程 原稿の 保^され てる 人 はま づ ある ま；；/ 

それと いふの も、 一 つ は 先生が 四十 近くな つて 卒然と 文名 をな し、 わ づか十 年 そこくで 盛名 

のうちに 亡くなられ たとい ふの が、 その 大きな 理由な ので あらう が、 いつ 何時 どうい ふ 問 違が 

ない もので もない ので、 私 は ぼつ （- これらの 原稿 を 借り出して、 その ま.^ 複寫 して、 原作 そ 

のま.^ の 香り を 同好の 方々 にわかちたい もの だと 思 ひ 立った の は隨分 早い事 だが、 實 現した の 

は 比較的 簡單な 『木屑 錄』 たった 一 つ。 これ だけで も かなり 喜んで 貰った ので、 必すゃ 『坊 ち， 


やん』 だ 『草枕』 だとい ふ もの を 始め、 もろ/ \ の 名作 を、 あの 美しい 先生の 創作 當時 のべ ン 

字で 讀む 事が 出來 たら、 どんなに 深い 愛着と 熱情と を讀 者に 與 へる だら う。 私 は その 事 を考へ 

て 自分で は ぞく （- する ので あるが、 さていつ の 日 その 夢想が 實現 する 事 やら。 しかし 私の 生 

きて るう ち、 是非とも 舌 をな めすり くやって 見たい 贅澤 な； H 事の 一 つ だ。 
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全集の 装幀 

漱石全 築の 表紙の 模様が、 一見 文字の やうで も あるが、 といって まともに 讀 めさうな 文字 も 

、 

まづ 見當ら す、 さりと て單 なる 模樣 として はこれ 又 如何にも 奇怪な ので、 そこに は 何 かしらい 

はくが ある だら うと は、 多くの- 讀 者の 疑問で あるら しい。 私 とても 專 門で ないから 詳しい 說明 

は出來 ない が、 此際 概略の 說明 をす るの も 無駄で はないだ らう。 それに はま づ 先生の 著書の 装 

^^の大略を見てするのがぃ 、と思ふ。 

ー體 先生 は 装 幅に 好みの あった 方で、 『吾輩 は 猫で ある』 にしろ、 『漾虚 集』 にしろ、 『鶉 籠』 

にしろ、 初版 は 菊判の 頗る 美本で、 先生の 文章が 一世 を 驚かした と 同様、 装！ g も 亦 人々 の度膽 

をぬ いた ものであった であらう。 明治 三十 九 年 四十 年と いふ" 頃に、 こんな 美本が 現 はれた の だ 

が、 これら は 今 見ても 立派な、 むしろ 贅澤 版と でもい ひたい 部類に 屬 して 居る。 殊に 『猫』 が 

三 冊 緩き であり 乍ら、 同じ 風な 體裁 を備 へて、 同時に 少しづつ 文 樣が變 つて 居るな ど は 面白い 


意匠 だ。 私自身の 舊 ぃ經驗 をい ふなら ば、 先生の 『虞美人草』 が 市に 現 はれた 時には、 まだ 田 

舍 の中學 生で あつたが、 あの 帙人 りの 華 匿な 書 を 店頭に 見た 時、 買 ひたいに は 買 ひたいが、 さ 

り と て 餘 りに 綺麗 で 物體 なく、 た うと う お ぞけを ふるって 賈 はすに しまった 事を覺 えて 居る が、 

意氣 地の ない 田 舍中學 生 をお どかした 先生の 装 幅 も 罪な事 だ。 其 頃の 装 幅 は 橋 口 五葉 氏だった。 

先生 は身邊 にい 、装 喊家を もって 居られた。 さきに は 故 橋 口 五葉 氏、 後に は津 田靑枫 氏で、 

ふる 

丁度 五葉 氏の 圖 案が 行きつ まった かに 見えた 時、 津田 氏が 現 はれて 腕 を 揮った 形で あるが、 先 

生の 生前 津田氏 は 『道草』 と 若干の 縮刷 本 を 手がけた のみだった の は、 何に しても 物足りない 

感 がないでも ない。 

とにかく 先生の 著書 は 『文學 論』 『文學 評論』 の やうな 堅い ものに 至る 迄、 装 ig に 意を拂 はれ 

て 居た。 たゾ 一 つの 例外 は 『社會 と 自分』 一 册 きりで あらう。 

五葉、 靑概兩 氏の 装 帳の 外に、 搶 心の ある 先生 は、 自分で 装幀が して 見たかった ので あらう、 

『心』 と 『硝子 戶の 中』 の ニ册を 著者の 自 装で 出版され た。 これ は 岩波 書店から 最初 自費出版 

の 形式で 出された もの ださう だから、 自然 さう いふ 謂 はば 一 種の 道 樂氣も 出た ので あらう が、 

との全集の装^^は實にこの 『心』 の 装 幅に よった ものである。 『砲 子戶の 中』 の 意匠 は 更紗 模 
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樣集 『花 ふくさ』 の 中から 取られて 居る。 

最初 先生が 亡くなられて 全集 を 出版 するとい ふ 時に、 装幀 を 誰に たのむ かで、 甲 論 乙 駭で大 

0 つと 

した 名案 もな く、 いっそ それよりか 先生 自身の 装 幅が あるの だから、 それに 則ったら とい ふ 事 

になり、 一決した のが、 大體今 日の 装幀で あるので ある。 

大體と 言った の は 『心』 の 装 幅と 違って ると ころが あるから である。 『心』 の 表紙の ひらに 

は、 二重 枠の 中に、 「心  一^子^ i 篇 一心 者 形 之 君 也 …… 」 云 々と、 康熙 辭典の 心の 條が八 行ば か 

りに ぬき 書きが して あつたが、 全 壤には 無論 それが なく、 その代り 題字 題簽が 先生の 畏友 狩 野 

亨吉 博士の 手に なって る 事で ある。 

さて 愈，' 本題に 入る が、 この 表紙の 文字 模様 は、 通常 「石 鼓 文」 とい はれて 居る、 周の 岐陽 

の 石 鼓の 拓本から 取られた ものである。 『金石 索』 によると、 獵の 事が 刻まれて 居る ので ある 

が、 永く 埋もれて 居て、 唐の 初めに 世に 現 はれた と ある。 高さ 一尺 五寸 乃至 二 尺 そこ/ \、 周 

り 六 七 尺と いふ 曰 型の 石が 都合 十 あるので、 文字 は その 胴に あるので ある。 文字の 消えた もの 

が少 くない。 拓本で 普通 行 はれて 居る の は、 三百 八十 六 字 本と、 北 宋舊拓 の 四百 六十 二字 本と 

あって、 後者が 善 本 だと 見えて 居る が、 先生 所蔵の 拓本 も、 複刻 ものに は 違 ひない が、 字數の 


上から いって 恐らく この 後者に 據っ たもので あらう。 橋 口 五葉 氏の 令兄 貢 氏が、 支那の 領事 を- 

して 居られた 顷に 贈られた もの かと 思 ふ。 この 奇 古な 神秘的な 文字が 先生 を 喜ばした ものに 違.： 

ひない。  一 

惜しい 事に 先生 手澤の 拓本に は 貼り 違 ひがあって、 「金石 索」 に 載す ると ころの 本文と 違 ふと. 

ころが ま、 あるので あるが、 今 は柘 本の 硏究を 目的と する ので はなし、 又 先生 自身 これらの 文 j 

字の 面白さに、 圖 案の 意匠と して とられた ものに 過ぎない の だから、 その 事 は 今の 場合 どうで 一 

もい.^ こと だ。  一 

そこで 參考 迄に 表紙と 本文との 對比 をして おく 事に しょう。 先づー3^^表紙の右の上から始まる： 

ので あるが、 上ド と^々 と は 文字が 半分 以上ない から、 それと 推定す る 外ない。 第一 石 Q 三 I な 

目から 始まって 居る。  二 

邀馬旣驟君子員- 

求？ 弓 ®i 玆以 

寺 邀歐其 時 其 
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來趟 153.!^ 卽邀 

卽ー ー:1 時 塵 鹿 趣， - 

其來. 透 歐 其 , 

來 遺.. 射 其賴蜀 (以上 第一 石) 汧  . 

^沔. 彼淖 (以上 第二 石) 驟. - 

il 以險于 止陸宫 

車 其 寫秀弓 寺 (以上 第三 石) 

むづ かしい 字が あって、 普通の 漢學の 知識で は 一寸 讀 めさう にない。 新に 鑄 造し なければ、 

くづ 

第一 今の 活字に ない 字 さへ ある だら う。 表紙で は隨分 刀の 類れ て 居る ところがあって、 最後の 

一 一字なん ぞは 全く 得 體 がわから ない が、 本文から 推して 字を當 てて おいた ので ある。 

『心』 の 表紙の 刀と 刷と は 伊上 凡骨 氏の 手に なって 甚だ 高雅 溫潤、 色 合 も 頗る 趣が あつたが、 

それが 菊判の 全集と なり、 今 また 普及版と なる に 及んで、 最初の 和紙が 布に 變 つて 第一 に 趣 を 

失 ひ、 今度 は 大量 製 産で 手 刷が 出來 ない ので、 先生 當 初の 意匠だった デリ ケ ー 卜な 色 合 はかな 

り 害 はれて、 謂 はは 幾分 俗惡 になった。 が 何 は ともあれ 本 全集 は 先生 自身の 装帖を 生かして 傳 


へたと いふ 意味で、 意義の 深い ものが あるので ある。 が 全集が 普及され たので、 この 装幀 を 見 

ると いきなり 人 は漱石 全集 を 思 ふので あるが、 何ぞ 

はからん 本家本元 は 『心』 にある ので ある。 さう し 

て 面白い 事に は、 二三 年 前に 支那で 飜譯 出版され た 

『草枕』 に は、 甚だ 雜 では あるが、 ちゃんと この 全 

集の 装 幅 をと つて 居る。 かうな つて 來 ると 何が 何 や 

ら わからなくなる わけ だ。 

序 だから こ、 で 書き 加へ てお くが、 改造 社 版の 未 

亡人述 小生 編錄の 『漱 石の 思 ひ 出』 の装喊 も、 一見 

全集に 似て 居て、 其實 よく 見る と 全く 違って 居る の 

である。 そこに 苦心と い へば 一 種の 苦心が あるので、 

表紙 は 同じ 石 鼓 文の 違った ところから 文字 を 拾 ひ、 

見返し も 先生の 趣味に ならって、 前記 『花 ふくさ』 

の 一部 を 借りて 創案 を 立て、 扉に 橋 口 五葉 氏 案の 先生の 原稿紙の 外枠 を拜 借したり などして、 
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先生の 趣味 を 取り入れる につと めた ので ある。 ま.. 全集と 『思 ひ a^』 とが 同 装幀 だな どと 早き 

點 する 人が ある やう だから、 こ 、に 書き 加へ てお く 次第で ある。 

先生が 『心』 の 装帧の 見返しに もと 描かれた 芒の 圖 案が ある。 其 後 句 を 題して 鈴 木 三重 吉氏 

に與 へられ、 旣に 同氏の 珍藏 すると ころで あるが、 昨年 『漱 石寫 眞帖』 に拜 惜して その ま、 見 

返しに 使った ことがある。 何しろ 自分で 繪を 描かれた 位 だから、 書畫の 表装に しても、 書物の 

装 幅に しても、 相當 好みが あったら しい。 が、 一 曰； 人に まかせた 以上、 實に その 人 を 信じて ま 

かせ 切りだった らしく、 この 點又 先生と いふ 人 をよ く 現 はして 居る と 思 ふ。 祌 田に 栗 原と いふ 

表具屋が あって 御用 を 承って 居た もの だが、 今 どうして 居る か 消. を 知らない。 こ，， の 主人に 

尋ねて 見たら、 表具の 方の 趣味 なぞ も わかる 事が 多から うと 思 ふ。 


今では 東鄕 元帥の 遺骸 を迎 へた 多 摩 墓地の やうな 廣大 なのが 出來 たが、 これ 迄の 東京の 大き 

な 墓地と いへば、 まづ谷 中、 青山、 雜司ケ 谷の 三 箇所だった。 その 三 箇所が それ- i\ 特徵が あ 

つて、 谷 中 は 所柄 だけに 舊 幕の 香が し、 靑山は 明治 年間の 武將 紳商 顯官の 休憩所の 感が あり、 

雜司ケ 谷に は 明治から 大正 へ かけての インテリ 向きの 精神 文化 を 代表した もろく のリ If 

の 墓が ある。 各 特徴が くっきり として、 こんな 文化史 的な 見地に 立脚して、 三つの 墓地 を 比 

较對 照して 見たら、 案外 面白い ものが 得られる であらう。 各 墓地に 眠る 代表的 人物の 名 を あげ 

ただけ で、 m 心 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あるで あらう。 

此外 東京に は 音 羽の 護國 寺の 墓地み たいに、 元. 勳 を特徵 にした もの も あり、 又染井 墓地の や 

うな もの も あるに は あるが、 前記の 三つの やうに、 時代 的に それ.^ つながり を 持って 居て、 

しかも その 時代々 々 の 特徴 を鮮 かに 備へ て 居る もの は 他に あるまい。 
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こんな 事 を 見て 行って、 それに つれて 様式の 變化 など を くらべて 行く の も、 一種の 文化史と 

して 興味の ない 事で はない が、 しかし こ では 墓地 一 般を 考察し ようとい ふの が 主題で ないか 

ら、 た f 各 墓地に 各.' 特徵が ある 事 をのべ、 さう して わが 歉石 先生の 墓 は 雜司ケ 谷に あって、 

この 墓地の 極めて 特質 的な 一 代表 をな してる 事 をい へ ば 足る ので ある。 

ー體夏 目 家の 先祖 代々 のお 墓 は、 小石 川 小 日向 臺 町の 本 法 寺と いふ 眞宗 寺の 墓地に ある，^ 名 

主の 家の 墓と いふ もの はこん な ものな の であらう か、 格式の やかましい 舊幕 時代に あって は、 

あたりの 墓と くらべて、 まづ可 もな し 不可と いふうち にも、 や.. "可の 部に 篤す るで あらう か。 

寺 は 東 本願 寺 末の 阪東 四ケ 寺の 一 つ、 小 日向 御坊と いった 有名な 格式の ある 寺。 しかし 先生 は 

す. a 

禪が 好きで、 しかも 分家して 了 はれて 自由な 所へ、 一番 季の 娘の 雛 子さん が 亡くなった 時の 乎 

次 寺の 本 法 寺の やり 口が 氣に 入らない といって 居られた とかで、 參禪 の緣故 もあって、 葬式の 

導師 は 鎌 倉圓覺 寺の 宗演 禪師、 菩提 所 は 小石 川^ 荷 谷の、 白 隱禪師 に ゆかりの ある 至 道 庵と い 

ふ 事に なり、 墓地 は季 女の 眠る 雜司ケ 谷に なった ので ある。 雜司ケ 谷 墓地 は、 『心』 を よんだ 先 

生の 讀 者に は、 殊の外 懷 しい、 恐らく は 先生 を 葬る に ふさ はしい と 感じられる 處 なので ある。 

葬式の 折の 老師の 香 語が、 書齋の 白い もの づ くめの 靈 壇に のせて あつたの が、 いつの 間に や： 


ら 見えな くな つた。 納骨 だ、 あとかたづけ だとい つてる どさくさ 騷 ぎに、 大方 どこかへ 仕舞 ひ 

忘れた の だら う、 いづれ 一片 付きしたら、 どっか 本の間から でも 出て 來る だら うと、 さして 氣. 

にもと めないで 居る うち、 數年 たつてから、 たしか 津 田靑枫 さんだつ たと 思 ふが、 近畿の 績行 

脚 をして 居る うち、 丹 波の 山の 中で この 宗演 老師 自身の 香 語 を 見せられ、 其 時 は 面白い ものが 

こんな 山の 中に ある もの だな 位で、 別に 氣 にもと めす、 所藏 家の 名 も 聞かす、 又 どこから どう 

して 手に入つ たの かもき かすに しまったが、 何でも 旅の 雲水から 安く 買った とかいって 居た と ■ , 

かう いふので ある。 そこで はたと 思ひ當 つたの が、 あの 乞食 坊主、 あいつの 仕業に 違 ひない、 

して 見る と 山 房に 無 いのも 道理、 い つ の 間に やらう ま と盜み 出されて 居た わけなの だ。 

その 乞食 坊主と いふの は、 先生が 亡くなられて 十日ば かりたった 頃、 突然 玄關 先き に 現 はれ 

て、 先生 崇拜の 雲水 だが、 是非 供養に 靈前 でお 經を 上げさせて 頂きたい といって 來 たもの なの 

だ。 風體も 普通の 雲水 型、 後で 考 へれば X  X 僧堂なる 頭陀袋 も 雲水 笠 ももって 居ない の だから、 

疑へば 疑へ るの だが、 時が 時で、 吊 問の 手紙 を 見ても 哀悼の 文章 を 見ても 一 々感激して、 家中 

の ものが 謂 はば 奇特 病に 罹って 居た の だから、 かう いふ 特 志の 靑年 雲水 を 見て は、 益.' 先生の 

德の 大きかった 事 を 思 ふ 位の もの。 言 ふなり に靈 前へ 導いて、 經を 上げて 貰 ひ、 いっぱし 吾黨、 
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の士 のつ もりで、 お茶な どのみながら 話しあって 居る と、 愈. - 此方の 氣に 入った 事 をい ふ。 さ 

うして 歸り 際にお 布施 を 出す と、 こればかり はとい つて 固辭 する のだった。 

かう して 七日 目 毎に 必す やって 來た。 後で は 出された 御 布施 は 押し 項いて 持って かへ る やう 

に はなった が、 もう 誰も この 氣 さくな 雲水 を氣 にしない のみ か、 七日 目 毎に、 今日 も 亦 あの 雲 

水が 來るぞ などと、 それとなく 待つ やうに なって 居た。 雲水 は靈 前にと いってお 香 を 持って 來 

る 事 も あれば、 禪宗の 薄っぺら なお 經を 持って 來る事 もあった。 彼は大 森禪戒 と名乘 つて 居た。 

只 私に いさ、 か 不思議だった の は、 臨 濟宗の 話 を すれば、 私 は總持 寺の 僧堂に 居た ものです か 

らと 答へ、 曹洞宗 の 事 を 語れば、 禪は實 行です からと か 何とかい つて、 何も 修行 だな どと いつ 

て 人に 語る 程の ものはありません とそら すの が 常だった。 八：' は 駒 澤大學 の學長 をして 居られる 

位の 人物 だから、 其の 當時 にあっても 私に はこの 大 森禪戒 とい ふ 名が 聞き 覺 えの ある 名で 仕方 

がない ので、 それ をい ふと、 坊主の 名なん かみんな 同じ やうな もので、 昔から 同名異人が、 ど 

つ さりあります よと 笑って 答へ るの だった。 

ところが 森 田さん が、 先生の 德 をた 、へる 意味で、 かう いふ 例 も ある、 あ、 いふ 例 も あると 

いって、 いろく 例 を あげた 中に、 この 雲水の 事 を 誓いた か 話した かした もの だ。 すると その 


記事 を 讀んだ 有 島 生 馬 さ ん から、 どうも 近頃 家に 來る 雲水 の やり 口な り風體 なりが そつ くりだ 

が、 若し 同一人 だとす ると、 ちと 怪しい から 警戒した がよ からう とい ふ 注意が 來た。 有 島さん 

のと ころで も、 丁度 其顷嚴 父が 亡くなられた 後だった の だ。 探って 見る と 正に 同一人。 そこで 

久 米が 一役 かって、 何く はぬ 額して 來た 雲水 を 雜司ケ 谷の 墓地 迄 i き 出し、 そこで やん はり 正 

あば 

體を 暴いて 事な きを 得た 顚末 は、 久米 自身が 當時 小說の 一 齣に 書いて 居た。 結局 大して 金に し 

たわけで もな し、 もっと 懇意に なつてから 一仕事しょう とたく らんで 居た もの か、 その 逢の 消 

息 はわから ない が、 後で 何 か 失く たった もの はない かな どと 大騷動 をして さがして 見た けれど- 

训に めぼしい ものに 異狀 はなかった の だ。 それが 數 年た つてから 證據の 品 を 注進され て、 初め 

て やっぱり あれ を やられた のかと 氣 がっく なんて、 いかにも 迂濶干 萬な 人の い 、話 だ。 

今の 墓の あると ころ は、 雜司ケ 谷 墓地と して は 新開地な ので、 もとは 市の 街路樹の 種苗 地に 

たって 居た。 丁度 三囘 忌の 時 墓 を 建てようと いってる 時、 取り 拂ひ になって 墓地 擴張 になった 

ので、 舊 墓地の じめ くした ところから、 こ、 へ 改葬す る 事に した。 かなり 廣ぃ 地面の 一角で- 

ー體 こんな 廣ぃ 空地が、 いつにな つたら 墓で 埋まる のかと 思って 居たら、 あの 大正 八 九 年の 猛 
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烈な 流行 感冒で、 見る/ \- ふさがって しまつ 

たに は、 人 もよ く 死ぬ もの だと 驚かされ てし 

まった。 

あの 墓 は 未亡人の 妹 壻に當 られる 建築家の 

鈴木賴 次さん の 設計 だ。 何でも 先生の 學識の 

やうに、 和洋の い.^ ところ をと つて 新 様式 を 

出さう とい ふ 意氣で やられた ものと 聞く が、 

墓石 は 西洋風 の 寢棺型 を わ ざと 安樂 椅子 式 に 

とり、 それに 五輪 を あしらつ たりして 日本の 

味 を 出さう としたの ださう であるが、 正直な 

ところ どうも ぴったり 來 ないやう だ。 

ところで、 この 墓 を やる 時に 飛んだ 苦心談 

が あるの だ。 とい ふの は 石の 正面に 「文 獻院 

古道 漱石 居士」 とい ふ 先生の 戒名と、 「圓 明院 


清 操 淨鏡大 姉」 とい ふ 未亡人の 生前 戒名と を、 二 行に 書いて 彫りつ けようと いふ 未亡人の 望み 

なので、 字 を 鎌 倉の 菅 白雲 先生に 御 願 ひして あつたの だ。 菅 さん は 

故人の 親しい お 友達であった。 私達 は 一 高で 獨逸 語を敎 はった ので 

あるが、 あいつの 獨逸語 は 怪しい が、 字 は 相當な もんだ と 私達に ま 

で推稱 されて 居た もので、 芥 川なん か は 自分の 處女 出版 『羅生門』 

などに は、 題簽 初め 扉なん かまで、 白雲 先生の 手 を： a はし、 額なん 

>, ぞも 書いて 貰って、 部屋に かけて おいた 害 だ。 たしか 文句 は 「方 外」 

氏 の 二字だった と 思 ふ。 

UI  0 さてお 願 ひ はして あるが、 この 二列 縦隊の 戒名が 巾 々出來 ない。 

ぎりく のと ころ、 今晚 中に 出來て 石屋の 手に 渡らなければ、 到底 

三 同 忌當日 迄に は 完成 しないと いふ 日に なって しまった。 私 は 前日 

7^  鎌 倉へ 電報 を 打って 、明日 頂きに 伺 ふ 皆 を 言って おいた。 多分 屮 I 來 

1 S  >  てるの を 貰って 來て、 其 日のう ちに 石屋の 手に 渡せば い、 の だから、 

折よ く 十一月 半ばの 日曜日 を 幸 ひ、 久々 で 當時横 須賀に 居た 芥川を 訪ねて、 半日 駄 辯って 來ょ 
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うと、 その 方へまで 手 ま はしょく ハガキ を 飛ばして、 早く 行けば 遊ぶ 時間 も 多い 事と 胸算用し 一 

て、 起きぬ けに 出かけた の だ。  一 

所が 鎌 倉へ ついて、 傅 を 由 井 ケ濱の 先生のお 宅の 前へ 待たせて 伺 ふと、 俥 はかへ して まあ 上 一 

れと いふお 話。 飛脚の つもりが、 先生の 御座 敷へ ミイラに されて しまった。 これ だけ 書いて は 一 

見た の だが、 どうも 字く ばりが うまく 行かす、 何枚 書いても だめな の だ。 これから 書く から、 

君 も 見て 居て 批評し ろと いふ 白雲 先生の 御託 官ー。 書きよ ごしが 半 打 も あるの だ。 

やがて 毛氈 を 敷いて、 墨 をす る。 した- -か 唐墨 をお ろして、 石の 寸法 通りの 紙 を ひろげる。 

先生が 眞劍 勝負の やうな 氣 合で、 懸腕 直筆で 六 朝風の 字 を、 紙も賀 けとば かりに 書かれる。 何 

妆 書いても、 先生の 氣に 入らない。 おひるに なった。 一休み をして、 先生 所藏の 法帖な ど 見せ 

て 頂いて、 叉しても か、 る。 私 は 紙の 頭 をお さへ ながら、 先生と 同じく 全身に 力 を こめる、 今 

度 こそ はと 思って ると、 又しても いけない。 かう して 又 夕食に なって しまった。 

タ食 をす ませて 散步が てら 來られ たので あらう、 上品な 洋服の 老婦 人が やって 來られ た。 顯ー 

理 さんの 未亡人 だと 紹介され る。 愛猫の 碑 を 頼みに 來られ たの だ。 先生 は 丁度 墨が すって ある 

からと 氣輕に 書かれる と、 すぐに 一枚で 出來 上った。 かう いふ 風に うまく 出來れ ばい \ にと、 一 


先生が がっかりして 筆 を 投じて 了 ひたい 位に 疲れて 居られる と、 石屋から 催促の 電報が 來る。 . 

又しても 勇氣を 揮って 紙に 向 はれる。 いたくし いが 仕方がない。 たうとう しま ひ 頃に は、 先 

生 も 何が 何やら わから なくなり、 私 も 目移りが する 上に 疲れ果てて しまって、 どれが い \ やら 

か いもく 

惡 いやら 皆目 見當 がっか なくなった。 しかし 一 度 石に 刻まれれば 永久に 殘 るの だからといって- 

先生に は どれ もこれ も滿足 出來 ない の だ。 やがて 九 時 も 過ぎた 頃、 もう 先生に はこれ 以上 書く 

氣カ も盡き 果て、 私 ももう これ 以上い くら 書いて 頂いても 無駄 だと 思 ひ 出した。 そこで 二十 枚 

ばかり 書かれた うち、 一番 先生の 氣に 入った の を 頂いて 行きます とい ふと、 おれに も わからな 

い、 娘が よく 見る です といって、 漸く あきらめられた 樣 子で、 令嬢に 助け舟 を 出された。 令嬢 

は 一渡り 見て、 これが 一等 上出來 よと、 一枚 をぬ き 出して くれた。 もう 先生に も 異存 はな かつ 

た。 さう かい、 大丈夫 かいと 好々 ハ爺 振り を 示して、 卷 いて 渡された 時には、 私 は 何とい ふ 事な 

しに 淚が 出さう だった。 

八丁 堀の 中 野と いふ 石屋へ 持つ 行った 時には、 夜 も 十二時 近く、 煌々 たる 電燈を 墓石の 上に 

HE つて、 手 害 はよ しと 職人 達 は 篝 火 をたい て、 私の 來 るの を 今や 遲 しと 待つ てるのだった。 私 

は 凍てつ きさうな 夜の 空氣を 刻む 石 整の 音 を 背後に 閱 いて、 やれく 責任 を 果たした なと ほつ 
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とした 0 

翌日から 字 を 書く と、 菅 さんの 字の 癖が 出る やうに なって しまった。 勿論 下手 上手 は 問題で 

ない が、 たった 一 日で は あるが、 一 心に 氣合を 入れる と、 その 影響 は 恐ろしい もの だと W 心った- 

さう して それから しばらくの 問と いふ もの、 墨 を 磨る のが 面白くな つて、 よく 法帖 を ひろげた" 

三囘 忌の 當日 見事に 出來 上った 墓 を 見て、 菅 さんの 字が い 、とい ふ聲 がしき りに 閱 かれた。 

めん 

先生 はいろ-, \ の 面から ためつ すがめ つ 心配 さう に 眺めて 居られる から、 大變 評判が い 、です 

よと 俾へ ると、 先生 も滿 足らし く、 此問は ひどい 目に 會は せて しまった なと、 莞爾として H;:^ 

に 一束の 皺 をよ せられた。 私 は 石屋に 柘を 叩かせて、 先生の もとへ 贈った。 

宗演 禪師の 筆になる 位牌 は、 荷 谷の 至 道 庵德雲 寺に ある。 今では 德雲 寺の 本堂が W 建され 

たが、 老師の 提唱が あった 頃に は、 至 道 庵と いふ 說敎 所ば かり 。命日の 十二月 九日に は、 こ、 

の 薄っぺらな 莫 蓮の 上に 坐ら せられて、 勤行に 列して 居る と、 本當に 全身が 凍える 思 ひがした 

のだった，」 

七！ 1 忌の 頃であった であらう か。 當時 そこの 住持だった 坊さんが 突然 訪ねて 來た。 會 つて 見 


ると、 ； 1 堂 金 制度 を 確立した いが 贄 成して くれろ といった 要件で、 寺の 方から 賦課 式に 言って 

來 るの も 異な もの だが、 ともかく 菩提寺と あって 見れば、 何が しかの 事 はする のが 當然と 思 ひ 

未知 をした ところが、 今度 は 月賦なら いくら、 年賦なら どう、 それが 一時 拂 ひなら いくら. /(^ 

の 割引きになる てな、 妙に 商資 じみた 事 をい ふので ある。 さう あけすけと 一一 m はれて 見れば、 話 

はわ かってい \ やうな ものの、 淨財 とか 布施と かいふ 一 種 神聖な 氣持 がな くな り、 まあ 相談し 

て 置かう とい ふ 事で 歸 つて 貰った。 すると その 翌日 電話が あって、 どうも 大變な 事に なり まし 

た。 實は至 道 庵と いふの は あれ は說敎 所で、 說敎 所に 位 脾を祀 る 事 は 法規が 許さない、 今迄 は 

其 筋で 大目に見て 居た が、 今度 厳重に 取締る 事に なり、 不日 先生の 位牌 も あすこに は： おけない 

事になります。 つまり 近々 追 ひ 立て を 喰 ふわけ で、 そんな 事に でもな つて は 先生の 御 位牌と し 

て不面 H 此 上な しだから、 今のう ちに、 何も あすこで なければ いけない 理窟 もない のです から、 

よその い 寺へ お移しに なって は 如何です か。 確かな筋から 情報 を 得た ので 內密に 御 相談し ま 

す、 とか う いふので ある。 

明治 政府 以來、 佛敎 政策に は相當 苦心して、 新ら しい 寺 名義と いふ もの は 許可し ない 方針な 

ので、 說敎所 は 許可す るが、 それ は どこまでも 說敎 所の 取极 ひ、 寺に なりたい もの は、 廢 寺の 
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名義 を 買 ふの だとい ふ 事 を 聞いて 居た ので、 私 は 又德雲 寺と いふ 寺 名義 を 至 道 庵が 持って るの 

だら うと、 最初から 獨 り合點 をして 居た の だ。 だから 住持の 話 は、 急な 取締りと いふの は 少々 

^ こえな いが、 場合によって は 無い 事で はない と 感じた の で 、 そ こ で 試みに 他の 適 常の 寺 はと 

きいて 見る と、 白山の 某 寺 を 推薦す るの だった。 考 へませ うとい つて、 私 は禮を 言って 電話 を 

切った。 

翌日に なると 叉 電話が 來た。 祠堂金 を 今のう ちに 纏めて お納めに なって は 如何、 幾 割引きな 

どと いふ 事で なしに、 半分で も 三分の 一 でもい 、から 今 納めて" 頂ければ、 位牌 を^の 寺へ 移し 

て も 權利を 引き つぎ、 责仵を 持って 立派に ぉ爲 になる や う 取 計ら ひ ますから とかう いふの で あ 

る。 此 問からの 話と 思 ひなら ベて 見る と、 話 は 一二 段で、 たしかに 仕組まれて 居る 様子。 はは あ、 

奴さん やって るな と、 其 時 私 は 受話器 を 耳に あてながら 北叟 笑んだ。 

そこで 私 は 意地 惡く、 そんな 面倒な 菩提寺 はいらな いから、 位牌 は 山 房に 引き上げ るが、 一 

體 貴方 はどう される のかと 尋ねたら、 自分 は 白山の 寺へ 入る ので、 八，' 現に どこそこの 庵 寺に： $1 

る。 だから 祠堂金 はどう か 此方へ お持ち 下さるな り、 また 私が 頂きに 行っても い、 が、 とに か 

くもとの 寺に は惡ぃ 奴が 居ます からと、 まだ 四の 五の 言って るの だ。 私 は 筋 は 全部 讀め たと；. d 


つた。 試みに 念のため 至 道 庵に 電話して 見る と、 もとの 住持 は 少し わけが あって、 つい 此間左 

遽 された の だと、 新ら しい 住持が 出て 來 ていふ。 つまり 祠堂 金と 位牌と が 持って行 きたさの § 

い 芝居だった の だ" 

翌日 私 は 欲張りの 憐れむべき 老僧の 爲に、 小さい 菜 子 折 をドげ て、 彼が 铺 居の 庵室 を 訪れ、 

今度 はいろ く 御 心配 有難う ございました といって 置いて 來た。 
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漱 石山 房の 繪端書 

先生のと ころへ 來た 重だった 乎 紙が 保存され て 居たら、 相當 面白い ものが あつたに 違 ひない 

ので あるが、 子規の 手紙 一束と、 例の 博士 號辭退 問題の 折の 福 原文 部 次官の 手紙と、 それから 

極く 極く 晩年に 山 房 を 訪れた 禪宗の 雲水の 手紙 數通 とが、 文庫の 屮 にわ づ かに 遣され て 居た ば 

かりで、 惜しい 事に 殆んど 外に は 何も 续 つて 居ない。 漱石 全集に は 書簡集が ニ册 になって、 約 

千 通の 手紙が 集められ てるので あるが、 それが 多く は來た 手紙の 返事と して 書かれた もの か、 

叉 は 反對に 返事が 來 たと 豫 想すべき 性質の もの だから、 先生 自身が 受 取られた 手紙の 数と いふ 

もの は 夥しい ものであった であらう。 先生の 友人のう ちで も 狩 野亨吉 博士の 如き は、 よそから 

來た 手紙と いふ 手紙 は、 數 十年來 一切 捨てる 事な しに 保存して おかれる とい ふ 丹念 さで、 全集 

編纂の 時なん かも 漱 石からの 乎 紙が ある 害 だとお 借りし に 行く と、 あるに は あるんだ が、 さが 

し 出す のが 大變 だとい ふお 話。 これ も 極端な 例 かも 知れない が、 破棄す るに は さぞ 惜しい 手紙 


もあった であらう に、 それが 一 つも 殘 つて 居ない とい ふの も、 亦對照 的な 極端 振りと いってよ 

からう。 

ところが それに 反して 面白い 事に は、 山 房に は 數百妆 の繪端 書が 保存され て 居る。 中には 隨 

しろ も Q 

分粗雜 ない け ぞんざいな 代物 も あり、 時には 唯 一寸した 圖案 なり 模様な りのある もので、 廣吿 

としか 受け取れない 年賀 狀 などで さへ、 どっか 見所が あるの か 紛れ込んで るので あって、 丹念- 

に 搶端 書と 名のつ くもの  は みんな 保存され たらしく も あれば、  又氣 紛れに 保存す る 時 はし、 し 

ない 時には その ま.^ 忘れられ 捨てられ たらしい 事も考 へられる ので ある。 とにかく 先生の 子供 

は-っ 

らしい 一面が 繪端書 だけ をの こさせた もの だと 想像して、 さして 見當 外れで はなさ さう に 思 は 

れる。 

これ は 私の 想像で あるが、 明治 三十 八 年 十月に 『吾輩 は 猫で ある』 の 上卷が 出版され て、 所 

IS 洛 陽の 紙 憤 を 高から しめた 爲に、 翌る 三十 九 年の 年賀 狀に は、 各種 各 様の 猫の 繙端 書が 方々 

からしき りに 舞 ひ 込んだ。 そこで、 拾て るに 忍びす 保存し 始めた のが、 意識的に 終端 書 を 保存 

し 始めた 動機と いって は 大袈裟 だが、 ま づ大體 そんな 氣 持が 動いた ものだった であらう。 それ 

が 證據に は 『猫』 以前の もの は先づ ない といって い 位 だ。 しかも 先生 自身 その 前から 水彩晝 
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を かき、 交換 的に 自筆の 水 彩 畫搶端 書 を 人に 出したり して 居られる の だから、 その 應 答に 先方 

から も繞端 書が 來て 居なければ ならない 害で あるのに、 さう い つた もの は 皆目 見當ら ない とい 

つてい X ので ある。 

績端 書の 種類 は 自筆の もの、 木版 刷りの もの、 石版、 コ £1 タイプ、 さして 珍ら しいと いふ 程 

の もの はない やうで あるが、 しかしい ろく 時代の 推移が わかって 面白い。 大體に 於て 日本の 

印刷術が 拙い ので、 外國 物が 際立って い X。 今なら ば 目 をむ く 程の 代物で もない ので あるが、 

「此ハ ガキは 今日 獨 逸から 屈いたがら、 何 か 君の 材料に なれ かしと 望んで 早速 送る。 成らな く 

とも 成る 樣に する のがえ らいの だ。 僕 はちと 大膽 だが、 パラダイス . 口 ストの 韻文 (八 七 調) 

譯を はじめた。 正月 以來の 『太陽』 へ陸續 出す 都合 だ。」 といった 土 井晚翠 さんからの 繪端書 

がよく これ を證 明して 居る。 地紋 を 木理の やうに 簿 色に すった 中に 朦朧たる 西洋 美人の 額が あ 

る) 初めの 頃の 明治 三十 八 九 年と いへば、 丁度 日露 戰爭の 後の 事で、 軍事 郵便 やら 凱旋 記念 鎗 

端 書 やらで、 多分 日本の この種 郵政 文化の 上で も 一新 期限 を 劃した 頃と 思 はれる。 自然 さう し 

た 影響が この 不用意の コレ クシ ョ ン にも 現 はれて る やうに 見られる。 一 體綺端 書と いふ ものが 

てつと 

誠に 手^り 早い 謂 はば 「街の 藝術」 なの だから、 其 時々 の 流行 好尙を よくうつし 屮 I す。 現在で 


はこの 傾向 はもつ と 激しくな つて、 街頭の 繪 端書屋 をの ぞくと、 或る 意味の 流行と か人氣 とか 

いふ ものが 一目で わかる 氣 がする 事が あるが、 私の 朧氣な 記憶に よると、 日露 戰爭 とい ふ もの 

は、 この 傾向の 先驅的 意味 を もってる やうに E ケ r だから 鎗端 書に 現 はれた 新 班 は、 必す當 時 

の 文化に 新ら しい ものの 現 はれた 設據 になり さう だ。  . 

しかし 私 はこ \ で 日本の 繪端書 文化 を 論じようと いふので はない から、 以下 この 氣 儘な コ レ 

のんき 

クシ ョ ンの屮 から 目に とまった 输端書 を 暢氣に 取り上げて、 讀者 _s 君に 讀ん で閜 かせて 上げよ 

うと 思 ふ。 但し 其 間 時々 私の 自分勝手な 想像 やら 解說 なりの 入る の は、 大目に見て 頂きたい。 

「新刊の 書籍 を 面白く 讀んだ 時、 其の 著者に 一 言を呈 する は禮 であると 思 ひます。 小生 は 貴 

下の 新著 「猫」 を 得て、 家族の 者 を 相手に、 三 夜 緩け て 朗讀會 を 開きました。 三 馬の 浮世 風呂 

と 同じ 味 を 感じました。」 

この 差出人 は^ 利彥 さんで、 お 粗末な 平民 社繪端 書と 綱り 込んで ある フリ ー ドリ ッヒ . H ン 

ゲル ス の 肖像 入りの 縦 端 書で • あるの が 面白い。 裸さん はいふ 迄 もな く 日本の 社會 主義者， にして 

無産 運動の 父と よばれた 人、 貝塚 跪 六と 名乘 つて 一 方で は 皮肉 ゃュ ー モアの 筆 をと つた 人 だか 
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ら、 『猫』 を 讀んで 快哉 を 叫んだ ので あらう が、 後の 無 產文學 を 云々 する ものが、 徒らに 狹ぃ城 

塞に 立て籠って、 狂犬の 如く 何でもかんでも ブル ジョァ 文學の 一本槍で やっつけた 揚句の 果が、 

自繩 自縛で 窒息した のと くらべる と、 面白い もの を 面白い とい ふ、 誠に こだ はりがなくて い、 

氣持 だ。 しかも、 それが マルクスの 兄弟分 エンゲルスの 繪端 書に 書いて あると ころに、 言 ひ 知 

れぬ 滋味が あると いふ もの だ。 三十 八 年 十月 末の スタンプが 捺 して ある。 『猫』 の 第一 囘が雜 

誌 『ホ トト ギス』 に 出た のが、 三十 八 年の 正月 號、 それ を 前から 知って 居た 文章 食の 連中の 中. 

に は、 氣早 にも 三十 八 年 元且の 貿狀に 自筆の 猫の 繪端書 を よせてる もの さへ あるが、 一冊の 本 

になって 『猫』 の上卷 として 市に 出た のが 十月。 ^さん は 出る とすぐ その 評判の 本 を 買って 讀 

ん だものと 見える。 

ー體 この 『猫』 は 最初 文章 食で 朗讀 された 時には、 まだ 標題が きまって 居す、 作者 は 『猫 傳』 

としようかと いふの を、 編輯 者の 高濱虛 子さん が、 書き出しの 一 句 をと つた 方が い 、とい ふ 意 

見を屮 Z された ので、 作者 自身 も そこ は 謂 はば 他力本願で 異議の なかった ものと 傳 へられて 居る 

が、 こ、 に その 頃の 空氣を 知る に 恰當な 一葉が ある 。差出人 は 野間眞 綱さん。 三十 八 年 二月の. 

m 印が ある。 —— 
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「先晚 XX 邸へ 參り 候處、 ホトト ギスが 雜誌屋 より 來て 居た。 直ぐ 十一 時 迄讀み 候。 面白い』 

の 何のって、 近來リ ー ドルと 文法ば かりに 眼 を さらせる 小生に は 天來の 妙味に 候。 本日 學 校よ 

り歸 りて 亦讀み 候。 興味 一 暦に 候。 小生が 奉呈した ハガキ の 事が 書いて あるが、 此猫傳 が 幾 百 

年の 後に 其 時代の 學 者の 註 脚が つく 時に、 此端 ガキを 送った もの は 抑-誰で あるかに ついて、 . 

國文 學者歷 史家の 議論 沸騰したら 面白い がな と 思 ひ 候。 (中略) 皆 川 君 は 愈 先生 は 大家と なり さ- 

う だと 申 居候。  小生 は 一寸 思附 候。 此猫 がへ あがりて 猫 又と 云 ふ ものに なって 太 田 池に 棲み、 

夜な夜な 出て 人 を 食 ひ、 赤兒 はうまい とか 婆さん は 皮ば かりで 味がない とか 云 ふの を 御 書きに 

な つたら 面白 い だ ろ ー と 思 ふ で 候。 (後略 ヒ 

これで 見る と 『猫 傳』 とい ふ 幼名が 殘 つて 居る ところ も、 亦 先生が 大家に たりさう だと 門下 

のうちで 嗜 しあって るの も 面白い。 まだ 本 鄕千駄 木の 所謂 猫の 家に 住ん でられた 頃な ので、 あ： 

の 根津權 現から 程遠から ぬ 太 田 池なん ぞが 怪談 味を帶 びて 現 はれる の も、 時代色が あって 面白 1 

いで はない か。 

所謂 猫の 家 は齋藤 阿具 博士のお 宅、 裏に は 『猫』 に 出て 來る落 雲 館 事 郁文 館 中學が ある： 中 

おだやか 

學の 事が 相當 やっつけられて 居る ので、 中學校 側と して は穏 でなかった であらう。 野 問さん の 


詩； 作 
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. ハガキ に 出て 來る皆 川 正 tm さんが、 『猫』 を ほめた ハガキ をよ こした 中に、 「此間 郁文 館の 一 敎. 

師に逢 ひました が、 先生の 事 を 郁文 館で は 惡くー 百って る樣 でした 云々」 と 注進して nip る。 する 一 

と繪 心の ある 生徒が 描いた もの か 敎師が 描いた もの か、 「落 雲 館 講堂 ヨリ 寫生ス 小 君子」 とい 一 

ふ 匿名で 、 「猫 眠 る」 と 題し て 、 ^牛然 た る 猫が 障子の 下の 緣 側で 午睡 をして 居る スケッチ 線 端 

書、 繪は 上手で ない が、 赤い 首輪に 鈴 をつ るした の を 緒の 額緣 にした 一 寸思 ひっきの もの。 宛 

名の 夏 目 金 之 助漱石 先生 は 丁寧な のか、 馬鹿にして 居る のか わからない。 ともかく 『猫』 が 評 

判に なつてから は、 郁文 館から この 猫 の 家は絕 えす 注視 の 的に なった ことで あらう。 

其顷は 「吾輩 は XX である」 とい ふの が 流行語に なった ものら しく、 到る ところで それが 亂 

用され、 それ は 現在で もま だ 綾いて、 時々 思 ひも かけない 「吾輩 は XX である」 が 現 はれる 事 

が ある。 野 間さん の ハガキ を叉拜 借す ると、 戶張竹 風さん が 帝 大の演 說會で 一 席 辯 じられ、 そ 

の 演題が 「吾輩 は 日本人な り」 とい ふの だった さう だから、 三十 年後の 今日に も ぴったり 來さー 

うなお 跳 向きの-元 氣な 代物 だが、 開口 一  番 「吾輩 は 猫で はない、 吾輩 は 日本人で ある」 とやつ 一 

たら、 滿堂 大笑 哄笑した と ある。 つまり あてこみが 當 つたわけ だが、 いかに 當時 『猫 3 の 人 

があった かが 讀 める。 


この類で は、 少し 後の 四十 一年 HI 月の ハガキ だが、 高濱虚 子さん が 京都 祇園の 「一力」 から 

寄せ書き をよ こして 居る。 「万 亭」 とい ふ 角 印が 眞屮 に捺 してあって、 下の 隅つ こに 藝奴 らし 

い 下手糞の 署名が ral つ 御行 债 よくな らんで 居る。 すると 右 肩に 誰 やら わからな いが 、「吾 楚は饅 

頭屋 である」 とい ふ 一句が あると、 お 隣に は 「吾輩 は 豆腐屋の 息子で ある」 と 書いて ある。 す 

ると 「都に も 金 之 助 あり 鬼ごっこ」 と 書いた 人が あり、 後 をう けて 虛子 さんが 「春の 媼 を來吉 

とい ふ」 とつけ て 居る。 醉餘の 座興で あらう から、 何の 事 か 門外漢に はわから ない が、 多分 飮 

む 程に 語る 程に、 いっと はなしに 一座の 話 は 『猫』 の 上に 落ち、 そこで、 では 一筆 漱石 宛に 寄 

せ 書きと い ふ ことにな り、 金 之 助 はんなら 祇園に も 居 やはり まっせと 老妓が 御 披露に 及んだ の 

だら う。 その 金 之 助さん は大の 漱石黨 で、 後年 先生が 京都で 病んだ 時な ど は、 面白可笑しい 話 

で 病閒を 慰めた もの だとい ふ。 

『猫』 の 噂 や 面白さ は 日本にば かり 限られた もので はない らしく、 これ は繪端 書で はない が、 

ュ ュ ー ョ ー ク から 三十 八 年 十 一 月 三 曰の 天長節の 祝宴の メ  二 ュ ー の蔓 に、. こんな 一 文が 書かれ 

て來て 居る。 差出人 は 渡邊傅 右衛門さん。 

「孔萑 の 舌 は 遠き むかしの 夢な り、 トチ メンボ I は 和製の 西洋 料理 臭し、 此は 去し H 當地シ 
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H リ ー に 催されし 天長節 祝賀 會の獻 立な り、 正月 早々 餅 を 失敬して お 三に 牛耳 把ら れし 『I  am 

a  cat』 君の 無念 を 遙に思 ふて、 玆に同 君の 鼻の 下に 棒ぐ。」 

猫 も遙々 アメリカから フラ ン ス 語で 書いた 立派な 獻立を 送って 貰 ふ 程 有名に なった ので、 方 

方から 短冊 を 書いて くれの、 字 を 書いて くれのと いふ 注文が どつ さり 來た 事で あらう。 中に 一 

つ 催促ら しい 秀逸 は、 筆筒に 羽根と 筆 を 一本 だけ 描いて 「猫の 承諾 はいか で 御座いま すか」 

と 書いて ある。 中 々要領が い、。 この 人 果してお 望みの 璲物を 得た かどう か" 

岩の 上に 短い 袴に 久留 米拼、 素足に 藁 草履、 太い 棍棒 まが ひの ステッキの 百日 髮 よろしくの 

蠻 カラ 男が、 片手に みたい な 小 動物 をのつ けて 睨んで るお 手製の 緒 端 書が ある。 註に 曰く 

「此は 法 學士の 人が 猫の 第一章 を讀ん でかいた のです、 猫 子 だから ズッ として 居る の だそう 

だ」 と 書いて ある。 ズッ として 居る は どこの 方言 やら 知らないが、 法學士 この 猫 を 煮て 喰 ふつ 

もり か、 頗るつ きの 蠻骨 だ。 すると 法學士 多々 良 一二 平 君の モデル だとい はれて 居る 侯 野 義郎さ 

んの、 九州 は 一二 池 炭坑の 勒め 先へ、 

「多々 良さん、 猫 を 上りた くはありません か。 實業家 はさ だめし 面白くて いらっしゃいませ 

う、 敎師ゃ 新聞記者 はほんと につまりません ネ。 三平樣 (水 島 寒月って 實名 誰の 蓽 なのです _ 


か)」 

と、 誰でも 小說 をよ むと モデル さがし をす るの は 一般の 人情、 それ を かう むき，^ と 犯人 は 君 

だぞ とい はぬ ばかりに、 本人の. ところへ 出された ので はやり 切れない。 いくら 先生で も そり や 

ひどい とい ふので、 侯 野さん が漱石 先生のと ころへ ねぢ 込んで 來 たとい ふ 話 は 聞いた。 なる 程 

この ハガキ を 同封して、 證據 をつ きつけての 强 談判で あつたの だら う、 ハガ キの眞 中に チャン 

と 一 一 つ 折りに した 折目が ついて 居る なんか は、 當 時の 光景 目に 見える やう だ。 

さて モデル 序に、 こ の ハ ガキで 問題に なって る 水 島 寒月の モデル だとい はれて る 寺 田 寅彥さ 

ん —— こ- -で寺 田さん に 禮を盡 くして ぉ斷 りして 置きます が、 いつぞや 寺 田さん は、 僕 は 先生 

にも 奥さんに も怨 まれる やうな 事 は 微塵 もして 居ない つもり だのに、 『猫』 では 僕が モデルに 使 

はれて ると いふし、 又 奥さん 迄 『思 ひ 出』 の 中で その 裏書き をされ て 居る、 甚だ 引き合 はない 

と 言って 居られた が、 私 はこ X でお 人よ しに もた 噂 を 噂と して 傳 へる だけに 止まって、 勿論 

何等 惡 意なん ぞ あらう 勞 がない の だから、 どうぞ 惡 しからす —— その 寺 田さん は、 Dynamical 

investigation  of  Sentimental  intertia 面白く 拜見 なん ぞと、 別に 抗議 も 申込んで 居ら- す、 の 

ん びり 新婚のお 祝を货 つた 御禮 なん ぞ をのべ て 居られる。 その 寺 田さん の 年頭の 繪端 書。 
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- ...T 新年 御 巨 出度う 存じます。 昨日 は 前 を 通った しるしに 名刺 を 入れて おきました。 定めて； t 

¥ が惡 かった 事と 思 ひます" (中略) 昨日 圃旗を 取り込む の を 忘れて 盗まれました。 盜む奴 も 奴 

だが、 取られる 奴 はよ つぼ どお 目出度い。 それで 今年の 正月 は  一 お 目出度い 正月でした。」 

これで 見る と、 その 頃から 元日に は みんな 先生のと ころへ 集まった ものら しく、 書いて はな 

くと も そこの グル ー プの. S 氣が 何となく 感じられる 氣 がする のが 懐し い。 元日に 國 旗を盜 まれ 

たと ころも 亦 御 愛橋 だ。  . 

明治 三十 九 年 は 午年だった と 見えて、 この 寺 田さん の 繪端書 は 珍ら しく 牧場の 初日の出 かな 

んかを かたどった 馬の 繪端 書な ので あるが、 先生 はこれ を 貰って 初めて、 今年 は 猫の 年で はな 

くて 馬の 年だった のかな と 思った であらう と 想像され る 位、 猫の 搶端 書が 多い ので ある。 來る 

綺端書 も 來る繪 端 書 もみん な 猫の 搶。 私の 記憶に よれば、 これ はもう 少し 數が 多かった ので あ 

るが、 亡くなられた 直後、 やんちゃ 盛りの 男の 子供達が、 自分 達の 遊びに つかって なくして し 

まった のが 少しあった。 惜しい 事 をした もの だ。 西洋 もの 日本 出來の もの 中々 脤か だが、 中に 

は 『猫』 の插繪 にしても い、 やうな こった 自筆の ものな どが ある。 文句 は賀狀 だから、 さして 

紹介す る 程 珍な もの は 見當ら な い -、 


猫の 檢端書 は 三十 八 九 年に 限った わけで はなく、 その後 も ぼつく 來て 居る。 猫と いへば 激 

石、 漱石 といへば 猫 を 聯想 するとい つ. た 工合で、 亡くなって からで もつな がって るの だから、 

生きて 居られた うちに は 始終 緣 があった もので あらう。 亡くなられる 年に なっても、 書かせ 上 

手の 瀧田樗 藤さん なん ぞ、 「吾鞏 は 猫で ある」 と 書い て 下さいなん かとい つて、 短冊 をつ きつけ 

て 先生に 書かして 居た もの だ。 跪川玄 耳さん が、 0 ン ドン は ハイド.。 ハ ー クの犬 墓地の 綺端書 

に、 「アン タの 家の 猫の 墓 は此處 にお 移しな つたら 如何と 思 ひます。」 などと、 遙々 異鄕 にあつ 

て、 漱石を 想 ふに つけて 猫 を 引き あ ひに 出す といった 工合 だ。 それにして もこの 有名な 墓の 主 

なる 初代の 猫の 先生 自身の 手になる スケッチが、 どつ さり 先生の 水 彩 畫の鎗 端 書 を もって 居ら 

れた橋 口 貢さん の ブックの 中に あった やらなかった やら、 私 は 全部 を 一度 拜 見した の だが、 今 

ではす つかり 忘れて しまつ て 居る。 

『猫』 同 樣人氣 者の 『坊ちゃん』 の鎗端 書なん ぞ、 もっとあって もよ ささう に 見える が、 こ 

れ はかき やうがない のか、 たった 一枚し かない。 それに は マドンナ を 中心に して、 「山 あらし」 

r 赤 シャツ」 「野太」 「たぬき」 「ゥ ラナ リ君」 を 始めと して、 「坊ちゃん」 は 言 はす もがな、 「い 

か 銀」 から 「お 淸」 迄 かなり 要領よ くかいて ある。 
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しかし 『草枕』 になる ともう 手が つかない と 見えて、 その 作品 を 主題に したら しい もの は 見 

當ら す、 たった 一枚、 布哇 から 來 たので 漱石 自筆の 五 律と 淸 方の 縦と を 組み合せた 繪端 書に、 

(それに は 『草 まくら 講義 記念』 と 刷り込ん である) 「淺學 自ら 揣らす 高著 『草枕』 一 學年 問に 

於て 講義 候 事 多 罪 再拜」 と 書いた のが ある。 出版され て ゎづか 二三 年、 すでに 明治 年間に ホ 

ノ ルルの 中學で 『草枕』 が 講義され たとい ふの も 面白い 事實 だ。 

『幻影の 盾』 が 出れば、 極彩色の 『夜膽 の 城』 の綺端 書が 舞 ひ 込み、 『薤露 行』 が屮 I れば、 又 

歡 美の 端 書が 訪れて 來る。 『倫敦 塔』 なん ぞも、 これが 爲に塔 そのものが 日本人に 特別 親しみ 

が 出來、 例へば 日本の 海洋 文學 の先驅 をな したと 見るべき 太刀 雄 事後の 海員組合の 米 溪滿亮 さ 

んが、 倫敦 塔の 繪端 書に、 「M ドヮ ー ド 五世と デ ュ ー ク. ォブ . ョ ー クの 兄弟が 首 斬られし ブ B 

ッ クの邊 りに た.^ すみて、 はるかに 先生の 御 健康と 『倫敦 塔』 の 多祥と を 祈り 申し 候」 などと 

いふの が來る やら、 叉 「ロンドン 塔に 來て、 ほんの 一寸見 ましたが、 あなたの ロンドン 塔に 何 

を 書いて あつたか を 恩 ひ 出して 見ようと あせっても、 乍殘念 忘れて 居ります。 かへ つたら すぐ 

くり かへ して 見ねば なりません」 などと いふ 端 書 も 舞 ひ 込む。 これ は 前に も あげた 跪 川 玄耳さ 

んのロ ン ドンからの たよりの 一 つ だ。 


『虞美人草』 は 『猫』 『坊ちゃん』 『草枕』 などと ならんで、 先生の 作品のう ちで は 一 番 多く 

読まれて る ものの 一 つで あるが、 それ迄の 作品が ディレッタント として 書かれて 居る のに 反し、 

これ は 朝日 新聞 入社 第 一 囘の 作品で、 いはば 作者と して 新開の 讀者を 十分 頭の 中に 入れて 書い 

た 最初 の ものな ので ある。 だから 名文 と 哲學と 情熱と で 遙 かに 所謂 通俗 小說以 上 高めら れて は。 

居る が、 人物の 型と 筋の 構成と はわり に單純 だとい つてい \。 ところが 此間 新派の 連中が これ 

を 芝居に やった の を 見る と、 うぶな 脚色 家だった と 見え、 一所懸命 その 人物の 型と 荒 筋と を 掘 

りお こして ならべ 立てて 見せて 居た。 これで はこの 作品の 肉のう まいと ころ を 捨て、 骨ば かり 

を 拾って お 皿へ つけた やうな もの、 吾輩 は 犬で あると いった、 芝居で さへ あれば とい ふい かも 

の 喰 ひで ない 以上、 いかな 『虞美人草』 でも 少々 頂き かねた 次第 だ" 

新聞に この 小說が 出た 時には、 『虞美人草』 の 浴衣 だと か 指輪 だと かいふの が發賣 された とい 

ふから に は、 中々 人氣の 立った もので あらう。 

かたき 

「昨日の 晚と 今 日 一 曰か， - つて 東京 朝日 を さがして 見た が 見つかりません。 何だか 親の 仇が 

目に か 、らぬ やうな 氣が 致します。 早く 汽車に の つ て 大きな 停車場に つ いたら、 『美人』 に會 へ 

るのに と 思って こがれて 居ります。 まだ 一 囘 しか 讀 みません。」 
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「虞美人草 を たづね あぐん で 、 と うく ミルク ホ ー ルに這 入ったら 大阪 朝日が ありました。 

うれしかった。 繰返し 卷 返し、 しゃぶる やうに 讀ん だ。 (下略)」 

二つと もに 小 宮畳隆 さんからの 繪端 書。 丁度 夏休みで 歸省 する 途中、 京都で 屮 Z した ものら し 

い。 當時 始終 先生の 門に 3： 入して 居られた の だら うから、 小宫 さんだ け は 特別と 言 はばい へ る 

かも 知れない が、 しかしな ほよく 當 時の 漱 石が いかに 待 たれ たかを 現 はして 居る と E 心 ふ。 文中 

「美人」 はもと より 『虞美人草』 にかけ たは 論の ない 所 だが、 しかし この 二葉と も 祇園の 舞妓 

の搶端 書で あるの が 中々 物 をい つて 居る。 其 後 も小宮 さんからの 繪端書 に は 所謂 美人 の 綺端書 

が 中々 多く、 中には 「進呈」 「乞 御高 評」 などと 書いた のさ へあって、 現今なら ば 活動 女優の 

ブ n マ イド かなん かに 當 るので あらう が、 當 時の 尖端 を 行く 文學 志望の 新人の 問に、 やぼく さ 

い 自然主義 型 以外に、 ある デカ タン 的な 歎美 主義の 傾向が 現 はれて 居た と 見て い かと 思 ふ。 

『スバ ル』 や 『三 田 文學』 の 運動の 氣 運が 甘いながら 仄かに 見えて 居る。 

まひ こ 

美人 序に その 方へ しばらく 脫線 すると、 同じく 京都の 舞妓の 槍 端 書に、 京都からの 鈴 木 三重 

吉 さんの たより。 

「京 は 蜆寶の 女が 赤い 日傘 を さして ゐ ます。 昨夜 は 雨でした。 獨 りで 深夜まで 酒 をのみ まし. 


た。 これから 妻の 候補者 を 見に 行 くんです、 一人 はお 茶屋に 奉公して ゐ、 一人 は 友禪の 下繪を 

かいて ゐ ます。」 

文章から 何から がいかに も 三重 吉式 だ。 永い 問の 堅苦しい 敎 職から 自由にな つて、 何となく 

廣々 とした 自由の 世界 に 躍り 出た 氣分 のして 居られた であら ぅ當時 の 先生に は、 かう いふ 周 園 

の 若い 人達の た わい もない 露 似が、 一方で は 馬鹿々々 しくもう つり、 一方で は 新鮮に も 映 じた 

であらう 0 

さて 『虞美人草』 にかへ つて、 當時 ドイツ 留學 中の 深 田康算 さんからの ライブ チッヒ 大學の 

繪端 書が ある。 惜しい 事に 深 田 博士 は數年 前に 亡くなられ たが、 京都 大學 の美學 の敎授 として 

盛名の あつ た 尊敬す ベ き學 者であった 事 は、 遍く 人の 知る と ころ だ。 

「今月末 伯林へ 轉學 する 事に いたし 候。 講義 は 思った より ッ マ ラヌ やうに 思 はれ 候へ ども、 

美術史の 方丈 は先づ 聞く つもりに 候。 『虞美人草』 は實に 面白く 拜見、 會 話の 息 もっけぬ 引き 

しまり 方、 女の 活き てるの、 底に 横 はる 人生観の 深さ、 只今まで 拜 見せし ものの 內 最大 傑作と 

^じ 居候。 若し 小生の 如き もの も 人 問ら しくな りうる 事 ありと せば、 其緣 となる もの は 確かに 

此 書に 在りと 考へ 候。 批評と は 閑人の 爲 しうる 事業と すれば、 小生に は (少 くと も 只 令 は) 其 
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力なし、 否 叉 之 を 欲せざる に 候。」 

晩年 先生 は あ.^ いふ こしら へ ものの 感じの こって りした 作品が いやで あつたので あらう。 ァ 

メリ 力から 『虞美人草』 を飜譯 したいから 許して くれと いって 来たが、 何も 骨折って あんな も. 

の を飜譯 する には當 るまい、 自分の ものに ももつ と 外の 作品が ある 害 だとい つて 居られた 事が 

あるが、 しかし かう い ふ 手紙 は 何 は ともあれ 作者 を 喜ばせた に 違 ひない。 

厨 川 白 村さん が 嵐 山の 縦 端 書に、 「虞美人草 中の 嵐 峽の敍 ilo- を 想 ひ W し 此端書 を 差 上申 候」 と- 

い ふの を 書いて 居られる と、  これ はもう 大正に 人って からで は あるが、 横 山 大觀、 和田英 作、 

描 川 臨 風の 三 氏から 出した、 「洛に 入りて 虚 美人 草 を 憶 ひ、 我 兄の 全快 を 祈る」 と 書いた 寄せ 書. 

きの 端 書が 二 枚、 目 を 射る。 第一 號と 書いた 方 は 「川流れ」 と 題して、 加 茂 川の つもりで あら. 

う、 石ころ だらけの 川の 上に、 眞黑な 臨 風さん、 目玉の 太き ぃ大觀 さん、 横廣の 黄色な 額 色の- 

英 作さん の、 三つの 似 額が 非常にう まく 描いて ある。 見たところ 似 額 漫畫は 和 田さん の 筆ら レ 

い。 第二 號の方 は 「柳の 下」 と 題して 京都 美人の 平べ つたい 人の よさ さうな 額が 三つ つなら- 

ん で、  一 々署名の して ある 事 第一 號に 同じ だ。 この 綺端書 は コレクション 中の 珍で、 畫 家の 自 

筆の ものに は 外に 齋藤與 里さん ゃ津 田靑枫 さんの ものが あるが、 とにかく この 三人の カリ カチ 


ュ ァ はすばぬ けて 面白い c そのうち 大觀 さんと は繪を 贈られて 全紙に 自作の 詩 を 書いて 上げた. 

りした 事が あるが、 和 田さん と はどうい ふお つきあ ひが あつたか、 私 はまる で 知らない。 

美術家の 方々 が 飛び出し たから 序に 書き 添へ てお くが、 彫塑 家の 新 海 竹太郞 さんから、 當時 

の 「文 展」 出品 作が 出來 ると は、 今年 はこん なの を 出品し ますから お 目に かけます といった、 

S 作の 綺端 書が いくつ も來て 居る。 先生が なくなられた 夜、 死 面 をと つて 頂いた の は 新 海さん 

であった。 

以上 先生の 作品 を 主にして 來 たが、 其 後 は名實 ともに 本當の 大家に なって しまったが 爲に、 

傑作 を 書いて 見せる のが 當 然とい ふこと になった せゐ か、 綺端書 は あるに は あるが、 これ ぞ と- 

い ふ もの も 見當ら ない。  尤も 作品に ついて 何とか 言及して る繪端 書で も、 全部が 全部 溢 美の 辭 

を 捧げて 居る もので はない。 中には 「秋 高う して 宇治川の 鮎 肥えたり。 喰 はば 旨い のみ。 『三 

四郞』 は 凡 也。 漱 石と は 何れの 石ぞ や。」 なん ぞと いふ 匿名の 野次 もま じって は 居る ので ある 〔 

こ \ら で 作品 を 離れて 目 ぼしい 變り種 を さがして 見よう。 年代 不順。 

「一 處不 住の 雲水、 ゆきくて 今 は 漸く 此處 まで 參り申 候。 奉； 太より 長 春 迄 は 中 村 君 東 道せ 
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られ 居候。 一行 幸に 頑健。 御 安心 被 下 度 候。 終に 老 兄の 淸； i を 祈。」 

差出人 は 釋宗演 老師。 撫順 炭坑の 输端書 だ。 多分 中村是 公さん が 滿鐵總 裁 をして 居られた 時 一 

で、 前年に は漱石 先生 を 招 じて、 『滿韓 ところどころ』 を 書かし め、 今 叉 老師の 一行 を迎 へて、 I 

沿線 巡錫の 東 道 をした もので あらう。 上 H 恭輔 さんとの 寄せ書きが しばく 見える。 圓覺 寺の j 

老師に は 一 度參禪 された 緣が あり、 『鬥』 の 中には その 模様が 書いて あると いはれ て 居る が、 そ 一 

の緣で 亡くなられた 時には 老師が 導師であった。 

序 だから 『鬥』 についての 杉 村楚人 冠さん の、 高山植物 かなん か を はりつけた 鎗端書 を 紹介 一 

する。 

「『門』 日々 面白く 拜見、 昨今 は圓覺 寺の 光景 睹 るが 如き を 覺ぇ申 候。 中に 塔 中と あるの は 塔 

チウ 

頭 然るべ くと 布 じ 候。 叉窒內 と 申せ ども 『窒 屮』 とい ふ 言葉 はき. -も 及ばす、 これ は 小生のお 

ぼえ ちが ひに もや 候 はんか。 (下略)」  一 

いかにも これ は 杉 村さん の 方が 二つと もい、 ので、 案外 先生 はこん な 事に は 暢氣な もので、 一 

時には 奇妙き てれつな あて 字なん か を 平氣で やって 居られたり、 假名 づ かひなん かも 隨分變 つ 

て 居て、 全集の 初囘を やる 時なん ぞ、 校正の 衝に當 つた 門下の 人達の 間で、 どう 統一す るかな！ 


どと いふ 事が 問題に なり、 結局 一 種獨 得な 「漱 石文 法」 といった もの を こしら へ 上げて それに. 

よっての 一種の 統一 を はかる とい ふ 事に してし まった もの だ。 

宗演 老師の 旅行 は 浦鹽へ 出られる 豫定 であったら しいので あるが、 途中 所勞 のた め 引き かへ 

された とい ふ ハガキ も 見えて 居る。 越えて 大正 二 年 十月 附で、 屮 村さん 上田さん の 連中が 支那 

旅行され た 端 書が 目に 入る。 

「昨日 萬 里 長 城 を 訪ね、 今日 揚子江 上に 遊ぶ。 長江 沿岸 悉く 史的の 地、 連想 呼び 起して 與味 

津々。 昨夜 三更 赤 壁 を 過ぐ。 弦月 西 天に 幽かに、 金波 江上に 漂 ふ。」 

ril 湖 沖に て」 と 上田さん がかう 書いて る 尻へ、 中 村さん が、 「是公 更に 曰く、 思 ひ 出す 首 丈 

出せば 野菊 哉」 と 俳句み たいな もの を 書いて 居られる が、 何の 事 やら、 昔の事で も W 心 ひ 出され 

たの か、 常人 同志で なければ 這 乎の 消息 は 知る 由 もない。 そのす ぐ 後へ 叉训 行で、 「是公 又 曰く、 

揚子江 を經て 初て 支那 を 知る」 と 書き、 又 別行に 「是公 再び 曰く、 支那 を跋涉 せざる 者 は 中原 

を 語る ベから す」 と 題して 居る。 お 盛な 事 だ。 すると 「支那へ 來て 行程 二 千 三百 里」 ，-」 書いた 

のが あると、 又 「秋 高し 中原 長江 吞み盡 す」 とやった 人が ある。 船中で 支那 を 論じ i: 百 餘州何 

の そのと、 意氣 頗る 軒昂で あつたので あらう、 夏 目の 隱居を 一 つ 吹き飛ば してやれ といった {>11. 
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氣 であった と 見える。 是 公さん が 、「うち を 出て、 飮 むで 寢て ごみ を 着て、 朝から 晚 までへ をた 

れる」 と 最後に 結んで るなん か、 東洋 豪傑の 面目 躍如たる ものが あるで はない か-」 

かう した 線の 太い 豪傑 流の ものと い . -對照 をな す もの は、 寺 田寅彥 さんの 外國 通信 だ。 數は 

十 枚 程 だが、 どれに も 若さが あって 味が デリカで、 詩情に 溢れて 居る。 ゲ ー テ ハウスの： t 端 書 

1 枚 だけ を 失敬 左に。 

「昨夜 ケルンから 此處迄 汽車で ライン の 岸 を 上りました。 成程 美しい 景色でした。 昔の 城跡 

が 到 處に殘 つて 居ます が、 どうして こんな 小な 家に 籠って 淋しい 岩の 上で 大名 だとい ばって 居 

た 事 だら うと 不思議に 思 ひました。 ロレ ライの 絶壁 は 思った 程 凄い 處 でもな く、 下 を 外車の 奇 

魔な 河 蒸 汽が旗 を 立て. - 通って 居ました。 (裏に) ゥ H ルテルの 原稿の 插畫に 大勢で 靑 年の 死 

骸を 取卷て 泣き 悲しんで 居る のがあります。 どうい ふ もの か 此畫が 服に ついて 忘れられません o 

粗末な 彩色 です が。 輕氣 球の 展覽會 を 見て、 頭の 中が 十八 世紀と 廿 世紀の 五目す しにな り ま 

した。」 

外に 大河 內正 敏、 小野義 一、 伊東 榮三 郞、 寺 田寅彥 四 氏の ベルリンからの 寄せ書きの のな ど- 

も 珍ら しい  一 つで あらう。 なほ 外國 からの ものに は、 ビョ ルンス ンの 肖像 搶端 書に、 「今日 測ら- 


すも此 地に て此 人の 葬式に 逢 ひ、 よそながら 弔意 を 表せり。 擧國 半旗 を か、 げて ふ。 クリス.』 

チヤ ニヤに て、 田中淸 次郞」 などと いふの も、 何やら 物 を 思 はせ る ものが あるで はない か。 日 一 

附は 十三 年 五月 三日。 それから 大谷繞 石さん の イギリスの 田舍 からの 通信なん かも、 英國に 一 

留學 中、 ロンドンに ばかりく す ぼって 居た 先生に は、 珍ら しい ものに は 違 ひなかった であらう- 

藤 岡 作太郞 博士 の 「(前略) 突然ながら 畔柳 君より 承り 候 へ ば、 セ ー ンッ ベリ ー のよりも 簡に； 

して 要 を 得た る 批評の 歷史 御所 藏の 由、 右 書名 及 著者 一寸 敎示 にあ づ かり 度、 右 御 願 ひ 迄」 ，く，" 

いふ 大 磯からの 搶端書 は、 阿部次郎 さんの、 「一 人で 日光に 来ました。 紅葉 は 半ば 散って 途が落 

葉に 埋れて 居ます。 戰場ケ 原 をす ぎて 高山の 晩秋 頗る 蕭條、 木に も 山に も 其 輪郭に ィレギ ユラ 

リ ティが 加 はって 一 種の 凄味 を 感じます。 長々 恩借の ク 口 ーチ H、 此 木曜に は 問に あはない か 一 

ら、 此 次の 木ョ ー に 持って まゐり 升」 とい ふ 日光 湯 本からの 繪端 書と 好 一 對だ。 學 者と いふ も 一 

の は どこへ 行っても 本の 事が 氣 にか、 る ものと 見える。  一 

「こ から ライ ォ ンの吼 える 聲が きこえます」 は、 野上璺 一 郞 さんが 京都 は南禪 寺の 瓢亭の 

繪端 書に、 上田 敏 さんと 連名で 書いて 居る 一節。 お 隣り へ 上田 博士が 簡單に 「御無沙汰 を 謝し- 
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御 健康 を 祈る」 と 通り 一 べんの 挨拶が 書いて あるの はや 、物足りな いが、 叉 その 取りす ました 

ところに 上田さん の 面目が あると もい へさう だ。 野 上さん のの は 外に 數枚 ある。 お得 意の 御 能 

の スケッチ は、 失禮 ながら まだ 其 頃 は あまり 御上 手と はい ひかね るが、 外の 御 同輩 連中が 美人 

端 書で 先生 を いぢめ つけて 居た 頃、 お 能の スケッチ でお 上品に 納まって 居た 對照も 面白い が、 

文中 時々 小 說が屮 I 來 たさう だから 見て やって 下さいな どと いふ 文 言の 見える の は、 言 はすと 知 

れた 令閨 彌生子 女史の 小說の 件と 知れる。 かう いふ 賢夫人が 側に あって は、 美人 ハガキ に 用 は 

なかった わけ、 さて こそと 讀 める 次第 だ。 それにしても 近來野 上さん とい ふと、 森 ffl 草 平さん 

を 一方に 聯想させる の はどう もよ くない 事 だが、 それ は それと して、 見渡した ところ 森 W さん 

の繪端 書の 一枚 もな いのは、 繪端 書なん ぞ のない 方が かへ つて この 人ら しくて、 氏の 一面 を 物 

語って る もの かも 知れない。 

森 田さん なんかと 同時代の 小山 內薰 さんの、 これ は义 珍ら しい 繪端 誓が ある。 小山 內 さんの 

他の たより は みんな 芝居の 繪端書 だが、 こればかり は 尼さん がお 祈り をして 居る 泰西 名 畫の寫 

眞 からが、 思 ひなし か 微笑 もの だ。 この頃の 小山 内さん は、 -s: 村鑑三 先生の 影響から はみ出し 

て、 芝居の 方へ 夢中に なり かけた 頃 かも 知れない。 


「失禮 ながら 一書， を呈し 候。 今日は 年來御 指導 下され 候 甲斐 もな く、 飛んだ 醜態 をお IS にか 

け、 何とも 申 譯無之 候。 誠に 先生の 御 親切なる suggestions を 悉く 無に 致し、 場 違 ひの 沈默を 

守り 居候 事、 かへ すく 恐縮の 至りに 候。 實は 何が 何やら 分らす じ まひに て 歸り候 次第、 御 ffl 

笑 被 下 度 候。 傳四は 大分 得意の 様子に 候。 呵々」 

明治 三十 九 年 六月 十六 日夜の 日附 だ。 これ は 正しく 才人 小山 內が 大學 卒業の 時の 口頭 試驗で 

悲鳴 を あげた 場面で、 先生から 大いに 助け舟 を 出して 貰った にも 拘ら す、 外人 敎師 にキュ ー キ 

ュ ー いぢ めら れて冷 汗をかいた 光 敷と わかる。 其 頃の 卒業 期 は 七月だった から、 丁度 六月 半 は 

最後の 口頭 試驗の 頃。 多分 上田 敏 さん も！； 席だった であらう C 誰でも 經驗 する 事ながら、 才人 

小山 內 とい はれた 人 だけに を かしく も あれば 氣の 毒で も ある。 文面で 見る とよく/ \.參 つた も 

のと 見える。 S 立 年の 四月に は 大學を やめられ たから、 先生に とっても、 これが 最後の 試驗 であ 

つたわけ だ。 

今 は 老大家の 德 田秋聲 さん も、 その 頃 は 中堅 どこの パリく。 鄕 里の 方の 山中 溫 泉の 繪端書 

に、 「『あら くれ』 は迎 もお よみになる やうな 代物 ぢ やありません が、 おひ まが ございましたら 

ごらん 下さい。 『朝日』 の 方が 少し 書きた まったら、 おわび かた-^ 一寸お 伺 ひしたい と W 心つ 
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て 居ります。 時節柄 御 自愛 を 祈ります。」 と 書いて ある。 謙遜な 書り 振りが い 、氣持 だ。 

朝日 新聞社の うちで も、 鳥居 素 川さん からの 繪端書 は 中々 多い。 ところが 一枚 變っ たものに、 

「如是 翁と 樽 井 濱邊に 淸遊を 試み 遙表 敬意 候 素 川。 紀州路 の 東上 行脚と いふ を 試み、 一日 を 

素 翁と ともに 暮らし 申 候 如是 閑」 とい ふの が ある。 今なら ば 翁 も 結構 だが、 まだ 明治 四十 二 

年、 お 互 ひ 長 谷川 如是 閑 翁、 鳥居 素 川 翁と いってる の は、 これ は 叉 どうした わけで あらう。 そ 

れ にしても もま だ 五十に もなら ない 先生 をつ かま へ て、 みんなが 「翁」 「翁」 とよんで 居た の を 

思 ひ 出す。 其 頃 はそんな 流行が あつたの であらう か。 かへ つて それから 二十 數 年後の 今日、 長 

谷川さん なん ぞ あんまり 翁 だなん て 額 付 もして 居られな いやう だが。 しかし 五十 歳の 先生 は、 

今考 へても たしかに 「翁」 といって もい. - やうに 年 をと つて 居られた 氣 がする。 

俳句の 端 書なん ぞ もっとあって もよ ささうな ものが 案外 少ぃ。 松 根 東洋 城さん の 旅からの も 

のがち よいく と ある 位の もの。 道後溫 泉から、 村 上 霽月さん、 下村爲 山さん、 それに 東洋 城 

さんの 三人で、 あの 火 消壺然 たる 湯口の 鰭 端 書に、 句の 寄せ書き をし てるのた ぞは、 先づ 珍ら 

しい 部 だ。 「新 涼に 底まで 澄める 朝湯 かな 霽月。 連れ立つ や 宿の 浴衣 を 借 着して 爲山。 新 

涼に 寢れ ば廣 しゃ 十五 疊 東洋 城。」 この 鲋屋に は 私 も 泊った 事が あるが、 そこから 青葉のう 


ちに 見えた 松 山城 も 一 部燒 失した とい ふし、 爲 山さん の 糸瓜の 幅の ぶらさがって 居た 子規 居士 

の 記念 室の ある 正宗 寺 も全燒 したと いふし、 たった 五 年 程 前に 訪ねた 私の 知って る 松 山に も そ 

れ だけの 變 化が あるので ある。 『坊ちゃん』 時代の： 冰 ぐべ からすの 道 後し か 知らない 先生に、 

この 爲山畫 伯 描く ところの 綺端 書と、 子規 居士 を 通じての 俳友 霧 月さん と は、 どんな 感慨 を與 

へた こと やら。 

さて 最後に、 私 は 見なれ た 文字の 一枚の 端 書に 目 をと めた。 見なれ たも 道理、 これ は 現在 九 

州 帝 大の佛 文の 敎授 をして 居る 親友の 成湘正 一が、 ニュ ー ョ ー ク から 先生に 宛てた キリ ストの 

線 端 書 だ。 十一月 十六 m の 御 端 書 ありがたく 拜 見し ましたに 始まって、 サラ. ベ ルナ ー ルを觀 

. ^事な どが 書いて ある。 よく 見る とこの ハガキ の 日附が 十二月 十日に なって 居る。 先生 は 丁度 

その 前日の， H  一：^ 九：！： に 永眠され たの だから、 遠く 異鄕 にあって 知らない 事と はいへ、 知らす 

識 らす蟲 の. しらせで もあった か、 キリストの 繪 なんか をお 送りした のか も 知れない。 それが 乂 

どうい ふわけ で、 先生 自身の 手に よらす この コレクションの 中に 紛れ込んで 居た のか、 家人の 

意 か 偶然 か、 遣 品 を 見て 行く と、 ついい ろくな 事を考 へさせられる。 (九. 七 .ー 五 〕 
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追記 この 小 文 を ものにして 一 ト H; 程 後に、 私 は 中華の 日本 文學. 研究の 權威周 作 人 敎授と 深 敎授と を 山 

.房 に案內 した。 さう していろ，/ \ 'な 遣 品 やら 書 入れの ある 本な ど をお 見せして 說 明して 居る うち、 たまた 

ま 何 か 珍ら しい ものが なと 滅多に あけた 事 Q な い 片隅の 古ぼけた 本箱の 抽斗 をぬ いた。 すると 思 ひがけな 

くもま だ： ：！ をと ほして 居な かつ た 端 書 を、 二百 枚ば か リも發 見した。 

その 椅端書 を 持ち かへ つて しらべて 見る と、 やはり 目につく 發信人 は大體 前と 同じ やうな もので、 た * ゝ 

松极 東洋 城、 寺 田 寅彥、 小 宫豐隆 などと いふ 方々 Q もの Q 比較的 多い Q が 目立つ 位 Q もので、 變リ 種子 は、 

故鄕 Q?i 泉からの 齊 藤茂吉 さんや、 武者 小路 實 篤さん の 「昨朝 Q 『自然 派と ヒ n イツ ク』、 今朝 Q 『艇長の 

fM 書と 中佐 Q 死』 面白く 嬉しく 拜 見いた しました。 先生に 差 上げし 手紙の 亂雜 なのが、 昨 H 中なん だか 氣 

にか、 リ ました。 もっと 落着いて 書けば よかった と 思 ひました。 御見舞に 上りた く 思って おります が、 遠 

■ 慮 しゃ うと も 思 つ て居リ ます。」 などと いふの が 新 鼓 だ。 

この 武者 小路 氏の もの は、 明治 四十 三年 七月 二十 HI、 胃腸 病院 あてに 出された もの だが、 つま リ 先生が 

修善 寺で あ Q 大患 を やられる 少し 前 Q 事 だ。 翁 端 書 を 見て 驚く Q は、 猫の 椅端 書の 次に 多 いのは、 赏に修 

善 寺と 其 後 こ の 胃腸 病院に 永 い 事 入院 さ れて 居た 時の 御見舞 Q 多い 事 だ。 これ はよ く 先生の 生涯 を 外から 

說 明して 居る と 思 ふ。 

こ の 見舞 狀の 中に 草 平さん の椅端 書が 一 枚 見付かった。 案の 條 、「用事な し、 私が 繪端書 を 送る Q だから、 

珍ら しいだ け を 取 柄に」 と 書いて ある。 文展 Q 美人 畫檢端 書 だ。 常人が かう やって 證 明して 居られる の だ 

から、 は ある 微笑 を もって 先兑 の叨を 誇っても い、 やう だ。 其他久 保より 江 女史が、 松 山の 二番 町の 家 

の や.^ 變 つた 事 を 知らせた 一葉 や、 齋藤 阿具 博士が 所謂 「猫の 家」 Q 模樣 がへ を 報告して 居られる のなど、 

それ； 先生 の ある 種の 生活 資料 を 物語る も Q と いってい 、であらう。 


追憶 記の 事 

『改造』 に 連載 中の 『漱 石の 思 ひ 出』 も 思 ひの 外に 長くな つた。 去年の 夏日 光 中禪寺 湖畔の 

ホテルで話^^聞ぃて書き始めたのだから、 やがて 滿 一年に もなら うとして 居る。 八月 號の 原稿 

をん r 渡した ところ だが、 その 中で は 大正 元年 二 年の あたり を 書いた。 漱石 先生の 歿年は 大正 五 

年 十二月 だから、 この 後長くても ニ囘 位で 終る 事で あらう。 或は 今年 も 同じ 頃に、 レ ー キ サイ 

ド ホテルで、 最後の 「思 ひ 出」 話し を 聞く 事になる かも 知れない。 

嫩石 未亡人の 思 ひ 出 話 は、 最初 斷片 的に 聞いた 時から、 此儘 聞き 放しに して 了 ふの は 惜しい 

事 だと 思った ものであるが、 それ もす でに 十二 年 も 昔の、 それからが すでに 一 つの m 心 ひ 出 話に 

なる ので あるが、 それから 後 も 折に ふれて 聞く につけ、 何とか 一 つの 纏った ものにして おきた 

いもの だと 思 ふやう になった。 いっか 其 話 をす ると、 未亡人 も その 主旨に は贊 成で あつたが、 

なま 

まだ 餘り 時が 近くて 記憶が 生な ために、 離れて 眺める ところ 迄 行って 居なかった ので、 いづれ 
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折 を 見て とい ふ 事で、 其 時 は具體 的の 話に 迄 至らなかった。 しかし 顧れば 今年 はもう 十三 囘忌 

だ。 去年の 春、 私が 三年 問の 京都 滞在から 東京へ 引き上げて 來 てから、 未亡人の うちに 語らん 

とする 意が 動き、 私も亦 進んで これ を 聞い て 筆に する こと を 喜んだ。 

、 、  むな 

ー體 かう いふ 仕事 ははえない 仕事で、 己 を 空しう しなければ 中々 出來 ない。 一寸見 は 何でも 

ないやう で、 叉 最初 私 もさう 思って 居た ので あるが、 其實 さて やって 見る とそれ 程樂な 仕事で 

はない。 まづ 自分の スタイルが たがる。 だから 最初のう ち は 未亡人の 漱 石の 思 ひ 出ば なしで 

なくて、 自分の 創作 中の 人物が、 よそくし い 會話を 取り 交 はして る やうな 氣 がして 仕方がな 

かった。 其 癖 書く 方で はそんな 事の ないやう にと、 出來る だけ 警戒 もし 苦心 もして 居る の だが- 

つまり 調子に 乘れ ない ので ある。 其う ちに 終に なれて 來て、 近 is" では 未亡人が 其 時 話し 忘れた 

事で、 前に 話 を 聞いて おぼえて 居る 事な どを插 人しても、 训に 自分 を 出す 事 もな く 出來る やう 

になった と 思って 居る。 だから 下 乎に 文章に 念 を 入れたり して 練って 居る と、 かへ つて 變な出 

來 ばえ になって 了 ふ。 近頃で は 話 を 聞く と、 それ を 五日 頭の 屮で 整理して おいて、 それから 

筆 を 執る と ー氣に 書いて 行く 事に して 居る。 チヨ ビく 丹念に 書いて ゐた 時より、 その 方が 結 

果 がい やうに 思 ふ。 


ま づ話を 聞く 前に、 . I 勿論 漱石 全集の 一 

一 通り はかなり の 程度で 心得て る 積り では 一 

あるが 1 1 なほよ く 全集の 各部に あたって 一 

準備し 用意して おく。 一番よ く讀 むの は *f 

石 簡 集で、 これで 其 頃の 事件と W 心 はれる もの- 

先 

生 の 大體を 心得て おいて、 年月 を 確め てお く P 

^ それから 飛び飛び だから、 あると 限った わ 一 

の けで はない が、 ともかく 日記が あれば 無論 

見  一 

<ra それ をよ む。 それから 小品. 隨 筆の 入用な 一 

M 部分に 目 をと ほす。 俳句 や 漢詩が 义 非常に 一 

® 役立つ 場合が ある。 これらの. ものに 一通り： 

目 をと ほして、 大體の 目錄を 作って、 それ 一 

を 傍に おいて 未亡人の 話 を 聞く ので ある。 一 

話と いっても 古いと ころで は、 三十 年 前の 一 

三 一 九 
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新婚 當 時の 事、 或は もっと 古い 事になる と、 未亡人に はわから ないか、 それとも 叉 聞きのう る 

覺 えの 部分 も 出て 來る。 さうな ると 老齢の 先生の 令兄の 許へ かけつけて 敎を うける 事な ども あ 

る。 それから 自分の 作った 目錄 によって、 あの 時 はどうだった かと かこの 時 はどうだった とか 

と 尋ねて、 そこで 古い 事 を 思ひ屮  1 して 貰ったり、 まるで 忘れて ゐた事 を 突っき 出したり する 事 

も あるので ある。 叉 未亡人の 話に も 記憶の 間違な どがない もので もない ので、 日記 や 手紙から 

得た 資料で 訂正して 行く 事 も ある。 

かう して 3,3 來 上った 原稿 を、 未亡人から 目 をと ほして 貰って、 誤が あれば 指摘して 賀 つて 正 

して 行く ので ある。 初期の 頃の 事に 關 して は、 漱石 全集 以外、 子規 全集が 大分た すけに なった „ 

大體に 於て 未亡人の 記憶 は 始めの 方が 素晴らし くい . -。 段々 家庭の 雜 務が增 えて 煩 はしくな 

るに つれて 粗に なり 勝ちの やうで あるが、 又もつ と 記憶の ありさう なと 思 はれる ところが 案 

外なかった りする こと もあって、 やはり 誰でもと 同じ やうに 精粗の 波 を 描いて 居る。 これ は ど 

うに もやむ を 得ない 事で あらう。 それから 特別の 文 學的敎 養の ある 人で ないから、 その 方面の 

事に 關 して は、 多く 聞く ところがない。 それ も 亦 一面 やむ を 得ない 事で は あるが、 併し 吾々 の 

聞きたい ところ は、 生半可な 文學 少女の なり 上りの きいた 風な 文學 議論 や 何 かで はなく、 其方， 


面に は 自ら 他に 人 も あり、 又 先生 自身が すでに 多く を 物語って 居られる の だから、 餘人は 知ら- 

す、  自分 は餘り 意に 介し ない。 寧ろ 吾々 の眞に 聞きたい ところの もの は、 家庭に 於け る漱 石で 

あり、 妻の 見た る 人間 漱 石の 赤裸々 の 姿で あるので ある。 此點に 於て は、 讀者も 意外と される. 

やうな ものが 物語られて 居る かと 思 ふ。 その K 實を あるが ま、 に 物語り、 それ を 又 其 儘 筆に 移 

したと いふ 點に 於て、 所謂 漱石 崇拜 家の 額 を そむけさせ、 自分の 如き も、 語る 人 も 語る 人な が 

ら、 書く 扠も 書く 奴 だ、 少し は 手加減して 書く もの だと 言 はぬ ばかりの 非難 を さへ うけて 居る" 

しかし 自分 も漱石 先生 を 尊敬し 愛讀 して ゐる點 に 於て、 敢て 人後に 落ちない 積り では あるが、 

眞實の 筆 を 曲げて 迄、 漱石を 神樣极 ひに しょうと は 思 はない。 誰に とっても 事實 はあく 迄 も 事 

實 なので ある。 

手 S 威 をし ない といへば、 叉 どんなつ まらな さう に 見える もので も、 どんな くだらな さう に. 

見える もので も、 出來る だけ 生かして 書き込む やうに した。 私自身が くだらな いと 思っても、 

案外 人の 目に は くだらな くないの かも 知れない。 又 今の 同時代の 人々 が 九十 九 人 迄 面白くない 

ときめて 顧みない 事で も、 或る 一人で もが 面白い といへば、 それ は 正に それだけの 價 値が あ.^ 

もの だ。 まして やそれ が 百年の 後に でも なれば、 どうでんぐ りかへ るか 知れた もので はない。 

三 ニー  W 


だから 自分 はっとめ て それら を 捨てす に 生かさう として 來た。 

1 體 先生の 生涯に は、 大衆 好みの 波 潤重疊 たると ころもな く、 又 通俗 向きの 署々 累々 たる 事 一 

件 もない。 しかし 自分 はこれ を讀 みながら、 作物 を 讀んだ だけで は 物足りなかった 立體 的な 解 一 

石 を、 かなりの 程度に 迄 頭の 中に 浮き彫りに する ことが 出來 たやう に 思 ふ。 最初 自分が 目 をつ 

けて す， - めた 事が、 今 その 目的 を 果たし かけて 居る の を 見て、 自分 も 下 積に なっての 働き 甲 

があった やうに 思 ふので ある。 いつ ぞ や 森 田 草 平氏 等が 諸家 の漱 石の 思 ひ 出 話 を 集め て 居られ 

たが、 あれ 等 も 完成したら、 漱 石愛讀 者に 新しい 福音 を窗す ものに 違 ひない。 しかし この 企て 

はどうい ふわけ か 中止 に な つたら し い 。 

妻の 見た 文豪と いった ものの 纏まった もの は、 日本に は殆ん どない。 私の 知って る範 園内で 

は、 小，：： 水 節 子 刀自の ラフ カヂォ . へ ルン 小 泉 八 雷 先生の 思 ひ 出の 記 位な もので あらう。 これ は 

聞くなら く 未亡人の 思 ひ 出 話 を 田 部隆次 氏が 書かれた もの ださう で、 前に 出た S 部 氏の 『小 泉- 

八 雲』 に 人り、 今度 は 小 泉 八 雲 全集の 別冊に 人って 居る。 これ は 非常に 面白い もので、 これに. j 

よってつ ひに 識る 事の 屮ぃ來 なかった 先生に、 どれ 程 親しむ 事が 出來 たか 知れない。 先年 先生 3」 

遣 族の 方々 にお 目に か、 り、 殊に 次男の 巖 君と 近づきに なった の も、 畢竟す るに 直接 間接 この」 


菊判 五十 頁 そこくの 小 文に 負 ふところが 多い ので ある。 これ をの ぞいて は、 『漱 石の fflj ひ 出』. 

は 殆んど 唯 一 の もの だとと い つてい \ であらう と 思 ふ。 

漱-心 先生が どれ 程の 作 象で あるか。 今でも 時々 こんな ことが 問題に なるやう だが、 それ は自 

然 時が きめて くれる だら う。 今の 私 はそんな 閑 問題 を かれこれ 言って る 時 を もたない。 それよ 

り も 自分が 尊敬して る 人の 家庭生活が、 最も 近くに 居った 人の 口から 親しく 始終 を盡 くして 語 

られ たこと を 忠實に 書い て、 これ を 自分と 樂 しみ を 同じく して 居る 人々 に頒っ 喜びと、 さう レ 

て 語る 人の 健在のう ちに、 ともかく これ 迄に 聞き 綾け 書き 續 けて 來 てよ かった とい ふ 安堵と、 

この 二つの 情に ほっとして 居る ところ だ。 いづれ 完成の 上、 秋に は 本になる であらう が、 漱石 

が く だ ら ぬ 作家 だとい ふこと になれば、 この 本 も 自然く だらない 本と 折紙が つけられ ようし、 

でなくて 彼の 作物が 永久 的な ものである 事 になれば、 こ の 本 も 亦 半永久的な 何も の か を讀者 に 

^く 事になる かも 知れない。 自分 は 今單行 木の 爲に、 澤 山の 珍ら しい 漱石 先生の 寫眞を 集めて 

罟 る と - J ろ だ。  (昭和 八 ニーて 八〕 
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一 初對面  一 

私 を 初めて 漱石 先生のと ころへ 連れて行 つたの は久 米だった。 久米は その 前に 一 一 一度、 同じ 一 

英文科に 居て 始終 夏 目 家に 出入りして 居た 0 君と いふのに 述 れられ て、 芥 川と 一 緒に お 伺 ひし 一 

た 事が あり、 誰が 行っても い \ん だから、 君 も 連れて行って やらう、 い、 お爺さん だよ てな 事 

をい つて、 いかにも 先生と はもう 心安 さうな 口振りです 、める の だが、 私 は 自分の 性格と して、 

尊敬して 居れば 居る 程 さう 氣輕 にお 邪魔す る氣 になれ す 夙 込みして 居る と、 久米は 君 は 根 は圔ー 

太い 癖に、 妙に 引 込み 思案で いかんと か 何とか 言って しきりに ロ說 くので、 たうとう おつかな-一 

びっくり 久 米の 後から くっついて、 同じく 一  人の 招かれざる 客と なる 氣 になった。 大正 四 年 Q. 一 

秋の 終り か 冬の 始め 頃で あつたと 思 ふ。 木曜日の 夜が 先生の 面會 日な の だ。 


ところが この 陽氣 な案內 人、 牛 込の どっかの 停留 場で 電車 を 捨てた はい、 が、 親しい 害の 輯 

方の 家 を 忘れて しまって、 训な 小路 を 曲った と 見えて、 步 いても 歩いても 漱 石山 房の 前に 屮 いな 

い。 行きつ 房り つ、 こんな 箬 はな いんだと か 何とか 氣 休め を 言って はさが すの だが、 とんと わ 

しんまい 

からない。 あれ 程意氣 込んで、 先輩 然と 新米の 私 を 引き 具して 來 てこれ だとす ると、 山 房の 主. 

人の 方で は、 勿論 この 陽氣な 案^ 人 を 忘れて 居て、 折角 訪ねても 門前 拂ひ を^ はされ るん ぢゃ 

ないかと 心細くな つたが、 それでも ものの 小一 時 さがし ま はった 揚句、 やっと こさ 蔦の 生え か 

らまった 玄關に 立つ と、 取次の 女中さん に、 此問 上りました 久 米です、 友達 を 一人 連れて 來ま 

したと、 臆面もなく しゃ あ/ \ と 言 ふの だった。 私 は 愈. - 玄關拂 ひかな とお づ^, \. して 居る と- 

何卒 此方へ とあって、 有名な 書齋と 客間との つながった 山 房に 通された。 

先客 は 四 五 人あった。 久 米が 私 を 先生に 紹介して くれた。 私 はこの えらい 人の 前で かたくな. 

つてし やち こばって 居た。 先生 は 簡單に 文科です かと か、 ぉ國 はと か  一 二 私に 聲を かけて くれ. 

られ た。 私 は恭々 しく 返事 をした。 聲が 咽喉へ 引つ からまって 仕方がない。 みんな ざっくばら- 

んに 先生 をつ かまへ  て 勝手な 事 を 言つ てるのが 羨ましかった。  先生 は それから 半ば 義務 かなん. 

かの やうに、 進んで 調子 を 合 はせ る樣子 もな く、 又た つて 意を迎 へる とい ふで もな く、 どっか 

一 1 ニー  五  ，1 
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無愛想で ぶっきら棒で ありながら、 其 癖 若い 

連中と 應酬 して 居る のが 滿更 いやで もな ささ. 

うであった。 さう して 不思議な 事に、 平凡な 

ことで も 先生の 口から 出る と、 大變 含蓄の あ 

る 味の 深い ものに 感じられる のだった。 

かう して 私 は 山 房の 客と なった が、 其 時^ 

が 一 番 感じた の は、 先生が 思 ひの 外に 年 をと 

つて 居られる とい ふ 事だった。 其 後 度々、 御 

邪魔す る やうに なつ てから さう ばかり も 思 は 

なくた つ た ので あるが、 しかし 今から 考 へ て 

見る と、 丁度 それから 一 年後に 亡く.^ られた 

ので あるから、 年 はわ づ かに 五十 歳であった 

ので あるが、 どことなく 老人 老人して 居られ 

た の も當然 で あつたの であら う。 


二 『新 思潮. 5 發刊 

多分 かう して 先生に ぉ會ひ W 來て 話が 伺へ ると いった 事が、 私達の 文 學熱を 一 馨烟り 立てた 

ので あらう、 いつの 問に か 雜誌を やらう とい ふ 事に なった。 勿論 さう いふ 機運 は 前々 からない 

ではなく、 すでに その  一 二 年 前に は、 璺島與 志 雄、 山宮 允なん ぞと いふ 上級生と 一緒にな つて、 

山 本！^ 三 だの ァ ララ ギ の欹 人土屋 文明 だの、 一 時 共 產黨で 羽振りの よかった 故 佐 野 文 夫 だの 

と :, ふ 同級生 達と 都合 十 人 で 、 『新 思潮』 と い ふ 同人 雜誌を 半年 程 もやつ た 事が ある に はあった 

；、 や ノ 其せ は 可と たく 雜 然として 居て ピッ タリ 行かなかった。 其 時の 何號目 かに は、 今の 貴 

族 院議 長の 近衛さん が ォスカ ー . ワイルドの 社會 主義の 論文の 飜譯 をよ せ、 その 爲か どうか 忘 

れ たが、 其號が 又運惡 く發禁 にたった 事な どが あった。 近衛さん と は 一高 時代に よく 軟式の 野 

^を やった。 此 間の 京大 事件で やめた 森 口 君なん ぞも、 近衛さん のチ ー ムの メンバ ー だった 

さて 今度 新しく 新規 まきな ほしで 同人 雜誌を やる からに は、 前の やうな 雜 昔の 7、 ら な い 結 t 

の 堅い ものにしようと いふので、 同人 も芥 川、 久米、 菊 池、 成^、 私と いふ 仲の い、 五 人 だけ 

で やる 事に きめた。 やる にしても 金がない。 そこで 基金 を 造らう とい ふ 事に なり、 當時 『ジャ 
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ン . クリストフ』 に 感激して、 ロマン 口 ー ラン の 所に 手紙 を やった ところ 返事 を 貰 ひ、 更に 二 

l^nl ラン 崇拜 になって 居た 成^  (現 九州 帝大 佛文學 敎授) が、 口 —ランの 所から その 『トルー 

スト ィ傅』 の 飜譯權 を 得て 居た の を 幸 ひ、 みんなが 分擔 して その 飜譯を うけもつ 事に なり、 さ 一 

うして 新潮 社から a, い 版して もらって、 その 印 稅を雜 誌の 基金に つぎ 込んだ。 當時は トルストイ 

全盛の 初期で、 其 後 『トルストイ 研究』 なん ぞと いふ 月刊雑誌が， 出 たの も 間 もない 事であった 

であら. う。 とにかく かう して 生まれた のが、 其 後 有名に なった 『新 思潮』 だ。 

まだ その 頃 は みんな 大學 生だった。 菊 池 は 故あって 京都の 大學に 居た けれども、 私 をの ぞい， 

た i: 人 は みんな 英文科。 私 一 人 折" 學 科で しかも 高等 學 校で 一 年休學 したので、 みんなより 一 年 

おくれて 居た。 其 頃 は 卒業が 七月で、 卒業論文 は ra 月い つばい に屮 H せば い、 事に なって 居た。 

雑誌 を やり 始めたら、 その 方が 學 校の 事より 面白くな り、 みんな 論文 を 書かな けり やならん な； 

らんと 言 ひながら、 せっぱつまる 迄雜 誌の 小說を 書いて 居た。 そのため 論文の 方が 段々 短くな； 

つて、 例へば 芥 川なん か 「人 及び 藝術 象と しての ウィリアム • モリス」 とか 何とか、 初めは 頗ハ 

る 大計 畫ら しかった が、 段々 段々 日が たつに つれて 小さくな つて 行って、 終 ひ には子 供 時代の 

11- リス になる んぢ やない かな どと みんなで 笑った 程であった。  一 


秀才で 勉强 家で 通って 居る 芥川 がすで にこれ だから、 久 米なん かの 周章て 樣 はなく、 覺 束な 

い 英語で しきりに ハム レット を やって 居た。 近頃 築地 小 劇場で 『ハム レット』 劇を久 米が 演出 

して 居る やう だが、 久 米の ハム レット 學者 (？) は 多分 この 邊 から 來て居 るので あらう。 

さて 雜 誌が 出て 見る と 頗る 評判が い. -。 殊に 初號に 出た 芥 川の 『鼻』 とい ふ小說 は、 先生の 

激賞す ると ころと なって、 芥 川が 文壇の 寵兒 となる 素地が 出來 た。 綾いて 久 米の 作品 も 評判が 

い  し、 私なん ぞ迄 いはば 雜 魚のと.^ まじりと いふ 奴で、 まぐれに 時々 ほめて 貰ったり した。 

雜 誌が 出 來 てからと いふ もの、 芥川、 久米、 私の 三人 は、 かなり 頻繁に 先生の 所へ 伺った。 

ところが 又 先生の 方で も實に 親切な もので、 貧 5i な雜 誌の 隅から隅まで よく 讀んで 居られて、 

實に 丁寧に 批評して 下さる の だ。 漱石 全集 を 見る と、 夏休みに みんな 東京に 居ない 爲に その 批 

評 を 伺 ひに 上らない と、 手紙で 批評 をして 下す つたの などが あるが、 今考 へて 見る と 本 當に物 

體 ない ほど 有難い ことだった わけ だ。 だから 雜 誌が 出る と、 その 次の 木曜日に は 揃って 出掛け 

たもの だ。 たうとう おしま ひに は、 讀 者なん ぞ 一人 もな くった つてい、、 先生 さへ 讀んで くれ 

れ ばなん ぞと、 大きな 事 を 誰い ふとな く 言 ひ 出して しまった。 がそれ は 法螺で も 何でもなく、 

當時は 全く その 氣 持であった" 私達の 問で 先生と いへば、 外の どんな 大 先生の 事で もな く、 直 
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ちに 漱石 先生の ことにき まって 居た もの だ。 

とにかく 先生の 知遇 を 得て その 提掘 をう けた 

とい ふ 事 は、 私達に とって 大きな 出來 事だった。 

久米 はもと/ \ 作家 志望で、 早くから 作家 意識 

さへ 持って 居た と 思 ふが、 芥 川なん か は 多分 先 

生と いふ ものがなければ、 作家に はなら すに、 

どっかの 大學 敎授に 納まって 居た であらう。 さ 

うなれば 菊 池 も小說 家に たった かどう か 疑 はし 

く、 私なん ぞは 確實に 別の 道 を 選んで 居た であ 

らうと 思 ふ。 外の 漱石 門下と いはれ る 先繁速 中 

の 間に 伍して、 私達 迄 同じ やうに 嫩石 門下と 呼 

ばれる に は、 たった 一年の 間で 時間 は 比較に な 

ら ない 程 短い が、 しかし 先生から うけた 影響 は、 

かう 考 へて 来る とやつ ばり 私達の 一 生 を 左右す 


る 位 大きな ものであった やう だ。 

三 其 頃の 芥川 . 久米 

其頃雜 誌の 發行所 は、 本鄉菊 坂の 女子 美術 學 校の 下の 方に あった 私の 下宿で、 誠にき たない 

古ぼけた 素人下宿だった が、 婆さん 一人で 氣が おけない もんだ から、 まるで みんなの クラブ 見 

たいに なって 居た。 芥 川なん かも 頻繁に 來た。 一高 時代から 同級生で はあった が、 彼 は 秀才、 

私 はやん ちゃ、 彼 は 江戸っ子、 私 は田舍 者、 それに 彼 は 純文學 で、 私 は哲學 といった やうな ェ 

合で、 それ迄 あんまり 親しく もなかつ たので あるが、 其の 頃 はすつ かり 親しくな つて、 彼と し 

て 容易に 人に 見せない あんまりお 上品で ない 半面なん かも、 別に 隱さ ないやう になって 居た。 

病氣の 治療費に 窮 して、 マイ エル • グレ ー フ H の 大きな 美術史 なんか を 一 緖に 質に 入れに 行つ 

^事な どもあった。 しかし 何とい つても 一 番 仲の よかった の は久 米だった。 

久 米と^と どうして あんなに 長い 個 仲が よかった のか、 一寸 可 Ik しい 位 だ。 まるで 性格 も氣 

質 も 趣味 も 違って 居る のに、 それ を 知りつ， - やつば り 親しい 交り を續 けて 居た。 下宿の 婆さん 

なんか まるで 御 夫婦の やう だな どと 言って 居た 位、 近所に 住んで 居た 關係 もあって、 日に  一二 

11 一 一一 1 1  ： 


三 三 二 

囘は必 す 往き來 をして 居た。 たまに 久 米が 來 ない 事が あると、 婆さんが どうな すつ たんで せう 

ひら 

と 心配す るの だった。 一 つ 下宿に しばらく 一緒に 居た 事 も あるし、 中條 百合 子 女史の 祖父が 拓 

いたと かいふ 福 島 縣の開 成 山に、 母 一人子 一 人の 佗住居に 彼 を 訪ねた 事 も ある。 其 時、 彼の 老 

いた 母堂が 茄子 を 丸ごと 燒 いて 下す つたの が 非常に 美味しくて、 今でも 茄子の 季節に なると 時 

，思 ひ 出す ことがあ るので あるが、 ともかく 散歩す るに も 芝居 を 観る にも、 どう 氣 があった も 

のか、 いつも 一緒だった。 殊に 淋しがり 屋の久 米の 方から よくやって 來た。 

久 米が 大學を 出て、 文學士 だもの、 背廣 位な くち やとい ふんで、 月賦で こさへ た 洋服の 事 を 

口の 惡ぃ芥 川が、 独の 洋服と いふ 名 をつ けた。 大方 狸の やうな 色 合 だつ たんだら う。 久米 はこ 

の 一張羅 を 着て 得々 として 居た。 多分 その 得々 のとば つちり であらう が、 記念に 一緒に 寫眞を 

とらう とい ふ 事に なり、 二人で ならんで 寫眞 をと つた。 私 はま だ大學 生の 制服 姿。 その 又 制服 

とい ふの が、 いつの 問に やら 洋服 代 は 外の ものに 變 つて 居る ので、 久 米が 卒業した の を 幸 ひ、 

賨 りつ 飛ばさう とい ふの を、 命乞 ひして 着用に 及んだ 代物。 しかも その 大時代 物た る や、 雜誌 

の 金が 足り なくなったり すると、 質に 入って なにがし かになる とい ふ、 至って 調法な 制服な の 

だ。 その 寫眞を 見て、 芥 川が こり や 花嫁 花！^ ぢ やなくて、 花壻 花^だ ねと 言った の をい まだに 


覺 えて 居る が、 とにかく 一 一人 はい ， ^氣な もので あつたんだ らう。 

四 水木 銀之丞 になった 話 

話 は 前後す るが、 私が 久 米の 身代りに なった バカ くしい 話が ある。 まだ 高等 學 校の 頃の 事、 

みんな 金の ない 連中な もんだ から、 讀賣 新聞と か 萬 朝 報と かいった 新聞の 懸賞に 應 募して 居た。 

此 問の 京大 事件で 大變 評判の よかった 恒藤恭 君なん かも 私達の 同級で、 この 人 おとなしい 癖に、 

小說も 書けば 維 もやる とい ふ 何でも やの 秀才で、 其頃學 生新 聞と 言 はれて 居た 萬 朝 報の 懸賞 短 

篇小說 を 度々 せしめて 居た が、 久 米なん ぞが やらない 道理 はない どころ か、 前年に はすで に 萬 

5 た 

朝 報の 學 生徒 步旅行 の 選手な どと いふの を やって、 健筆 を 謳 はれた こと も ある 位。 それで 思 ひ 

出す の は、 丁度 その 旅行で 入京の 日、 市 川の 橋の 上へ か、 つたら、 風の ある 日で 久 米の 帽子が 

濁流の 屮に 吹き飛ばされた。 澤山 新聞社の 人 やら 出迎 への 人 やらが 來て 居た ところへ、 折角の 

晴れの 入京に 帽子がなくて はと、 私が ザンブ とば かりに 濁流の 中に 飛び込んで、 帽子 を 拾 ひ 上 

げて やった と 云 ふ 冒 險譚が ある。 丁度 其 頃日 日 新聞社で 柳川舂 葉の 『生さぬ仲』 の 劇評 を 募集 

したと ころが、 見事 三等に 當 選して しまった。 當 選した の はい、 が、 困った 事に 水木 銀 之丞と 
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いふ 變な名 を 使った ところが、 いつ 何日 社へ 金 をと りに 來て くれ、 係の ものが 賞金 を 渡す から 一 

とい ふこと になって しまった。 その 係りが 桑 野 桃 華氏に 違 ひない ので、 この 人 は 俳句 會で識 つ 一 

てるから 甚だ 困る とい ふの が、 久 米の 云 ひ 分な の だ。 久米は 三 汀と いって 中學 時代から 俳句で 一 

は相當 鳴らして 居て、 其 頃 はかなり 油が 乘 つて、 方々 の 句會へ 出張って 居た ものら しかった。 一 

そこで 私に その 水木に なって、 金 を もらって 來て、 とかう いふので ある。  一 

いくら 何でも 水木 銀之丞 とい ふ 若衆み たいな 名に は 私 も 困った。 かう いふ 若衆 好みの 妙チキ 

リンの 名 は、 元來菊 池が 惡 いので、 ワイルドの 『ドリアン ダレ I の繪 姿』 を はやらせたり、 其 一 

他 かう いふ 男色 趣味 を敎 へたの は 彼で.' よせば い. - のに 久米 迄が かぶれて、 こんな 變名を 使つ 

て しまったの だ。 賞金 は 一等が 二十 圓、 二等が 十圓、 三等が 五圓。 たった 五圓 だけれ ど、 當時 

の 私達に は棄權 する 事の 出來 ない 大金だった の だ。 

序に 變 名が 出た から 一寸 書き 添へ てお くが、 すっと 後に なって 雜誌を 出した 頃に、 どうい ふ」 

わけだった のか、 菊 池が 草 田杜之 介、 芥 川が 柳 川隆之 介なん ぞ と名乘 つて 發 表して 居た 事が あ： 

つた。  一 

つら  ： 

どう 考へ て も 私が 銀 之丞で ございと 言って、 日日 新聞社 へ のめ-^ とどの 面さげ て 行ける も 


のかと 頑張り もした が、 しかし 久 米が あんまり 賴む もんだ から、 そこ は 義俠心 を 出して、 たう 

とう 御 丁寧に も 前夜 わざわざ らくの 日 近い、 觀た くもない 『生さぬ仲』 劇 を 新 富 座 迄觀に 行つ 

て、 示された 刻限に 例の 弊衣破帽で 新聞社へ 乘り 込んだ。 餘り にきた ならしい 水木 銀之丞 君の 

姿で は ある" ところが 通された 小さい 應接 間に は、 一等 君 二等 君 共す でに 御先 着で、 もう なれ 

なれし く 話 を 交しながら、 次に 現 はるべき 三等 君 を、 非常な 好奇心で 待って 居た ものら しい。 ， 

殊に 名が 名 だから、 すばらしい 色白の しゃれ 者で も 現 はれる だら うと 心待ちにして 居た 氣配。 
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ところが 現 はれ 出で たのが、 凡そ 銀 之丞の 名と は 似ても 似つ かぬ 昂然たる 蓬 頭の 一書 生 だ。 

一 人 は 背 廣の會 社員ら しい 小柄の 男、 一 人 は セル の 袴に 金ぶ ち 眼鏡と いふ 其 頃の 典型的な にや 

けた 三十 近い 男、 これ は 後で わかった ので あるが、 どっかの 醫學 生だった。 二人共に へ HI と 

いった 意外の 面 持 をした が、 すぐに 背廣 君が 愛想よ く、 水木 君です かと 聲を かけた。 私 はこ、 

が 度胸 だと 思って、 相手の 顏を ぐっと 視 つめて 頷いた。 そこへ 私が 桑 野です といって、 酒ぶ と 

りの した 和服の 社員が 現 はれて、 三人に 一枚 づっ 名刺 を くれた。 なる 程久 米の いったと ほり 桃 

華氏 だ。 それから 一人一人の 名前 をき いて、 さう して 水引の か、 つた 賞金 を くれた。 大きな 包 

紙に たった 五圓、 しかも それが 人の の だと 思 ふと、 嬉しく も 何ともなかった。 

三 三 五 
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桑 野 氏 は 人 を そらさない 話術で、 今日 わざく おいで を 願った の は、 ゎづ かば かりの 御禮を 

お渡しす る だけなら 小爲替 でもよ かった のです が， 實 はこれ 迄 この種の 懸賞 募集 を やって 來て、 

こん 度の この 三篇程 優秀な ものが 揃って 集まった 事がない ので、 全く どれ を 一 等に しょうかと 

迷った 位なん です。 私 一 人の 考で すと、 皆さんに 甲乙な しに 揃って 一 等に なって 頂きたかった 

のです が、 社の 規定が 許さない ので やむ を 得す 等級 をつ けました が、 その代り 皆さんの 劇評 は 

かう 申して は失禮 です が、 どこへ 出しても 恥 かしくな いので、 今後 も機會 ある 度に どうか 私へ 

書き送って 頂きたい。 新聞な り、 雜誌 なりに 發 表する やうに 致します から。 こんな 事 を  一 くさ 

りの ベた 後で、 水木さん のの は大變 結構でした。 一高に も 芝居 を 観る 方が 居られ るんで すねと 

いふから、 そんなに 結構なら 一等に して くれり やい.^ にと 心の中で は 思った が、 一つから かつ 

て やれと いふ 氣 になって、 俳句 をお やりださ うです が、 私の 同級に 久米三 汀と いふの が 居ます Q 

御存じで せう か、 彼奴 中々 芝居が 好きです とい ふと、 久米 君です か、 よく 存じて 居ます？ お 若 

いのに 中々 才人で 感心して 居ます が、 して 見る と 貴方方の クラスに は餘 程文學 好きの 諸君が よ 

つて 居られる と 見えます ねと 來た。 すると 背廣 君と セル 君と が 尻 馬に のって、 又 一し きり 水木 

銀 之丞を ほめそやした。 もう 水木 君 は ほめられ るの は澤 山だった。 早く かへ つて、 包紙 を 渡し 


て ほっとしたい 一 念 だ。 

ところが 新聞社 を 巾い ると、 一散に かへ らうと 思って る 私 は、 二人め 問に はさまれて 銀座の 方 

へ拉し 去られて しまった。 とい ふの は 二人の いふと ころに よると、 これ だけ 三人の 新進 劇評 家 

が 集まる とい ふ 事 は 滅多に ある 事で ない、 一 っ顏 つなぎに どっかで 食事 をしょう とい ふので あ. 

る。 食事 は 困った。 五圓に 手が ついてはと 思 ふので あるが、 水木 銀之丞 其の 期に 及んで まさか 

たね あか 

種 明し をす る わけに も 行かす、 仕方がな いから 喰つつ いて 行く と、 いっぱし 文士 氣 取りの 連中 

は 「プランタン」 へ 入った。 其 頃 「プランタン」 とい ふと 有名な 文士 やなん かの 行く 一  番 尖端 

的のと ころと されて ゐた カツ フ H 1 だ。 入って 見る と、 壁と いはす 天井と いはす 所 きら はす 漫. 

畫ゃ落 書 や 署名で いつば いだ。 俄 文士 はすつ かりい、 氣持 になって、 當時 はやった 五色の 酒 を.. 

先 づ吞ん だ。 それから 何やら 洋食 をく つたが、 私に は學校 附近の トン カツの 方が うまかった。 

する うちに 僕 等 も 一 筆記 念 を殘さ うぢ やない かと 背廣 君が 立ち上がって、 壁に はもう 空地が な 

いので、 テ ー ブルの 上に 椅子 をのつ けて、 そこへ 上がって 筆を揮った。 私 も 摄 痕 淋^と 水木 銀， 

之，^ の 署名 をの こした。 

勘定 を 心配して 居る と、 誰 やらが 拂 つて くれた。 もうこれ で 放免 だら うと 思って 居る と、 折 

.  三 三 七  ， 


角の 記念に 新 富 座を觀 ようとい ふ。 行って 見る と 昨日で 終って 居る。 それ ぢゃ松 蔦の 家 を 訪問 

たて を やま 

しょう。 劇評 家が 立 女 役の 一人 位 知らな くち や 幅が きかない。 第一 三人が 三人 共 今度の 劇評で 

は 松 蔦 を ほめそやしたん だから、 松 蔦た る もの 恩 を 感じて 大いに 御馳走して くれる かも 知れな 

ひいき 

い。 僕達の やうな „<w 属を 持つ てれば、 どんなに 心強い か 知れない、 大いに 名優に 仕立てよ うぢ 

やない かと、 段々 危く なって 來る。 行って 見る と、 松 蔦 丈 は 自由 劇場の 舞臺 稽古に 帝劇へ 行つ 

て 留守との 事。 やれ-/ \ 救 はれた と 思った の は 私 一人、 他の 二人 はま だく 足りない のか、 明 

日 行く から 舞臺 稽古 を 見せろ、 劇評 家た る ものが と、 番頭 相手に 威張り散らして 居る —— 0 當 

時の 文學 靑年氣 質の 一 斑 を 知る 上での 一 つの 材料に もと 思って、 こんな バ カバ 力し い H ピソ ー 

ドを 書いた ので あるが、 全く もって 私 は 水木 銀 之丞の 一 役 を 一 日 ふられた ので こりく した。 

あとで 醉 がさめ たので あらう、 ゎりかんをくれ^oとぃふ ハガキが寄宿舍へ舞ひ込んだが、 其 時 

に はすで に 吾が 愛する 水木 銀 之 丞君は どこに も 居なかった わけ だ。 

五 其 頃の 菊 池 

卒業して 菊 池が 京都から 出て 來る。 入れ 代って 成 瀬が アメリカへ 立って 了 ふ。 その 前に 一度 


雜 誌の 同人 みんな 揃って、 先生のと ころへ 行かう とい ふ 事に なり、 私は雜 誌の 本部た る 私の 下 一 

はや： A てん  一 

宿で 待って るので あるが、 待て ど 暮らせ ど 誰も やって 來 ない。 後で 聞く と 誰かの 早合點 で、 私 一 

が 一 足 先き に 先生のと ころへ 行った ものと 思って， 大急ぎで あとの 四 人で かけつけ たの ださう 一 

だ。 翌日 それ を 聞いて 私 は 大いに 氣を惡 くした が、 あとのまつりだった。 多分 成 瀬 も 菊 池 も 先 一 

生 をお 訪ねした の は、 後に も 先に も それ ー囘 切. りだつた らう。 

其 時の 印象 を 菊 池 は 先生の 追悼 號に 書いて るのに、 會 つて 二三 日 はい --氣 持だった とか あつ • 

さり やって るので、 何だか 私達 は 不滿で 問 ひた すと、 どんな 人に 會 つたって、 そんなに い 上 

氣 持が 後々 まで 績 いて 淺る もの ぢ やない、 一 一三 日も績 くの はとても い . -方ぢ やない かとい ふ 返 一 

事に、 いかにも 菊 池ら しい 言 ひ 分 だと 思った 事が あった。 菊 池 は 私達 殘 りの 者が、 みんな 淑石ー 

漱 石と 生 神 霞みたい に大騷 ぎす るの が あんまり 愉快でなかった らしく、 其 頃 丁度 朝日 新聞に 連 

載され て 居た 遺稿と なった 『明暗』 などに ついても、 私達が 感心す る 程 感心 もせす、 夏 目さん； 

の 技巧に は 感心す る けれども とか 何とかい つて、 中々 許さなかった。 さう して 私達が あんまり 一 

感心して ない 口吻 を らす 上田 敏 先生な ど を、 自分が 敎 はった 關係 もあって であらう、 かへ つ 一 

て 持ち上げ たりして 居た。 だから かう いふ 點 になる と、 菊 池 は 謂 はば 異分子であった。 ， 
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其 顷の菊 池 は 境遇の せゐ もあった であらう が、 誠に 謙虚で みんなに 好かれて 居た。 後年 『文 

藝 春秋』 を やって、 その 一 黨と反 對派を 持つ やうに なって からの 彼と は、 殆んど 全く^ 人の 觀 

があった" 惡ロ屋 で ガミく 誰に も嚼 みついた 今の 池 崎 忠孝 君事當 時の 赤 木析平 や、 ブル ドッ 

グ みたい な 江ロ澳 君なん ぞも、 口癖に 菊 池 君 はい \人 だとい つて 居た 位で、 つまり 私達 仲 問の 

ほめられ ものだった の だ。 

これ はもう 少し 後の 事で あつたと 思 ふが、 横 須賀の 海軍の 學 校に 奉職して 居る 芥 川が、 好き 

な 文 學の話 も 屮ぃ來 す 甚だ 味氣 ないから、 一 ト 月に 一度 位づ つみん なで 築 まって 駄辯を 弄しよう 

ぢ やない かいふので、 それ も 面白から うと 久米、 私な どが 主にな つて 集めた のが、 璺島與 志 雄、 

廣津 和郞、 谷 崎 精 二、 加 能 作 次郞、 田 中 純、 佐 藤 春 夫、 柴田 勝衞、 江 ロ澳、 赤 木 桁 平な どの 諸 

君に 私達、 何でも 多い 時には 十五 人位、 當 時の 新進作家 とか 何とか 言 はれて 居る 連中が 集まつ 

て、 上野の 貸 席 あたりで 安い 飯 を 食って、 何とい ふ 事 もな しに 雜談 をして わかれた。 毎月 第三 

の 土曜日 を會 日と きめた ので 三土會 とよんだ ので あるが、 かう いふ 連屮の 問で も、 菊 池 はおと 

なしい、 人の い \ 人で 通って 居た。 

其 頃の 菊 池 は 善良な 社會 部の 一 記者と して、 至極 實直 にまめく しく 働いて 居た。 外の 連屮 


が 新進の 呼び 聲 勇ましく 活躍して 居る の を、 今に 見て 居ろ といった 顏 もせす、 みんなが えらく 

なったら、 そのお 蔭で 僕なん かも 年に 二三 度雜誌 社へ 原稿 を 紹介して もらって、 少しば かり の 

臨時 牧 入が あれば それで い 、 んだ、 何しろ 新聞社の 月給 ぢゃ 洋服 も 買 へない からな どと 言って 

居た が、 それが 一向 脈 味ったら しく 響かない のみ か、 彼 自身 ちっとも 目立たない 雜 誌に 頼まれ 

て も、 唯々 として 相當の 原稿 を 書いて 居た。 さう して 同人 雜誌， の 方で も、 月給 を 貰 ひ 出した か 

ら、 他の 同人な みに 月割り を 出さして くれと いって、 皺くちゃ になった 小 爲替を 出 すの だった- 

い  つもい つも 小爲替 なんで どうした のかと 尋ねて 見る と、 現金 を もってる とすぐ なくなって 了 

ふので、 なるべく 使 はない やうに 小爲替 にしておくの だとい ふ。 菊 池 一 流の 面白い 考へ方 だ。 

菊 池の 記者 時代に 私が 一 番參 つたの は、 漱石 先生の 臨終の 時 だ。 私 は 夏 目 家へ かけつける 前 

に 菊 池に 電話 をした もの だから、 追つ かけて 社から 菊 池が やって 來た。 しかし その 時 は 危篤 は 

危篤で どつ さり 親戚知己 門下が つめかけて は 居る の だが、 朝日 新聞 以外に は 知らせて なかった 

の だから、 此方 も 遠慮 すれば、 菊 池 も 遠慮して 居る。 それで はとに かくま だ 息が ある 事と、 ま 

だった 見舞 客 を 社に 通じて 指圖を 待つ 事に する から、 友達甲斐に、 ra: 五 丁 離れた ところの 洋食. 

屋で 電話 を かりて そこで 待って るから、 もう 少し 詳しい 樣子を 知らせて くれろ とい ふたっての 
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頼みな の だ。 どうも スパイめ いて 居て いやなん だが、 しかし それ 程い ふの を斷る わけに も 行か 

す、 しばらく 坐って 居て 奥から 傳 はって 來る 情報 を 言 ひに 行って やり、 それから 大急ぎで かへ 

つて 來て 見る と、 其の 留守の 間の 一二 十分 位のう ちに 先生 は 亡くなられて、 つ ひに 臨終に 會ふ事 

が 屮ぃ來 なかった。 これ は 菊 池 を 恨む ので はない が、 私の 終生の 恨事 だ。 

六 終刊^^石追慕號 

先生が 亡くなられ ると、 雜誌を やる にも 張 合が なくなって しまった。 それにもう 一 つ は、 み 

んな寶 り 出しの 頃と て、 自然 外の 大きな 雜誌 にたの まれる 原稿に 力を入れて 了 ふので、 持ち 35 

しの 自分 達の 雜 誌に は 身が 入らなくなる 道理で、 有名に なって 益. -賨れ ない 雜誌を こさへ るの 

もバ 力く しくな つて、 たうとう 『漱石 先生 追慕 號』 とい ふの を 翌年の 春寒の 頃に 屮 I して、 そ 

れ きり 打ち どめに してし まった。 それに は久 米が 『臨終 記』 を 書き、 芥 川が 『葬儀 記』 を 書き、 

私が 『その後の 山 房』 とい ふの を 書き、 その外 私達の 友人 諸君の 追憶な ど をのせ た。 

其の 當時 は大雜 誌の 一 つだった 『新 小說』 が 『文豪 夏目淑 石』 とい ふ 臨時 號を 出し、 東洋 城 

さんの 俳句 雜誌 『跪 柿』 が 同じく 追悼 號を 出し、 私達の 同人雑誌と、 都合 三つの 追悼 號が 出た 


だけで、 その外 一 篇ニ篇 の 追憶 吊 文 は、 殆んど どの 雜誌 にも 出た 位であった ので、 自然 私達の 

算盤 を 離れて やった この 終刊 號迄 非常に 受けが よく、 毎號 五百部 刷った のが 大半 淺 本になる 始 

今」 よみ づ 

末に、 淸 水の 舞臺を 飛び越えた つもりで 千 部 刷った ところ、 瞬く 問に 賣り 切って 毎日々々 方々 

の 本屋から、 私の 下宿へ 五月 蠅ぃ程 催促に 來る のだった が、 紙型がない ので 再版 も出來 す、 そ 

れに 終刊と きめたら げっそりして 集金 もせす、 少しば かりの 印刷屋の 借金なん ぞ、 この 金 を 集 

めたら 立派に 返せる のだった らうに、 甚だす ぼらな 結末 を 告げて しまった。 當時雜 誌に 一番 力 

を 入れて 居た アメリカに 居る 成瀨に 大分 怒られた が、 かう. 2: 部 的に だらけて 來て は、 もう 雜誌 

なん ぞ緩 けられる もので はない。 

とにかく 先生が 亡くなられ たとい ふ 事 は、 私達に は 大きな 出來 事だった。 芥川 ゃ久米 達に と 

つても 勿論 大きな 打撃に 違 ひなかつ たが、 漸く 秋に なって 先生に 親しめる やうに なって、 愈 1 

これからと いふと ころ だと 思って 居た 矢先き だから、 私 は 殊の外 參 つた。 とい ふと 私が 先生 を 

自分の ものにして 居る やうに 響く が、 大體漱 石 先生と いふ 人 は、 みんなに それ/ i\ 自分の 先生 

だとい ふ 感じ を 抱かせる 大きな 人格の 持主だった の だ。 私なん ぞは それ迄お 伺 ひしても、 むし 

ろ 隅つ この 方で く すんで る 方な ので、 成 瀬への 手紙に 私の 事 を 越後の 哲學者 だなん て 言 つてら 
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れる 位なん だから、 他 は 推して 知るべし なので ある。 が、 先生 は 門下の 先！^ 連中と 私達と では 

言葉 使 ひが 違って 居た。 先 連中に はズ バリと 無遠慮な 調子で 言 はれる が、 私達 後輩に 向って 

は 了 寧だった。 それが 私達に は饿ら す、 もっと ぞんざいに 言って 貰 ひたかった が、 たうとう そ 

こ 迄 は 行けなかった わけ だ。 

七 當 時の 赤 木、 現在の 池 崎 

近頃の 池 崎 忠孝 君 は 先年の 『米國 怖る. -に 足らす』 以來、 すっかり 天下 國家 を， i する 民間の 

軍事通に なって 了 ひ、 殊に 滿洲事 變以來 其の 方面で は 無くて はならない 論客の 一人と して、 著 

述に 講演に 寧日な き 有様で あるが、 其 頃の 彼 は 赤 木 桁 平なる ペンネ ー ムで、 * 爽 たる 論陣 を 張 

つて 『遊蕩 文學 撲滅 論』 なんかで しきりと 大聲叱 呼して 居た 若い 評論 象であった。 彼は實 によ 

くしゃべ つた。 のべつ 幕な しに しゃべる 上に、 又 その I 弦が 甲高い と來て 居る から、 賑 かな 事此 

上な しだった。 それに 直情 徑 行で 向 ふ 意 氣が强 かった。 だから 隨分敵 もあった やうで あるが、 

私なん ぞも 初めは あんまり ガァ くい ふので 喧しい 男 だ 位で、 どちら かとい ふと 好意が 持てな 

かった が、 段々 彼 を識る やうに なつてから とい ふ もの、 すっかり 彼が 好きに なった。 


『米國 怖る、 に 足らす』 が 出た 當時、 又しても 彼の 誇大妄想 的な 撲滅 癖が 出て 來たぞ と、 漱 

わら 

石 門下の 九日 會で嗤 つて 居た 人が あった。 しかし その 頃 彼 は大阪 から 上京して 來て 居て、 かう 

左翼の 氾濫に も 困り もの だ、 世界が 右翼へ 大轉換 しかけて 居る のが、 日本の ジャ ー ナ リズムに 

は 分らん のかな と 痛嘆して ゐた。 n ンド ン會議 の 後で、 『六 割 海軍 戰ひ 得る か』 とい ふ 本 を 出し 

た 時に、 この 比率で は 萬 一 の 時日 本は危 いの かねと 私が 尋ねたら、 とにかく 日本 は 絕對に 敗け 

ちゃな らんの だ、 だから 絕對に まけな いんだと、 彼 は 昂然と して 言 ひ 放った。 彼の 愛國的 熱情 

を 見るべし だが、 かう した 時代に 彼の やうな 元氣な 論客の あるの は 甚だ 痛快 だ。 とにかく 大學 

の 先生ば かり 多い 漱石鬥 下に、 かう した 變り 種の あるの は 愉快で はない か。 彼の 造詣の 深い 戰 

史が 早く 世に 現 はれる の を、 私 はとうから 待って る 一 人 だ。 

漱石 門下の 交遊と いった 與 へられた 題目で これ 迄 述べた ところ は、 むしろ 新 思潮 中心の 交遊 

といった 方が い 、のか も 知れない。 實際 私は漱 石山 房で 多くの 人を識 つたし、 叉 現に 御 交際 を 

願って る 方 も澤山 ある。 しかし 交遊と 呼んで さんやくん ぬきで 話の 出 來る人 はやつ ばり 數 える 

程し かなく、 しかも それ は 多く 同年 の 連中 だ。 ところで 當然 それ 程 親しかった 私と 久 米との 
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間に 不幸な 事件が あって、 その 爲に 今ではむ しろ 舊友 といった 關係 になって しまったの である 

が、 其の 當 時の 雑誌 中心、 しかも その 雜誌 はいつ と はなしに 漱石 中心の 形に 於て 作られた の を 

思へば、 二つ を ごつ ちゃに して こんな 風に 往時 を 追憶して 見る の も、 亦 何 かの たしになる かも 

知れない。 

久 米と 私との 問の 不幸な 事件 は、 どうい ふ もの か 妙に 世間の 話題に なって しまった ところへ、 

久 米が 短篇 長篇 いろく 書く もの だから、 變に雙 方 共 引っ込みが つかない 形に なって しま ひ、 

やがて 菊 池が 『友と 友との 間』 を 書き、 最後に、 だまって 過ごして 了 はう と 一時 は 決心した 私 

までが 『憂需 な 愛人』 なん ぞと いふ 長篇を 書いて しまった。 それ は 最初 私達の 間の 濃 やかなる. 

交友 錄 であった のが、 やがて 悲しい 絶交 記に 變る 人生 記錄 だ。 當時紛 々たる 世評の あった 時、 

芥川も 池 崎 も、 それぐ 第三者の 立場で 書かう かな どと 言って 居た ものだった。 何だか 先生の 

ある 小說 を、 私達 は 地で行って しまった やうな 氣 さへ 當時 はした もの だ。 私 は 自分で 思 ふ 存分 

書いて しまったから、 漸く この 氣持 をぬ ける 事が 出來 たが、 それにしても 最初 それ 程氣が 進ん 

でも 居なかった 私 を、 無理に 先生のと ころへ 引つ ばって 行った 久米 は、 私に とって 惡戯 好きな 

運命の 天使み たいな 事 をす る 男で は ある。  (昭和 八 • 十二)  _ 


子規 ひ-齟 

私共 は 子規 居士の 短い 手紙 を 一 通祕藏 して 居る。 外の 人の 乎に あつたの では、 それ 程 特刖な 

意味の ある 害 もな し、 又 有難 味の あらう 道理 もない。 しかし 私共 夫婦の 手に あると、 まるで 値 

値が 違って 來る。 妻の 母から 貰 ひう けて、 かれこれ 十 年の 餘 にもなる であらう が、 毎年 雛の 頃 

になる と は 思 ひ 出して、 掛 物にしよ うか 額に 仕立てさせ ようか、 今年 も 亦 雛祭の 間に合 はな か 

つたな どと 語り合 ひながら、 又しても 底 深く 秘める のが 例に なって 居る。  - 

さう やって 數年來 同じ やうな 事 を 同じ やうな 頃に 繰り か へす うち、 その 事 自身が 謂 はば 我家 

のさ \ やかな 年中行事の やうに なって しまって、 今では よそ行きの 改まった 額 や 軸に してし ま 

ふより、 むしろ この 原形の ま、、 毎年 雛の 灯の もとで 破れ かけた 封筒から 引きぬ いて、 生まれ 

た 頃の 遙 かな 淸ぃ心 を 味 はふ 方が 自然 だ、 そんな 風に 思 ふやう になった。 元日： に 神代の 事を^ 

ぶと すれば、 雛の 宵に こそ 人 は 童心に か へって い . ^害で はない か。 ， 
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拜啓 小包に て 小 雛 さし 上 候 熊 本の 雛祭 陰暦に 違 ひない と 家人の はから ひ 也 こんな も 

の 陳腐なる や も 存ぜす 候 へ ども  

相 變らす 忙しい ので 閉口 致 居候 餘り 忙しいた め ぼんやり として 仕事 手に つかす 此頃は 何 

もせす に鎗を かき 居候 それが 又 非常に 面白い のでい よく 外の 者が いやにな り 候 一枚 見 

本 さしあげん かと も存 候へ ど 大事の 秘藏 の畫を 割愛して 却て 笑 はれる の も 引き合 はすと 其 ま 

> 祕藏、 ひとり ながめて 樂 居候 呵々 

君の 謠は何 流な り や 金 春か寶 生か 觀世か 

三 月 三日 夜  常規 

金 之助樣 

差出人の 常規が 子規 居士で あり、 宛名 人の金 之 助が 漱石 であるの はいふ 迄 もない。 明治 三十 

三年 三月 三日と、 妙に 三の 字ば かり 重たって 居る の も 面白い。 其 頃 漱石は 熊 本の 坪 井町に 住ん 

で 居た。 

前年の 五月 末日に 長女が 生まれた。 

安々 と 海鼠の 如き 子 を 生めり  漱 石 


こた 

とい ふ 句 は、 其の 出產の 感想な ので あらう が、 多分 居士に も 通信され た 事と 思 ふ。 それに 應へ 

る 居士の 句 を 見な いのは 殘念 だ。 翌年の 雛祭 は 初 雛 だ。 病牀 にあって 季節の 句 を 案じて 居た 居 

士は、 ふと 友の 長女の 初 雛に 當る事 を 思 ひ 出して、 雛人形 を 祝ふ氣 になった もので あらう。 雛 

の 日に 雛 を 送る の もとい ふの を、 家人が 九州の 片田舍 の 事、 多分 舊曆か 一 ト月 おくれに 違 ひな 

いと 慰める ので、 さて こそと 送った のが、 いづれ かとい へば みすぼらしい ありふれた 三人 {R 女 _ 

この 雛の 小さく はえない のが、 かへ つて 居士の 生活が^ ばれて、 又な く ゆかしく も 有難い ので 

ある。 さう して この 三人の 官女が 長い 旅 をして 熊 本に ついた 時、 それ を迎 へる 雛壇 は 恐らく は 

なかった であらう し、 第一 內裏 雛から があった 事 やら 無かった 事 やら、 それさへ 心 元ない もの 

ではなかった であらう か。 

一家の 歷史は 叉 雛壇の 歷史 でも ある。 干駄 木の 所謂 「猫の 家」 に 居る 頃に は、 五つ 六つの 雛 

を しょんぼりと 箪笥の 上に 飾って 居た のが、 やがて 一 っ增 え、 二つ 增 えして、 いっと はなしに 

賑 かな 雛壇に なった。 父が 珍ら しく も 雛人形 を 買って やる とい ふので、 勇み立った 子供達が、 

父 をお いてけ ぼり にして 先走った ので、 心證を 害して ぉぢ やん になった H ピ ソ ー ド などが 物語 

三 四 九  . 
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られて 居る。 雛の 宵に 生まれた とい ふので、 一番 季の娘 は 雛 子と 名づ けられた。 しかし この 雛 

は 短命で はかなく も 急逝した 事、 『彼岸 過まで』 の 一 齣に 見る 如し だ" 

どこの 家で も 雛壇の 上 は、 一見 整然として 居る やうで、 其實 よく 見る と 割合に 雜 然として 居 

る もの だ。 この 雜 然として 永年の 一家の 歷史を それとなく 物語る のが 面白味が あるので あって- 

百貨店から 只今 屆 けました といった やうな 粒の 揃った セット は、 何が なしに 趣がない。 さう し 

て 居る うちに 段々 新陳代謝が 行 はれて、 こぐ の社會 でも 一 一十 年 三十 年 前の みすぼらしい 老朽 雛 

は、 きらびやかな 新粧 ゆたかな 金權 雛に 位置 を讓ら なければ ならなくなる。 子規の 雛 も、 かう 

いふい かんと も 仕 難い この 世の中の 鐵 則の 支配 をう けて、 い つの 間に やら 出入りの 植木屋の 雛 

段に 左遷され て 居た のであった。 私達が それ を 知って、 代りの 雛と 取り代へ て 貰った の は、 官 

女謫居 三年の 後であった。 

私達の 長女が 生まれた 時、 私の 母が 初 雛 を 祝って くれる とい ふ。 其 時 ふと 私の 頭 を かすめた 

の は、 昔 まだ 物心の ついた かっかない 顷、 立派な 御所 人形 を 玩具に して、 その 足 を もぎ、 鼻 を 

かき、 衣装 を 裂いて、 いくつかの 人形 をニタ 目と 見られない 廢人 にして しまった 事 を 思 ひ 55 し- 

多分 それが 雛人形の 一族の いくつかでなかった かと 母に 訊ねる と、 母 は土藏 から 兩 掛けの 行李 


二つに 人った 雛人形 一式 を 出して 來て くれた。 -e: 雛 様と 五 人 囀 子と を 辛うじて 殘し たま、、 他 

お まむ 

は. 跳ね 私の 手に か、 つて 殘殺 されて しまった ものら しい。 今更 惜しんで は 見た ものの、 これば 

かり は 正しく 自業自得。 母の いふと ころに よると、 祖母が 私 を 溺愛し、 い \ も惡 いも わからな 

い 頑是ない 子に、 物體 ない と 母が とめる の もき かす、 かう やって 蟲に喰 はせ て 了 ふより はと、 

私の 玩具に 與 へて、 壞 すの を 喜んで 見て 居た の だとい ふから、 吾が 事ながら まるでお 話に も 何 

にもなら す、 よくも これ だけ 殘っ たもの だと 甚だ 消極的な 感心 をす る 一方で は、 實際 しまった 

こと をした もの だと 身慄 ひが 出る 程だった。 曾祖母が 嫁入りの 時 持って 來 たもの ださう で、 田 

舍に はま づ珍 らしい 出來 なので ある。 

私 は 妻と 相談して、 新ら しい 今 出來の ものより、 むしろ これ を 貰って 行かう とい ふ 事に し、 

0^速 十 軒 店の 病院に 入れた のであった。 人形 屋 では 今時 珍ら しい、 大切に なさい といって 褒め 

て くれた。 

妻の 母 や 祖母 や 其 他から 贈られた 人形 を 加へ て、 我が家の 雛 境 はかう して 出来た。 各種 各 様- 

新舊 大小 樣々 の 人形が、 時た まわから す屋の 小さい 男の子が、 僕の の もと 言 ひ 張って、 緋 毛氈 

の 上に 加藤淸 正なん ぞ をなら ベたり する 事 も あるが、 とにかく 雜 然とで は あるが、 一通りの メ 

一一 一 五一  . 
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ンバ I は 揃った。 そこで 見渡す. こ、 昔の 雛 は みんな 面長で、 近代に 到る 程寸 がつ まって 居る。 

雛なん ぞ 一 向 近代化す る 必要 もな く、 叉 近代的して は 有難 味の 少なくなる ものの やうに 思 はれ 

てる もので さへ、 間の、 びの した 時代 離れの 顏 では 通用し ない ものと 見える。 現に 長女な ど は 永 

い 事 古い 雛の 悠長な 額 を きらって 居た もの だ。 時代と いふ もの は爭 へない ものら しい。 

そ こ で 內裏 雛と 五 人嚇子 の 中間に はさまった 三人 官女 の みすぼらし さは、 い くら 緋の袴 を つ 

けて 乙に すまして 居ても、 どうしても つりあ ひが とれない。 第一 大きさが 三分の 一 もない 上に、 

服装が 甚だ 慘 めだ。 わけ を 知らない 子供達 は、 來年は 立派な 三人 官女 を 買って くれと せがむ。 

親の 心 子 知らす か、 子の 心 親 知らす か、 私達 夫妻 は、 俳句と いへば 「古池 や」 と 「朝 額に」 だ 

と 思って 居る 子供に、 この 贈り主の 話 をしても わからない にき まって 居る ので、 仕方なし にた 

だ默 つて 微笑みながら、 お 互 この 手紙の 事 を 思 ひ 浮べ、 いっか 讀ん でき かせる 時の 來 るの を 待 

つので ある。 
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.M  0 鏡子述  • 

松 岡 讓 筆 錄 

5 ^石の 甲 5 ひ 出 §  J  j  一 

附漱 石 年 譜  ぎ 奮 一一 千 5  - 

3 本 Q 生める 世界的 文豪 夏目漱 石の 藝術は 不朽で ある、 彼の 偉人なる 

た， W 的 風韻 は 彼 Q あらゆる 作品に 强 くにじみ 出て 一 ゆ 9 藝 術の 最高 頂 

を赏 いて ゐる。 然しながら 此の 偉人なる 人格が 彼の 家庭生活に 如何に 

反映した か、 彼の 作品に 示現す る 美しき 世界と 彼の 環境と 如何に 對立 

L てゐ るか？  M 目 鏡 干 氏の 「漱石 Q 思 ひ 出」 は 結婚 生 *w 二十 年間の 

赤裸々 な 錄 として 此の S ：々 Q 興味 を滿 足させて くれる。 漱石 逝いて 

十四 年 C 昭和 四 年」、 未だ 傳 おらし ぃ傳記 Q 無い 時に 「人」 としての 漱 

石 を 知らん とする もの V 必讀の 書で あり、 欺 石 研究家に 取って 其の 作 

品 を 知る 上に 傳記 的な 根本 资 料と して 唯一 Q 參考 となり 得よう。 加 3^ 及 

版 と して 廣く領 たんと する 所以 も 此處に あ る " 

松 岡 讓氏は 新しく 卷 末に 「漱石 年譜」 を附 して 本書 Q 完備 を 期せら 

れた。 敢て 大方に 藤む。 
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